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生
成
Ａ
Ｉ
の
進
展
が
著
し
い
。
今
日
で
は
、ChatGPT

や
Ａ
Ｉ
音
声
な
ど
が
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
。
教
育

界
も
例
外
で
は
な
い
。
教
師
が
授
業
の
準
備
を
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
学
生
が
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
と
き
、ChatGPT

等
を
活
用

す
る
の
が
、
も
は
や
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
り
、教
育
の
あ
り
方
は
、こ
こ
十
年
二
十
年
の
う
ち
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、す
で
に
「
教

師
の
い
な
い
塾
」
が
日
本
全
国
に
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
校
舎
の
な
い
学
校
」
も
人
気
で
あ
る
。「
Ｎ
校
」
の

よ
う
な
通
信
制
の
高
校
が
何
万
人
も
の
生
徒
を
集
め
、
世
間
の
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
に
と
も
な
う
教
育
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
、
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
教
育
環
境
の
大
き
な
変
化
の
な
か
で
、
改
め
て
問
わ
れ
る
の
が
教
師
の
役
割
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
Ａ
Ｉ
に
で
き
な
く

て
人
間
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
で
あ
る
。「
人
間
力
の
育
成
」を
掲
げ
る
本
法
人
の
精
神
か
ら
言
え
ば
、「
学
生
を
信
ず
る
」

「
学
生
を
護
る
」「
学
生
と
と
も
に
悩
む
」「
学
生
の
模
範
に
な
る
」
と
い
う
極
め
て
人
間
的
な
交
わ
り
こ
そ
が
、
人
間
の
教
師
に
課
せ

ら
れ
た
最
大
の
責
務
と
な
ろ
う
。
教
師
が
一
個
の
人
間
と
し
て
学
生
と
赤
裸
々
に
語
り
合
い
、目
に
見
え
な
い
感
化
を
及
ぼ
し
て
い
く
。

こ
れ
が
、
じ
つ
は
知
識
の
伝
授
よ
り
も
さ
ら
に
重
要
な
、
教
育
の
眼
目
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
他
人
を
思
い
や
れ
」「
信
念
を
貫
け
」な
ど
の
道
徳
的
知
識
、あ
る
い
は「
価
値
を
創
造
せ
よ
」「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
」と
い
っ

発
刊
に
よ
せ
て
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松
　
岡
　
幹
　
夫

発刊によせて

た
処
世
術
の
知
識
を
、大
概
の
人
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。た
だ
し
、そ
れ
ら
を
実
行
で
き
る
人
は
少
な
い
。「
わ
か
っ
て
い
て
も
で
き
な
い
」

の
が
人
間
の
悲
し
さ
で
あ
り
、
弱
さ
だ
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
人
間
は
誰
か
の
支
え
で
強
く
も
な
れ
る
。
師
と
仰
ぐ
人
か
ら
受
け

た
人
間
的
な
感
化
が
、
人
生
の
困
難
を
乗
り
切
る
力
に
な
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
Ａ
Ｉ
で
な
く
人
間
の
教
師
に
よ
る
見
え
ざ
る
感
化

―
―
こ
れ
の
み
が
学
生
の
人
間
力
を
育
み
う
る
の
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
令
和
九
年
四
月
を
目
途
と
し
て「
デ
ジ
タ
ル
創
造
学
科（
仮
称
）」の
設
置
を
目
指
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

文
部
科
学
省
の
令
和
五
年
度
大
学
教
育
再
生
戦
略
推
進
費「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
～
米
国
等
と
の
大
学
間
交
流
形
成
支
援
～
」

の
選
定
に
お
い
て
、
本
学
と
福
島
高
専
が
共
同
で
提
案
し
た
「
未
来
へ
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る
日
米
大
学
間
復
興
創
生
交
流

事
業
（
令
和
五
年
度
～
九
年
度
）」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
躍
進
の
土
台
に
は
、
建
学
の
精
神
が
脈
打
っ
て
い
る
。
当
研
究
所
は

建
学
の
精
神
の
飽
く
な
き
探
求
を
使
命
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
本
学
の
更
な
る
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
る
。

　
　

令
和
七
年
二
月
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岡
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司
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9

■
特
集
二
　
東
日
本
国
際
大
学
東
洋
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想
研
究
所
池
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大
作
研
究
会
　
特
別
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義
■

 

　
　
　
　
　
　

創
価
大
学
名
誉
教
授　

鈎　

治
雄

 

　
　
　
　
　
　
　
「『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
を
ど
う
創
造
す
る
か
」　 

　

21

■
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文
■
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文
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山
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宣
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先
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会
に
お
け
る
「
忠
」
思
想
の
形
成
（
修
訂
版
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
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王
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彝
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銘
文
と
郭
店
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簡
『
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中
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に
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44
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「
渋
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春
海
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け
る
天
文
占
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釈
―
『
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代
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義
』
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中
心
に
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

66



5

 

 

論
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岡
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～
池
田
大
作
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
緊
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提
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心
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～
」　 
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ノ
ー
ト
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長
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奏
「
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ラ
ー
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礼
の
港
と
宿
営
地
を
結
ぶ
古
道
に
関
す
る
覚
書
」　 
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ノ
ー
ト
Ⅲ　

李　

和　

貞 「「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
―
池
田
大
作
著
『
青
年
抄
』
か
ら
の
考
察
」　 

　

132

■
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健
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開
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本
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』　 

　

141
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研
究
所
全
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145
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■
特
集
一　

第
三
六
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
■

　

二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
六
月
二
一
日
）、
第
三
六
回
大
成
至
聖

先
師
孔
子
祭
を
学
内
大
成
殿
に
お
い
て
開
催
し
た
。
祭
主
・
緑
川
浩

司
理
事
長
が
祭
主
挨
拶
を
行
い
、
玉
串
を
捧
げ
た
。

　

式
典
に
続
く
第
二
部
記
念
講
演
会
で
は
会
場
を
い
わ
き
芸
術
文
化

交
流
館
ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル
に
移
動
し
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
山

脇
直
司
先
生
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
草
野
仁
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

以
下
、
緑
川
浩
司
理
事
長
に
よ
る
斎
主
挨
拶
並
び
に
記
念
講
演
会

挨
拶
、
山
脇
直
司
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
を
掲
載
し
、
当
日
の
報
告

と
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
一
日
（
金
）

　

午
前
九
時
三
〇
分
～
午
前
一
〇
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
国
際
大
学　

一
号
館
屋
上　
　

大
成
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
号
館
二
階　

階
段
教
室

　
　

第
三
六
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭

　

午
後
一
三
時
〇
〇
分
～
午
後
一
五
時
〇
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル

　

記
念
講
演
①

　

演　

題　

 「
徳
、
幸
福
、
ケ
ア
―
現
代
社
会
に
必
要
な
も
の
」

　

講　

師　

東
京
大
学
名
誉
教
授 

山
脇
直
司

　

記
念
講
演
②

　

演　

題　

 「
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
」

　

講　

師　

キ
ャ
ス
タ
ー 

草
野　

仁
6



第
三
六
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
及
び
記
念
講
演
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時　間 場　　所 内　　容

第１部 第36回　大成孔子祭至聖先師孔子祭

10:30 ～ 11:30

本　学
１号館屋上
大成殿
１号館２階
階段教室

司会：鈴木伸介

孔子祭 神事

神官

（参列者）
本学法人役員、来賓、教職員・学生、生徒、新任教職員

〈次第〉

◇開式の辞 学校法人昌平黌　常務理事　緑川明美

◇神　　事

　修祓の儀

　齋主一拝

　献　　饌

　齋主祝詞奏上

　玉串を奉りて拝礼 理事長、常務理事、総長、学長、鎌田地区区長
学生（大・短・中高）等

　撤　　饌

　齋主一拝

　直　　会

◇祭主挨拶 学校法人昌平黌　理事長　緑川浩司

◇閉式の辞 東日本国際大学・いわき短期大学　学長　中山哲志

11:30 ～ 11:40 大成殿前 ◇記念撮影

11:40 ～ 12:00 本　学 昼　　食

13:00 ～ アリオス大ホール
◆理事長特別賞表彰

� 司会：草野幸雄
硬式野球部（監督：藤木　豊、主将：渡邉宏斗）

第２部 記念講演会

アリオス
大ホール

� 司会：河合　伸

13:05 ～ ◆記念講演挨拶
◆来賓祝辞
◆来賓紹介

学校法人昌平黌　理事長　緑川浩司
いわき市長　内田広之 様　
いわき市長　内田広之 様、広野町長　遠藤　智 様

13:15 ～ 休　　憩（10 分）〈準　備〉

13:25 ～ ◆記念講演① 〈講師紹介〉東洋思想研究所　所長　松岡幹夫
演題　「徳、幸福、ケア―現代社会に必要なもの」
講師：東京大学名誉教授　山脇直司先生

14:05 ～ 〈準　備〉

14:10 ～ 15:00
◆記念講演② 〈講師紹介〉学校法人昌平黌　総長　吉村作治

演題　「いつもチャレンジ精神で」
講師：キャスター　草野　仁先生

7

■特集一　第三六回大成至聖先師孔子祭
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本
日
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
第
三
六
回
孔
子
祭
に
御
参
列
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
法
人
昌
平
黌
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
創
立
一
二
〇
周
年
の
佳
節
を
迎
え
、
創
立
記
念
の
諸
行
事

を
滞
り
な
く
挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
尽
き
せ
ぬ
感

謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
学
校
法
人
昌
平
黌
に
と
っ
て
、
次
な
る
創
立
一
三
〇
周
年

を
見
据
え
た
、
新
た
な
十
年
の
始
ま
り
に
当
た
り
ま
す
。
東
洋
の
故

事
に「
前
三
後
一（
ぜ
ん
さ
ん
ご
い
ち
）」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

百
獣
の
王
で
あ
る
獅
子
が
三
歩
前
進
し
た
後
、
し
っ
か
り
と
力
を
蓄

え
て
か
ら
獲
物
に
臨
む
姿
勢
を
表
し
た
言
葉
で
す
。
つ
ま
り
、
獅
子

は
常
に
次
な
る
目
標
を
見
据
え
、
一
切
の
油
断
を
排
し
て
間
断
な
き

跳
躍
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。そ
の
姿
勢
が
百
獣
に
恐
れ
ら
れ
る「
獅

子
王
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
す
。
本
学
も
ま
た
次
な
る
十
年
に
向
け

て
「
前
三
後
一
」
の
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
が
心
に
留
め
、
創
立
一
三
〇

周
年
に
向
け
た
第
一
歩
を
刻
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た
森
田
実
名
誉
学
長
よ
り
本
学
の
新
た

な
指
針
と
し
て「
克
己
復
礼
為
仁（
こ
っ
き
ふ
く
れ
い
じ
ん
と
な
す
）」

と
の
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
本
学
に
と
っ
て
万
代
に
渡

る
普
遍
の
基
盤
で
あ
り
、
常
に
立
ち
返
る
べ
き
教
育
の
原
点
で
す
。

己
に
打
ち
克
つ
こ
と
で
自
分
を
変
え
、
社
会
を
変
え
、
ひ
い
て
は
世

界
を
も
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
信
念
に
基
づ
い
て
、

本
学
は
こ
れ
か
ら
も
徹
し
て
一
人
の
可
能
性
を
信
じ
抜
き
、
人
格
的

感
化
に
よ
る
人
間
力
教
育
を
探
求
し
続
け
ま
す
。

　

孔
子
祭
に
お
い
て
、
共
々
に
孔
子
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
弟
子
の

訓
育
に
生
涯
を
か
け
た
教
育
者
と
し
て
の
孔
子
の
生
き
方
に
想
い
を

馳
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
孔
子
の
人
材
育
成
に
対
す
る
飽

く
な
き
情
熱
と
智
慧
を
継
承
し
、
本
日
よ
り
決
意
も
新
た
に
更
な
る

前
進
を
続
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
申
し

上
げ
、
私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
本
日
は
御
参

列
を
い
た
だ
き
、
大
変
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

斎
主
挨
拶

学
校
法
人
昌
平
黌
理
事
長　

緑
　
川
　
浩
　
司
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本
日
は
ご
多
忙
の
な
か
ご
来
賓
の
方
々
に
は
多
数
ご
参
列
を
賜

り
、
こ
う
し
て
盛
大
に
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
を
挙
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
創
立
一
二
〇
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
多
数
の
皆
様
に

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、本
学
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
た『
学

校
法
人
昌
平
黌
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
誌
』
を
発
刊
致
し
ま
し
た
。

記
念
誌
の
巻
頭
言
に
お
い
て
、
私
は
学
校
法
人
昌
平
黌
が
掲
げ
る
人

間
力
教
育
の
目
的
を
「
自
他
共
の
幸
福
」
に
あ
る
と
書
き
記
し
ま
し

た
。「
自
他
共
の
幸
福
」
と
は
、
他
人
の
不
幸
の
上
に
自
分
の
幸
福

を
築
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
だ
け
の
幸
福
を
追
求
す
る
生

き
方
は
我
が
ま
ま
と
な
り
、
最
終
的
に
は
友
人
も
離
れ
、
孤
独
な
人

生
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
て
他
人
の
幸

福
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
生
き
方
に
は
無
理
が
あ
り
、
長

続
き
し
な
い
で
し
ょ
う
。
本
学
が
目
指
す
人
間
力
教
育
は
ど
こ
ま
で

も
「
自
他
共
の
幸
福
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
ご
逝
去
さ
れ
た
森
田
実
名
誉
学
長
は
『
論
語
』
の
中
に
あ

る「
克
己
復
礼
為
仁
」と
の
言
葉
を
本
学
の
新
た
な
指
針
と
し
て
贈
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
己
に
打
ち
克
ち
、
礼
に
復
す
る
こ
と
を
「
仁
」

と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
い
う
克
服
す
べ
き
「
己
」
と
は
現
代
的
に
言
え
ば
、

自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と
い
う
「
エ
ゴ
」
を
指
し
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
自
己
中
心
的
な
「
己
」
を
克
服
し
、
他
者

を
尊
重
す
る
真
の
平
和
主
義
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
本
学
に
と
っ

て
の
「
仁
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
次
な
る
創
立
一
三
〇
周
年
を
見
据
え
、
最
初
の
第
一
歩
を

刻
む
大
事
な
一
年
で
す
。
東
日
本
国
際
大
学
は
文
部
科
学
省
に
よ
り

「
選
定
委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
事
業
計
画
の
多
数
の
項
目
で
特
筆

す
べ
き
内
容
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
大
学
」
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
令

和
九
年
度
に
「
デ
ジ
タ
ル
創
造
学
科
」
を
設
置
す
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
米
国
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
地
域
と
二
度
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
同
で
開
催
し
、
米
国
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
地
域
に

位
置
す
る
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
協
力
協
定
も
締
結
し
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
度
、
地
方
私
立
大
学
と
し
て
は
初
め
て
文
部
科
学
省
の

「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
令
和
五
年
度
か

記
念
講
演
会
挨
拶

学
校
法
人
昌
平
黌
理
事
長　

緑
　
川
　
浩
　
司
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研究　東洋

ら
九
年
度
ま
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
ト
ラ
イ
シ
テ
ィ
ー
ズ
校
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
ベ
イ
ス
ン
短
期
大
学
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
法
人
昌
平
黌
と
し
て

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
＝
エ
フ
レ
イ
）
と
の
連
携

協
力
基
本
合
意
書
も
締
結
し
、
浜
通
り
復
興
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

附
属
昌
平
中
高
に
お
い
て
も
、
昌
平
高
校
が
「
令
和
六
年
度
高
等

学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の

整
備
や
専
門
家
に
よ
る
授
業
の
実
施
な
ど
、
情
報
教
育
の
拡
充
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
わ
き
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
で
は
屋

久
杉
を
使
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
新
園
舎
も
完
成
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
学
校
法
人
昌
平
黌
の
取
り
組
み
は
す
べ
て
「
儒
学
教
育

日
本
一
」「
人
間
力
教
育
日
本
一
」
と
の
方
針
を
基
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
人
間
力
の
育
成
、
そ
し
て
地
域
で
活

躍
す
る
人
材
の
輩
出
こ
そ
、
浜
通
り
に
位
置
す
る
知
の
拠
点
と
し
て

の
使
命
で
す
。
本
学
は
「
義
を
行
い
以
て
其
の
道
に
達
す
」
と
の

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
儒
学
教
育
を
長
年
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
に
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
災
害
を
乗
り
越

え
、論
語
の
一
節
で
あ
る
「
天
徳
を
予
に
生
せ
り
」
と
の
言
葉
通
り
、

逆
境
を
通
し
て
教
職
員
の
団
結
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
次
な
る
飛
躍
の

原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
森
田
実
名

誉
学
長
よ
り
「
克
己
復
礼
為
仁
」
と
の
新
た
な
指
針
を
賜
っ
た
の
で

す
。
本
日
よ
り
は
決
意
も
新
た
に
、
学
生
第
一
の
教
育
を
目
指
し
、

教
職
員
一
同
、
更
な
る
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
参
列
く
だ
さ
っ
た
ご
来
賓
、
並
び
に
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
次
な
る
創
立
一
三
〇
周

年
を
目
指
し
、新
た
な
歴
史
を
刻
み
ゆ
く
不
退
の
決
意
を
申
し
上
げ
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
大
変
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

10



【
略
歴
】

や
ま
わ
き
・
な
お
し　

一
九
四
九
年
、
青
森
県
八
戸
市
生
ま
れ
。
一

橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
上

智
大
学
大
学
院
哲
学
研
究
科

修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
経

て
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
で
哲
学
博
士
号
を
取

得
。東
海
大
学
文
学
部
講
師
、

助
教
授
（
准
教
授
）、
上
智

大
学
文
学
部
助
教
授
（
准
教

授
）、
東
京
大
学
教
養
学
部
・

同
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

（
国
際
社
会
科
学
専
攻
）
で

助
教
授
（
准
教
授
）、
教
授

を
歴
任
。
二
〇
一
九
年
か
ら

記
念
講
演
「
徳
、
幸
福
、
ケ
ア
―
―
現
代
社
会
に
必
要
な
も
の
」

二
〇
二
三
年
ま
で
星
槎
大
学
学
長
を
務
め
る
。
著
書
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

社
会
思
想
史
』『
社
会
と
ど
う
か
か
わ
る
か
』『
公
共
哲
学
と
は
何
か
』

『
社
会
思
想
史
を
学
ぶ
』
な
ど
多
数
。
近
著
『
分
断
さ
れ
た
世
界
を

つ
な
ぐ
思
想
：
よ
り
善
き
公
正
な
共
生
社
会
の
た
め
に
』。

■
は
じ
め
に

　

ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
山
脇
直
司
と
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
で
お
話
す
る
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
今
日
は
東
日

本
国
際
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
、
昌
平
高
校
並
び
に
昌
平
中
学
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
い
わ
き
短
期
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
を
前

に
、
こ
れ
か
ら
四
〇
分
ほ
ど
「
徳
、
幸
福
、
ケ
ア
―
―
現
代
社
会
に

必
要
な
も
の
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
副
題
に
「
現

代
社
会
に
必
要
な
も
の
」
と
付
け
た
理
由
は
、「
昔
の
偉
い
人
が
言
っ

た
御
説
を
拝
聴
す
る
」
と
い
う
受
け
取
ら
れ
方
で
は
な
く
、
今
を
生

き
る
み
ん
な
一
人
一
人
の
問
題
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
切
な

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授　

山
　
脇
　
直
　
司

山脇直司先生
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研究　東洋

る
思
い
を
込
め
て
話
し
た
い
か
ら
で
す
。

■
『
論
語
』
の
「
克
己
復
礼
為
仁
」
な
ど
の
「
仁
」
に
つ
い
て

　

孔
子
が
紀
元
前
五
五
一
年
か
ら
四
七
九
年
に
か
け
て
活
動
し
著
作

を
残
し
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

孔
子
を
英
語
で
言
う
と「Confucius

」で
、儒
教
は「Confucianism

」

で
、「Confucianism

」
は
「
孔
子
主
義
」
と
訳
さ
れ
て
も
い
い
の

で
す
け
ど
、
日
本
で
は
「
儒
教
」
と
言
い
表
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

孔
子
が
説
い
た
一
番
重
要
な
も
の
は
「
仁
」
で
、『
論
語
』
で
、「
先

生
、
仁
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
」
と
い
ろ
い
ろ
な
弟
子
た
ち

が
質
問
し
、
孔
子
は
そ
の
都
度
の
文
脈
に
応
じ
て
そ
の
内
容
を
語
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
私
な
り
に
纏
め
ま
す
と
、
仁
は
「
自
分
以
外

の
他
者
を
自
発
的
に
思
い
や
り
、
良
い
行
な
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、人
間
的
に
成
長
す
る
こ
と
」
と
理
解
し
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
国
際
大
学
で
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
克
己

復
礼
為
仁
」（
己
〈
お
の
れ
〉
に
克
〈
か
〉
ち
礼
〈
れ
い
〉
に
復
〈
か

え
〉
る
を
復
〈
ふ
〉
む
を
仁
〈
じ
ん
〉
と
為
〈
な
〉
す
）
と
い
う
言

葉
も
『
論
語
』
で
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
「
自
分
の
わ
が
ま
ま
や
利
己
心
に
打
ち
克
っ
て
、
礼

に
し
た
が
っ
て
生
き
る
こ
と
が
仁
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
と
同
時
に
、
自
分
自
身
の
中
に

あ
る
利
己
主
義
（
エ
ゴ
イ
ズ
ム
）
を
絶
っ
て
、
礼
に
従
っ
て
生
き
る

こ
と
で
お
の
ず
と
仁
が
身
に
つ
く
と
孔
子
は
述
べ
た
わ
け
で
す
。
こ

の
場
合
、「
礼
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
可
能
で
す
け
れ
ど
も
、「
法

律
」
よ
り
も
っ
と
広
く
「
お
の
ず
と
形
に
な
っ
て
現
れ
る
も
の
」
と

い
う
意
味
を
持
ち
、そ
れ
が
外
面
化
さ
れ
た
も
の
が
「
作
法
」
や
「
公

平
な
社
会
の
ル
ー
ル
」
な
の
だ
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

■
儒
教
の
「
五
常
の
徳
」
仁
義
礼
智
信

　

こ
れ
も
皆
さ
ん
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
儒
教
は
「
五
常
の

徳
」
と
し
て
「
仁
義
礼
智
信
」
を
説
い
て
い
ま
す
。「
仁
義
礼
智
信
」

が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、「
仁
」は
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に「
己

に
打
ち
克
っ
て
、人
を
思
い
や
る
心
や
行
動
」で
す
。そ
し
て「
義
」は
、

「
正
義
を
貫
く
心
と
行
動
」、「
正
し
い
と
思
っ
た
こ
と
を
貫
く
心
と

行
動
」で
す
。「
礼
」は
さ
き
ほ
ど
述
べ
た「
作
法
と
公
正
な
ル
ー
ル
」

に
加
え
て
、「
相
手
に
対
し
、
尊
敬
の
念
を
示
す
心
と
行
動
」
も
意

味
し
ま
す
。
い
ま
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
使
え
ば
「
他
者
へ

の
リ
ス
ペ
ク
ト
」（respect

）
だ
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。「
智
」

は
「
思
い
や
り
を
実
現
す
る
た
め
の
智
慧
」
や
、
あ
れ
こ
れ
考
え
て

「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
を
考
え
る
智
慧
で
す
。
そ
し
て
「
信
」
は

「
相
手
に
対
す
る
信
頼
の
心
」
で
す
。
こ
の
「
仁
義
礼
智
信
」
の
う

ち
、
特
に
「
仁
」
が
一
番
重
要
で
す
が
、
そ
れ
も
加
え
た
五
つ
の
徳
、
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五
常
の
徳
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
覚
え
て
お
い
て
、
社
会
に
出
た
と
き
も
必

ず
役
立
た
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
「
幸
福
」
と
「
ケ
ア
」
を
結
び
つ
け
る
ヒ
ン
ト
？

　

た
だ
し
現
代
社
会
は
、
そ
れ
で
す
べ
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
と

い
え
ば
、
そ
う
で
な
い
出
来
事
が
実
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
五
常

の
徳
と
は
か
け
離
れ
た
悩
ま
し
い
出
来
事
が
社
会
の
中
に
い
っ
ぱ
い

あ
る
こ
と
も
、
皆
さ
ん
は
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
五
常

の
徳
を
考
え
る
時
は
、
現
代
社
会
の
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

直
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、今
の
世
の
中
に
は
「
い
じ
め
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
は
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
世
界
的
な
現
象
で
す
。
た
と
え
ば
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
の
い
じ
め
、
サ
イ
バ
ー
い
じ
め
に
対
し
て
は
、（
皆

さ
ん
に
お
見
せ
し
て
い
る
パ
ワ
ポ
の
よ
う
に
）
ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児

童
基
金
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
根
絶
す
べ
き
も
の
と
し
て
警
告
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
広
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
形
で
の
い
じ
め
が
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
う
い

う
こ
と
が
起
こ
る
の
か
は
、
道
徳
的
に
大
き
な
問
題
で
、
そ
こ
に
は
、

五
常
の
徳
と
は
真
逆
の
人
間
の
悪
意
の
連
鎖
、
集
団
的
な
悪
意
が
見

い
だ
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
は
今
の
と
こ
ろ
平
和
で
す
け
れ
ど
も
、
世
界
に
目
を

や
れ
ば
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
か
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
大
変
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ポ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
を
イ
ス
ラ
エ

ル
が
攻
撃
し
た
た
め
に
、
瓦
礫
の
下
で
子
ど
も
た
ち
が
泣
き
叫
ん
で

い
る
様
子
で
す
。
こ
う
い
う
悲
惨
な
状
況
を
直
視
し
な
が
ら
、
日
本

に
何
が
で
き
る
か
を
真
面
目
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
今

は
あ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
は
今
の
日
本
で
は
、高
齢
者
の
孤
独
死
が
増
え
て
い
ま
す
。

孤
独
な
毎
日
を
過
ご
す
方
々
を
ど
う
や
っ
て
救
う
の
か
、
あ
る
い
は

そ
う
い
う
方
々
と
の
絆
を
ど
の
よ
う
に
作
り
保
持
し
て
い
く
の
か
、

そ
れ
が
ま
す
ま
す
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
代
社
会
の
中
で
必
要
な
問
い
か
け
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
、
幸
福
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ
れ
か
ら
人
を
助

け
る
ケ
ア
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ
し
て
、
幸
福
と
ケ
ア
は
ど

う
結
び
つ
き
ま
す
か
。
少
な
く
と
も
儒
教
の
仁
の
教
え
は
、
幸
福
は

一
人
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ
な
た
の
幸
福
が
自
分
の

幸
福
で
も
あ
る
」
と
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
、
こ
れ
を
儒
教
は
説

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
日
は
、
幸
福
と
ケ
ア
を
結
び
つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
、
儒
教

と
西
欧
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
で
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
探

る
と
い
う
観
点
で
話
を
進
め
る
の
で
、
皆
さ
ん
は
自
分
の
頭
で
考
え

な
が
ら
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
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■
孟
子
が
説
く
「
四
端
の
心
」

　

孔
子
に
は
弟
子
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
一
人
一
人
を
取
り
上

げ
る
の
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は

比
較
的
わ
か
り
や
す
い
教
え
を
説
い
た
孟
子
（M

encius

、
紀
元
前

三
七
二
～
二
八
九
年
）
と
い
う
、
孔
子
の
思
想
を
引
き
継
い
だ
一
人

の
思
想
を
紹
介
し
ま
す
。
実
は
孟
子
に
反
対
す
る
孔
子
の
弟
子
も
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
荀
子
（X

unzi
、
紀
元
前
三
一
三
年
頃
～
二
三
八

年
頃
）
で
、
彼
の
思
想
も
お
も
し
ろ
い
の
で
す
が
、
今
日
は
そ
の
荀

子
で
は
な
く
、
孟
子
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
か
し
て
授
業
で
学
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、孟
子
は
、

も
っ
て
生
ま
れ
た
人
間
の
心
に
は
「
四
端
の
心
」
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。
一
つ
は
「
惻
隠
（
そ
く
い
ん
）
の
心
」（
仁
）
で
す
。
井
戸

に
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
る
赤
子
を
見
た
ら
、
み
ん
な
「
か
わ
い
そ

う
だ
」
と
思
っ
て
助
け
る
で
し
ょ
う
。
他
者
を
助
け
る
心
、
他
人
の

不
幸
を
見
逃
せ
な
い
心
、
そ
れ
が
「
惻
隠
の
心
」
で
す
。

　

次
は
「
羞
悪
の
心
」（
義
）
で
す
。
悪
を
恥
じ
憎
む
心
で
、
醜
い

行
為
に
目
を
背
け
た
く
な
る
心
で
す
。

　

そ
し
て
「
辞
譲
の
心
」（
礼
）
で
、
他
人
を
尊
重
し
、
譲
り
合
う

心
で
す
。

　

そ
し
て
「
是
非
の
心
」（
智
）
で
、
正
邪
や
善
悪
に
つ
い
て
の
判

断
力
で
す
。

　

こ
れ
ら
も
っ
て
生
ま
れ
た
「
四
端
の
心
」
を
伸
ば
し
て
い
け
ば
、

そ
れ
ぞ
れ「
仁
」「
義
」「
礼
」「
智
」の
徳
に
達
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

逆
に
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
「
四
端
の
心
」
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
、
そ

れ
ら
は
生
か
さ
れ
ず
に
、
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
皆
さ
ん
も
、
努
力
し
て
こ
れ
ら
を
伸
ば
す
習
慣
づ
け
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
「
仁
」「
義
」「
礼
」「
智
」
の
四

つ
の
徳
に
到
達
す
る
の
で
す
。
学
ん
で
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
心
の
中
に
あ
る
「
四
端
」
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
く
べ
き

で
す
。
も
し
そ
れ
を
怠
れ
ば
、せ
っ
か
く
も
っ
て
い
た
「
四
端
の
心
」

が
全
然
生
か
さ
れ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
孟
子
は
別
の
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
な
こ
と
も
言
っ
て
い

ま
す
。
人
間
は
安
定
し
た
財
産
な
り
職
業
を
も
っ
て
い
な
い
と
、
安

定
し
た
道
徳
心
を
保
つ
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
為
政
者
、
政
治
家
は

人
々
が
恒
産
を
も
て
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
恒
産

無
く
し
て
恒
心
無
し
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
世
の
中
に
は
、
生
活
が

汲
々
と
な
っ
て
い
て
、
人
を
救
っ
て
あ
げ
た
い
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な

余
裕
が
な
い
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
日
の
生
活

に
ま
ま
な
ら
な
い
方
も
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
は
、
そ
れ

な
り
の
安
定
し
た
、
少
な
く
と
も
生
活
で
き
る
よ
う
な
財
産
、
衣
食

住
を
与
え
る
と
い
う
課
題
は
、
憲
法
25
条
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
福
祉
国
家
と
か
、
福
祉
社
会
に
通
ず
る
考
え
方
で
す
。

　

さ
ら
に
政
治
家
の
あ
る
べ
き
姿
も
、
孟
子
は
説
い
て
い
ま
す
。
為
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政
者
―
―
当
時
は
王
様
で
し
た
け
れ
ど
も
―
―
に
と
っ
て
の
政
治
の

道
を
、
孟
子
は
「
王
道
」
と
「
覇
道
」
に
弁
別
し
ま
し
た
。「
王
道

こ
そ
政
治
家
が
行
な
う
べ
き
道
だ
」
と
説
い
た
わ
け
で
す
。
王
道
と

は
徳
に
よ
っ
て
本
当
の
仁
政
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
為

政
者
の
見
本
に
な
る
べ
き
行
為
で
あ
る
。
他
方
、
覇
道
と
は
武
力
に

よ
っ
て
人
民
と
他
国
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
悪
し
き
道
な
の
で
、

場
合
に
よ
っ
て
は
打
倒
さ
れ
て
然
る
べ
き
行
為
で
す
。
こ
れ
も
、
現

代
の
政
治
の
在
り
方
を
考
え
る
う
え
で
も
、
い
ろ
い
ろ
示
唆
に
富
む

思
想
だ
と
思
い
ま
す
。

　
■
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
徳
倫
理
」

　

次
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
紀
元
前
三
八
四
～
三
二
二
年
）
で
す
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
大
生
物
学
者
で
も
あ
り
、
多
方
面
で
大
き
な
業

績
を
残
し
ま
し
た
が
、
人
間
の
倫
理
や
道
徳
に
関
し
て
も
。
大
き
な

著
作
を
残
し
ま
し
た
。
普
通
、
皆
さ
ん
は
「
倫
理
」
と
い
う
言
葉
で

何
を
連
想
す
る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
、「
○
○
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
か
「
×
×
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
か
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
連
想
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
規
範
は

「
義
務
倫
理
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
う

倫
理
は
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
人
び
と
が
社
会
の
中
で
幸
福
に
至
る
道

を
論
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
「
徳
倫
理
」（virtue ethics

）」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
古
典『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』（
上
下
巻
）は
、

文
庫
本
が
二
種
類
出
て
い
ま
す
。
一
つ
は
岩
波
文
庫
（
高
田
三
郎

訳
）、
も
う
一
つ
は
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
（
渡
辺
邦
夫
・
立
花
幸

司
訳
）
で
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
山
本
芳
久
先
生
に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
の
テ
レ
ビ
番
組「
１
０
０
分de

名
著
」の
テ
キ
ス
ト『
１
０
０

分de

名
著 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
）
と
い
う
本
も
出
ま
し
た
。
山
本
先
生
が
書
い
た
本
は
読
み
や

す
い
で
す
か
ら
、も
し
可
能
だ
っ
た
ら
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

  

「
×
×
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
倫
理
よ
り
も
、「
ど
う
し
た

ら
人
間
は
、
社
会
の
中
で
幸
福
に
な
れ
る
か
」
を
論
じ
た
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
は
、「
人
間
が
生
き
る
行
動
の
最
高
の
目
的
は
、
幸
福
に
な

る
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、「
皆
さ
ん
の
中
で
、
も

し
幸
福
に
な
り
た
く
な
い
と
思
う
人
が
い
た
ら
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
た
ら
、
何
人
く
ら
い
手
を
挙
げ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
皆

さ
ん
に
は
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
事
情
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

一
概
に
一
人
も
い
な
い
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
が
、少
な
く
と
も
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、「
幸
福
こ
そ
人
生
最
高
の
善
き
も
の
」
と
考

え
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
彼
は
幸
福
を
「
徳
性
（
ア
レ
テ
ー
、
卓
越

し
た
能
力
）
に
基
づ
い
て
の
魂
の
活
動
状
態
（
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
）」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。

  

「
徳
性
、
ア
レ
テ
ー
」
は
卓
越
し
た
能
力
を
意
味
し
、
ま
さ
に
東
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日
本
国
際
大
学
が
強
調
す
る
人
間
力
の
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
幸
福

は
、
単
な
る
刹
那
的
な
快
楽
と
は
違
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
演
劇
を

観
た
り
、
映
画
を
観
た
り
、
演
奏
会
を
聞
き
に
行
っ
た
り
、
ポ
ッ
プ

シ
ン
ガ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
そ
れ
が
終

わ
っ
た
ら
寂
し
く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
刹
那
的
な
も
の
で
は
な
く

て
、
何
か
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
生
き
る
よ

う
な
人
間
力
が
徳
な
の
で
す
。
人
は
ど
う
し
て
も
不
幸
な
出
来
事
に

遭
う
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
場
合
で
も
く
じ
け
ず
が

ん
ば
っ
て
、
明
日
か
ら
の
生
活
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
が
徳

を
意
味
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
言
い
ま
す
と
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
政
治
学
』

の
中
で
、「
人
々
の
幸
福
の
実
現
を
最
高
の
目
的
と
し
て
行
う
の
が

良
い
政
治
だ
」
と
論
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
述
べ
た
孟
子

の
仁
政
と
い
う
考
え
方
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
ア
レ
テ
ー
」
と
言
う
徳
性
に
は
二
つ
あ

る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
述
べ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
行
為
の
習
慣

づ
け
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
倫
理
的
な
も
の
、
も
う
一
つ
は
「
知
的

な
学
習
」
を
通
し
て
得
ら
れ
る
賢
慮
（
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）
の
二
種
類

で
す
。
次
に
こ
れ
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

■
「
習
慣
づ
け
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
徳
（
ア
レ
テ
ー
）

　

習
慣
づ
け
と
は
、
各
自
が
行
う
日
々
の
習
慣
を
意
味
し
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
は
、
当
時
の
楽
器
を
練
習
し
て
う
ま
く
な
る
こ
と
に
喩
え

て
い
ま
す
。
最
初
は
弾
け
な
か
っ
た
楽
器
が
、
何
度
も
何
度
も
練
習

す
る
と
う
ま
く
弾
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く
お
分
か

り
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
で
も
同
じ
で
、
練
習
に
励
ん
で
う

ま
く
な
る
こ
と
は
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
あ
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
楽
器
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
人
で
も
、
毎
日
の
行
動
の
中
で

の
習
慣
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
彼
は
特
に
重
要
な
も
の

は
中
庸
（
メ
ソ
テ
ー
ス
）
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
不
足
の

な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
（
ヘ
ク
シ
ス
）
を
意
味
し
、
具
体
的

に
は
、
無
謀
と
臆
病
の
間
の
節
度
、
怒
り
っ
ぽ
さ
と
意
気
地
な
し

の
間
の
穏
和
、
道
化
と
野
暮
の
間
の
機
知
（
英
語
で
言
う
と
こ
ろ
の

w
it

）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
庸
を
習
慣
づ
け
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
は
人
間
力
を
身
に
付
け
幸
福
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
の
が
徳
倫
理
の
本
質
的
な
思
想
で
す
。
こ
れ
は
儒
教
の
中
庸

と
い
う
考
え
方
に
も
似
て
い
る
気
が
し
ま
す
が
、
こ
の
比
較
は
儒
教

の
専
門
家
に
お
任
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■
「
知
的
学
習
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
徳
性
（
ア
レ
テ
ー
）

　

次
の
知
的
学
習
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
徳
性
は
、
若
い
人
よ
り
も
大

人
に
要
請
さ
れ
る
徳
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
」

と
呼
ん
で
お
り
、日
本
語
で
は
賢
慮
と
呼
ん
で
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
彼
は
、「
そ
れ
以
外
の
仕
方
に
お
い
て
も
あ
り
う
る
事
柄

の
中
か
ら
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
取
る
能
力
」
だ
と
プ
ロ
ネ
ー

シ
ス
を
定
義
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お
け
る
賢

明
な
判
断
力
で
す
。
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
何
が
一
番
良
い
か
を
選

択
す
る
判
断
は
、数
学
の
よ
う
に
解
答
が
一
つ
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

複
数
あ
る
答
え
の
中
か
ら
選
び
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
時

に
発
揮
さ
れ
る
徳
が
賢
慮
（
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）
で
す
。
他
の
人
の
意

見
も
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
の
状
況
に
応
じ
て
、
責
任
を
も
っ

て
決
断
す
る
能
力
が
そ
れ
だ
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」
こ
と
も
大
変
重
要
に
な

り
ま
す
。「
失
敗
は
成
功
の
母
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
な
ん
で
失

敗
し
た
の
か
な
」
と
よ
く
考
え
て
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

知
的
判
断
力
が
身
に
つ
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
皆
さ
ん
は
若
い
で
す
か
ら
、
失

敗
を
糧
と
し
て
成
長
し
、
徐
々
に
人
間
力
と
し
て
の
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス

を
身
に
付
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
分
配
的
正
義
と
矯
正
的
正
義

　

儒
教
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
も
政
治
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
ま
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
倫
理
学
は
政
治
の
在
り
方
の
基
礎
に
も
な
っ
て
い
て
、
そ
の
点
で

重
要
な
の
は
、彼
の
正
義
論
で
す
。
日
本
語
で
「
正
義
」
と
い
う
と
、

た
と
え
ば
「
正
義
の
鉄
槌
を
下
す
」
と
い
う
よ
う
に
不
正
者
の
処
罰

を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
そ
れ
と

違
っ
て
、
正
義
は
広
い
意
味
で
「
徳
」
一
般
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し

て
、
狭
い
意
味
で
の
正
義
は
、
貢
献
度
に
応
じ
た
分
配
的
正
義
（
等

し
き
者
に
は
等
し
き
物
を
、等
し
く
な
い
者
に
は
等
し
く
な
い
物
を
）

と
「
矯
正
的
正
義
」
に
分
か
た
れ
ま
す
。

　

現
代
的
に
言
え
ば
、
働
い
た
分
だ
け
の
報
酬
は
対
価
と
し
て
公
正

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
働
か
な
か
っ
た
場
合
は
、

報
酬
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
「
配
分
的
正
義
」
な
い
し
「
分
配
的

正
義
」
の
意
味
で
す
。
他
方
、「
矯
正
的
正
義
」（
侵
害
へ
の
公
平
な

処
置
）
は
、
人
間
が
誤
っ
た
こ
と
を
行
っ
た
場
合
、
償
い
や
損
害
賠

償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
公
平
に
行
な
う
基
準
を
意
味
し

ま
す
。
た
だ
そ
う
し
た
因
果
応
報
的
な
正
義
が
は
び
こ
り
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
た
社
会
と
な
ら
な
い
た
め
に
は
、「
友
愛
」
と
い
う
徳
に
よ
っ

て
正
義
が
支
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
考

え
ま
し
た
。「
友
愛
」
と
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
ピ
リ
ア
（
フ
ィ
リ
ア
）」
17
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と
言
い
、
人
々
が
互
い
に
好
意
を
抱
き
、
相
手
の
善
を
願
い
、
そ
の

こ
と
が
相
手
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
相
手
の
幸
せ

を
見
て
嫉
妬
に
駆
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
「
そ
れ
は
良
か
っ
た
ね
」

と
思
う
心
や
人
間
力
、
そ
れ
が
ピ
リ
ア
で
す
。
友
愛
と
正
義
が
補
完

し
合
っ
て
こ
そ
、
善
い
社
会
（
コ
イ
ノ
ニ
ア
）
が
生
ま
れ
ま
す
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

以
上
を
儒
教
的
な
観
点
で
言
う
と
、こ
の
よ
う
な
正
義
論
は
「
義
」

と
「
仁
」
と
「
信
」
を
含
ん
だ
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

■
ケ
ア
と
徳
に
関
し
て
、
儒
教
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
補
完
性

　

こ
こ
で
ケ
ア
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、

自
分
の
責
任
で
は
な
い
理
由
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
は
世
界
に
た

く
さ
ん
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
十
三
年
前
（
二
〇
一
一
年
）
の
三
月

十
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
い
わ
き
市
で
も

三
〇
〇
人
く
ら
い
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
の
原
発

事
故
に
よ
っ
て
、今
な
お
苦
し
ん
で
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
（
二
〇
二
四
年
）
正
月
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
も

ま
っ
た
く
予
期
し
な
か
っ
た
出
来
事
で
、
ま
だ
復
興
も
完
全
に
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
今
な
お
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
う
い

う
苦
し
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
う
こ
と
を
、
一
般
に
「
ケ
ア
」
と
言

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
学
を
読
む
と
、
こ
の
ケ
ア
が

あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
を
助
け

る
記
述
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
む
し
ろ
孔
子
の
言

う
「
仁
」
の
心
と
行
動
、
孟
子
が
言
う
「
惻
隠
」
の
心
、
こ
れ
を
人

間
力
と
し
て
も
つ
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
や
や
欠
け
て
い
る
も
の
を
、
儒
教
が
補
う
、

あ
る
い
は
儒
教
が
あ
ま
り
言
わ
な
い
幸
福
を
徳
と
結
び
つ
け
て
考
え

る
た
め
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
読
む
。
双
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
、

人
間
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
為
政
者

に
は
福
祉
政
策
、
仁
政
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
ケ
ア
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

最
後
は
そ
の
ケ
ア
（
気
配
り
）
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸
福
、

福
祉
）の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
、「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」（w

ell-being

）と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
は
今
の
日
本
で
流
行
り
始
め
た
言
葉
で
す
。
以
前
に
「
福
祉
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
言
葉
の
代
わ
り
に
、
今
で
は
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
で
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
あ

る
東
京
の
私
立
大
学
で
は
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
」
と
い
う
学

部
が
新
設
さ
れ
た
く
ら
い
で
す
。

　

そ
れ
で
、
東
日
本
国
際
大
学
の
健
康
福
祉
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

18



を
覗
き
込
ん
だ
と
こ
ろ
、「
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
）
を
支
え
る
福
祉
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
を
目
指
す
と
い
う
と

い
う
健
康
福
祉
学
部
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ

ど
中
山
哲
志
学
長
と
お
話
し
し
た
と
き
に
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ご

自
身
が
考
え
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
一
人
ひ
と
り
の
幸

せ
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
を
支
え
る
福
祉
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

に
お
け
る
福
祉
と
は
、
ケ
ア
を
意
味
す
る
と
理
解
し
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
実
際
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
が
介
護
施
設
で
は
よ
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ア
は
儒
教
の
仁
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
（
賢
慮
）
と
い
う
人
間
力
に
よ
っ
て
培
わ
ら
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
一
体
ど
こ

か
ら
出
て
き
た
か
と
い
う
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の
次
の

よ
う
な
宣
言
か
ら
で
す
。

〈H
ealth is a state of com

plete physical, m
ental and 

social w
ell-being and not m

erely the absence of disease 
or infirm

ity.

〉（
一
九
四
六
年
七
月
署
名
、
世
界
保
健
機
関
憲
章
前

文
）

〈
健
康
と
は
、
病
気
で
は
な
い
と
か
、
弱
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
そ
し
て
社
会
的
に
も
、

す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。〉（
日
本
Ｗ

Ｈ
Ｏ
協
会
仮
訳
）

　

こ
れ
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
最
初
の
根
源
的
な
定
義
で
す
。

　

身
体
的
健
康
と
精
神
的
健
康
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）、
さ
ら
に
は

社
会
的
な
健
康
が
あ
っ
て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
実
現
す
る
と
い

う
課
題
は
、
実
に
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

■
仁
義
礼
智
信
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

今
日
の
話
の
文
脈
で
言
う
と
、「
五
常
の
徳
」（
仁
義
礼
智
信
）
と

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス
を
も
含
ん

だ
包
括
的
な
意
味
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
最
初
の
箇
所
で
挙
げ
た
よ
う

な
悩
ま
し
く
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
出
来
事
、
い
じ
め
や
孤
独
死
、

戦
争
な
ど
を
で
き
る
だ
け
な
く
す
た
め
に
は
、
人
々
の
間
に
「
五
常

の
徳
」
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
徳
倫
理
が
広
ま
っ
て
実
践
さ
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
私
は
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
ん
で
い
じ
め
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と

も
孟
子
の
考
え
を
使
え
ば
、
そ
れ
は
四
端
の
心
（
惻
隠
の
心
＝
仁
、

羞
悪
の
心
＝
義
、
辞
譲
の
心
＝
礼
、
是
非
の
心
＝
智
）
を
発
展
さ
せ

な
か
っ
た
か
ら
、
ま
た
は
生
活
環
境
が
悪
い
か
ら
起
こ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
儒
教
の
教
え
、
特
に
仁
義
礼
智
信
は
、
西
欧
の

倫
理
学
に
な
い
も
の
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
を
現
代
で
活
19
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か
す
た
め
に
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
人
権
、
特
に
生
存
権
な
ど

の
価
値
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
私
は
思

う
の
で
す
。

　
■
結
び

　

ち
ょ
う
ど
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
結
論
を
言
い
ま
す
。
儒
教

の
徳
の
教
え
は
、
現
代
社
会
で
最
も
必
要
な
も
の
の
一
つ
で
す
。
そ

の
教
え
を
人
間
力
の
育
成
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
、
東
日
本

国
際
大
学
に
籍
を
置
く
学
生
の
皆
さ
ん
、
東
日
本
国
際
大
学
附
属
の

昌
平
中
学
校
・
高
校
の
皆
さ
ん
、い
わ
き
短
期
大
学
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
孔
子
祭
と
い

う
記
念
す
べ
き
こ
の
日
に
、
私
が
お
話
し
し
た
こ
と
か
ら
少
し
で
も

刺
激
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
私

は
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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創
価
大
学
名
誉
教
授　

鈎ま
が
り

　
　
　
治
　
雄

■
特
集
二　

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所 

池
田
大
作
研
究
会　

特
別
講
義
■

■
講
師
紹
介

李 

和
貞
（
東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
教
授
、
池
田
大
作
研

究
部
門
副
部
門
長
）　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
東
日
本
国
際
大
学
の

李
和
貞
で
す
。
皆
さ
ま
今
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
待
ち
に
待
っ
た
鈎
先
生
の
講
義

の
日
で
す
。
私
自
身
、
鈎
先
生
に
約
二
八
年
間
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
恩
師
の
先
生
で
す
。
今
日
は
池
田
大
作
研
究
会
で
講
演

を
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
胸
が
躍
る
思
い
で
す
。

　

ま
ず
鈎
先
生
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は「『
創

価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
を
ど
う
創
造
す
る
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
ご
講
義
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
鈎
先
生
は
現
在
、
創
価
大

学
の
名
誉
教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
約
三
十
五
年
間
、
創
価
大

学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
（
一
九
八
七
年
か
ら
創

「『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
を
ど
う
創
造
す
る
か
」

価
大
学
に
奉
職
。
二
〇
二
二
年
三
月
退
職
）。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
も
お
つ
と
め
に

な
り
（
一
九
九
七
～
二
〇
二
三
年
）、
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
の
鈎
先
生
の
講
義
を
、
皆
さ
ま
も
き
っ

と
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
鈎
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
自
己
紹
介

鈎　

治
雄
（
創
価
大
学
名
誉
教
授
）　

東
日
本
国
際
大
学
の
諸
先
生

方
、
本
日
は
大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
鈎
と
申
し
ま
す
。
今
日

は
こ
ち
ら
の
研
究
所
主
催
の
勉
強
会
に
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
大
変
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

創
価
大
学
で
私
は
長
年
教
鞭
を
執
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
創
価
教
21
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育
の
父
、
牧
口
常
三
郎
に
つ
い
て
、
今
日
は
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
私
は
牧
口
教
育
学
そ
の
も
の
が
専
門
で
は
な
い
の
で
す
が
、

最
近
は
非
常
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
日

は
私
な
り
の
牧
口
常
三
郎
観
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
ほ
ど
先
生
方
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
ご
意
見

等
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
今
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

牧
口
常
三
郎
が
著
し
ま
し
た
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
歴
史
的
な

意
義
等
に
つ
い
て
は
、
創
価
大
学
で
こ
れ
ま
で
何
人
も
の
研
究
者
が

研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。『
創
価
教
育
学
体
系
』
は
も
ち
ろ

ん
教
育
学
を
代
表
す
る
著
書
で
す
が
、教
育
的
な
価
値
は
も
と
よ
り
、

最
近
は
私
自
身
、
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
『
創
価
教
育
学
体

系
』
の
研
究
価
値
を
見
直
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
は
雑
駁
な
話
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
お
許
し
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、『
創
価
教
育
学
体
系
』
そ
の
も
の
の
価
値
を
い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
そ
の
よ
う
な
話
を
私
な
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

■
牧
口
常
三
郎
と
田
辺
寿
利
、
新
渡
戸
稲
造
、
柳
田
國
男

　

ご
存
知
の
先
生
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
牧
口
常
三
郎
は
一

八
七
一
年（
明
治
四
年
）六
月
六
日
生
ま
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で（
現

在
の
新
暦
で
は
七
月
二
十
三
日
）、
二
〇
二
一
年
に
生
誕
一
五
〇
年

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。私
が
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
創
価
大
学
に
も
、

正
門
や
本
部
棟
の
正
面
入
り
口
な
ど
、
い
く
つ
か
の
と
こ
ろ
に
、
牧

口
が
残
し
ま
し
た
「
創
価
大
学
」
と
い
う
直
筆
の
文
字
を
刻
ん
だ
箇

所
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

牧
口
常
三
郎
は
、二
〇
二
一
年
に
生
誕
一
五
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

一
五
〇
年
経
っ
た
今
、
も
う
一
度
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
直
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

後
で
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
社
会
学
者
の
田
辺
寿
利
は
、
牧
口
先

生
が
大
変
尊
敬
し
て
お
り
ま
し
た
人
物
の
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
田
辺
寿
利
と
い
う
当
時
の
社
会
学
者
が
〈
国
の
誇
り
な
る　

こ
の

偉
大
な
る
教
育
者
〉（
牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅳ
』
聖

教
文
庫
、
二
九
七
頁
）
と
い
う
言
葉
で
、
牧
口
を
高
く
称
賛
し
て
お

り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
二
〇
二
一
年
に
生
誕
一
五
〇
年
を

迎
え
ま
し
た
の
で
、
牧
口
関
連
の
本
が
か
な
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
端
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。『
評
伝 

牧
口
常
三
郎

　

創
価
教
育
の
源
流 

第
一
部
』（「
創
価
教
育
の
源
流
」編
纂
委
員
会
、

第
三
文
明
社
、
二
〇
一
七
年
）
や
『「
美
利
善
」
の
価
値
創
造　

欲

望
拡
大
の
経
済
を
変
革
す
る
牧
口
常
三
郎
の
価
値
論
を
め
ぐ
っ
て
』
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（
対
論
・
市
河
政
彦
、
一
色
宏
、
幻
冬
舎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
二
〇
一
九
年
）、
そ
れ
か
ら
『
創
価
教
育
と
人
間
主
義
』（
渡

邊
弘
、
第
三
文
明
社
、
二
〇
二
一
年
）、
そ
し
て
『
新 

牧
口
常
三
郎

伝　

日
本
の
夜
明
け
に
躍
り
出
た
教
育
革
命
の
獅
子
』（
上
藤
和
之

著
、
七
草
書
房
、
二
〇
二
一
年
）、
そ
し
て
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
が（
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
七
日
）、本
学
の
木
全
力
夫
先
生（
創

価
大
学
・
元
教
育
学
部
長
・
教
職
大
学
院
研
究
科
長
）
も
『
牧
口
教

育
学
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
』（
揺
藍
社
、
二
〇
二
一
年
）
と
い
う
書
を

出
版
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
『
創
価
教
育
学
体
系
』（
冨
山
房
）
第
一
巻
（
教
育
学
組
織
論
、
教

育
目
的
論
）
の
発
刊
は
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
十
一
月
十
八
日

で
し
て
、
お
よ
そ
一
世
紀
前
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
牧
口

常
三
郎
は
当
時
五
十
九
歳
）。

　

こ
の
書
の
出
版
に
あ
た
り
ま
し
て
、
三
人
の
方
が
献
言
を
執
筆
さ

れ
て
お
り
ま
す
（
田
辺
寿
利
、
新
渡
戸
稲
造
、
柳
田
國
男
）。
後
で

も
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
が
一
番
今
関
心
を

も
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
田
辺
寿
利
と
い
う
一
人
の
社
会
学
者
で
ご

ざ
い
ま
す
。
私
の
浅
薄
な
知
識
か
ら
申
し
ま
す
と
、
こ
の
人
に
関
す

る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
印
象
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

興
味
が
お
あ
り
の
先
生
方
は
、
ぜ
ひ
田
辺
寿
利
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
柳
田
國
男
が
記
し
た
牧
口
常
三
郎
の
印
象

　

有
名
な
一
枚
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。『
創
価
教
育
学
体
系
』
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
と
き
の
祝
賀
会
の
一
枚
で
ご
ざ
い
ま
す
（
一
列
目
中

央
が
牧
口
常
三
郎
と
ク
マ
夫
人
）。
戸
田
城
聖
も
後
列
の
左
に
写
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
写
真
に
象
徴
さ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
牧
口
常
三
郎
は
大
変
な

人
脈
の
持
ち
主
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。か
つ
て
、牧
口
が
文
部
属
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
（
一
時
、
嘱
託
職
員
と
し

て
文
部
省
で
勤
務
）、
牧
口
先
生
の
生
き
ざ
ま
か
ら
、〝
人
は
宝
で
あ

る
〟
こ
と
を
私
自
身
も
実
感
い
た
し
ま
す
。

　

わ
ず
か
数
人
の
代
表
的
な
存
在
を
挙
げ
ま
し
て
も
、
犬
養
毅
（
政

友
会
総
裁
）、
鳩
山
一
郎
（
内
閣
書
記
官
長
）、
そ
し
て
先
ほ
ど
も
紹

介
し
た
『
創
価
教
育
学
体
系
』
へ
の
献
言
を
書
い
て
お
り
ま
す
お
三

方
（
田
辺
寿
利
、
新
渡
戸
稲
造
、
柳
田
國
男
）
に
象
徴
さ
れ
ま
す
よ

う
に
、
本
当
に
深
い
人
脈
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
致
す
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
鳩
山
一
郎
と
い
う
人
物
名
が
当
時
挙
が
っ
て
お
り
ま

す
（
第
五
十
二
代
・
内
閣
総
理
大
臣
）。
現
在
の
鳩
山
由
紀
夫
さ
ん

の
祖
父
に
あ
た
る
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め

ま
し
た
人
物
も
、
人
脈
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
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多
く
の
先
生
方
が
ご
存
知
の
柳
田
國
男
は
、
当
時
の
民
俗
学
者
を

代
表
す
る
人
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
く
よ
く
考
え
て
み
ま
す
と
、
柳

田
國
男
は
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
生
ま
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

牧
口
常
三
郎
（
一
八
七
一
年
生
ま
れ
）
よ
り
も
年
下
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
学
者
等
の
力
添
え
を
得
な
が
ら
、『
創
価
教

育
学
体
系
』
が
発
刊
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

柳
田
國
男
が
自
著
の
中
で
、
牧
口
に
対
す
る
印
象
を
、
以
下
の
よ

う
に
書
き
残
し
て
お
り
ま
す
。

〈
牧
口
君
は
、
余
り
無
口
だ
っ
た
か
ら
〉

（
柳
田
國
男
著
『
故
郷
七
十
年
』
講
談
社
、一
九
五
九
年
、四
六
〇
頁
）

 　

あ
ま
り
多
く
を
語
ら
な
い
、
物
静
か
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
印

象
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

〈
然
（
し
か
）
し
、
実
に
い
い
人
で
、
一
緒
に
田
舎
な
ど
歩
い
て
い

て
も
、
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
〉（
同
）

　

牧
口
に
対
し
て
、こ
う
い
う
好
印
象
を
柳
田
自
身
が
も
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
文
章
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

■
牧
口
常
三
郎
と
田
辺
寿
利

　

先
ほ
ど
、
献
言
を
認
（
し
た
た
）
め
た
一
人
に
田
辺
寿
利
と
い
う

社
会
学
者
が
い
る
と
い
う
話
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
田
辺
寿
利

に
つ
い
て
も
柳
田
國
男
が
そ
の
印
象
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。

〈
独
習
の
社
会
学
者
で
、
田
辺
寿
利
君
と
い
う
東
京
の
ど
っ
か
の
教

授
を
し
て
い
た
人
が
あ
る
が
（
略
）
牧
口
君
自
身
も
、
そ
の
人
に
、

非
常
に
望
み
を
託
し
て
い
た
よ
う
だ
〉

（
柳
田
國
男
著
『
故
郷
七
十
年
』
講
談
社
、
一
九
五
九
年
、
四
六
一

頁
／
※
神
戸
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　

田
辺
寿
利
（
一
八
九
四
年
生
ま
れ
）
は
、
牧
口
（
一
八
七
一
年
生

ま
れ
）
よ
り
、
二
十
数
歳
も
ひ
ら
き
の
あ
る
、
相
当
若
い
社
会
学
者

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
若
い
社
会
学
者
に
対
し
て
も
、
牧
口
自
身

が
非
常
に
学
問
の
面
で
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
、
節
々
か

ら
う
か
が
え
る
。
そ
う
い
う
く
だ
り
が
実
は
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
東
京
か
ら
ず
っ
と
下
の
道
を
通
り
ま
し
て
、
八
王
子
を
抜

け
、
そ
し
て
山
中
湖
、
山
梨
県
の
富
士
五
湖
の
方
に
抜
け
る
道
が
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
途
中
に
山
梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
と
い
う
村
が
あ

り
ま
す
。
道
志
温
泉
と
い
う
有
名
な
温
泉
も
こ
こ
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
温
泉
の
付
近
に
、
こ
の
町
の
教
育
委
員
会
が
あ
る
場
所
が
ご
ざ

い
ま
し
て
、
そ
こ
に
石
碑
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
こ
の
道
志
村
に
、
柳
田
國
男
と
牧
口
常
三
郎
が
文
部
属
の

と
き
に
、
当
時
の
農
村
に
対
す
る
視
察
で
道
志
村
を
訪
れ
た
。
そ
の
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こ
と
を
記
し
た
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
場
所
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
私
が
そ
の
場
で
撮
っ
て
き
た
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
。〈
柳
田
国【
※

石
碑
の
文
字
は
「
國
」
で
は
な
く
「
国
」
表
記
】
男
〉、そ
し
て
〈
牧

口
常
三
郎
〉
と
い
う
文
字
も
刻
ま
れ
て
い
る
石
碑
が
、
道
志
村
に
ご

ざ
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
を
二
人
が
視
察
し
て
歩

い
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
牧
口
に
対
す
る
印
象
と
し
て
、
柳
田

は
、
前
述
の
著
書
の
中
で
、〈
一
緒
に
田
舎
な
ど
歩
い
て
い
て
も
、

気
持
ち
が
よ
か
っ
た
〉
と
い
う
文
章
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

ん
な
ふ
う
に
想
像
さ
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
知
る
限
り
で
は
、
ほ
と
ん
ど
田
辺
寿
利
と
い
う
学
者
に
対
す

る
研
究
は
今
な
さ
れ
て
い
な
い
実
情
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
こ
の
人
物
は
（
一
八
九
四
年
生
ま
れ
）、

牧
口
（
一
八
七
一
年
生
ま
れ
）
よ
り
二
十
三
歳
も
若
か
っ
た
。
そ
う

い
う
研
究
者
、
学
者
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

田
辺
は
、
代
表
的
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
訳
書
『
教
育
と
社
会
学
』

と
い
う
本
を
残
し
て
お
り
ま
す
（
一
九
三
八
年
、
冨
山
房
）。
い
く

つ
か
の
大
学
（
東
洋
大
学
、
東
北
大
学
、
金
沢
大
学
な
ど
）
の
教
員

も
歴
任
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
よ
り
二
十
数
歳
も
若
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
牧
口
常
三
郎
が

尊
敬
し
て
い
た
学
者
が
田
辺
寿
利
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
こ
の
人
物

が
い
た
か
ら
こ
そ
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
発
刊
が
あ
り
え
た
」
と

言
っ
て
も
言
い
す
ぎ
で
は
な
い
ぐ
ら
い
、
田
辺
は
、
牧
口
を
語
る
上

で
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
「�

僕
は
三
万
冊
の
本
を
読
ん
だ
。
で
も
本
な
ん
か
読
ん
で
も
駄
目

だ
よ
」

　
『
創
価
教
育
学
体
系
』
に
対
す
る
理
解
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

私
の
個
人
的
な
着
眼
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
牧
口
常
三
郎
の
『
創
価

教
育
学
体
系
』
の
前
に
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
『
人
生
地
理
学
』
と

の
位
置
づ
け
の
中
で
、
そ
の
連
動
性
の
中
で
、
当
然
『
創
価
教
育
学

体
系
』
は
理
解
し
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
田
辺
寿
利
は
社
会
学
者
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
影

響
も
あ
っ
て
、
牧
口
は
社
会
学
に
大
変
興
味
、
関
心
を
も
っ
て
お
り

ま
し
た
。
後
年
、
仏
教
を
信
奉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
で
紹
介

い
た
し
ま
す
が
、
小
学
校
の
校
長
も
務
め
ま
し
た
の
で
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
教
育
学
に
も
大
変
な
関
心
を
寄
せ
て
お
り
ま
し
た（
た
だ
、

当
時
の
実
験
中
心
の
心
理
学
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
な
考
え
を
再
三

に
わ
た
っ
て
述
べ
て
お
り
ま
す
）。

　

牧
口
の
研
究
の
基
礎
と
申
し
ま
す
と
、
と
り
わ
け
仏
教
学
的
な
視

座
も
含
め
ま
し
て
、
地
理
学
、
社
会
学
、
仏
教
、
教
育
学
の
四
つ
を

き
ち
っ
と
押
さ
え
た
う
え
で
『
創
価
教
育
学
体
系
』
に
つ
い
て
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
私
個
人
は
思
っ

て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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研究　東洋
　

二
〇
一
一
年
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
創
価
大
学
に
斎

藤
正
二
先
生
と
い
う
教
員
が
お
ら
れ
ま
し
た
。『
牧
口
常
三
郎
全
集
』

（
五
巻
、
六
巻
に
『
創
価
教
育
学
体
系
』
を
所
収
、
第
三
文
明
社
）

の
発
刊
に
際
し
ま
し
て
、
脚
注
等
の
作
成
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
尽
力

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
研
究
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。『
斎
藤
正
二
著
作
選

集
』（
八
坂
書
房
、全
七
巻
）、『
若
き
牧
口
常
三
郎
』（
第
三
文
明
社
）、

『
牧
口
常
三
郎
の
思
想
』（
同
）
も
発
刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
斎
藤
正
二
先
生
が
、
私
ど
も
の
職
場
に
勤
務
し
て
い
た
一
人

の
職
員
に
、
こ
う
い
う
言
葉
を
語
っ
た
。
こ
ん
な
語
り
が
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

 

「 

僕
は
三
万
冊
の
本
を
読
ん
だ
。
で
も
本
な
ん
か
読
ん
で
も
駄
目

だ
よ
」

　

こ
ん
な
ふ
う
に
、
ご
自
身
を
謙
遜
し
て
言
っ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
自
分
が
研
究
を
重
ね
る
中
で
「
多
く
の
偉
人
の
山
は

見
え
た
。
で
も
牧
口
常
三
郎
だ
け
は
、
ど
れ
だ
け
大
き
な
山
で
あ
る

か
は
見
え
な
か
っ
た
」。
そ
う
い
う
言
葉
を
残
し
て
お
っ
た
と
、
私

ど
も
の
職
場
の
職
員
か
ら
う
か
が
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う

い
う
存
在
が
牧
口
常
三
郎
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

■
牧
口
常
三
郎
を
真
に
理
解
す
る
た
め
の
基
本
的
条
件

　

私
自
身
は
、
牧
口
常
三
郎
を
学
術
的
に
研
究
す
る
以
上
に
、
一
人

の
偉
大
な
人
物
と
し
て
理
解
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
条
件
と
い

た
し
ま
し
て
、
も
ち
ろ
ん
今
申
し
ま
し
た
研
究
面
は
特
に
大
事
で

す
。
こ
の
柱
が
一
つ
で
す
。
こ
の
点
に
加
え
て
、
牧
口
は
長
年
小
学

校
の
教
員
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
延
長
線
上
で
『
創
価
教
育

学
体
系
』
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
は
学
校
現
場
で
教

育
実
践
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
本
当
の
意
味
で
牧
口
の
理

解
に
つ
な
が
る
二
つ
目
の
重
要
な
要
素
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
が
、
牧
口
は
後
年
、
仏
教
の
信
奉
者
と
し
て
生

涯
を
終
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
信
仰
的
な
側
面
で
す
ね
。
信

仰
者
と
し
て
の
経
験
や
知
識
で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
牧
口
の
七

十
数
年
の
生
涯
を
貫
い
て
い
る
強
靱
な
「
精
神
の
力
」
と
で
も
申

し
ま
す
か
、
現
代
の
言
葉
で
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」（resilience

＝
困
難
を
乗
り
越
え
、
回
復
す
る
力
）
に
近

い
も
の
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
「
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
」

（hardiness

＝
忍
耐
力
、
我
慢
強
さ
）
と
い
う
言
葉
に
近
く
な
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
四
つ
の
条
件
が
、
牧
口
常
三
郎
と
い
う
人
物
そ
の
も
の

を
理
解
す
る
う
え
で
、
非
常
に
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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■
牧
口
常
三
郎
と
「
精
神
の
継
承
」

　

牧
口
が
書
き
ま
し
た
「
創
立
の
志
」
と
い
う
書
も
残
っ
て
お
り
ま

す
。ど
ん
な
企
業
や
仕
事
、あ
る
い
は
研
究
所
、大
学
だ
け
に
限
ら
ず
、

組
織
が
後
世
に
わ
た
っ
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
創
立
の
志
」

と
い
う
一
点
が
大
変
、大
き
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
貴
・
東
日
本
国
際
大
学

も
然
り
だ
と
思
い
ま
す
。

■
教
育
心
理
学
者
・
山
本
晴
雄
と
牧
口
常
三
郎

　

も
う
ひ
と
方
、
山
本
晴
雄
と
い
う
教
育
心
理
学
者
が
創
価
大
学
に

お
り
ま
し
た
（
一
九
〇
三
年
生
ま
れ
／
牧
口
常
三
郎
よ
り
三
二
歳
若

い
）。
私
も
最
近
あ
る
雑
誌
の
連
載
で
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、『
創
価
教
育
学
体
系
』
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
と
き

に
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
教
育
学
科
主
催
の
教
育
学
懇
話
会
に
牧

口
常
三
郎
が
招
か
れ
て
お
り
ま
す
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
二

月
十
八
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
山
本
晴
雄
も
東
京
帝
国
大
学
出
身
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
教
育
学
懇
話
会
に
出
席
し
て
い
た
史
実
が
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。『
創
価
教
育
学
体
系
』の
復
刻
版
が
出
ま
し
た
と
き
、

別
巻
の
「
解
題
」
で
彼
が
記
録
と
し
て
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

山
本
晴
雄
は
、
後
年
、
縁
が
あ
っ
て
、
昭
和
四
十
七
年
に
創
価
大

学
に
奉
職
し
て
お
り
ま
す
。
開
学
二
年
目
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
。
そ
の
あ
と
教
育
学
部
長
等
も
歴
任
し
て
お
り
ま
す
。
彼
は
仕

事
の
面
で
自
分
自
身
が
困
難
な
課
題
に
直
面
に
し
た
と
き
に
、「
牧

口
先
生
な
ら
ど
う
な
さ
い
ま
す
か
」
と
い
う
自
分
自
身
へ
の
真
摯
な

問
い
か
け
、
こ
れ
を
絶
え
ず
怠
ら
な
か
っ
た
と
い
う
く
だ
り
が
、『
創

価
教
育
学
体
系
』
復
刻
版
（
第
三
文
明
社
）
の
「
解
題
」
に
言
葉
と

し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
（
一
二
〇
頁
）。
こ
う
い
う
真
摯
な
自
己
へ

の
問
い
か
け
、
創
立
の
原
点
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
ど
こ

の
職
場
、
あ
る
い
は
組
織
に
あ
り
ま
し
て
も
、
今
後
と
て
も
大
事
な

一
点
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

■
現
代
社
会
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
「
価
値
創
造
」

　

今
日
の
話
は
「
価
値
創
造
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
私
な
り
の
勝
手
な
自
分
な
り
の
解
釈
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
、「
価
値
創
造
」
と
い
う
言
葉
が
現
代
社
会
を
象

徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
先

生
方
と
一
緒
に
、
創
価
教
育
学
体
系
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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研究　東洋

■
「
創
価
教
育
学
」
建
設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

牧
口
常
三
郎
は
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
中
で
、
以
下
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
残
し
て
お
り
ま
す
（
牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅰ
』

聖
教
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
三
六
～
三
七
頁
）。

　

①
「 

経
験
よ
り
出
発
せ
よ
」　 

地
上
を
踏
み
占
め
て
、
一
歩
一
歩

に
進
め

　

②
「
価
値
を
目
標
と
せ
よ
」　

文
化
価
値
を
目
標
と
し
て
進
め

　

③
「
経
済
を
原
理
と
せ
よ
」　

教
育
全
般
に
無
駄
が
な
い
こ
と

　

貴
・
東
日
本
国
際
大
学
に
も
経
済
経
営
学
部
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
経
済
に
対
し
て
も
非
常
に
関
心
を
寄
せ
て
お
っ
た
一
人
が
牧

口
常
三
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
全
般
に
無
駄
が
な
い
こ
と
。
そ
う

い
う
意
味
合
い
で
こ
う
い
っ
た
言
葉
、
文
言
を
残
し
て
い
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

■
創
価
大
学
の
教
育
目
標

　

創
価
大
学
の
教
育
目
標
は
、「『
価
値
創
造
』
を
実
践
す
る
世
界
市

民
の
育
成
」
と
い
う
言
葉
で
そ
の
目
標
を
謳
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
い
ろ
ん
な
大
学
で
「
価
値
創
造
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
神
戸
大
学
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

（
二
〇
二
〇
年
四
月
設
置
、
国
立
大
学
法
人
神
戸
大
学
バ
リ
ュ
ー
ス

ク
ー
ル
／V

.School K
obe

）。「
価
値
創
造
能
力
を
も
つ
人
材
の
育

成
」
と
い
う
言
葉
で
、
大
学
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
語
り
か
け
て
お

り
ま
す
。

　

神
戸
大
学
の
「
価
値
創
造
教
育
」
は
、「
個
人
の
満
足
」
を
「
社

会
の
満
足
」
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
（「
価
値
創
造
」
＝
「
価

値
創
発
」
×
「
価
値
設
計
」）。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
神
戸
大
学
の
文

言
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
立
大
学
も
今
、
こ
う
し
て
価
値
創
造
と
い
う

言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
神
戸
大
学
の
思
想
的
な
背
景
に
、
デ
ュ
ー
イ
の
考
え
方

も
当
然
反
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
デ
ュ
ー
イ
著
、
松
野
安
男
訳
『
民

主
主
義
と
教
育
』
岩
波
文
庫
、
上
下
巻
）。

　

― 

個
人
の
経
験
に
根
ざ
す
価
値
創
造
と
は
、
民
主
的
な
社
会
で
こ

そ
、
花
開
く
―

　

― 

「
価
値
創
造
教
育
」
の
目
的
は
「
社
会
的
な
幸
福
感
を
高
め
る

人
材
」
の
育
成
で
あ
る
―

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
謳
い
文
句
に
し
て
、
神
戸
大
学
は
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
論
、
教
育
観
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
（
神
戸
大
学 

大
学
教

育
推
進
機
構
『
大
学
教
育
研
究
』
第
二
十
九
号
、二
〇
二
一
年
三
月
）。
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■
全
国
各
地
の
大
学
・
学
部
名
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
「
価
値
創
造
」

　

さ
ら
に
国
立
大
学
法
人
・
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
も
、

大
学
院
（
博
士
後
期
課
程
）
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
「
価
値
創
造

実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
名
称
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
表
記
、
表
現
し

て
お
り
ま
す
。「
価
値
創
造
能
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
」、
あ
る
い

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
解
決
型
学
習
」（Global Problem
-based 

Learning

）
に
よ
る
価
値
創
造
方
法
の
習
得
・
開
発
・
実
践
、「
未

来
価
値
創
造
人
材
の
育
成
」
と
い
う
文
言
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
や
大

学
院
の
目
標
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
協

働
に
よ
る
価
値
創
造
ス
キ
ル
の
体
得
」
も
、
北
陸
先
端
科
学
技
術
大

学
院
大
学
で
き
ち
っ
と
文
言
と
し
て
明
記
し
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
授
業
公
募
選
定
（
二
〇
二
三
年
）
に

見
ら
れ
る
名
称
の
特
徴
は
「
創
造
」
で
す
。

　

東
日
本
国
際
大
学
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
度
、

公
募
選
定
を
さ
れ
ま
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
創
造
学
部
が
創
設
さ
れ
る
と

う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
創
造
学
部
」
と
い
う

名
称
は
東
日
本
国
際
大
学
に
限
ら
ず
、
旭
川
市
立
大
学
も
そ
う
で
ご

ざ
い
ま
す
し
（
地
域
創
造
学
部
）、
福
井
県
立
大
学
で
も
（
生
涯
資

源
学
部
創
造
農
学
科
）、「
創
造
」
と
い
う
言
葉
を
盛
ん
に
使
う
時
代

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
（
二
〇
二
三
年
に
選
定
さ
れ
た
六
七
大
学

中
、
三
大
学
）。
そ
れ
だ
け
「
創
造
」
や
「
価
値
創
造
」
と
い
う
言

葉
は
、
現
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
今
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
印
象
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

■
持
続
可
能
な
企
業
の
価
値
創
造

　

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
貴
・
東
日
本
国
際
大
学
に
は
経
済

経
営
学
部
が
ご
ざ
い
ま
す
。
企
業
の
観
点
か
ら
申
し
ま
し
て
も
、今
、

「
価
値
創
造
」
と
い
う
概
念
が
非
常
に
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

多
元
的
な
企
業
価
値
の
追
求
（
持
続
可
能
な
企
業
の
価
値
創
造
の
た

め
に
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
〈
＝
組
織
の
利
害
関
係
者
〉

の
認
識
が
不
可
欠
）
が
、管
理
経
営
学
の
視
座
か
ら
言
い
ま
し
て
も
、

今
、非
常
に
重
視
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。そ
ん
な
印
象
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。

　

企
業
は
今
ま
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
私
的
存
在
と
し
て
、
い
か

に
し
て
お
金
を
儲
け
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
が
中
心
概
念
で
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
ど
の
企
業
も
社

会
的
存
在
、
す
な
わ
ち
「
公
器
」
で
あ
る
と
い
う
立
ち
位
置
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
合
い
で
「
価
値

創
造
」
と
い
う
言
葉
を
、
幾
つ
か
の
企
業
で
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
29
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て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
拝
察
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
企
業

も
、
社
会
的
な
立
ち
位
置
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
企
業
の
価
値
創
造
」
と
い
う
点
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
内
山

哲
彦
が
論
文
に
し
て
お
り
ま
す
（「
管
理
経
済
学
」
二
〇
一
五
年
、

第
二
十
三
巻
、
第
二
号
、
日
本
管
理
関
係
学
会
）。
―
―
「
経
済
性
」

と
「
社
会
性
」
と
「
人
間
性
」、
こ
の
三
つ
が
企
業
の
価
値
創
造
を

考
え
て
い
く
上
で
大
き
な
柱
に
な
る
で
あ
ろ
う
―
―
そ
ん
な
見
解
を

示
し
て
お
り
ま
す
。

　

言
い
換
え
ま
す
と
、「
持
続
可
能
な
企
業
価
値
の
創
造
」、
あ
る
い

は
「
多
元
的
な
企
業
価
値
の
追
求
」
が
、
今
、
企
業
レ
ベ
ル
で
も
、

か
な
り
云
々
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

ん
な
印
象
を
私
自
身
、
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
以
前
、JM

O
O

C

（
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
講
座
）
のCA

ST

と

し
て
心
理
学
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
際
に
、
会
場
を
提
供
し
て
下
さ

り
、
お
世
話
に
な
っ
た
内
田
洋
行
と
い
う
会
社
が
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
こ
の
会
社
は
今
、「
情
報
の
価
値
化
と
知
の
協
創
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
公
共
関
連
の
事
業
面

で
は
、
教
育
・
公
共
機
関
の
顧
客
へ
の
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
ま
た
情
報
関
連
事
業
で
は
、
顧
客
の
経
営
の
変
革
と
成
長
の
支

援
に
向
け
て
、
今
、
努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
点
か
ら
申
し
ま
し
て
も
、
牧
口
常
三
郎
の
『
創
価
教
育

学
体
系
』
の
思
想
そ
の
も
の
が
、
非
常
に
現
代
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

意
味
合
い
を
も
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
印
象
を
私

自
身
も
っ
て
お
り
ま
す
。

■�

牧
口
常
三
郎
と
戸
田
城
聖
の
師
弟
の
語
ら
い
に
よ
り
誕
生
し
た

「
創
価
教
育
学
」

　

今
日
は
、
資
料
が
た
く
さ
ん
御
座
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
間
の
関

係
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
牧
口
の
校
長
時
代
に
つ
い
て
も
触
れ
よ
う
と

思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、そ
こ
の
と
こ
ろ
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

校
長
時
代
の
後
半
に
勤
務
し
ま
し
た
白
金
尋
常
小
学
校
―
―
今
も
東

京
都
港
区
に
（
港
区
立
）
白
金
小
学
校
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
―

―
の
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

牧
口
は
後
年
、
白
金
尋
常
小
学
校
に
勤
め
て
お
り
ま
す
（
一
九
二

二
年
〈
大
正
十
一
年
〉
四
月
に
校
長
就
任
）。
五
〇
歳
を
過
ぎ
て
就

任
し
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
学
校
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
学
校
に
赴
任
し
て
お
り
ま
し
た
と
き
に
、
八
王
子
に
も
何
回
か

校
外
教
授
で
来
て
お
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
先
生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
創

価
教
育
学
」
と
い
う
名
称
が
誕
生
し
た
時
代
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
一

〇
〇
年
前
、
牧
口
が
五
〇
歳
代
の
と
き
だ
と
い
う
記
載
が
残
っ
て
お
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り
ま
す
（「
創
価
教
育
の
源
流
」
編
纂
委
員
会
『
評
伝 

牧
口
常
三
郎
』

第
三
文
明
社
、
二
〇
一
七
年
、
四
八
三
頁
）。

　

以
下
、『
新
・
人
間
革
命
』
第
二
三
巻
か
ら
、
当
時
の
様
子
を
少

し
引
用
し
て
み
ま
す
。

（
引
用
）

　

創
価
学
会
の
創
立
の
日
と
な
っ
た
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）

の
十
一
月
十
八
日
は
、『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
発
行
日
で
あ
る
。

思
え
ば
、
こ
の
発
刊
自
体
が
、
師
弟
共
戦
の
産
物
で
あ
っ
た
。

　

―
―
牧
口
常
三
郎
の
教
育
学
説
が
「
創
価
教
育
学
説
」
と
名
づ
け

ら
れ
た
の
は
、
彼
が
、
東
京
・
芝
の
白
金
尋
常
小
学
校
の
校
長
を
し

て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
略
）

　

冬
の
あ
る
夜
、
牧
口
と
戸
田
は
、
戸
田
の
家
で
火
鉢
を
挟
み
、
深

夜
ま
で
語
ら
い
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
席
で
、
教
育
学
説
を
残
し
た

い
と
い
う
牧
口
の
考
え
を
、
戸
田
は
聞
い
た
の
だ
。

（
略
）

「
さ
て
、
ど
ん
な
名
前
に
し
よ
う
か
…
…
」

　

す
る
と
、
戸
田
が
尋
ね
た
。

「
先
生
の
教
育
学
は
、
何
が
目
的
で
す
か
」

「
一
言
す
れ
ば
、
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
だ
」

「
そ
う
で
す
よ
ね
。
…
…
で
も
、
価
値
創
造
哲
学
や
、
価
値
創
造
教

育
学
と
い
う
の
も
変
だ
な
」

「
確
か
に
、
そ
れ
で
は
、
す
っ
き
り
し
な
い
。
創
造
教
育
学
と
い
う

の
も
、
お
か
し
い
し
な
…
…
」

　

戸
田
は
、
頬
を
紅
潮
さ
せ
て
言
っ
た
。

「
先
生
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
創
造
の
『
創
』
と
、
価
値
の
『
価
』
を

と
っ
て
、『
創
価
教
育
学
』
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

「
う
ん
、
い
い
名
前
じ
ゃ
な
い
か
！
」

「
で
は
、『
創
価
教
育
学
』
に
決
め
ま
し
ょ
う
」

　

時
計
の
針
は
、
既
に
午
前
零
時
を
回
っ
て
い
た
。

　

師
弟
の
語
ら
い
の
な
か
か
ら
、「
創
価
」
の
言
葉
は
紡
ぎ
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。（
池
田
大
作
著
『
新
・
人
間
革
命
』
第
二
三
巻
「
敢
闘
」

の
章
、
聖
教
ワ
イ
ド
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
二
九
七
～
三
〇
〇
頁
）

　

牧
口
の
教
育
目
標
は
、
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

「
創
造
」
の
「
創
」
と
価
値
の
「
価
」
を
と
っ
て
「
創
価
教
育
学
」

と
し
て
は
ど
う
か
。
こ
う
し
た
戸
田
城
聖
の
提
案
も
あ
っ
て
、「
創

価
教
育
」
と
い
う
言
葉
が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
創
価
教
育
学
建
設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

今
日
は
時
間
の
関
係
で
「『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
の
多
面

的
検
討
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
絞
っ
て
、
残
り
の
時
間
、
話
を
さ
せ
て
31
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い
た
だ
き
ま
す
。

　

牧
口
の
「
教
育
」
と
い
う
自
筆
の
揮
毫
が
ご
ざ
い
ま
す
。
創
価
大

学
に
も
牧
口
の
「
教
育
」
と
い
う
自
筆
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
創
価
大
学
に
は
教
育
学
部
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
教
育
学
部
棟
の
ロ
ビ
ー
に
は
、「
創
價
教
育
」
と
い
う
牧

口
の
自
筆
の
文
字
を
か
た
ど
っ
た
木
製
の
一
枚
板
も
掛
か
っ
て
お
り

ま
す
。

　
『
創
価
教
育
学
体
系
』
は
聖
教
文
庫
の
ほ
う
が
手
に
取
り
や
す
い

の
で
、（『
牧
口
常
三
郎
全
集
』
で
は
な
く
）
本
日
の
話
の
中
で
は
、

文
庫
本
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
引
用
）

　

政
治
も
経
済
も
将
（
は
た
）
其
の
他
の
社
会
政
策
も
如
何
に
苦
心

し
て
も
、
畢
竟
（
ひ
っ
き
ょ
う
）、
膏
薬
（
こ
う
や
く
）
張
り
の
対

症
療
法
に
過
ぎ
ぬ
。
根
本
治
療
は
、「
急
が
ば
回
れ
」
で
、
迂
遠
（
う

え
ん
）
で
も
教
育
よ
り
外
に
は
方
針
の
立
っ
た
方
策
は
な
い
。

（ 

牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅲ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九
三

年
、
二
九
頁
）

　
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
中
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
教
育

の
重
要
性
を
非
常
に
重
ん
じ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
創
価
教
育
学
建
設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
『
創
価
教
育
学
体
系
』

の
中
で
残
し
て
お
り
ま
す
。
今
一
度
、
紹
介
さ
せ
て
下
さ
い
。

　

①
「 

経
験
よ
り
出
発
せ
よ
」　 

地
上
を
踏
み
占
め
て
、
一
歩
一
歩

に
進
め

　

②
「
価
値
を
目
標
と
せ
よ
」　

文
化
価
値
を
目
標
と
し
て
進
め

　

③
「 

経
済
を
原
理
と
せ
よ
」　

教
育
全
般
に
無
駄
が
な
い
こ
と

　
（ 

牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅰ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九

三
年
、
三
六
～
三
七
頁
）

　

二
つ
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
前
述
の
と
お
り
、〈
価
値
を
目
標

と
せ
よ
〉
と
い
う
文
言
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
創
価
教
育
学

建
設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
中
の
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
引
用
）

「
創
価
教
育
学
」
と
は
、
人
生
の
目
的
た
る
、
価
値
を
創
造
し
得
る

人
材
を
養
成
す
る
方
法
の
知
識
体
系
を
意
味
す
る
。

　
（ 

牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅰ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九

三
年
、
一
九
頁
）

　

こ
れ
が
牧
口
の
残
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
か
ら
見
た
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
意
義
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ち
な
み
に
、
私
は
今
日
こ
う
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た

り
ま
し
て
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
〈
牧
口
常
三
郎
の
『
創
価
教
育
学

体
系
』
か
ら
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
か
〉
と
質
問
を
し
て
み
ま

し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
冒
頭
に
出
て
き
ま
し

た
の
が
〈
価
値
の
創
造
の
思
想
〉
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て〈
人
間
の
幸
福
と
教
育
の
関
連
性
〉〈
生
徒
中
心
の
教
育
〉〈
道

徳
教
育
の
重
視
〉、こ
う
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
や
は
り
〈
価

値
の
創
造
〉
と
い
う
言
葉
が
、
一
番
に
あ
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
質
問
を
ぶ
つ
け
て
み
ま
し
た
。〈
牧
口
常
三
郎

の
『
創
価
教
育
学
体
系
』
は
、
教
育
以
外
に
役
立
ち
ま
す
か
〉。
こ

う
い
う
文
言
を
入
れ
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
、〈
ビ
ジ
ネ
ス
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〉
と
い
う
言
葉
が
あ
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
貴
学
（
東
日
本
国
際
大
学
）
に
も
ご
ざ
い
ま
す
健
康
福
祉
学

部
の
「
福
祉
」
に
か
か
わ
る
、〈
社
会
福
祉
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
〉

と
い
う
言
葉
が
二
つ
目
に
あ
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三

つ
目
に
は
〈
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
と
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〉
が
あ
が
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四
つ
目
が
〈
環
境
保
護
と
持
続
可
能

性
〉で
す
。
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国
連
の「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」）

に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
〈
平
和
運
動
と
国
際
協
力
〉
と
い

う
文
言
を
は
じ
き
出
し
ま
し
た
。

　

私
が
数
年
前
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
ま
し
た
こ
と
と
、
ほ
ぼ
一

致
す
る
指
摘
が
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
か
ら
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

■
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
多
面
的
検
討

　

こ
う
し
た
点
と
も
重
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、『
創
価
教
育
学
体
系
』

を
今
日
的
に
多
面
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
し
、
ま
た
牧
口

常
三
郎
自
身
も
そ
う
い
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
教
育
と
い
う
枠
組
み
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な

い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
、
価
値
創
造
と
い
う
概
念
を
発
展
さ
せ

て
い
く
際
に
は
必
要
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思

い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
喩
え
が
正
し
い
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、『
創
価

教
育
学
体
系
』
が
高
価
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
だ
と
仮
に
仮
定
い
た
し

ま
す
と
、
そ
の
高
価
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ツ
、

部
品
で
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
『
創
価
教
育
学
体
系
』
を

構
成
し
て
い
る
パ
ー
ツ
一
つ
一
つ
、
つ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
概

念
や
考
え
方
の
中
に
も
、教
育
以
外
の
分
野
で
も
広
く
活
用
で
き
る
、

有
益
な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
創
価
教
育
学
体
系
の
中
か
ら
、
そ
う
し
た
新
た
な
価
値
を
発

見
し
、
拾
い
出
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
で
の
新
た
な
価

値
創
造
的
な
研
究
や
実
践
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
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う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

■
「
中
心
転
換
」、「
発
想
の
転
換
」

　

そ
れ
を
心
理
学
的
な
角
度
か
ら
言
い
換
え
て
み
ま
す
と
、
価
値
創

造
と
中
心
転
換
、
発
想
の
転
換
（recentering

）、
リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
（refram

ing

）、そ
う
い
っ
た
視
点
が
大
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

牧
口
の
『
創
価
教
育
学
体
系
』
は
、「
教
育
学
に
関
す
る
も
の
」

と
い
う
枠
組
み
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
で
は
な
い
か
。
そ

ん
な
ふ
う
に
勝
手
気
ま
ま
に
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
心
転
換
と
は
発
想
の
転
換
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。「『
創
価
教

育
学
体
系
』
は
あ
く
ま
で
も
教
育
学
の
体
系
だ
」
と
い
う
発
想
か
ら

転
換
を
図
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な

印
象
を
私
自
身
も
っ
て
お
り
ま
す
。「
再
構
造
化
」
と
言
っ
て
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
「
機
能
的
固
着
」
と
九
点
連
結
問
題

　

こ
う
し
た
中
心
転
換
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
き
に
、
よ
く
九

点
連
結
問
題
と
い
う
問
題
を
小
中
学
生
に
出
す
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。「
四
本
の
連
続
し
た
直
線
で
も
っ
て
、
九
つ
の
点
を
結
ぶ
線
の

引
き
方
を
考
え
な
さ
い
」
と
い
う
問
題
で
す
。
思
考
心
理
学
で
、
よ

く
中
心
転
換
の
基
本
的
な
例
と
し
て
出
す
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
九
つ
の
点
で
四
角
い
正
方
形
の
枠
が
で
き
て
い
る
と

い
う
見
方
か
ら
、
脱
却
す
る
こ
と
が
大
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
角
い

正
方
形
の
枠
と
い
う
「
機
能
的
固
着
」
か
ら
い
か
に
脱
皮
す
る
か
。

脱
皮
で
き
な
い
と
点
が
一
つ
残
っ
て
し
ま
っ
て
、
四
本
の
直
線
で
九

つ
の
点
を
通
過
で
き
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
九
つ
の
点
が
四
角

い
枠
の
中
に
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
固
定
的
な
見
方
か
ら
脱
却
で
き

れ
ば
、
つ
ま
り
、
枠
を
は
み
出
し
て
直
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、

四
本
の
線
で
九
つ
の
点
を
結
べ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
九
つ
の
点
は
、
四
角
い
枠
の
中
に
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
固

定
的
な
見
方
、
つ
ま
り
、「
創
価
教
育
学
体
系
は
教
育
学
の
理
論
で

あ
る
」
と
い
う
「
機
能
的
固
着
」
が
、
多
く
の
人
の
中
に
あ
る
。
そ

う
し
た
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
て
み
る
こ
と
も
あ
っ
て
よ
ろ
し
い
の
で

は
な
い
か
。
こ
ん
な
印
象
を
私
は
も
っ
て
お
り
ま
す
。「
リ
フ
レ
ー

ミ
ン
グ
（refram

ing

）」（
再
枠
づ
け
）
と
、「
し
な
や
か
な
モ
ノ
の

見
方
」（flexibility

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

時
間
の
関
係
で
、
そ
れ
に
関
連
し
た
「
額
縁
効
果
」
の
話
な
ど
は

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
「�
メ
モ
書
き
」
の
集
ま
り
を
編
集
し
て
誕
生
し
た
『
創
価
教
育
学

体
系
』
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『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
話
の
一
環
と

し
て
、『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
完
成
の
背
景
に
は
、
実
は
多
く
の

「
メ
モ
書
き
」
が
あ
っ
た
と
い
う
点
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
今
で
い
う
「
メ
モ
リ
ー
の
蓄
積
」
と
実
生

活（
研
究
）の
価
値
の
創
造
、身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、ち
ょ
う
ど「
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
研
究
や
実
践
な
ど
が
、
同
じ
よ
う
な
性
質
を
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

何
が
言
い
た
い
か
と
申
し
ま
す
と
、
牧
口
常
三
郎
は
『
創
価
教
育

学
体
系
』
の
緒
言
の
中
で
、ど
の
よ
う
に
し
て
『
創
価
教
育
学
体
系
』

が
で
き
あ
が
っ
た
か
。そ
の
自
分
自
身
の
体
験
に
触
れ
て
お
り
ま
す
。

（
引
用
）

〈
日
常
の
職
務
遂
行
の
必
要
上
か
ら
、反
省
し
思
考
し
た
、メ
モ
リ
ー

の
堆
積
に
過
ぎ
な
い
〉

〈
教
員
生
活
に
入
っ
て
以
来
、三
十
余
年
に
も
亘
っ
た
た
め
に
（
略
）

反
故
紙
（
ほ
ご
し
）
の
山
を
築
い
て
し
ま
っ
た
〉

（ 『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅰ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
～
一

一
頁
）

　

反
故
紙
の
集
ま
り
、
メ
モ
の
集
ま
り
か
ら
『
創
価
教
育
学
体
系
』

が
出
発
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
言
葉
、
文
言
を
牧
口
は
残
し
て
お
る

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
金
に
喩
え
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
も
残
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
引
用
）

〈
守
銭
奴
が
一
文
一
文
を
惜
し
ん
で
、
溜
め
る
僻
の
様
に
、
余
も
又
、

日
常
生
活
の
間
に
往
来
す
る
、
思
想
の
涓
滴
（
け
ん
て
き
）
の
散
逸

を
恐
れ
て
、
書
き
採
っ
て
置
い
た
〉

〈
斯
（
こ
）
う
し
て
、
時
々
、
鼠
に
は
、
巣
喰
わ
れ
、
家
族
に
は
小

言
を
言
わ
れ
、
困
っ
て
は
居
た
が
…
〉

（ 『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅰ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
～
一

一
頁
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
メ
モ
書
き
が
集
大
成
さ
れ
て
『
創
価
教
育
学
体
系
』

に
至
っ
た
の
だ
。
こ
う
い
う
文
言
を
牧
口
は
残
し
て
お
り
ま
す
。
ど

れ
だ
け
家
族
に
小
言
を
言
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ネ
ズ
ミ
に
も
か

じ
ら
れ
た
。
こ
う
い
う
牧
口
な
り
の
ジ
ョ
ー
ク
や
人
間
性
に
溢
れ
た

文
言
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
『
創
価
教
育
学
体
系
』
が
誕

生
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
の
教
育
学
的
な
実
践
や
研
究
で
申
し
ま
す
と
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
研
究
と
い
う
こ
と
と
大
い
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
こ
れ

ま
で
い
ろ
ん
な
雑
誌
や
新
聞
で
連
載
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
牧
口
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
メ
モ
書
き
」
が
、
い
か
に
大
き
な

意
味
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
を
実
体
験
と
し
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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■
生
成
Ａ
Ｉ
と
デ
ー
タ

　

先
ほ
ど
紹
介
し
ま
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
も
す
べ
て
そ
う

で
す
が
、
多
く
の
デ
ー
タ
な
く
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
の
価
値
を
論
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、
医
療
関
連
の
分
野
で
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
非
常
に
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
元
は
情
報
で
ご
ざ
い
ま
す
。
牧
口
の
言
う
「
反
故
紙

（
役
に
立
た
な
い
紙
）に
書
き
こ
ん
で
き
た
」「
メ
モ
を
残
し
て
き
た
」

―
―
。
今
、
現
代
社
会
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
、
そ
れ
が
大
き
な

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
情
報
の
蓄
積
が
大
き
な
価

値
を
持
つ
時
代
に
な
っ
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、『
創
価
教
育
学
体
系
』
が
で
き
あ
が
る
出
発

点
そ
の
も
の
に
思
い
を
寄
せ
ま
し
た
と
き
に
、
現
代
の
様
々
な
種
類

の
情
報
を
統
合
し
て
解
析
す
る
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
発
展
と
重
な
る
部
分

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
印
象
を
私
は
も
っ
て
お
り
ま

す
。

　

基
礎
的
な
研
究
面
で
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
る
、
集
め
る
、
集
積
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
、
牧
口
自
身
は
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
、
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
印
象

を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

■
『
人
生
地
理
学
』
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

牧
口
が
『
創
価
教
育
学
体
系
』
を
出
版
す
る
前
に
発
刊
い
た
し
ま

し
た
『
人
生
地
理
学
』
の
趣
旨
、
内
容
も
、
今
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国
連

の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」）
を
考
え
る
上
で
も
、
非
常
に
大
き

な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
素
朴
な
印
象
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
山
口
弥
一
郎
と
い
う
方
が
創
価
大
学
で
教
員
を
務
め
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
山
口
が
こ
う
言
っ
て
お
り
ま
す
。

（
引
用
）

　
『
人
生
地
理
学
』
を
生
み
出
し
て
、
そ
れ
が
創
価
教
育
論
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ど
う
も
そ
こ
に
、
一
本
筋
が
す
う
っ
と

通
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

（
座
談
会
「
人
生
地
理
学
を
め
ぐ
っ
て
」
／
『
復
刻
・
人
生
地
理
学

解
題
』
第
三
文
明
社
、
一
九
七
六
年
、
四
六
頁
）

　

こ
う
し
た
印
象
め
い
た
言
葉
を
残
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。『
人
生
地
理
学
』
を
抜
き
に
し
て
『
創
価
教
育
学
体
系
』
は
考

え
ら
れ
な
い
。

（
引
用
）

「
人
生
」
に
は
、
一
般
に
、「
人
間
の
一
生
」
と
「
人
間
の
生
活
」
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の
二
意
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、（
牧
口
）
先
生
は
、「
人
生
地
理
学
」

の
表
題
を
後
者
の
意
味
で
用
い
て
お
ら
れ
る
。

（
池
田
大
作
「
復
刻
版
に
寄
せ
て
」
／
『
復
刻
・
人
生
地
理
学
解
題
』

（
別
冊
）　

第
三
文
明
社
、
一
九
七
六
年
）

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
す
な
わ
ち
、
持
続
可
能
な
社
会
の
あ

り
方
を
考
え
る
う
え
で
、「
教
育
」
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
よ
り
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
、『
人
生
地
理
学
』
や
『
創
価
教
育
学
体
系
』

の
も
つ
新
た
な
価
値
を
、多
面
的
に
検
討
し
創
造
し
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、「
人
間

の
生
活
」
そ
の
も
の
に
密
着
し
た
理
論
が
、『
人
生
地
理
学
』
で
あ
り
、

『
創
価
教
育
学
体
系
』
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
大
き
な
存
在
価
値

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
大
き
な
ヒ
ン
ト

　

人
文
地
理
学
が
専
門
の
矢
ケ
崎
孝
雄
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お

り
ま
す
。

（
引
用
）

　

地
理
学
に
と
っ
て
、
人
間
と
環
境
と
の
関
係
が
重
要
な
問
題
で
あ

る
こ
と
は
、現
在
も
変
わ
り
が
な
い
。「
地
人（
環
境
と
人
間
）の
調
和
」

と
い
う
こ
と
は
、人
間
の
生
活
上
、緊
要
な
課
題
で
、『
人
生
地
理
学
』

に
お
い
て
も
、
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

（ 

矢
ケ
崎
孝
雄
「
人
生
地
理
学
解
題
」
／
『
復
刻
・
人
生
地
理
学
解

題
』
第
三
文
明
社
、
一
九
七
六
年
、
二
四
頁
）

　

人
間
と
環
境
と
の
関
係
は
、
地
理
学
に
と
っ
て
不
可
欠
の
課
題
で

す
。
地
人
（
環
境
と
人
間
）
の
調
和
が
い
か
に
大
事
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、『
人
生
地
理
学
』
の
上
か
ら
語
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に

そ
れ
は
、『
人
生
地
理
学
』
や
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
『
創
価
教
育

学
体
系
』
が
、
今
日
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
も
た
ら
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
素
朴
な
印
象
で
ご
ざ
い
ま

す
。

■
新
し
い
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
像
」
の
価
値
の
創
造

　

三
つ
目
は
、
新
し
い
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
像
」
の
価
値
の
創
造
に

つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
私
も
自
著
（
鈎
治
雄
著
『
人
づ
き
あ
い
が
楽

し
く
な
る
心
理
学
』
第
三
文
明
社
、
二
〇
一
五
年
、
八
四
～
九
二
頁
）

の
中
で
牧
口
の
考
え
方
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
『
創
価
教
育
学
体
系
』
第
一
巻
の
「
生
活
様
式
論
」（
第
四
章
）
の

「
第
八
節
・
共
同
生
活
と
競
争
生
活
」
の
中
で
、
牧
口
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。
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（
引
用
）

　

自
分
の
短
所
を
自
覚
し
、
他
人
の
長
所
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る

だ
け
の
知
能
の
あ
る
人
、
而
（
し
こ
う
）
し
て
、
相
手
の
長
所
を
利

用
し
、
自
分
の
短
所
に
就
い
て
、
恐
怖
心
を
抱
か
ぬ
だ
け
の
余
裕
の

あ
る
人
で
な
け
れ
ば
、
完
全
な
る
共
同
生
活
を
、
他
人
と
営
む
こ
と

は
出
来
な
い
。

（ 

牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅰ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九
三

年
、
二
一
七
頁
）。

　

こ
の
文
言
は
、「
共
同
生
活
」
と
い
う
意
味
合
い
を
説
明
す
る
た

め
に
牧
口
が
残
し
た
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
「
共
同
生
活
」
と

い
う
言
葉
は
、
ま
さ
に
今
で
言
う
、
心
理
学
等
で
言
う
と
こ
ろ
の

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」
そ
の
も
の
に
つ
な
が
っ
て
く
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
東
日
本
国
際
大
学
の
先
生
方
も
、
職
場
で
共
同
生
活
を

営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
企
業
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま

す
。
小
学
校
も
中
学
校
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
共
同
生
活
の
中
で
、

組
織
の
中
で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
が
今
、非
常
に
関
心
の
高
い
テ
ー

マ
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
前
述
の
内
容
は
、
牧
口
の
本
当
に
優

れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
で
あ
る
と
、
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
に
つ
い
て
語
り
ま
す
と

き
に
、一
言
で
言
い
ま
す
と
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
が
、リ
ー

ダ
ー
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
力
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

二
つ
目
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
通
訳
型
」
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

人
と
人
の
間
を
媒
介
す
る
力
の
あ
る
存
在
、人
と
人
と
の
あ
い
だ
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
考
え
方
を
う
ま
く
調
整
で
き
る
能
力
を
そ
な
え

た
リ
ー
ダ
ー
が
、
本
当
の
意
味
で
、
今
、
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
像

で
は
な
い
か
と
、
心
理
学
や
企
業
の
世
界
で
盛
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
す
な
わ
ち
、
今
、
最
も

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力
が
、
お
そ
ら
く
牧
口
常
三
郎
が

言
っ
た
次
の
三
点
で
は
な
い
か
。

　

①
「
他
人
の
長
所
」
を
見
つ
け
る

　

②
「
自
分
の
欠
点
」
を
知
る

　

③
「
相
手
の
長
所
」
を
生
か
し
て
、
自
分
の
短
所
を
補
う

　
（ 

鈎
治
雄
著『
人
づ
き
あ
い
が
楽
し
く
な
る
心
理
学
』第
三
文
明
社
、

二
〇
一
五
年
、
八
四
～
九
二
頁
）

　

こ
れ
は
、
私
が
牧
口
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
三
点
に
整
理
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
『
創
価
教
育
学
体
系
』
で
牧
口
が
語
っ

た
、
共
同
生
活
を
実
現
す
る
う
え
で
の
必
須
ア
イ
テ
ム
だ
と
い
う
わ

け
で
す
。

　

ま
さ
に
こ
う
い
っ
た
文
言
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
そ
の
も
の
に

つ
な
が
っ
て
く
る
。
今
の
心
理
学
等
で
考
え
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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シ
ョ
ン
心
理
学
の
分
野
に
相
当
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
牧
口
常
三
郎
の
教
師
論
に
学
ぶ
「
臨
床
心
理
学
」
の
視
座

　

牧
口
常
三
郎
の
「
教
師
論
」
に
関
す
る
価
値
の
創
造
と
い
う
観
点
、

す
な
わ
ち
、学
校
の
教
員
、教
育
者
の
役
割
に
つ
い
て
、牧
口
は
『
創

価
教
育
学
体
系
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。

（
引
用
）

　

医
師
も
政
治
家
も
、
主
と
し
て
既
発
病
気
の
治
療
に
没
頭
す
る
に

対
し
て
、
教
育
者
は
、
病
気
を
起
さ
ざ
ら
し
め
ん
と
し
て
、
同
じ
対

象
の
基
礎
を
造
る
に
努
力
し
て
居
る
。
主
と
し
て
、
一
は
現
在
に
関

わ
り
、
他
は
未
来
に
係
わ
り
、
一
は
既
害
の
恢
復
（
か
い
ふ
く
）
を

引
受
け
他
は
未
発
の
予
防
を
受
持
つ
。

（ 

牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅲ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九
三

年
、
二
〇
頁
）

　
　
　

　

教
師
は
現
在
に
関
わ
る
仕
事
で
あ
り
、
未
来
に
関
わ
る
仕
事
で
も

あ
る
。

　
〈
既
害
の
恢
復
〉
と
は
牧
口
の
教
師
論
の
文
言
で
す
。
こ
れ
は
今

の
臨
床
心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
も
発
展
、
応
用
で
き
る
考
え

方
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
創
価
教
育
学
体
系
の
価
値
を
、
現

代
に
お
い
て
も
創
造
し
て
い
け
る
一
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　
〈
既
害
の
恢
復
〉
と
は
、
実
際
、
今
起
き
て
い
る
問
題
を
な

く
す
こ
と
で
す
。
不
登
校
な
ら
、
不
登
校
の
問
題
を
、
い
じ
め

な
ら
い
じ
め
の
問
題
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
の
教
育
学
や
心
理
学
の
言
葉
で
言
う
「
治
療
的
教
育
」

（rem
edial education

）、「
治
療
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」（rem

edial 
counseling

）
と
い
う
側
面
で
す
。
現
代
に
も
立
派
に
通
じ
る
牧
口

の
理
論
が
〈
既
害
の
恢
復
〉
と
い
う
文
言
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
牧
口
は
、〈
未
発
の
予
防
〉
と
い
う
言
葉
も
『
創
価
教
育

学
体
系
』
の
中
で
残
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
の
言
葉
で
言
う

と
、
将
来
に
わ
た
る
手
を
打
つ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
教
育
学

や
心
理
学
の
言
葉
で
言
い
ま
す
と
「
予
防
的
教
育
」（preventive 

education

）、「
予
防
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」（preventive 

counseling

）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
少
し
別
の
言
葉
で
言
い
ま
す
と
、「
開
発
的
教
育
」

（developm
ental education

）、「
開
発
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

（developm
ental counseling

）
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

く
る
。
そ
の
よ
う
な
現
代
の
教
育
学
や
心
理
学
の
考
え
方
が
、
牧
口

が
教
師
論
と
し
て
残
し
ま
し
た
〈
未
発
の
予
防
〉
と
い
う
言
葉
に
、

既
に
含
ま
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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牧
口
の
理
論
は
、
現
代
に
お
い
て
も
立
派
に
通
用
す
る
の
で
す
。

■
『
創
価
教
育
学
体
系
』
に
基
づ
く
授
業
実
践

　

私
も
監
修
と
い
う
立
場
で
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

二
〇
二
四
年
に
、
創
価
教
育
学
の
授
業
方
法
や
価
値
論
を
ふ
ま
え
た

授
業
実
践
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
と
い
う
枠
組
み
だ
け
に
絞
り

ま
し
て
も
、
学
校
現
場
の
中
で
牧
口
の
考
え
方
が
応
用
、
展
開
さ
れ

て
き
た
事
実
は
、
創
価
小
学
校
等
の
一
部
の
学
校
を
除
き
ま
し
て
、

こ
の
お
よ
そ
一
〇
〇
年
間
、
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

　

ま
も
な
く
、
完
成
す
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
小
学
校
の
先
生
方

が
集
ま
り
ま
し
て
、
価
値
創
造
型
の
道
徳
の
授
業
実
践
を
実
施
さ
れ

ま
し
た
（
田
中
健
一
編
著
『「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
を
深
め
る
価

値
創
造
型
の
授
業
実
践
事
例
集
』
ヤ
マ
ス
文
房　

二
〇
二
四
年
）。

特
に
「
道
徳
」
と
い
う
授
業
に
絞
り
込
ん
で
行
な
っ
た
授
業
実
践
事

例
集
で
す
。

　

牧
口
は
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
中
で
、〈
教
育
者
は
道
徳
教
育

こ
そ
、
そ
の
本
念
の
使
命
の
一
つ
〉〈
教
師
は
、「
道
徳
的
創
価
」（
道

徳
的
価
値
の
創
造
）
に
努
め
る
べ
き
〉
と
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅲ
』
聖
教
文
庫
、
一
九
九

三
年
、
九
四
頁
）

　

し
か
し
、
牧
口
は
こ
の
よ
う
に
、
教
師
論
や
教
師
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
そ
の
考
え
方
を
残
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
一
〇
〇
年
近
く
、

教
育
実
践
家
が
そ
れ
を
授
業
実
践
と
し
て
深
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
小
学
校
の
校
長
や
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
生
方
が
集
ま
り
ま
し
て
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
こ
と
に
関
心
を

も
っ
て
、
授
業
実
践
を
試
み
て
く
だ
さ
る
時
が
来
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
教
育
実
践
は
、
ま
だ
ま
だ
完
璧
な
も
の
で

は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
『「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
を
深
め
る
価

値
創
造
型
の
授
業
実
践
事
例
集
』
の
第
二
章
に
具
体
的
な
授
業
実
践

事
例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、「
価
値
創
造
型
の
道
徳
授
業
」

を
公
立
小
学
校
の
先
生
方
が
実
践
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、ま
だ
完
璧
な
実
践
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
う
い
う
研
究
が
、
実
践
的
に
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
今
日
の
学
校
教

育
の
分
野
に
お
け
る
、
創
価
教
育
学
体
系
の
新
た
な
価
値
の
創
造
に

値
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

牧
口
が
残
し
た
「
生
活
の
学
問
化
」（
授
業
の
導
入
段
階
）
か
ら
、

「
学
問
の
生
活
化
」（
授
業
の
終
末
展
開
）
へ
と
い
う
授
業
プ
ロ
セ

ス
の
理
論
を
ベ
ー
ス
に
し
た
授
業
研
究
が
、
よ
う
や
く
公
立
学
校
の

中
で
、
実
施
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
今
後
の
進

展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■
『�

創
価
教
育
学
体
系
』
に
隠
さ
れ
た
「
楽
観
主
義
理
論
」

　

―
―
新
た
な
価
値
の
発
見
と
創
造

　

残
さ
れ
た
時
間
が
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
、
こ
れ
ま
で
か

じ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
心
理
学
的
な
楽
観
主
義
に
関
す
る
文
言
に

つ
い
て
も
、
牧
口
が
一
部
触
れ
て
お
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
牧
口
は

ジ
ャ
ン
・
フ
ィ
ノ
ー（Jean Finot

）と
い
う
哲
学
者
の
考
え
方
を『
創

価
教
育
学
体
系
』
の
中
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
引
用
）

　

人
類
の
未
来
を
信
ず
る
限
り
、
吾
々
は
、
洋
々
た
る
希
望
を
以

（
も
っ
）
て
、
人
生
に
対
す
る
こ
と
が
出
来
る
。「
新
楽
観
論
」
は
、

史
上
の
事
実
に
面
接
す
る
も
、
何
等
（
な
ん
ら
）、
曇
る
こ
と
を
知

ら
な
い
。

　
（
牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅰ
』
第
二
章
「
教
育
の
目

的
と
し
て
の
幸
福
」、
聖
教
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
一
五
二
頁
）

　

牧
口
常
三
郎
は
、
小
学
校
の
校
長
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
原
典
、

原
著
に
当
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。『
創
価
教
育
学

体
系
』
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
当
時
の
「
國
民
新
聞
」
等
の
新
聞
記

事
に
よ
っ
て
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
骨
子
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る

箇
所
も
、
何
カ
所
か
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
引
用
の
仕
方
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

引
用
し
て
い
る
フ
ィ
ノ
ー
の
「
新
楽
観
論
」
の
内
容
そ
の
も
の
が
、

現
代
社
会
に
あ
っ
て
も
、
十
分
、
通
用
す
る
内
容
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
、
原
典
で
あ
る
『T

he Science of　

H
appiness

』

か
ら
、
フ
ィ
ノ
ー
の
悲
観
と
楽
観
に
関
す
る
内
容
の
一
端
を
、
紹
介

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
引
用
）

 W
hat is pessim

ism
? A

 theory, according to w
hich "non-

existence" is of greater w
orth than existence. O

ptim
ism

 
believes the contrary.

（ Jean Finot "T
he Science of　

H
appiness" H

esperides Pr. 

一
九
一
三
年
、
九
二
頁
）

（
日
本
語
訳
）

　

― 

悲
観
主
義
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
存
在
し
な
い
こ
と
」
が
、「
存

在
す
る
こ
と
」
よ
り
も
大
き
な
価
値
を
持
つ
理
論
で
あ
る
。
楽

観
主
義
は
、
そ
の
逆
を
信
じ
る
―

　

当
時
、「
國
民
新
聞
」
が
紹
介
し
た
ジ
ャ
ン
・
フ
ィ
ノ
ー
と
い
う

哲
学
者
を
、
牧
口
は
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
中
で
紹
介
し
て
い
る

の
で
す
が
、
牧
口
は
、
楽
観
主
義
に
対
し
て
も
、
強
い
関
心
を
も
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
前
述
の
フ
ィ
ノ
ー
の
悲
観
主
41
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研究　東洋

義
と
楽
観
主
義
に
関
す
る
原
典
の
一
文
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
よ
う

に
、
フ
ィ
ノ
ー
の
記
述
は
、
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
的
を

射
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
新
た
な
子
ど
も
観
と
し
て
の
「
如
意
宝
珠
」

　

貴
学
に
も
健
康
福
祉
学
部
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
福
祉
な
ど

を
語
る
う
え
で
、
子
ど
も
観
は
大
変
、
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
、
牧
口
が
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の

中
で
残
し
て
お
り
ま
す
仏
教
用
語
の
「
如
意
宝
珠
」
と
い
う
概
念
で

す
。

（
引
用
）

　

家
庭
の
大
切
な
る
如
意
宝
珠
た
る
、
子
供
の
個
性
を
純
真
に
育
て

上
げ
て
、
文
化
の
生
活
に
適
合
す
る
様
な
善
い
人
格
に
、
陶
冶
せ
ん

と
す
る
教
育
技
術

（ 

牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅲ
』、
聖
教
文
庫
、
一
九
九

三
年
、
一
五
三
～
一
五
四
頁
）

　

こ
れ
が
お
そ
ら
く
福
祉
あ
る
い
は
障
が
い
の
問
題
を
考
え
る
上

で
、
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
児
童
観
を
語
る
上

で
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

尊
き
生
命
の
輝
き
、
平
等
思
想
、
人
間
の
尊
厳
、
こ
う
し
た
考
え

方
が
、
仏
教
の
「
如
意
宝
珠
」
と
い
う
言
葉
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
児
童
観
、
子
ど
も
観
を
考
え
る
上
で
、
大
変
重
要

な
言
葉
の
一
つ
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す

（「
灯
台
」
二
〇
二
二
年
二
月
号
所
収
、
鈎
治
雄
「
心
が
軽
く
な
る

子
育
て
の
知
恵
」
連
載
第
十
一
回
）。
今
の
障
が
い
児
教
育
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
支
え
る
生
命
観
、
人
間
観

の
一
つ
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
印
象
を
も
っ
て
お
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
障
が
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
生
甲
斐
」
と
い
う
言
葉
を
あ
て

が
う
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
生
甲
斐
」（
い
き
が
い
）

と
い
う
言
葉
は
、〝
し
ょ
う
が
い
〟
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で

す
。
つ
ま
り
、障
が
い
児
教
育
や
障
が
い
者
福
祉
が
、私
た
ち
に
と
っ

て
「
生
甲
斐
」（
い
き
が
い
）
の
あ
る
教
育
で
あ
り
、
福
祉
で
あ
る

と
言
え
る
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
、
社
会
全
体
が
そ
の
よ
う

に
発
想
を
転
換
し
て
い
く
こ
と
、
そ
う
し
た
善
の
価
値
の
創
造
が
で

き
る
社
会
を
ど
う
築
き
上
げ
て
い
く
か
。
そ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て

も
、
貴
学
の
健
康
福
祉
学
部
で
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

の
が
、
私
の
個
人
的
な
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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（
引
用
）

　

即
ち
、
善
の
感
化
を
な
さ
ざ
る
こ
と
を
憂
う
る
よ
り
は
、（
如
意

宝
珠
で
あ
る
）
人
の
子
を
賊
（
そ
こ
な
）
う
こ
と
を
恐
れ
る
の
を
忘

れ
ぬ
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

（ 

牧
口
常
三
郎
著
『
創
価
教
育
学
体
系
Ⅲ
』、
聖
教
文
庫
、
一
九
九

三
年
、
六
七
～
六
八
頁
）

　

子
ど
も
の
可
能
性
の
芽
を
摘
み
取
ら
な
い
教
育
を
、
ぜ
ひ
福
祉
の

観
点
か
ら
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

と
り
あ
え
ず
、
一
時
間
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
話

は
途
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
あ
た
り
で
、
終
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
牧
口
常
三
郎
の
『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
理
論
は
、

教
育
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
、
観
点
か
ら
掘
り
下
げ

て
、
現
代
社
会
に
通
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
申
し

上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
り
と
め
の
な
い
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
先
生
方
も
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
味

で
、
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
話
が
途

中
に
な
っ
て
し
ま
い
、
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
時
間

が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
一
端
、
こ
こ
で
話
を
打
ち
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
、
本
日
は
、
大
変
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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先
秦
社
会
に
お
け
る
「
忠
」
思
想
の
形
成
（
修
訂
版
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
中
山
王
ふ
彝
器
銘
文
と
郭
店
楚
簡
『
忠
信
之
道
』
を
中
心
に
―

■
論
文
Ⅰ
■

序
言

　
「
忠
」
と
は
何
か
。
こ
の
命
題
に
対
す
る
探
求
は
、
営
々
と
現
在

に
い
た
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
孝
悌
・

愛
敬
・
忠
順
」
の
論
理
に
基
づ
く
『
孝
經
』
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

１

、

二
千
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
中
国
の
儒
教
体
制
を
支
え
続
け
た
こ

と
、
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
民
が
、
そ
の
「
忠
孝
」
の
思
想
を
共

通
理
解
と
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
社

会
紐
帯
と
し
て
の
「
忠
」
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
中
国
の
み
な
ら

ず
、
我
が
国
に
お
い
て
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

近
代
に
入
っ
て
も
、
そ
れ
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
西
洋

学
術
の
流
入
に
よ
っ
て
、
思
想
の
淵
源
を
徹
底
的
に
追
究
す
る
疑
古

の
思
潮
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
学
術
界
の
中
心
を
占
め
る
に
至
っ
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
風
気
の
も
と
、
我
が
国
で
は
、
津
田
左

右
吉
、
高
田
真
治
、
濱
口
富
士
雄
氏
ら
が
、「
忠
」
思
想
に
関
わ
る

重
要
な
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。２

　

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、『
論
語
』か
ら『
孟
子
』、そ
し
て『
荀
子
』、『
孝

經
』
へ
と
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
「
忠
」
思
想
の
形
成
と
展
開
を
、
全
体

的
な
視
野
か
ら
俯
瞰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
社
会
紐
帯

と
し
て
の
本
質
に
迫
る
も
の
と
も
言
い
難
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に

と
も
な
い
「
忠
」
思
想
と
密
接
に
関
連
す
る
「『
孝
經
』
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
い
か
に
成
立
し
た
の
か
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
一
面
的

な
答
え
を
導
き
出
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
諸
先
学
は
「
忠
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」

の
答
え
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
が

３

、

と
り
わ
け
、
先
秦
期
の
伝
世
文
献
の
絶
対
的
な
不
足
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
資
料
的
な
制
約
の
た
め
に
「
忠
」
の

東
日
本
国
際
大
学 

経
済
経
営
学
部 

准
教
授

東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
・
儒
学
教
育
研
究
部
門
副
部
門
長　

城
　
山
　
陽
　
宣
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■論文

思
想
の
具
体
的
な
形
成
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
三
年
に
中
国
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
村
か
ら
出

土
し
た
、
い
わ
ゆ
る
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
中
の
新
資
料
群
に
よ
り
、

こ
う
し
た
状
況
が
一
變
し
た
と
述
べ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。４

　

ま
ず
、
注
目
を
集
め
た
の
は
、「
忠
臣
」
を
議
論
し
た
『
魯
穆
公

問
子
思
』
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
、
も
っ
と
も
早
期
の
「
忠

臣
」
に
つ
い
て
論
じ
た
新
出
土
資
料
で
あ
り
、「
忠
」
思
想
の
形
成

を
解
明
す
る
重
要
な
資
料
と
見
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
も
李
承
律
、
湯
浅
邦
弘
氏
ら
が
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
「
忠
」
に
関
す
る
論
考
を
提
出
さ
れ
、５

政

治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
」
思
想
が
、
縱
方
向
の
君
臣
関
係
に
応
用
さ

れ
て
ゆ
く
状
況
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
忠
臣
」
に
代
表
さ
れ
る
―
身
を
危
く
し
て
上
に
奉
ず

る
―
「
忠
」
思
想
が

６

「
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」、
そ
れ
を

説
明
し
う
る
新
出
土
文
献
は
、
他
に
も
存
在
す
る
。
中
山
王
ぴ
方
壺

と
円
鼎
の
銘
文
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
資
料
を
用
い
る
際
に
、
地

域
性
や
各
個
の
特
殊
性
の
壁
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ

か
ら
は
、
お
お
む
ね
「
忠
臣
」
の
「
忠
」
思
想
の
形
成
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
政
治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
」
思
想
に
は
、
為
政
者
た
る
君

子
と
、
そ
の
統
治
の
対
象
で
あ
る
民
と
の
間
の
結
合
を
意
図
し
た
も

の
も
存
在
す
る
こ
と
が
、
伝
世
文
献
か
ら
だ
け
で
な
く
、
郭
店
楚
簡

『
忠
信
之
道
』
な
ど
の
新
出
土
文
献
か
ら
も
、
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。７

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
先
秦
期
の
徳
目
「
忠
」
が
社
会
を
結
ぶ
紐
帯

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
、
小
島

祐
馬
ら
が
、
社
会
学
に
よ
る
方
法
論
を
古
代
中
国
研
究
に
応
用
し
、

大
い
に
成
果
を
挙
げ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
は
、

社
会
学
の
側
面
よ
り
「
忠
」
思
想
に
検
証
を
加
え
た
論
考
は
非
常
に

少
な
く
、
と
り
わ
け
先
秦
社
会
に
お
け
る
紐
帯
「
忠
」
の
縦
関
係
・

横
関
係
へ
の
論
及
は
未
だ
に
為
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
し
て
い
た
伝
世
文

献
に
お
け
る
「
忠
」
の
基
本
的
特
質
に
再
検
証
を
加
え
る
。
次
い
で
、

中
山
王
ぴ
彝
器
銘
文
と
郭
店
楚
簡
『
忠
信
之
道
』
を
取
り
上
げ
て
、

先
秦
期
に
お
け
る
社
會
を
結
ぶ
紐
帯
「
忠
」
が
、ど
の
よ
う
に
形
成
・

展
開
し
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
秦
社
会
の
全

体
像
を
通
観
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
伝
世
文
献
上
の
「
忠
」

　

本
章
で
は
、「
忠
」
思
想
の
基
本
的
特
質
を
、
初
期
の
伝
世
文
献

で
あ
る
『
論
語
』『
孟
子
』『
老
子
』
に
よ
っ
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す

る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
先
秦
社
会
に
お
け
る
「
忠
」
思
想
の
初

期
の
役
割
、
位
置
付
け
を
概
觀
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
「
忠
」
思
想
の
研
究
に
お
け
る
最
も
悩
ま
し

い
問
題
と
し
て
、
資
料
の
時
代
性
の
確
定
の
問
題
を
挙
げ
ぬ
わ
け
に

は
ゆ
く
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、
甲
骨
文
で
は
、
今
ま
で
出
土
例
が
な
い

た
め
、
除
外
し
て
考
え
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
が
、
金
文
に
つ
い
て
は
、

紀
元
前
三
〇
九
・
三
〇
八
年
の
銘
文
を
刻
ま
れ
た
中
山
王
ぴ
方
壺
・

大
鼎
が
、
最
も
早
期
の
出
土
例
で
あ
り

８

、
こ
れ
が
現
行
本
『
論
語
』

の
原
篇
よ
り
、先
行
す
る
の
か
の
判
断
が
難
し
い
た
め
で
あ
る
。『
論

語
』
に
つ
い
て
、
現
在
、
多
く
の
研
究
者
は
、『
論
語
』
の
内
容
の

大
部
分
を
、
七
十
子
の
時
代
の
も
の
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

る
な
ら
ば
「
忠
」
に
つ
い
て
の
文
献
資
料
が
『
論
語
』
を
嚆
矢
と
す

る
の
は
、
と
り
あ
え
ず
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。９

　

以
下
、『
論
語
』
に
お
け
る
「
忠
」
を
抜
粋
し
て
、
説
明
を
加
え

て
ゆ
き
た
い
。

　

① 

曾
子
曰
わ
く
、
吾
れ
日
に
三
た
び
吾
が
身
を
省
る
。
人
の
爲
に

謀
り
て
忠
な
ら
ざ
る
か
。
朋
友
と
交
わ
り
て
信
な
ら
ざ
る
か
。

習
わ
ざ
る
を
傳
う
る
か
。（
學
而
第
一
）

　

② 

子
曰
わ
く
、
君
子
重
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
威
あ
ら
ず
。
學
べ
ば
則

ち
固
な
ら
ず
。
忠
信
を
主
と
し
、
己
れ
に
如
か
ざ
る
者
を
友
と

す
る
勿
か
れ
、過
て
ば
則
ち
改
む
る
に
憚
る
こ
と
勿
か
れ
。（
學

而
第
一
）

　

③ 

子
曰
わ
く
、
十
室
の
邑
、
必
ず
忠
信
丘
が
如
き
者
有
ら
ん
。
丘

の
學
を
好
む
に
如
か
ざ
る
な
り
。（
公
冶
長
第
五
）

　

④
子
四
つ
を
以
て
敎
う
、
文
、
行
、
忠
、
信
な
り
。（
述
而
第
七
）

　

⑤ 

子
曰
わ
く
、
忠
信
を
主
と
し
て
義
に
徙
る
は
、
德
を
崇
く
す
る

な
り
。（
顔
淵
第
十
二
）

　

⑥ 

子
張
行
を
問
う
。
子
曰
わ
く
、
言
忠
信
、
行
篤
敬
な
れ
ば
、
蠻

貊
の
邦
と
雖
ど
も
行
な
わ
れ
ん
。
言
忠
信
な
ら
ず
、
行
篤
敬

な
ら
ざ
れ
ば
、
州
里
と
雖
ど
も
行
な
わ
れ
ん
や
。（
衞
靈
公
第

十
五
）

　

⑦ 

季
康
子
問
う
。
民
を
し
て
敬
忠
に
し
て
以
て
勸
ま
し
む
る
は
、

之
れ
を
如
何
。
子
曰
く
、
之
れ
に
臨
む
に
莊
を
以
て
す
れ
ば
則

ち
敬
。
孝
慈
な
れ
ば
則
ち
忠
。（
爲
政
第
二
）

　

⑧
曾
子
曰
わ
く
、
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の
み
。（
里
仁
第
四
）

　

⑨ 

定
公
問
う
、
君
臣
を
使
い
、
臣
君
に
事
う
る
こ
と
、
之
れ
を
如

何
。
孔
子
對
え
て
曰
わ
く
、
君
臣
を
使
う
に
禮
を
以
て
し
、
臣

君
に
事
う
る
こ
と
忠
を
以
て
す
。 （
八
佾
第
三
）

　

⑩ 

子
張
政
を
問
う
。
子
曰
わ
く
、
之
を
居
き
て
倦
む
こ
と
無
く
、

之
を
行
な
う
に
は
忠
を
以
て
す
。（
顔
淵
第
十
二
）

　

⑪ 

子
貢
友
を
問
う
。
子
曰
わ
く
、
忠
も
て
告
げ
て
善
も
て
之
れ
を

道
く
。（
顔
淵
第
十
二
）

　

⑫ 
樊
遅
仁
を
問
う
。
子
曰
わ
く
、
居
處
は
恭
、
事
を
執
り
て
敬
、

人
と
交
わ
り
て
忠
な
れ
。（
子
路
第
十
三
）

　

⑬ 

子
曰
わ
く
、
之
れ
を
愛
す
、
能
く
労
う
こ
と
勿
か
ら
ん
や
。
忠
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な
り
、
能
く
誨
う
る
こ
と
勿
か
ら
ん
や
。（
憲
問
第
十
四
）

　

⑭ 
孔
子
曰
わ
く
、
君
子
に
九
思
有
り
。（
中
略
）
言
は
忠
を
思
い
、

事
は
敬
を
思
う
。（
季
氏
第
十
六
）

　

一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、『
論
語
』
に
お
け
る
「
忠
」
は
、

そ
の
多
く
が
個
人
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
①
か
ら

⑥
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
、「
忠
」
は
「
信
」
と
と
も
に
説
明
さ
れ
て

お
り
、そ
れ
が『
論
語
』の
用
例
の
な
か
で
約
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、『
論
語
』
に
お
け
る
「
忠
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、「
忠
」
と
「
信
」
と
の
特
性
を
理
解
し
、
そ
の
関
連
性
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
学
而
篇
の
文
①
で

あ
ろ
う
。
こ
の
章
句
は
曾
子
が
毎
日
三
つ
の
点
に
つ
い
て
反
省
す
る

と
い
う
も
の
で
、「
人
の
爲
に
謀
り
て
忠
な
ら
ざ
る
か
」
と
は
、
君

子
で
あ
る
己
れ
が
、人
に
「
忠
」
で
対
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
朋

友
と
交
わ
り
て
信
な
ら
ざ
る
か
」
と
は
、
己
れ
が
朋
友
に
「
信
」
で

答
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
徳
目
は
、
己
れ

か
ら
、
そ
の
相
手
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
忠
」「
信
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
特
質
、
そ

の
関
係
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
原
義
研
究
か
ら
確
認
し
て
ゆ
き

た
い
。

　
「
忠
」
に
つ
い
て
、
高
田
真
治
氏
は
、「
換
言
す
れ
ば
『
ま
こ
と
』

と
い
ふ
意
味
で
あ
つ
て
、
此
の
眞
心
を
盡
く
す
こ
と
指
し
て
忠
と
爲

す
」
と
す
る
。10

加
藤
常
賢
・
藤
堂
明
保
・
白
川
静
氏
ら
も
、
考
証
の

方
法
は
様
々
で
あ
る
が
、「
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
」
意
に
解
釈
さ
れ

る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

  

「
信
」
に
つ
い
て
、
加
藤
氏
は
、
字
形
が
「
言
に
從
い
人
の
声
」

の
形
聲
字
で
あ
る
と
い
い
、
字
義
は
「
嘘
を
言
わ
ぬ
意
」
で
あ
る
と

い
う
。
ま
た
藤
堂
氏
は
、「
ス
ラ
ス
ラ
と
進
む
よ
う
な
、
い
つ
わ
り

の
な
い
言
行
の
こ
と
」
と
い
う
。
つ
ま
り
「
信
」
は
「
う
そ
を
言
わ

な
い
」
意
に
解
釈
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
忠
」「
信
」
の
原
義
か
ら
は
、「
忠
―
ま
ご
こ
ろ
を

盡
く
す
」、「
信
―
う
そ
を
言
わ
な
い
」
の
両
者
の
「
盡
く
す
」、「
言

わ
な
い
」
こ
と
が
、
己
れ
か
ら
相
手
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
て
い
る

も
の
と
、
漠
然
と
は
意
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
徳
目
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
武
内
義
雄
氏
の
意
見
に
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。
武
内
氏
は
、
学
而
篇
の
文
①
を
引
い
て
「
忠

は
自
己
の
心
に
謀
り
て
欺
か
な
い
意
で
あ
り
、
信
は
人
の
字
と
言
の

字
と
を
組
み
合
せ
た
文
字
で
他
人
に
約
束
し
た
言
を
た
が
へ
ぬ
意
で

あ
る
。
前
者
は
主
觀
を
内
省
し
て
如
何
に
す
る
こ
と
が
道
德
的
で
あ

る
か
を
直
覚
す
る
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
他
人
に
對
し
て
如
何
に
あ

る
べ
き
か
を
敎
へ
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
マ
コ
ト
の
精
神
が
内
に
向

つ
て
動
く
と
き
は
忠
で
あ
り
、
外
に
向
て
働
く
と
き
は
信
で
あ
る
」
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
忠
」「
信
」
そ
れ
ぞ
れ
に
方

向
性
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
た
主
旨
は
、
や
は
り
尊
重
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

本
章
の
文
①
を
検
討
し
た
よ
う
に
、「
忠
」「
信
」
は
、
と
も
に
相

手
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
古
義

の
研
究
か
ら
も
、
二
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
で
あ
る
「
己
れ
」
よ
り

相
手
に
向
か
っ
て
い
る
と
類
推
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
次
に
、「
忠
」
と
「
信
」
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解

す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、文
⑦
⑫
⑭
に
あ
る
「
敬
」「
忠
」

の
関
係
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。
文
⑦
⑫
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、「
敬
」「
忠
」
は
、
と
も
に
主
体
よ
り
「
相
手
に
向
か
っ

て
發
さ
れ
る
」
も
の
で
、
文
①
の
「
忠
」
と
「
信
」
の
関
係
と
同
様

の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、「
敬
」は
、『
説
文
解
字
』に「
粛
な
り
」と
い
う
よ
う
に「
つ

つ
し
む
」
意
で
あ
り
、
文
⑦
⑫
⑭
に
あ
る
よ
う
に
「
事
（
し
ご
と
）」

に
従
事
す
る
際
に
採
る
べ
き
徳
行
と
さ
れ
る
。「
忠
」
に
つ
い
て
は
、

文
⑫
⑭
に
あ
る
よ
う
に
、
個
人
の
関
係
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
德
が
適
用
さ
れ
る
状
況
・

場
所
は
異
な
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
同
様
に
文
⑦
に
お

い
て
も
、君
子
が
民
に
臨
む
に
、「
莊
」
な
ら
ば
「
敬
―
つ
つ
し
ま
れ
」、

「
孝
慈
」な
ら
ば「
忠
―
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
さ
れ
る
」の
で
あ
る
。「
敬
」

と
「
忠
」、
そ
れ
ぞ
れ
が
両
行
す
る
徳
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
忠
」「
信
」
に
つ
い
て
は
、「
敬
」「
忠
」
の
よ
う
で
は

な
い
。
文
②
③
④
⑤
⑥
に
お
い
て
、「
忠
」「
信
」
は
連
ね
て
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
二
者
が
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
こ

と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
文
①
を
再
度
検
証
し
て
み
よ
う
。「
人
の
爲
に
謀
り
て

忠
な
ら
ざ
る
か
」
と
は
、
君
子
た
る
己
れ
が
、
す
べ
て
の
「
人
」
に

対
し
て
「
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
」
こ
と
で
あ
り
、
対
象
と
さ
れ
る
相

手
は
、
す
べ
て
の
人
で
あ
る
。「
朋
友
と
交
わ
り
て
信
な
ら
ざ
る
か
」

と
は
、「
朋
友
」
に
対
し
て
「
う
そ
を
い
わ
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
対
象
と
な
る
相
手
は
、朋
友
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
二
句
の
間
に
は
、
あ
る
段
階
・
差
違
が
存
在
す
る
。

　

そ
れ
を
端
的
に
表
す
の
は
、こ
の
対
象
と
さ
れ
る「
人
」と「
朋
友
」

と
の
間
に
あ
る
差
異
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
人
」
と
は
、
性
三
品
の

全
て
の
人
を
指
し
、「
朋
友
」
と
は
性
上
の
人
、
賢
人
を
指
す
と
見

受
け
ら
れ
る
。11

君
子
た
る
べ
き
者
は
「
人
」
に
「
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
」

し
て
も
、
必
ず
し
も
、
見
返
り
が
あ
る
と
期
待
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
お
お
よ
そ
古
代
中
国
世
界
に
お
い
て
「
人
」
に
は
上
・
中
・

下
の
三
品
が
あ
る
と
さ
れ
、
性
上
の
人
か
ら
は
、
当
然
「
ま
ご
こ
ろ
」

に
対
す
る
返
礼
が
期
待
で
き
よ
う
が
、
性
中
・
下
の
人
か
ら
は
、
必

ず
し
も
、
そ
れ
が
期
待
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
君
子
た
る
も
の
は
、
す
べ
て
の
「
人
」
に
「
ま

ご
こ
ろ
を
盡
く
す
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
曾
子
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て
い
る
原
因
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。12

　

こ
の
よ
う
に
『
論
語
』
の
「
忠
」
と
は
、
単
独
で
も
、
そ
の
相
手

に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
る「
ま
ご
こ
ろ
を
つ
く
す
」意
の
徳
目
で
あ
っ

た
が
、「
忠
信
」
と
連
ね
て
用
い
ら
れ
た
場
合
で
は
、
密
接
に
両
行

し
て
個
人
関
係
を
構
築
す
る
類
の
も
の
、
そ
の
よ
う
な
社
会
を
結
ぶ

紐
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。13

　

こ
の
こ
と
は『
論
語
』以
降
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
孟
子
』

告
子
章
句
上
に
は
、

　

⑮
仁
義
忠
信
。
善
を
樂
し
み
て
倦
ま
ざ
る
は
、
こ
れ
天
爵
な
り
。

と
い
い
、「
忠
信
」
を
「
仁
義
」
に
次
ぐ
最
高
の
徳
目
と
規
定
し
、

滕
文
公
章
句
上
で
も
、「
人
に
敎
う
る
に
善
を
以
て
す
る
、
之
を
忠

と
謂
う
」
と
「
忠
」
の
徳
行
に
つ
い
て
「
仁
」
に
次
ぐ
評
価
を
下
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
梁
惠
王
章
句
上
に
い
う
「
莊
者
は
暇
日
を
以
て
其
の
孝

悌
忠
信
を
修
む
」、
盡
心
章
句
上
の
「
君
子
の
是
の
國
に
居
る
や
、

…
…
其
の
子
弟
之
に
從
え
ば
、則
ち
孝
悌
忠
信
な
り
」の「
忠
信
」は
、

『
論
語
』
で
み
て
き
た
よ
う
な
密
接
に
両
行
し
て
個
人
関
係
を
構
築

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、そ
れ
は「
孝
悌
」と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
『
孟
子
』
に
お
い
て
は
、
社
会
紐
帯
と
し
て
の
「
忠
信
」
を

重
視
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
、『
孟
子
』に
お
い
て「
忠
」

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
」
こ
と
で
あ
り
、「
忠
」

「
信
」
が
連
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
横
方
向
の
両
行
す

の
真
意
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
君
子
・
賢
人
で
あ
る
「
朋
友
」
は
、
必
然
的
に
、
己
れ

が
全
て
の
人
に
対
し
て「
忠
―
ま
ご
こ
ろ
を
つ
く
す
」と
同
時
に
、「
朋

友
」
は
、
己
れ
に
「
忠
―
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
」
し
て
く
れ
る
こ
と
が

仮
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
朋
友
と
交
わ
り
て
信
な
ら
ざ

る
か
」
と
は
、
己
れ
が
朋
友
に
「
信
―
う
そ
を
言
わ
な
い
」
以
前
か

ら
、
朋
友
が
己
れ
に
「
忠
―
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
」
し
て
お
り
、
己
れ

は
「
信
―
う
そ
を
言
わ
な
い
」
こ
と
に
よ
っ
て
朋
友
に
返
す
、
と
い

う
両
者
の
関
係
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
己
れ
と
朋
友
の
間
に
は
、「
忠
」
と
「
信
」
が
両
行
す
る
関
係

が
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

文
①
の
「
忠
」
と
「
信
」
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

子
路
篇
に
「
朋
友
に
は
切
切
偲
偲
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
己
れ
の
内

面
よ
り
「
忠
―
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
」
こ
と
を
、
朋
友
に
向
か
っ
て

発
す
。
朋
友
は
「
ま
ご
こ
ろ
」
で
そ
れ
を
受
け
止
め
、「
信
―
う
そ

を
言
わ
な
い
」
で
も
っ
て
返
す
。
ま
た
、
己
れ
が
朋
友
よ
り
「
忠
」

を
受
け
れ
ば
、「
信
」
で
も
っ
て
返
礼
し
、
そ
れ
に
朋
友
は
「
忠
」

で
も
っ
て
返
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
忠
」「
信
」
か
ら
は
、

人
間
の
関
係
を
内
と
外
（
我
と
彼
）
よ
り
捉
え
た
両
行
的
、
双
方
向

な
一
対
の
概
念
を
構
成
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
忠
」「
信
」
が
密
接
に
両
行
す
る
個
人
関
係
こ
そ
、
そ
の
最
も
重

要
な
特
性
で
あ
り
、「
忠
」「
信
」
の
二
者
が
多
く
連
ね
て
用
い
ら
れ
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る
個
人
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
お
い
て
『
論
語
』
の
ケ
ー
ス
と
異

な
ら
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、こ
れ
は
『
老
子
』
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
三
十
八
章
に
は
「
故
に
道
を
失
な
い
て
而
し
て
後
德
あ
り
、
德
を

失
な
い
て
而
し
て
後
仁
あ
り
、
仁
を
失
な
い
て
而
し
て
後
義
あ
り
、

義
を
失
な
い
て
而
し
て
後
禮
あ
り
。
夫
れ
禮
な
る
者
は
、
忠
信
の
薄

に
し
て
、
亂
の
首
な
り
」
と
い
い
、「
仁
・
義
・
忠
・
信
・
禮
」
と

儒
家
が
重
ん
じ
る
個
人
的
徳
目
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
当
時
の
儒
家
が
主
張
す
る
意
味
付
け

と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
忠
信
」
が
両
行
し
て
横
方
向
の
個
人
関
係
を
構
築
す
る
思

想
は
、『
老
子
』が
批
判
を
浴
び
せ
る「
禮
」と
は
異
な
り
、儒
家
と『
老

子
』が
そ
ろ
っ
て
肯
定
的
な
意
味
付
け
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
当
時
の
社
会
の
中
で
、「
忠
信
」
の
徳
目
が
、
い
か
な
る

集
団
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
意
味
合
い
を
有
し
て
い
た
根
拠
と
判
断

さ
れ
る
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

　
『
論
語
』
よ
り
前
に
、「
忠
」
に
関
す
る
資
料
が
存
在
し
な
い
こ
と

は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
そ
れ
以
前
に
「
忠
」
の

文
字
、
概
念
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
文
献
資
料
の
保

存
上
の
問
題
か
ら
残
っ
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
確
か

め
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』、『
老
子
』
の
例

か
ら
分
か
る
と
お
り
、「
忠
信
」
の
概
念
が
普
遍
的
意
味
合
い
を
有

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
、
遡
っ
た
時
代
に
お
い
て
も
、

同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、「
忠
信
」
は
原
篇
『
論
語
』
成
立
の
か
な
り
前
か
ら
、
横

方
向
の
個
人
関
係
を
構
築
す
る
道
徳
概
念
と
し
て
、
普
遍
的
に
定
着

し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
忠
」
本
来
の
思
想
は
、
横
方
向
の
個
人
関
係
を

構
築
す
る「
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
」と
い
う
意
味
付
け
の
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
普
遍
的
な
思
惟
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
ほ
か
に
、
政
治
思
想
化
さ
れ
た
用
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
ず
散
見
さ
れ
る
の
が
、
為
政
者
た
る
君
子
と
民
（
衆
）
と
の
関

係
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
⑥
⑦
⑩
は
、
い
ず
れ
も
、
君
子

と
民
と
の
間
に
「
忠
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
文
⑩

で
は
、
為
政
者
で
あ
る
君
子
が
政
治
を
行
う
際
に
「
忠
」
で
臨
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、つ
ま
り
、そ
の
統
治
を
受
け
る
民
に
対
し
て「
忠
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
逆
に
文
⑦

で
は
、
君
子
が
民
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
「
民
を
し
て
敬
忠
に
し
て
以

て
勸
ま
し
む
る
は
、
之
を
如
何
」
と
い
う
よ
う
に
、
民
よ
り
の
「
忠
」

を
い
か
に
獲
得
す
べ
き
か
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
⑦

と
⑩
と
総
合
し
て
考
え
る
に
、「
忠
」
は
、
君
子
と
民
と
の
間
に
両

行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
文
⑥
に
は
「
言
忠
信
、
行
篤
敬
な
れ
ば
、
蠻
貊
の
邦
と
雖

ど
も
行
な
わ
れ
ん
」
と
い
う
よ
う
に
、
君
子
が
民
に
「
忠
信
」
で
臨
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む
必
要
を
主
張
し
て
い
よ
う
が
、
こ
こ
で
も
、
右
に
検
討
し
た
よ
う

に
「
忠
信
」
が
、
為
政
者
た
る
君
子
と
民
と
の
間
に
両
行
し
な
け
れ

ば
、
民
よ
り
信
頼
を
勝
ち
え
な
い
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
横
方
向
の
個
人
関
係
に
終
始
し
て
い
た
か
に
見
え

る
「
忠
信
」
の
両
行
す
る
思
想
は
、
君
子
と
民
、
つ
ま
り
個
人
と
社

会
の
間
に
も
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
は
文
⑩
に
「
子
張
政
を
問
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
政
治

思
想
化
さ
れ
た
「
忠
」
思
想
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
端
緒
と
い

え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
文
⑨
の
『
論
語
』
八
佾
篇
に
見
え
る
「
忠
」
に
つ
い
て
。

「
君
臣
を
使
う
に
禮
を
以
て
し
、臣
君
に
事
う
る
こ
と
忠
を
以
て
す
」

と
は
、
君
主
は
臣
下
に
「
禮
」
で
対
す
る
か
わ
り
に
、
臣
下
は
君
主

に
「
忠
」
で
こ
た
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
、『
孝
經
』

に
い
う
縦
方
向
の
君
臣
関
係
、
つ
ま
り
、
―
身
を
危
く
し
て
上
に
奉

ず
る
―
「
忠
臣
」
に
代
表
さ
れ
る
「
忠
」
思
想
に
近
接
し
て
い
る
。

こ
れ
も
、
横
方
向
の
個
人
関
係
を
構
築
す
る
「
忠
」
思
想
が
変
化
し

て
、
政
治
思
想
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
右
に
検
討
し
た
も

の
と
は
、
根
本
的
に
異
な
り
、
臣
下
が
君
主
に
忠
を
尽
く
す
も
の
と

見
受
け
ら
れ
る
。14

　

以
上
の
よ
う
に
、『
論
語
』
に
お
け
る
「
忠
」
思
想
は
、
横
方
向

の
個
人
関
係
を
論
じ
た
も
の
、
社
会
の
中
で
忠
が
縦
・
横
関
係
な
く

両
行
す
る
も
の
、
そ
し
て
、
臣
下
が
君
主
に
忠
を
尽
く
す
縦
関
係
の

も
の
と
、
大
ま
か
に
三
種
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
の
二
種

の
政
治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
」
思
想
は
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
、
横
方

向
の
個
人
関
係
を
構
築
す
る
「
忠
」
よ
り
派
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
政
治
思
想
化
さ

れ
た
「
忠
」
思
想
が
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
社

会
を
結
ぶ
紐
帯
で
あ
る
「
忠
」
の
広
汎
な
普
遍
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
そ
の
広
汎
な
普
遍
性
は
い
か
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。「
孝
」
の
形
骸
化
に
よ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
社
会
紐
帯
を

集
団
・
共
同
体
の
内
部
か
ら
要
請
さ
れ
、「
忠
信
」
は
、
そ
の
要
求

に
速
や
か
に
答
え
得
た
こ
と
も
、
考
え
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
え
る
が
、
そ
の
他
に
「
忠
」
の
性
質
、
な
か
で
も
「
忠
」
の
徳

の
強
力
さ
も
、
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
忠
信
」
よ
り
考
え
る
と
理
解
が
容
易
で

あ
ろ
う
。「
信
」
の
激
し
い
意
味
に
つ
い
て
、
現
在
こ
と
さ
ら
に
論

ず
る
ま
で
も
な
く
、
先
秦
に
お
け
る
「
信
」
と
は
、
相
当
に
強
烈
な

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
食
客
の
身
の
処
し

方
よ
り
鑑
み
て
も
理
解
は
容
易
で
あ
る
。
例
え
ば
、
君
主
の
「
信
」

に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
自
刎
を
も
辞
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
侠
に
お

い
て
、「
信
―
う
そ
を
言
わ
な
い
」
と
い
う
も
の
こ
そ
、
最
も
重
要
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な
精
神
的
要
素
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
す
る
「
忠
」
の
性
質
が
、い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

孔
子
が
「
忠
」
を
尽
く
す
た
め
に
、
忍
耐
強
く
郊
の
祭
り
を
待
ち
、

墨
家
は
、
己
の
家
居
に
入
ろ
う
と
す
る
も
反
射
的
に
足
を
止
め
て
、

集
団
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
。15

当
然
、
こ
の
よ
う
な
「
忠
」
の
背

後
に
、
相
当
に
強
烈
な
意
味
付
け
が
存
在
し
た
こ
と
は
蓋
然
的
に
理

解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
先
秦
に
お
け
る
「
忠
」
の
性
質
は
、
こ
の
強
烈
な
「
信
」

に
対
抗
す
る
に
足
る
、
古
代
中
国
人
の
心
に
、
し
っ
か
り
と
強
く
存

在
し
た
「
己
の
心
を
空
し
く
し
て
他
人
の
た
め
に
す
る
心
」
で
あ
り
、

「
缺
け
目
の
無
い
ま
ご
こ
ろ
を
出
し
盡
く
す
」
と
い
う
強
烈
な
力
を

持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
忠
」「
信
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
性
質
の
強
さ
も
あ
い
ま
っ
て
、
政
治
思
想
化
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
の

適
用
さ
れ
る
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、「
忠
臣
」
の
誕
生
―
中
山
王
ぶ
方
壺
・
円
鼎
の
「
忠
」

　

一
九
七
四
年
か
ら
一
九
七
八
年
に
か
け
て
、
河
北
省
平
山
県
の

三
汲
公
社
の
発
掘
作
業
に
お
い
て
、
戦
国
時
代
の
中
山
国
都
霊
寿

城
址
の
城
外
の
西
北
に
位
置
す
る
第
一
号
墓
か
ら
、
三
つ
の
青

銅
彝
器
が
出
土
し
た
。
彝
器
に
は
、
多
く
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
経
書
や
諸
子
を
引
い
た
内
容
の
豊
か
さ
と
、
正
確
な
年
代
（
前

三
〇
八
・
三
〇
九
年
）
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
、

す
で
に
多
数
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。16

　

そ
の
な
か
の
中
山
王
ぴ
方
壺
と
円
鼎
（
鉄
足
大
鼎
）
の
銘
文
に
は
、

「
忠
」と「
信
」、そ
し
て「
忠
臣
」が
刻
ま
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
は「
忠
」

に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
献
資
料
の
な
か
で
、『
論
語
』
に
次
ぎ
『
孟
子
』

に
匹
敵
す
る
古
さ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
銘
文

の
「
忠
」
は
、
政
治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
」
が
、
い
か
に
形
成
さ
れ

て
き
た
の
か
を
探
る
う
え
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
銘
文
に

記
さ
れ
た
「
忠
」
思
想
に
焦
点
を
当
て
、
詳
細
に
検
討
し
た
論
考
は

皆
無
に
等
し
く
、
取
り
急
ぎ
解
明
を
要
す
る
領
域
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
銘
文
に
刻
ま
れ
た
「
忠
」
思
想
を
考

察
す
る
た
め
に
、
関
係
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
、
説
明
を
加
え
て
ゆ

く
こ
と
に
す
る
。

　

○ 

維
十
四
年
、中
山
王
ぴ
命
相
邦
び
、擇
燕
吉
金
、鑄
爲
彝
壺
（
維

れ
十
四
年
、
中
山
王
ぴ
相
邦
の
び
に
命
じ
、
燕
の
吉
金
を
擇
び
、

鑄
し
て
彝
壺
を
爲
ら
し
む
）。

　

○ 
天
不
斁
其
有
願
、
使
得
賢
才
良
佐
び
、
以
補
相
厥
身
。
余
知
其

忠
信
也
、
而
專
任
之
邦
。
是
以
遊
夕
飲
■
、
罔
有
遽
惕
。
び
竭
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志
盡
忠
、
以
佐
右
厥
辟
不
貳
其
心
（
天
は
其
の
願
い
有
る
を
斁

わ
ず
、
賢
才
良
佐
な
る
び
を
得
て
、
以
て
厥
の
身
を
輔
相
け
し

む
。
余
は
其
の
忠
信
を
知
り
て
、
之
に
邦
を
專
任
す
。
是
を
以

て
遊
夕
飲
■
し
、遽
惕
有
る
な
し
。
び
は
志
を
竭
し
忠
を
盡
し
、

以
て
厥
の
辟
を
佐
右
け
て
、
其
の
心
を
貳
に
せ
ず
）。

　

○ 

遂
定
君
臣
之
位
、
上
下
之
體
、
休
有
成
功
、
創
闢
邦
強
。
天
子

不
忘
其
有
勲
、
使
其
老
、　

策
賞
仲
父
。
諸
侯
皆
賀
（
遂
に
君

臣
の
位
、
上
下
の
體
を
定
め
、
休
く
も
成
功
を
有
ち
、
邦
強
を

創
闢
す
。
天
子
は
其
の
勲
有
る
を
忘
れ
ず
、其
の
老
を
使
し
て
、

仲
父
に
策
賞
せ
し
む
。
諸
侯
も
皆
な
賀
す
）。（
中
山
王
ぴ
方
壺
）

　

○ 

天
降
休
命
于
朕
邦
、
有
厥
忠
臣
び
、
克
順
克
比
、
亡
不
率
仁
、

敬
順
天
德
。
以
左
右
寡
人
、
使
知
社
稷
之
任
、
臣
宗
之
義
、
夙

夜
不
懈
、
以
諭
導
寡
人
（
天
は
休
命
を
朕
が
邦
に
降
し
、
厥
の

忠
臣
の
び
を
有
ら
し
む
。
克
く
順
に
克
く
比
に
、
仁
に
率
わ
ざ

る
は
亡
く
、
天
德
に
敬
順
す
。
以
て
寡
人
を
左
右
け
て
、
社
稷

の
任
と
、
臣
宗
の
義
を
知
ら
し
め
、
夙
夜
懈
た
る
な
く
、
以
て

寡
人
を
諭
導
す
）。

　

○ 

寡
人
聞
之
、
事
少
如
長
、
事
愚
如
智
。
此
易
言
而
難
行
也
。
非

信
與
忠

17

、其
誰
能
之
。
其
誰
能
之
。
唯
吾
老
び
寔
克
行
之
（
寡

人
之
を
聞
け
り
、
少
き
に
事
う
る
こ
と
長
の
如
く
し
、
愚
に
事

う
る
こ
と
智
の
如
く
せ
よ
、
と
。
此
れ
言
い
易
き
も
行
い
難
き

な
り
。
恁
（
信
）
と
忠
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
其
れ
誰
れ
か
之
れ

を
能
く
せ
ん
。
其
れ
誰
れ
か
之
れ
を
能
く
せ
ん
。
唯
だ
吾
が
老

び
の
み
寔
に
克
く
之
れ
を
行
な
う
）。（
中
山
王
ぴ
円
鼎
・
鐵
足

大
鼎
）

　

こ
の
銘
文
を
表
面
的
に
読
み
取
れ
ば
、天
よ
り
降
さ
れ
た
「
忠
臣
」

司
馬
び
が
、「
忠
」
で
あ
り
「
信
」
で
あ
る
た
め
に
、
国
の
政
治
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
を
彼
に
託
し
、
王
自
ら
は
祭
祀
に
専
念
す
る
と

い
う
、
う
る
わ
し
い
君
臣
の
信
頼
関
係
が
読
み
取
れ
る
。

　

し
か
し
、
小
南
一
郎
、
赤
塚
忠
両
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
銘

文
の
裏
面
で
は
、
王
ぴ
と
司
馬
と
の
ぎ
り
ぎ
り
の
緊
張
関
係
、
権
力

闘
争
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。
王
は
、
政
治
の
実
権
を
司

馬
び
に
奪
わ
れ
、
国
家
の
祭
祀
を
保
つ
に
汲
々
と
す
る
状
態
に
追
い

や
ら
れ
て
お
り
、
司
馬
び
は
、
先
に
燕
で
起
こ
っ
た
禅
譲
に
よ
る
簒

奪
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。そ
こ
で
王
ぴ
は
、

そ
の
権
威
を
守
る
た
め
に
、
彝
器
に
こ
の
銘
文
を
刻
み
、
司
馬
び
が

天
よ
り
降
さ
れ
た
「
忠
臣
」
で
あ
り
、
彼
の
「
忠
信
」
を
顯
彰
し
、

そ
れ
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
呪
術
的
保
護
を
得
よ
う
と
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
中
山
王
ぴ
の
側
の
、
こ
の
銘
文
に
か
け
る
努
力

は
、並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
詩
』、

『
書
』、『
周
禮
』、『
禮
記
』
な
ど
の
經
書
、そ
し
て
『
孟
子
』
や
『
墨

子
』
を
踏
ま
え
た
表
現
が
多
数
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
に



54

研究　東洋

は
「
忠
」
と
「
信
」、
そ
し
て
政
治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
臣
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。
王
は
、
彝
器
に
よ
る
呪
術
的
保
護
を
最
大
限
と
す
る

た
め
に
も
、
當
時
の
考
え
ら
れ
る
限
り
の
最
高
の
知
識
を
こ
れ
ら
の

彝
器
に
注
ぎ
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
彝
器
銘
文
に
お
い
て
、「
忠
臣
」
は
、
い
か
な
る
も
の
か
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。「
天
は
其
の
願
い
有
る
を
斁
わ
ず
、
賢
才
良
佐

な
る
び
を
得
て
、
以
て
厥
の
身
を
輔
相
け
し
む
」、「
天
は
休
命
を
朕

が
邦
に
降
し
、
厥
の
忠
臣
の
び
を
有
ら
し
む
」
と
い
う
よ
う
に
、
司

馬
び
は
、
王
ぴ
を
補
佐
す
る
た
め
に
、
天
よ
り
降
さ
れ
た
「
忠
臣
」

で
あ
り
、
同
時
に
、
こ
れ
は
王
の
権
威
に
と
っ
て
望
ま
し
い
「
忠
臣
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
王
も
「
忠
臣
」
も
、
と
も
に
天

の
秩
序
に
属
す
以
上
、
王
こ
そ
が
国
家
の
最
高
統
治
者
と
し
て
天
命

を
受
け
た
存
在
で
あ
り
、
天
の
権
威
の
も
と
で
、
王
は
「
忠
臣
」
の

上
位
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
忠
臣
」
は
、
天
よ
り
命
じ
ら
れ
た
秩
序
を
守
護
す
る
存

在
で
も
あ
る
。「
以
て
寡
人
を
左
右
け
て
、
社
稷
の
任
と
、
臣
宗
の

義
を
知
ら
し
め
、
夙
夜
懈
た
る
な
く
、
以
て
寡
人
を
諭
導
す
」
と
い

う
よ
う
に
、
中
山
の
王
ぴ
や
社
稷
を
守
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
君
臣

の
義
を
墨
守
し
て
、
そ
れ
が
、
い
か
な
る
も
の
か
、
率
先
し
て
羣
臣

に
範
を
垂
れ
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、「
天

徳
に
敬
順
す
」
る
「
忠
臣
」
が
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
銘
文
の
な
か
で
は
、天
の
権
威
の
下
の
秩
序
が
強
調
さ
れ
、「
忠
」

で
あ
り
「
信
」
で
あ
る
「
忠
臣
」
司
馬
び
は
、
王
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
端
的
に
表
わ
す
の
が「
少
き
に
事
う
る
こ
と
長
の
如
く
し
、

愚
に
事
う
る
こ
と
知
の
如
く
せ
よ
」
と
い
う
文
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

王
が
い
か
な
る
資
質
で
あ
ろ
う
と
、「
忠
臣
」
た
る
も
の
は
、
こ
れ

を
補
佐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
天
の

秩
序
と
は
、
君
主
の
賢
愚
に
関
わ
り
な
く
、
絶
対
的
に
固
定
化
さ
れ

た
不
変
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

燕
で
お
こ
な
わ
れ
た
禅
譲
な
ど
は
、
許
し
が
た
い
反
逆
と
規
定
さ

れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
王
は
崩
壊
し
つ
つ
あ
る

中
山
国
の
秩
序
を
何
と
か
保
と
う
と
、
こ
れ
ら
の
彝
器
に
、
か
よ
う

な
文
章
を
刻
み
込
ま
せ
、
呪
術
的
な
保
護
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
方
法
は
、
従
来
の
秩
序
の
守
護
を
願
う
王
が
、
天
の
権
威
の

も
と
に
、
実
力
者
で
あ
る
司
馬
び
を
天
よ
り
降
さ
れ
た
「
忠
臣
」
と

規
定
し
、
彼
を
臣
下
の
身
分
に
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
「
忠
臣
」
と
は
、
王
の
絶
対
的
な
権
威
を

守
る
た
め
、
実
力
者
を
「
忠
臣
」
の
地
位
に
封
じ
込
め
て
お
く
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
王
ぴ
は
、「
天
の
権
威
に
守
護
さ
れ
た

中
山
の
秩
序
を
永
續
の
も
の
と
す
る
た
め
」
に
、
天
の
権
威
を
「
忠

臣
」
の
属
性
と
し
て
規
定
し
、
臣
下
を
「
忠
臣
」
と
し
て
、
そ
の
自

己
実
現
を
抑
制
せ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』

の
「
忠
臣
」
の
思
想
で
あ
る
。
湯
淺
邦
弘
氏
は
、『
魯
穆
公
問
子
思
』

の
「
忠
臣
」
と
「
諫
諍
」
と
の
関
係
が
、『
孟
子
』『
墨
子
』『
晏
子
春
秋
』

な
ど
の
伝
世
文
献
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
。『
魯
穆
公
問
子
思
』

に
お
い
て
、
子
思
が
規
定
す
る
「
忠
臣
」
と
は
、『
論
語
』
に
お
け

る
「
忠
」
の
観
念
を
政
治
思
想
化
し
、「
忠
」
と
は
別
概
念
と
意
識

さ
れ
て
き
た
「
諫
諍
」
を
、
忠
臣
の
属
性
と
し
て
明
確
に
規
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
忠
臣
た
る
思
想
家
が
自
己
實
現
を
果
た
し
て
行

く
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
」
と
見
な
し
て
い
た
。18

　

湯
淺
論
文
は
、
政
治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
」
の
思
想
が
、
縦
方
向

の
君
臣
関
係
に
応
用
さ
れ
て
ゆ
く
さ
ま
を
具
体
的
に
再
現
し
た
も
の

で
あ
り
、「
忠
」
思
想
の
形
成
を
議
論
す
る
う
え
で
、
重
要
な
論
考

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
ふ
た
つ
の
「
忠
臣
」
の
思
想
は
、
ほ

ぼ
、
年
代
を
同
じ
く
す
る
「
同
時
代
資
料
」
で
あ
る
も
の
の
、
郭
店

楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
「
忠
臣
」
の
思
想
と
中
山
王
ぴ
方
壺
と

円
鼎
の
銘
文
の
そ
れ
と
は
、あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
「
忠
臣
」
の
思
想
は
、
ど
ち
ら
が
、
早
期
の

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
章
に
お
け
る
、『
論
語
』
八
佾
篇
の
文
⑨
「
君
臣
を
使
う
に

禮
を
以
て
し
、
臣
君
に
事
う
る
こ
と
忠
を
以
て
す
」
で
は
、
君
主
は

臣
下
に
「
禮
」
で
対
す
る
代
わ
り
に
、
臣
下
は
君
主
に
「
忠
」
で
応

え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
後
の
『
孝
經
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
縦
方
向
の

君
臣
関
係
、
―
身
を
危
く
し
て
上
に
奉
ず
る
―
「
忠
臣
」
の
思
想
に

近
似
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。

　

こ
の
中
山
王
ぴ
方
壺
と
円
鼎
の
銘
文
も
「
余
は
其
の
忠
信
を
知
り

て
、
之
れ
に
邦
を
專
任
す
」、
ま
た
「
び
は
志
を
竭
し
忠
を
盡
」
す
、

「（
び
の
）
信
と
忠
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
其
れ
誰
れ
か
之
れ
を
能
く

せ
ん
」
と
い
う
よ
う
に
、「
忠
臣
」
司
馬
び
の
「
忠
信
」
は
王
に
向

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
之
れ
に
邦
を
專
任
す
」
と
い
う
文
句

か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
王
ぴ
の
司
馬
び
に
對
す
る
信
任

を
記
録
し
た
も
の
、
つ
ま
り
、
王
ぴ
の
「
忠
信
」
が
「
忠
臣
」
司
馬

び
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
君
臣
と
い
う
縱
の
関
係
、
王
ぴ
と
「
忠
臣
」
司
馬
び
の
間
に

は
、「
忠
信
」
が
両
行
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
、
こ
の
銘
文
の
「
忠

臣
」
の
属
性
と
規
定
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
中
山
王
ぴ
方
壺
と
円
鼎
の
銘
文
に
い
う
「
忠
信
」
の
両
行
と
、

天
の
権
威
を
そ
の
属
性
と
規
定
す
る
「
忠
臣
」
の
思
想
は
、『
論
語
』

中
に
習
見
さ
れ
る
、横
方
向
に
両
行
す
る
個
人
關
係
を
構
築
す
る「
忠

信
」
を
政
治
思
想
化
し
た
も
の
、
つ
ま
り
、『
論
語
』
八
佾
篇
の
文

⑨
に
見
ら
れ
る
縦
方
向
の
君
臣
関
係
を
い
う
「
忠
」
か
ら
、
発
展
し

た
思
想
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
者
と
も
「
忠
信
」
の

両
行
す
る
思
想
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、中
山
王
ぴ
方
壺
と
円
鼎
の
銘
文
に
い
う
「
忠
臣
」
の
「
忠
」

と
は
、
こ
の
両
行
す
る
「
忠
」「
信
」
よ
り
派
生
し
た
こ
と
は
自
明
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で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
忠
臣
」
の
意
味
と
は
、
そ
の
原
始
形
態
に

お
い
て
は
「
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
臣
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。19

　

そ
し
て
、
よ
り
発
展
し
た
形
態
を
示
す
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子

思
』
の
「
忠
臣
」
の
思
想
は
、そ
の
よ
う
な
王
の
側
に
あ
る
「
忠
臣
」

の
思
想
に
対
抗
す
る
努
力
の
中
で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
湯
淺
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
子
思
ら
思
想
家
が
「
自
己
實
現

を
果
た
し
て
行
く
道
を
開
く
」
た
め
に
、「
忠
」
と
は
別
概
念
と
意

識
さ
れ
て
き
た
君
主
に
対
し
て
惡
を
い
う
「
諫
諍
」
を
「
忠
臣
」
の

属
性
と
し
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
れ
ま
で

の
「
忠
臣
」
の
思
想
を
再
定
義
し
、「
忠
」
思
想
の
新
地
平
を
開
い

て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
儒
家
の
営
爲
は
『
孝
經
』
の
理

論
に
お
い
て
結
実
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、「
忠
信
」
の
形
成
と
終
焉
―
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
忠
信
之
道
』

　

一
九
九
三
年
、
湖
北
省
荊
門
市
の
郭
店
一
号
楚
墓
か
ら
出
土
し
た

竹
簡
群
、
す
な
わ
ち
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
か
ら
は
、
数
多
く
の
「
忠
」

思
想
に
関
わ
る
文
献
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。20

そ
の
中
で
、『
忠
信
之

道
』
は
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
「
忠
」
と
「
信
」
が
い
か
な
る
も

の
か
を
、
こ
れ
よ
り
前
の
い
か
な
る
文
献
と
比
較
し
て
も
詳
細
に
議

論
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
以
降
「
忠
信
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で

事
細
か
に
述
べ
ら
れ
た
論
が
存
在
し
な
い
点
か
ら
も
貴
重
な
文
献
資

料
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。21

　

Ⅰ
◯
◯ 

◯01
不
譌
不
害
、
忠
之
至
也
。
不
欺
弗
知
、
信
之
至
也
。
忠
積
則

可
親
也
、
信
積
則
可
信
也
。
忠
02
信
積
而
民
弗
親
信
者
、
未
之

有
也
。
至
忠
如
土
、爲
物
而
不
發
。
至
信
如
時
、　

必
至
而
不
結
。

忠
人
亡
03
譌
、信
人
不
背
。
君
子
如
此
、故
不
苟
生
、不
背
死
也
。

　
　

 

譌
ら
ず
害
わ
ざ
る
は
、忠
の
至
り
な
り
。
欺
か
ず
知
ら
ざ
る
は
、

信
の
至
り
な
り
。
忠
積
め
ば
則
ち
親
し
む
べ
く
、
信
積
め
ば
則

ち
信
ず
べ
き
な
り
。
忠
信
積
み
て
民
親
信
せ
ざ
る
者
は
、
未
だ

之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
至
忠
は
士
の
如
く
、
物
を
爲
し
て
發
か

ず
。
至
信
は
時
の
如
く
、
必
ず
至
り
て
結
ば
れ
ず
。
忠
人
は
譌

る
こ
と
亡
く
、
信
人
は
背
か
ず
。
君
子
は
此
く
の
如
し
、
故
に

苟
く
も
生
き
ず
、
死
に
背
か
ざ
る
な
り
。

　

Ⅱ
◯
◯ 

◯大
舊
而
不
渝
、
忠
之
至
也
。
陶
而
者
尚
、
信
04
之
至
也
。
至
忠

亡
譌
、
至
信
不
背
、
夫
此
之
謂
此
。
大
忠
不
説
、
大
信
不
期
。

不
説
而
足
養
者
、
地
也
。
不
期
05
而
可
要
者
、
天
也
。
昭
天
地

也
者
、
忠
信
之
謂
此
。

　
　

 
大
い
に
舊
く
し
て
渝
わ
ら
ざ
る
は
、
忠
の
至
り
な
り
。
陶
く
し

て
常
を
睹
る
は
、
信
の
至
り
な
り
。
至
忠
は
譌
る
こ
と
亡
く
、

至
信
は
背
か
ず
と
は
、
夫
れ
此
れ
の
謂
い
な
り
。
大
忠
は
説
か
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ず
、
大
信
は
期
せ
ず
。
説
か
ず
し
て
養
う
に
足
る
者
は
、
地
な

り
。
期
せ
ず
し
て
要
む
べ
き
者
は
、
天
な
り
。
天
地
に
昭
ら
か

な
る
者
は
、
忠
信
の
謂
い
な
り
。

　

Ⅲ
◯
◯ 

◯口
惠
而
實
弗
從
、
君
子
弗
言
尓
。
心
疏
而
貌
06
親
、
君
子
弗
申

尓
。
故
而
鯖
兌
民
、
君
子
弗
由
也
。
三
者
、
忠
人
弗
作
、
信
人

弗
爲
也
。
忠
之
爲
07
道
也
、
百
工
不
楛
、
而
人
養
皆
足
。
信
之

爲
道
也
、
羣
物
皆
成
、
而
百
善
皆
立
。

　
　

 

口
惠
に
し
て
實
從
わ
ざ
る
は
、
君
子
は
言
わ
ざ
る
な
り
。
心
疏

ん
じ
て
貌
親
し
む
は
、
君
子
は
申
べ
ざ
る
な
り
。
故
ら
に
行
な

い
て
民
よ
り
争
奪
す
る
は
、君
子
は
由
ら
ざ
る
な
り
。
三
者
は
、

忠
人
は
作
さ
ず
、
信
人
は
爲
さ
ざ
る
な
り
。
忠
の
道
爲
る
や
、

百
工
楛
な
ら
ず
し
て
、
人
養
皆
な
足
る
。
信
の
道
爲
る
や
、
羣

物
皆
な
成
り
て
、
百
善
皆
な
立
つ
。

　

Ⅳ
◯
◯ 

◯君
子
其
它
也
08
忠
、
故
恋
親
溥
也
。
其
言
尓
信
、
故
傳
而
可
受

也
。
忠
、
仁
之
實
也
。
信
、　

義
之
期
也
。
是
故
古
之
所
09
以

行
蠻
貉
者
、
如
此
也
。

　
　

 

君
子
は
其
の
施
す
や
忠
な
り
、
故
に
恋
親
せ
ら
る
る
こ
と
溥
き

な
り
。
其
の
言
や
信
な
り
、
故
に
傳
え
て
受
く
べ
き
な
り
。
忠

は
、
仁
の
實
な
り
。
信
は
、
義
の
期
な
り
。
是
の
故
に
古
の
蠻

貉
に
行
わ
る
る
所
以
の
者
は
、
此
く
の
如
き
な
り
。22

　

郭
店
楚
簡
『
忠
信
之
道
』
は
、
四
つ
の
段
落
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

　

段
落
Ⅰ◯
で
は
、君
子
の
「
忠
信
」
の
徳
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
、

具
体
的
な
当
為
を
示
し
て
説
明
し
て
ゆ
き
、
段
落
Ⅱ◯
で
は
、「
至
忠
」

「
至
信
」「
大
忠
」「
大
信
」
と
い
う
「
忠
」「
信
」
の
ラ
ン
ク
を
規

定
す
る
。
そ
の
最
も
高
い
徳
を
体
現
す
る
君
子
こ
そ
が
、
天
地
に
相

関
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

段
落
Ⅲ◯
で
は
、「
忠
」「
信
」
た
る
君
子
な
ら
ば
、
民
を
善
導
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
治
績
を
挙
げ
ら
れ
る
か
が
強
調
さ
れ
、
段
落
Ⅳ◯
で
は
、

君
子
が
民
に
臨
む
に
「
忠
」「
信
」
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
化
外
の

地
に
お
い
て
さ
え
、民
を
善
導
で
き
る
旨
が
記
さ
れ
結
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
忠
信
之
道
』
で
は
、
民
に
対
す
る
為
政
者
の
徳
目

「
忠
」「
信
」
の
功
能
を
様
々
な
例
え
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、

そ
の
主
要
な
骨
子
は
、
為
政
者
た
る
君
子
は
、
民
の
信
頼
を
勝
ち
得

る
た
め
に
は
「
忠
」「
信
」
の
徳
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

と
、
そ
し
て
、
君
子
が
身
に
付
け
る
べ
き
徳
に
は
、
ラ
ン
ク
が
設
定

さ
れ
て
、
君
子
た
る
も
の
、「
至
忠
・
至
信
」
か
ら
「
大
忠
・
大
信
」

へ
と
進
む
べ
き
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
忠
信
之
道
』
の
「
忠
信
」
の
思
想
は
、『
論
語
』
に
お
い

て
述
べ
ら
れ
て
い
た
政
治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
」
思
想
を
敷
衍
・
発

展
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
論
語
』
文
⑥
⑦
⑩
に
お
い
て
も
、

君
子
が
民
に
「
忠
信
」
で
臨
む
必
要
を
主
張
し
て
お
り
、そ
こ
で
は
、

「
忠
」「
信
」
が
、
為
政
者
た
る
君
子
と
民
と
の
間
に
両
行
し
な
け

れ
ば
、
民
よ
り
信
頼
を
勝
ち
え
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
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は
『
忠
信
之
道
』
に
お
い
て
も
同
様
で
、
文
⑥
『
論
語
』
衞
靈
公
篇

の
引
用
と
し
て
、「
是
の
故
に
古
の
蠻
貉
に
行
わ
る
る
所
以
の
者
は
、

此
く
の
如
き
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
論
語
』
で
検
討
し
た
政
治

思
想
「
忠
」「
信
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
忠
信
之
道
』
で
は
、「
忠
積
め
ば
則
ち
親
し
む
べ
く
、

信
積
め
ば
則
ち
信
ず
べ
き
な
り
。忠
信
積
み
て
民
親
信
せ
ざ
る
者
は
、

未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
」、「
君
子
は
其
の
施
す
や
忠
な
り
、
故
に

恋
親
せ
ら
る
る
こ
と
溥
き
な
り
。
其
の
言
や
信
な
り
、
故
に
傳
え
て

受
く
べ
き
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
君
子
が
民
に
臨
む
に
「
忠
―
ま

ご
こ
ろ
を
盡
く
」
せ
ば
、
民
は
君
子
に
対
し
て
「
親
―
し
た
し
み
」、

「
信
―
う
そ
を
言
わ
な
い
」
で
臨
め
ば
、
同
じ
く
「
信
―
う
そ
を
言

わ
な
い
」
で
返
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
徳
の
両
行
は
認
め
ら
れ
る

も
の
の
、『
論
語
』
の
よ
う
に
「
忠
」「
信
」
が
両
行
す
る
も
の
で
な

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は「
忠
」に
対
し
て
、明
ら
か
な
差
別
化
を
計
り
、

「
忠
」
を
君
子
の
徳
性
と
し
て
規
定
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
兆
候
と
見
な

し
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
動
き
に
は
、
や
は
り
、
前
節
で
検
討
し
た
「
忠
臣
」
の
「
忠
」

の
影
響
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
ま
い
。「
忠
臣
」お
よ
び「
忠
信
」も『
論

語
』
の
段
階
で
分
化
を
始
め
た
政
治
思
想
で
あ
っ
た
が
、
前
章
で
確

認
し
た
と
お
り
、「
忠
臣
」
の
「
忠
」
は
、
君
子
で
あ
り
な
が
ら
も
、

臣
下
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
の
流
れ
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て
、『
墨
經
』
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。23

　
［ 

經
］ 

忠
、
以
爲
利
而
強
低
也
。［
説
］
忠
○
不
利
弱
子
、
亥
足
將

入
、
止
容
。（
上
經
校
釋
第
十
二
）

　
［ 

經
］ 

忠
は
、
以
て
利
を
爲
せ
ば
低
に
強
い
る
な
り
。［
説
］
忠
○

弱
子
に
利
あ
ら
ず
、
亥
れ
足
將
に
入
ら
ん
と
す
れ
ば
、
容

を
止
む
。

　
（ [

經]

忠
と
は
、
利
で
あ
る
と
思
う
と
き
に
は
、
お
の
れ
の
家
族

に
強
い
る
こ
と
で
あ
る
。[

説]

忠
と
は
、
己
れ
の
家
族
に
利
で
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
家
居
の
門
に
足
を
踏
み
入
れ
よ
う
と
し

て
思
い
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
。）

　

こ
の
「
忠
」
は
、
君
主
・
民
の
ど
ち
ら
に
向
い
て
い
る
も
の
な
の

か
判
然
と
せ
ぬ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
身
の
家
族
を
犠
牲
に
す
る

ほ
ど
の
「
盡
忠
」
で
、こ
れ
が
君
主
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

ま
さ
し
く
―
身
を
危
く
し
て
上
に
奉
ず
る
―
「
忠
」
で
あ
り
、
こ
れ

が
民
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
―
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
―
と

い
う
よ
り
、
も
っ
と
強
烈
な
―
身
を
危
く
し
て
下
に
盡
く
す
―
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
忠
」
の
思

想
は
、
一
般
の
人
間
関
係
よ
り
隔
離
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
政
治
思

想
と
な
り
、君
子
に
限
定
さ
れ
た
徳
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
忠
信
之
道
』
に
お
い
て
、「
忠
」「
信
」
の
思
想
は
、
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発
達
し
た
議
論
を
備
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
根
本
的

な
部
分
に
矛
盾
を
抱
え
た
存
在
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
政
治
思
想
「
忠
信
」
は
、
後
世
滅
ん
で
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
矛
盾
、
つ
ま
り
「
忠
」「
信
」
の
両
行

が
喪
失
し
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
の
ほ
か
、
前
章
で
検
討
し
た
「
忠
」
の
意
味
付
け
の
変
化
も
、

大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
中
山
王
ぴ
彝

器
の
銘
文
に
始
ま
り
、『
魯
穆
公
問
子
思
』
に
至
る
「
忠
」
思
想
の

縦
関
係
へ
の
応
用
は
、「
忠
」
に
意
味
的
な
変
化
を
付
与
し
た
。
つ

ま
り
、
社
会
構
造
上
縦
方
向
へ
と
変
質
し
た
「
忠
」
は
、
そ
の
意
味

も
、
縦
方
向
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
「
忠
臣
」
の
―
身
を
危
く
し
て
上
に
奉
ず
る
―
「
忠
」

の
誕
生
に
よ
り
、
当
時
の
社
会
上
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
有
力
な
政

治
思
想
で
あ
っ
た
―
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
―
「
忠
」
は
、
そ
の
存
在

意
義
を
脅
か
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
証
拠
に
、
郭
店
楚
簡
の
内
に
も
「
信
」
思
想
の
自
己
完
結
化

を
は
っ
き
り
と
表
わ
す
文
が
あ
る
。『
忠
信
之
道
』
の
段
落
Ⅰ◯
に
「
忠

積
め
ば
則
ち
親
し
む
べ
く
、
信
積
め
ば
則
ち
信
ず
べ
き
な
り
。
忠
信

積
み
て
民
親
信
せ
ざ
る
者
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う

が
、こ
こ
で
は
、こ
れ
ま
で
、両
行
的
で
あ
っ
た
「
忠
信
」
の
関
係
が
、

「
信
」
の
み
で
成
り
立
つ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
信
」
の
思

想
は
『
成
之
聞
之
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。24

　

○ 

01
聞
之
曰
、
古
之
用
民
者
、
求
之
於
己
爲
恒
。
行
不
信
則
命
不

從
、
02
信
不
著
則
言
不
樂
。
民
不
從
上
之
命
、
不
信
其
言
、
而

能
含
德
者
、
未
之
03
有
也
。
故
君
子
之
莅
民
也
、
身
服
善
以
先

之
、
敬
慎
以
守
之
。
其
所
在
者
内
矣
（
之
れ
を
聞
け
る
に
曰
わ

く
、
古
の
民
を
用
う
る
者
は
、
之
れ
を
己
れ
に
求
む
る
を
恒
と

爲
す
、
と
。
行
な
い
信
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
命
從
わ
れ
ず
、
信
著

ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
言
樂
し
ま
れ
ず
。
民
、
上
の
命
に
從
わ

ず
、
其
の
言
を
信
ぜ
ず
、
而
れ
ど
も
能
く
德
を
含
む
者
は
、
未

だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
君
子
の
民
に
莅
む
や
、
身
ら
善

を
服
い
て
以
て
之
れ
に
先
ん
じ
、敬
慎
し
て
以
て
之
れ
を
守
る
。

其
の
在
る
所
の
者
は
内
な
り
）。

　

○ 

24
形
於
中
、
發
於
色
。
其
■
也
固
矣
、
民
孰
弗
信
。
是
以
上
之

恒
、
25
務
在
信
於
衆
。
詔
命
曰
、
允
師
濟
德
。
此
言
也
、
言
信

於
衆
之
可
以
26
濟
德
也
（
中
に
形
づ
く
ら
れ
、
色
に
發
す
。
其

の
■
や
固
け
れ
ば
、
民
孰
れ
か
信
ぜ
ざ
ら
ん
。
是
れ
を
以
て
上

の
恒
は
、
務
め
衆
に
信
な
る
に
在
り
。
詔
命
に
曰
わ
く
、
師
に

允
な
れ
ば
德
を
濟
す
、
と
。
此
の
言
や
、
衆
に
信
た
る
こ
と
の

以
て
德
を
濟
す
べ
き
を
言
う
な
り
）。

　

こ
こ
で
は
「
古
の
民
を
用
い
る
者
」、
つ
ま
り
為
政
者
た
る
君
子

と
民
（
衆
）
と
の
間
に
、
お
互
い
の
「
信
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
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記
さ
れ
て
い
る
。「
行
な
い
信
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
命
從
わ
れ
ず
」、「
民
、

上
の
命
に
從
わ
ず
、
其
の
言
を
信
ぜ
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
民
が
為

政
者
に
対
し
て
「
信
」
が
な
い
場
合
の
不
都
合
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
民
か
ら
為
政
者
で
あ
る
君
子
に
向
け
ら
れ
た
「
信
」
で
あ

る
。
ま
た
、「
是
を
以
て
上
の
恒
は
、
務
め
衆
に
信
な
る
に
在
り
」、

「
此
の
言
や
、
衆
に
信
た
る
こ
と
の
以
て
德
を
濟
す
べ
き
を
言
う
な

り
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
為
政
者
た
る
君
子
が
、
衆
に
臨

む
に
「
信
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
君
子
か
ら
衆
（
民
）
に
向
け
ら
れ
た
「
信
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

君
子
と
民
と
の
間
に
は
、「
信
」
が
両
行
し
、
自
己
完
結
す
る
思
想

形
態
を
備
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、『
成
之
聞
之
』

の
「
信
」
思
想
か
ら
は
、
す
で
に
「
忠
」
を
必
要
と
し
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
政
治
思
想
「
忠
臣
」
の
議
論

が
広
汎
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
政
治
思
想
「
忠
信
」
の
及
ぶ
範
囲

は
、
小
さ
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
に

『
忠
信
之
道
』
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
政
治
思
想
「
忠
」
の
君
子
に

対
す
る
固
定
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
「
忠
」「
信
」
の
両
行
の
終
焉

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、『
成
之
聞
之
』
が
説
く
よ
う
な
「
信
」
単

独
で
の
両
行
は
、「
忠
」
の
意
味
す
る
範
囲
を
格
段
に
狭
め
て
い
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
複
数
の
要
因
は
、こ
れ
ま
で
の「
忠

信
」
の
思
想
の
存
在
意
義
を
根
幹
か
ら
揺
る
が
し
、
か
く
し
て
政
治

思
想
「
忠
信
」
は
、
消
滅
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

結
語

　

本
稿
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
『
論
語
』
な
ど
の
伝
世
文
献
や
、
中
山
王

ぴ
彝
器
銘
文
お
よ
び
郭
店
楚
簡
『
忠
信
之
道
』
な
ど
の
新
出
土
資
料

よ
り
、
先
秦
社
会
に
お
け
る
「
忠
信
」
の
思
想
を
軸
に
考
察
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
「
忠
」
思
想
の
特
性
を
検
証
し
、

そ
の
形
成
を
概
観
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
理
解
で
き
た
こ
と
は
、
先
秦
社
会
に
お
い
て
「
忠
」

の
思
想
が
徐
々
に
重
視
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
盛
行
を

背
景
に
、
社
会
を
結
ぶ
紐
帯
と
し
て
、
広
範
な
状
況
・
場
所
で
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
序
言
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
先
秦
社
会
の
一
端
を
究
明
す

る
う
え
で
、社
会
に
立
脚
し
た
視
点
を
備
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
そ
こ
で
解
明
さ
れ
た
事
実
を
織

り
交
ぜ
、「
忠
」
思
想
の
形
成
を
社
会
的
背
景
よ
り
論
及
し
て
、
結

び
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
周
は
、
王
の
血
族
を
封
建
す
る
宗
族
体
制
を
、
そ
の
基

礎
に
お
い
た
王
朝
で
あ
っ
た
。
春
秋
時
代
末
期
に
お
い
て
も
、
主
な

社
会
基
盤
は
血
縁
に
頼
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
邑
制
都
市
で
は
、
こ
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の
血
縁
に
商
人
・
工
人
な
ど
の
社
会
集
団
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
益
共
同
体
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
お

い
て
、
形
骸
化
し
て
い
っ
た
血
縁
「
孝
」
を
頼
っ
て
統
治
を
行
え
る

時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
雑
多
な
社
会
を
束
ね
る
、
新

た
な
紐
帯
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
、
い
ち
早
く
答
え
よ
う
と
し
た
の
が
、「
忠
信
」
の
思
想

で
あ
る
。『
論
語
』
に
も
多
く
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
忠
―

ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
す
」、「
信
―
う
そ
を
言
わ
な
い
」
思
想
は
本
来
、

両
行
す
る
横
方
向
の
人
間
関
係
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
忠

信
」
の
思
想
は
、
先
秦
社
会
を
横
方
向
か
ら
支
え
る
、
新
た
な
社
会

紐
帯
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
儒
家
は
、「
忠
」
思
想
の
有
用
性
を
、
実
際
の
社
会
統
治

に
応
用
す
る
こ
と
を
考
え
、
本
来
の
意
味
付
け
を
変
え
な
い
ま
ま
、

両
行
的
な
上
下
・
縦
方
向
の
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が

政
治
思
想
「
忠
信
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』
の
三
例
の
他
に
、

郭
店
楚
簡
『
忠
信
之
道
』
に
も
用
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
か

な
り
広
範
に
使
用
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
戦
国
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
列
国
が
必
要
と
し
た
の
は
富

国
強
兵
策
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
の
中
央
集
権
化
は
避
け
て
通
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
う
し
た
時
代
状
況
の
下
で
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、

横
方
向
の
個
人
関
係
を
構
築
す
る
も
の
で
は
な
く
、
君
主
と
臣
下
を

縦
方
向
に
結
ぶ
政
治
思
想
「
忠
臣
」
で
あ
っ
た
。25

中
山
王
ぴ
彝
器
銘

文
や
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
治
思

想
「
忠
臣
」
は
盛
ん
に
議
論
さ
れ
、
社
会
構
造
上
の
縱
方
向
に
ふ
さ

わ
し
く「
身
を
危
く
し
て
上
に
奉
ず
る
」意
に
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
政
治
思
想
「
忠
」
の
意
味
付
け
は
、「
忠

臣
」
思
想
が
盛
行
す
る
に
と
も
な
い
、
こ
う
し
た
方
向
に
収
斂
さ
れ

て
い
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

戦
国
末
期
に
は
、
さ
ら
に
激
し
い
弱
肉
強
食
・
集
権
化
の
時
代
を

迎
え
、「
忠
臣
」
の
思
想
は
、
列
国
の
政
治
体
制
を
支
え
る
根
幹
と

な
り
、
そ
の
後
、
中
国
の
儒
教
体
制
を
支
え
る
屋
台
骨
と
な
る
。
そ

う
し
た
な
か
、先
秦
期
に
形
成
さ
れ
た
政
治
思
想
「
忠
信
」
は
、徐
々

に
そ
の
役
割
を
終
え
、
歴
史
の
舞
台
か
ら
退
場
し
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注1 

渡
辺
信
一
郎
「『
孝
經
』
の
國
家
論
―
秦
漢
時
代
の
國
家
と
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
―
」（『
中
國
古
代
國
家
の
思
想
構
造
―
專
制
國
家
と
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
』
校
倉
書
房　

一
九
九
四
年
三
月
）
一
九
一
頁
。

2 

津
田
左
右
吉
「
儒
敎
の
實
践
道
德
」（『
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』

一
九
三
二
年
）
の
ち
（『
津
田
左
右
吉
全
集　

儒
敎
の
研
究　

三
』
第

十
八
卷　

岩
波
書
店　

一
九
六
五
年
）
所
収
、
高
田
眞
治
「
先
秦
思

想
に
於
け
る
忠
に
就
て
」（『
東
洋
思
潮
の
研
究
第
一
』
春
秋
社
松
柏

館　

一
九
四
四
年
）、
濱
口
富
士
雄
「
荀
子
の
忠
に
つ
い
て
」（『
大
東
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文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
十
二　

一
九
七
二
年
二
月
）。

3 
三
氏
の
論
考
に
共
通
す
る
の
は
、「
忠
」
は
德
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
終
始
し
て
い
る
が
、
德
目
で
あ
る
「
忠
」
は
同
時
に
、
そ
の
成
立

の
當
初
か
ら
社
會
に
お
け
る
紐
帯
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
紐
帯

で
あ
る
「
忠
」
の
特
性
、役
割
、位
置
付
け
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
、

先
秦
社
会
の
正
確
な
理
解
を
な
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

4 

荊
門
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社　

一
九
九
八
年
五

月
）、
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』（
東
京
大
學
文
學
部
中
國

思
想
文
化
學
研
究
室　

一
九
九
九
年
）「
前
書
き
」、
池
田
知
久
「
ま

え
が
き
」（
郭
店
楚
簡
研
究
會
編
『
楚
地
出
土
資
料
と
中
國
古
代
文
化
』

汲
古
書
院　

二
〇
〇
二
年
）、
浅
野
裕
一
「
郭
店
楚
簡
總
論
」（『
新
出

土
資
料
と
中
國
思
想
史　

中
國
研
究
集
刊
』
別
冊　

第
三
十
三
号　

二
〇
〇
三
年
六
月
）
な
ど
參
照
。
な
お
、
郭
店
楚
墓
の
埋
葬
年
代
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
が
、
本
章
で
は
、
同
墓
の
出
土
文
物
か
ら

の
年
代
比
定
、つ
ま
り
、考
古
学
の
分
析
に
基
づ
く
年
代
比
定
に
従
い
、

白
起
が
郢
を
陥
落
さ
せ
た
紀
元
前
二
七
八
年
を
下
限
と
す
る
、
紀
元

前
三
百
年
前
後
と
見
な
し
て
い
る
。

5 

李
承
律
「
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
忠
臣
觀
に
つ
い
て
」（
池

田
知
久
編
『
郭
店
楚
簡
儒
敎
研
究
』
汲
古
書
院　

二
〇
〇
三
年
）、
湯

淺
邦
弘「「
忠
臣
」の
思
想
―
郭
店
楚
簡『
魯
穆
公
問
子
思
』に
つ
い
て
」

（『
大
久
保
隆
郎
敎
授
退
官
紀
念
論
集　

漢
意
【
か
ら
ご
こ
ろ
】
と
は

何
か
』
東
方
書
店　

二
〇
〇
一
年
十
一
月
）。

6 

「
身
を
危
く
し
て
上
に
奉
ず
る
」
は
『
逸
周
書
』
諡
法
解
篇
に
基
づ
く
。

7 

王
子
今
『「
忠
」
觀
念
研
究
―
一
種
政
治
道
德
的
文
化
源
流
与
歴
史
演

變
』（
吉
林
敎
育
出
版
社　

一
九
九
九
年
一
月
）、
李
存
山
「
讀
楚
簡

『
忠
信
之
道
』
及
其
他
」（『
中
國
哲
學
』
第
二
十
輯　

遼
寧
敎
育
出

版
社　

一
九
九
九
年
一
月
）、胡
平
生
「
郭
店
楚
簡
中
的
孝
与
忠
」（
郭

店
楚
簡
研
究
會
編
『
楚
地
出
土
資
料
と
中
國
古
代
文
化
』
汲
古
書
院

　

二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

8 

于
省
吾
主
編
『
甲
骨
文
字
詁
林
』（
中
華
書
局　

一
九
九
六
年
五
月
）、

何
琳
儀
『
戰
國
文
字
字
典　

―
戰
國
文
字
声
系
』（
中
華
書
局　

一
九
九
八
年
九
月
）、
張
亜
初
編
『
殷
周
金
文
集
成
引
得
』（
中
華
書

局　

二
〇
〇
一
年
七
月
）
な
ど
參
照
。

9 

武
内
義
雄
『
論
語
の
研
究
』（
岩
波
書
店　

一
九
三
九
年　

の
ち
『
武

内
義
雄
全
集
』
第
一
卷　

論
語
篇
所
収
）、
津
田
左
右
吉
『
論
語
と
孔

子
の
思
想
』（
岩
波
書
店　

一
九
四
七
）
な
ど
を
參
照
。

10 

注
2　

高
田
論
文
、
二
二
四
～
二
二
五
頁
、
な
お
、
高
田
氏
は
朱
子

注
の
「
己
れ
を
盡
く
す
之
れ
を
忠
と
謂
う
」
に
基
づ
き
「
眞
心
を
盡

く
す
」
こ
と
を
「
忠
」
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
加
藤
常
賢

『
漢
字
の
起
源
』（
角
川
書
店　

一
九
七
〇
年
）、
藤
堂
明
保
『
漢
字

語
原
辞
典
』（
學
灯
社　

一
九
六
五
）、
白
川
静
『
説
文
新
義
』（
五
典

書
院　

一
九
七
四
年
）。
武
内
義
雄
『
儒
敎
の
精
神
』（
岩
波
書
店　

一
九
三
九
年
）、
十
九
、二
十
頁
參
照
。

11 

「
朋
友
」
に
つ
い
て
は
、『
禮
記
正
義
』
曲
禮
上
の
疏
に
「
朋
類
は
賢
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を
見
て
齋
し
か
ら
ん
と
思
う
な
り
」と
い
う
よ
う
に
、君
子
で
も
あ
り
、

賢
人
で
も
あ
る
。『
論
語
』
里
仁
篇
「
賢
を
見
て
齋
し
か
ら
ん
と
思
う
」

に
基
づ
く
。

12 

「
忠
信
」
の
表
記
に
つ
い
て
。「
忠
信
」
と
記
す
と
、
こ
の
二
文
字
で

つ
づ
め
て
「
ま
こ
と
」
の
意
で
あ
る
と
の
判
断
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、「
忠
信
」
と
は
、
密
接
に
關
わ
り
な
が
ら
も
、
両
行
し
て
横

方
向
の
個
人
関
係
を
構
築
す
る
社
会
紐
帯
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意

味
を
異
に
し
た
徳
目
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

13 

な
お
、『
論
語
』
に
お
け
る
政
治
思
想
化
さ
れ
た
「
忠
信
」「
忠
」
に

つ
い
て
は
、
本
稿
の
結
語
に
お
い
て
檢
討
を
加
え
る
。

14 

文
⑨
は
、『
孝
經
』
に
い
う
「
忠
臣
」
の
思
想
を
濃
密
に
表
現
し
て
お

り
、
後
世
の
述
作
と
疑
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
ま
ま
『
論
語
』

の
一
章
と
し
て
捉
え
て
お
き
た
い
。

15 

『
史
記
』孔
子
世
家
、譚
戒
甫『
墨
辨
發
微
』（
中
華
書
局　

一
九
六
四
年
）

九
十
一
～
九
十
四
頁
参
照
。

16 

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
于
豪
亮
「
中
山
三
器
銘
文
考
釋
」（『
于
豪

亮
學
術
文
存
』
中
華
書
局　

一
九
八
五
年
）、
赤
塚
忠
「
中
山
國
諸
器

銘
文
の
考
釋
」（『
赤
塚
忠
著
作
集　

第
七
卷　

甲
骨
・
金
文
研
究
』

研
文
社　

一
九
八
九
年
）、
小
南
一
郎
「
中
山
王
陵
三
器
銘
と
そ
の
時

代
背
景
」（
林
巳
奈
夫
編
『
戰
國
時
代
出
土
文
物
の
研
究
』
京
都
大
學

人
文
科
學
研
究
所　

一
九
八
五
年
）が
あ
る
。
な
お
、本
章
の
釋
文
は
、

基
本
的
に
は
小
南
一
郎
氏
の
も
の
に
依
拠
し
、
一
部
私
見
に
よ
り
変

更
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

17 

「
恁
」
字
の
解
釈
に
つ
い
て
、
于
豪
亮
氏
は
、
眞
部
の
字
と
し
て
「
信
」

と
す
る
が
、小
南
一
郎
氏
は
「
任
」
と
解
釈
し
て
「
誠
」
の
意
と
す
る
。

赤
塚
忠
氏
は
「
適
釈
を
得
ら
れ
ぬ
が
、
ま
ま
、
仮
に
信
の
意
で
解
し

て
お
く
」
と
い
う
。
本
稿
に
お
い
て
は
『
集
韻
』
の
「
恁
、博
雅
思
也
」、

「
恁
、
信
也
」
と
あ
る
に
基
づ
き
「
信
」
の
字
で
解
し
て
お
く
。

18 

注
5　

湯
浅
論
文
、
五
十
二
頁
参
照
。

19 

中
山
王
ぴ
方
壺
と
円
鼎
の
銘
文
に
い
う
「
忠
臣
」
は
、「
ま
ご
こ
ろ
を

つ
く
す
臣
」
で
あ
っ
た
と
蓋
然
的
に
指
摘
し
え
よ
う
が
、
そ
の
後
、

郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
「
忠
臣
」
の
意
味
付
け
で
は
、「
身

を
危
く
し
て
上
に
奉
ず
る
」
意
で
あ
り
、
後
世
と
同
様
の
意
義
を
持

つ
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

20 

湯
浅
邦
弘
氏
は
、
郭
店
楚
簡
全
体
の
「
忠
」
の
思
想
的
性
格
を
「
未

分
化
、
未
定
着
の
段
階
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
注
5　

湯
淺
論
文
、

五
十
七
頁
。
た
だ
し
、
五
十
八
頁
に
は
「
郭
店
楚
簡
で
は
、「
忠
」
は

臣
下
の
德
目
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
が
一
應
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
も
の
の
、
篇
に
よ
っ
て
は
な
お
揺
ら
ぎ
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
、
そ
の
意
見
に
異
論
を
差
し
挟
む

も
の
で
は
な
い
が
、
正
確
を
期
す
る
な
ら
ば
、『
論
語
』
に
お
い
て
、

分
化
を
開
始
し
た
「
忠
」
思
想
が
、
郭
店
楚
簡
に
お
い
て
は
構
造
的

意
味
的
に
分
化
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
と
考
え
て
い
る
。

21 

郭
店
楚
墓
竹
簡『
忠
信
之
道
』の
釋
文
と
し
て
は
、荊
門
博
物
館
編『
郭
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店
楚
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社　

一
九
九
八
年
）、
李
零
『（
增
訂
本
）

郭
店
楚
簡
校
讀
記
』（
北
京
大
學
出
版
社　

二
〇
〇
二
年
）、
涂
宗
流
・

劉
祖
信
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
佚
書
校
釋
』（
萬
卷
楼
圖
書
有
限
公
司

　

二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
我
が
國
に
は
、池
田
知
久
な
ど
「『
忠

信
之
道
』
譯
注
」（
池
田
知
久
編
『
郭
店
楚
簡
儒
敎
研
究
』
汲
古
書
院

　

二
〇
〇
三
年
二
月
）
に
よ
る
詳
細
な
譯
注
が
あ
る
。

22 

本
稿
の
釈
文
は
、
基
本
的
に
注
21
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
釈
文
に
依

拠
し
、
一
部
を
私
見
に
よ
り
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
01
な
ど

の
数
字
は
竹
簡
番
号
で
あ
る

23 

『
墨
經
』
に
つ
い
て
は
、
蓋
然
的
に
郭
店
楚
簡
の
成
書
年
代
よ
り
、
や

や
遅
れ
る
も
の
で
と
判
断
し
て
い
る
。

24 

注
21　

の
諸
論
考
、及
び
丁
原
植『
儒
家
佚
籍
四
種
釋
析　

郭
店
楚
簡
』

（
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司　

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）、
廣
瀬
薫
雄
・

渡
邉
大
「『
成
之
聞
之
』
譯
注
」（
池
田
知
久
編
『
郭
店
楚
簡
儒
敎
研

究
』
汲
古
書
院　

二
〇
〇
三
年
二
月
）
參
照
。『
成
之
聞
之
』
の
釋
文

に
つ
い
て
は
、
諸
説
入
り
亂
れ
、
未
だ
定
見
を
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
注
21
の
涂
宗
流
・
劉
祖
信
、
丁
原
植
、
廣
瀬
薫
雄
・
渡

邉
大
諸
氏
の
釋
文
を
檢
討
し
、
一
～
三
号
簡
、
二
十
四
～
二
十
六
号

簡
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
釋
讀
し
て
い
る
。

25 

政
治
思
想
「
忠
臣
」
に
代
表
さ
れ
る
「
身
を
危
く
し
て
上
に
奉
ず
る
」

「
忠
」
に
つ
い
て
。『
論
語
』『
孟
子
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

君
臣
關
係
を
論
ず
る
概
念
を「
君
臣
之
義
」と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、郭
店
楚
簡
『
六
德
篇
』
に
「
忠
信
」
を
論
じ
た
部
分
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
本
章
で
は
觸
れ
て
い
な
い
。『
六
德
篇
』
と
本
章
と
の

整
合
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

【
後
記
】　

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
出
版
さ
れ
た
『
中
国
思
想
に
お
け

る
身
体
・
自
然
・
信
仰
―
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
―
』（
東

方
書
店
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
先
秦
社
会
に
お
け
る
『
忠
』
思
想

の
形
成
―
中
山
王
ぴ
彝
器
銘
文
と
郭
店
楚
簡
『
忠
信
之
道
』
に
つ
い

て
」
の
修
訂
版
で
あ
る
が
、こ
の
草
稿
を
発
表
す
る
経
緯
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
私
言
を
費
や
す
こ
と
を
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

二
〇
〇
四
年
当
時
、
浅
学
な
筆
者
の
力
量
不
足
に
よ
り
、
こ
の
修

正
稿
を
校
正
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
文
意
が
覚
束
な
い

ま
ま
の
状
態
で
あ
る
拙
稿
が
世
に
出
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
折
の
自
ら
に
対
す
る
く
や
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
在
で

は
、
そ
の
折
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
先
生
方
に
対
し
て
、
申
し
訳

な
い
気
持
ち
の
み
が
心
に
残
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
課
程
博
士
論
文
を
提
出
し
た
二
〇
〇
七
年
に
、
そ
の
修

正
原
稿
が
論
文
の
査
読
審
査
の
場
に
お
い
て
意
外
な
評
価
を
得
る
に

至
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
韓
国
成
均
館
大
学
で

開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
第
六
回
韓
中
日
共
同
国
際
学
術

大
会
「
多
文
化
共
生
の
社
会
と
東
洋
思
想
」」
に
て
、
や
や
論
題
を
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変
更
し
て
本
稿
の
内
容
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
ま
た
し
て
も
、
韓
国

の
研
究
者
の
方
々
よ
り
非
常
に
好
意
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
、
非
常

に
意
を
強
く
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
文
字
数
の
関
係
上
、
本
論
を

短
縮
し
て
、資
料
の
一
部
は
割
愛
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、そ
の
短
縮
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
、
先
の
本
研
究
所
紀
要
『
研
究
東
洋
』
に
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
意
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
い
く
ば
く
か
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な

い
事
実
で
は
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
度
、
旧
来
の
完
全
な
修
訂
原
稿
を
公
開
し
よ
う
と

思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
る
が
、年
月
が
流
れ
ゆ
く
の
は
早
い
も
の
で
、

初
稿
の
発
表
か
ら
、
す
で
に
十
数
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
、
佐
藤

将
之
氏
に
よ
る
網
羅
的
な
大
著
『
中
國
古
代
的
「
忠
」
論
研
究
（
臺

大
哲
學
叢
書
）』（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
一
四
年
二
月
）

が
上
梓
さ
れ
る
な
ど
、
中
国
古
代
の
「
忠
」
思
想
を
め
ぐ
る
研
究
状

況
も
、
大
幅
に
変
化
・
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
四
年

発
表
の
拙
稿
は
、
佐
藤
氏
の
著
作
中
に
お
い
て
も
、
多
少
の
言
及
が

な
さ
れ
る
な
ど
、
あ
る
程
度
の
役
割
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し

も
あ
る
た
め
、
再
度
、
そ
の
修
訂
版
で
あ
る
完
全
原
稿
を
世
に
問
う

こ
と
も
、
一
定
の
意
義
は
あ
ろ
う
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
こ
う

し
た
事
情
を
、
お
酌
み
取
り
い
た
だ
い
た
上
で
、
本
稿
に
つ
い
て
、

ご
笑
覧
・
ご
叱
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
な
幸
せ
で
あ
る
。
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渋
川
春
海
に
お
け
る
天
文
占
の
神
道
的
解
釈　
―
『
神
代
温
義
』
を
中
心
に

■
論
文
Ⅱ
■

東
北
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
李
　
春
　
暁
　

は
じ
め
に

　

渋
川
春
海
（
一
六
三
九
年
―
一
七
一
五
年
）
は
、
幕
府
の
天
文
方

と
し
て
編
暦
の
職
務
に
従
事
す
る
だ
け
で
な
く
、
将
軍
の
た
め
に
天

文
占
を
行
う
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
天
文
占
と
は
、
天
体
と

特
定
の
人
物
や
地
域
の
間
に
存
在
す
る
対
応
関
係
の
規
律
を
運
用
す

る
占
術
で
あ
る
。
春
海
は
、
中
国
天
文
占
の
天
人
対
応
の
規
律
を
踏

襲
し
つ
つ
、
そ
れ
を
日
本
に
適
応
さ
せ
た
天
体
と
重
要
人
物
の
対
応

関
係
や
分
野
説
を
構
築
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
他
国
に
対
す
る
独

自
性
を
唱
え
続
け
た
春
海
は
、
天
文
占
を
単
な
る
形
式
的
な
適
応
に

と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
本
質
的
側
面
に
お
い
て
も
日
本
化
を
追

求
し
た
。
山
崎
闇
斎
か
ら
垂
加
神
道
の
伝
授
を
受
け
た
春
海
は
、
こ

の
知
的
背
景
を
も
と
に
、
天
体
と
人
間
界
の
間
に
対
応
関
係
が
存
在

す
る
深
層
的
な
原
因
を
日
本
固
有
の
神
道
の
観
点
か
ら
再
解
釈
し
、

そ
れ
に
独
自
の
意
義
を
付
与
し
た
。
具
体
的
に
は
、
神
々
の
存
在
を

媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
天
体
と
人
間
界
の
関
係
を
説
明
す
る
新
た
な

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、『
神
代
温
義
』
を
中
心
に
春
海
の
天
文
占
に
対
す
る

神
道
的
解
釈
を
考
察
す
る
。『
神
代
温
義
』
は
『
日
本
書
紀
』
神
代

巻
を
対
象
に
、
春
海
が
弟
子
で
あ
る
谷
秦
山
に
伝
授
し
た
内
容
を
記

録
し
た
も
の
で
あ
り
、問
答
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
著
作
に
お
け
る
春
海
の
回
答
を
分
析
し
、
彼
が
い
か
に
し
て
人

間
、
神
々
、
天
体
の
関
係
性
を
捉
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
主
に
春
海
の
天
文
学
者
と
し
て
の
功
績
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
彼
の
神
道
思
想
に
関
す
る
研
究
は

比
較
的
少
な
い
。
例
え
ば
、
西
内
雅
は
、
春
海
が
神
道
を
も
っ
て
日

本
の
中
国
に
対
す
る
優
越
性
を
主
張
し
、
神
道
を
抽
象
的
な
教
え
と

い
う
よ
り
も
現
実
的
規
範
と
し
て
捉
え
た
と
論
じ
る

１

。
ま
た
、
林

淳
は
、
春
海
の
暦
法
研
究
に
お
け
る
特
色
が
、
天
文
観
測
や
暦
算
と
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い
う
自
然
科
学
的
側
面
と
神
道
復
古
的
側
面
の
融
合
に
あ
る
こ
と
と

指
摘
す
る

２

。

　

本
稿
の
研
究
意
義
は
、
春
海
の
天
文
学
者
と
し
て
の
側
面
と
神
道

学
者
と
し
て
の
側
面
を
結
び
付
け
て
論
じ
、
彼
の
天
文
占
に
対
す
る

神
道
的
解
釈
を
掘
り
下
げ
る
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
道
的
意
義

を
付
与
し
た
春
海
の
天
文
占
は
、
中
国
天
文
占
と
は
明
確
に
異
な
る

性
格
を
持
つ
。
本
稿
で
は
そ
の
相
違
点
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
日
本

天
文
占
の
思
想
的
・
文
化
的
特
異
性
の
解
明
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

一
、『
神
代
温
義
』
と
春
海
神
道
研
究
の
特
徴

　

渋
川
春
海
と
谷
秦
山
は
、
神
道
に
お
い
て
極
め
て
重
要
視
さ
れ
る

『
日
本
書
紀
』
の
神
代
巻
を
研
究
対
象
と
し
、
書
簡
の
交
換
と
い

う
形
式
を
通
じ
て
伝
授
を
行
な
っ
た
。
こ
の
形
式
に
よ
っ
て
記
録

が
良
好
に
保
存
さ
れ
、
長
ら
く
土
佐
山
内
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
。

一
九
四
〇
年
に
『
神
代
温
義
』３

と
し
て
出
版
さ
れ
、
広
く
世
間
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
収
録
さ
れ
た
書
簡
は
、
元
禄
八
年
五
月
か

ら
元
禄
十
二
年
十
月（
一
六
九
五
年
―
一
六
九
九
年
）の
約
四
年
五
ヶ

月
間
に
わ
た
り
、
両
者
の
間
で
往
復
さ
れ
た
も
の
で
、
総
計
一
二
二

通
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
神
代
巻
の
原
文
お
よ
び
そ
れ
に
対

す
る
両
者
の
問
答
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
春
海
の
神
道
思
想
を

窺
え
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
答
に
は
、
両
者
の
個
人
的
な
解
釈
が
含
ま
れ
る
一
方

で
、
多
く
の
議
論
は
そ
れ
ぞ
れ
が
依
拠
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
展
開

さ
れ
て
い
る
。
両
者
が
共
通
し
て
参
照
し
た
主
要
な
資
料
に
は
、『
神

代
巻
口
訣
』４

や
出
雲
路
信
直
に
よ
る
神
代
巻
の
解
読

５

が
あ
る
。
伝

授
の
過
程
で
は
、
該
当
段
落
に
関
す
る
『
神
代
巻
口
訣
』
や
信
直
の

解
釈
を
踏
ま
え
た
議
論
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
秦
山
は
こ
れ
ら
の
解

釈
の
妥
当
性
に
つ
い
て
春
海
に
問
い
か
け
、
春
海
が
賛
同
す
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
否
定
す
る
場
合
も
あ
っ
た

６

。

　

ま
た
、
春
海
は
「
垂
加
予
に
切
に
御
語
候

７

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

山
崎
闇
斎
の
解
説
に
依
拠
し
て
説
明
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。一
方
、

秦
山
も
か
つ
て
闇
斎
に
師
事
し
た
経
験
を
持
つ
も
の
の
、
そ
の
期
間

は
短
く
、
神
道
の
正
式
な
伝
授
を
受
け
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
、
秦
山
は
春
海
を
通
じ
て
垂
加
神
道
の
教
義
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

春
海
が
神
代
巻
の
解
釈
を
行
う
際
に
見
ら
れ
る
、
複
数
の
他
説
を

引
用
し
つ
つ
議
論
を
展
開
す
る
特
徴
は
、
垂
加
神
道
に
お
け
る
研
究

の
方
法
論
と
緊
密
に
関
連
し
て
い
る
。
闇
斎
の
神
道
説
は
、
自
説
の

確
立
や
独
自
の
理
論
体
系
の
構
築
を
目
指
す
よ
り
も
、
諸
家
の
説
を

偏
り
な
く
集
成
す
る
方
針
を
採
用
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

高
島
元
洋
は
垂
加
神
道
を
中
世
神
道
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
、
特
に

伊
勢
神
道
、
吉
田
神
道
、
忌
部
神
道
の
説
を
統
合
し
た
も
の
と
し
て

評
価
し
て
い
る

８

。
春
海
の
神
代
巻
に
対
す
る
認
識
と
解
釈
の
姿
勢
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は
、
垂
加
神
道
の
伝
統
に
基
づ
い
て
お
り
、
独
自
の
新
解
釈
を
加
え

る
よ
り
も
、
諸
家
の
説
を
幅
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
春
海
の
解
説
は
単
な
る
神
代
巻

の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
神
代
巻
研
究
史
の
一
環
と
し
て
も
意
義
を

有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
春
海
は
各
神
道
流
派
の
学
説
に
精
通
し
、

伝
授
の
過
程
に
お
い
て
卜
部
、
忌
部
、
伊
勢
、
安
家
神
道
の
説
に
た

び
た
び
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
祭
祀
の
作
法
や
そ
の
由
来
に
つ
い

て
も
豊
富
な
知
識
を
持
ち
、
当
時
実
施
さ
れ
て
い
た
多
様
な
祭
礼
の

歴
史
背
景
や
そ
の
具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
秦
山
に
詳
述
し

て
い
る
。

　

解
説
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
顕
著
な
特
徴
は
、
神
代
巻
に
お
け
る

漢
字
の
訓
読
み
に
注
目
し
、
そ
れ
に
神
道
的
な
意
味
を
付
与
し
な
が

ら
解
説
を
行
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
日
本
特
有
の
読
み
方
へ
の
重
視

は
、
春
海
個
人
の
学
問
の
特
徴
に
と
ど
ま
ら
ず
、
垂
加
神
道
学
派
全

体
に
共
通
す
る
神
代
巻
研
究
の
特
色
で
あ
る

９

。
例
え
ば
、
秦
山
は

原
文
に
お
け
る
「
一
（
ヒ
ト
ツ
）」
の
発
音
に
つ
い
て
質
問
し
た
際
、

春
海
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
　

 　

天
地
の
内
無
類
は
日
な
り
。
一
つ
に
は
無
類
な
り
。
ト
ツ
は

助
、
ツ
は
聚
也
。
津
の
國
、
日
本
國
之
船
聚
合
、
又
ト
は
、
ト

ホ
カ
ミ
三
種
祓
に
出
、
瓊
矛
な
と
末
に
出
れ
ば
、
ト
は
玉
也
。

十
種
神
寶
の
一
つ
は
其
内
な
れ
ば
、
數
も
重
寶
の
玉
と
云
義
あ

り
。10 

　

こ
こ
で
彼
は
、「
ヒ
」
を
日
、「
ト
」
を
玉
、「
ツ
」
を
「
聚
（
津
の
国
）」

と
関
連
づ
け
、
神
道
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
概
念
を
用
い
て
読
み

方
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
字
の
読
み
方
に
対
す
る
解
釈

は
、
伝
授
の
全
過
程
に
お
い
て
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
漢
字
の
訓
読
み
を
重
視
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
春
海
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

上
古
文
字
無
異
國
往
來
の
後
文
字
付
た
り
。
舎
人
之
日
本
と

云
字
を
御
ウ
メ
候
は
目
出
度
文
字
な
り
、
此
國
昌
の
爲
に
ウ
メ

た
も
ふ
文
字
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
訓
て
以
説
な
れ
ば
、
何
様
の
字

ウ
メ
申
と
も
、
ヤ
マ
ト
に
可
讀
也
。11 

　

こ
れ
は
、
漢
字
が
異
国
か
ら
伝
来
し
た
文
字
で
あ
る
一
方
で
、
そ

の
訓
読
み
が
日
本
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
春
海
の
認
識
を
示
し

て
い
る
。
彼
は
こ
の
認
識
に
基
づ
き
、
訓
読
み
を
神
道
的
に
解
釈
す

る
こ
と
で
、
日
本
独
自
の
学
問
の
発
展
を
志
向
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
日
本
独
自
性
に
対
す
る
強
調
は
、
春
海
の
学
問
全
般
に
一
貫
す

る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
天
文
占
研
究
に
お
い
て
も
中
国
に
対
す
る
日
本

の
特
異
性
と
優
越
性
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
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本
節
で
は
、
研
究
資
料
で
あ
る
『
神
代
温
義
』
が
春
海
と
そ
の
弟

子
に
よ
る
神
代
巻
に
関
す
る
問
答
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
春
海
の
神
道
研
究
に
お
け
る
二
つ
の
特
徴
を
提
示
し

た
。
一
つ
は
、
春
海
は
新
た
な
解
釈
を
加
え
る
こ
と
よ
り
も
、
既
存

の
複
数
の
神
道
説
を
紹
介
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
彼
は
神
代
巻
の
訓
読
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
意
味
を
詳
細
に
解
説
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

二
、
中
国
天
文
占
の
変
容

　

春
海
は
「
天
文
應
地
理
。
不
自
揆
。12

」
と
述
べ
、
天
と
人
間
の
間

に
緊
密
な
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
認
識
に
基

づ
き
、
彼
は
当
時
の
将
軍
徳
川
綱
吉
の
た
め
に
天
文
占
を
実
施
し
て

い
た
。
天
文
占
を
行
う
た
め
に
は
、
天
体
と
人
間
世
界
の
間
に
存
在

す
る
影
響
関
係
を
観
察
し
、
そ
れ
を
規
律
と
し
て
体
系
的
に
ま
と
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、こ
う
し
て
構
築
さ
れ
た
規
律
は
、

天
文
占
を
実
施
す
る
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
よ
う
な
体
系
的
な
規
律
を
形
成
す
る
に
は
、
長
い
歴
史
的

経
験
の
蓄
積
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
達
成
さ
れ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
、
中
国
の
天
文
占
は
長
い
歴
史
を
有
し
、
そ
の

対
応
関
係
に
関
す
る
体
系
的
規
律
は
権
威
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
本
古
代
か
ら
陰
陽
道
占
星
術
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。た
と
え
ば
、『
史
記
天
官
書
』、『
漢
書
天
文
志
』、

『
晋
書
天
文
志
』
な
ど
、
天
人
の
対
応
関
係
を
明
記
し
た
書
物
は
陰

陽
寮
の
天
文
生
の
教
育
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
13

。
春
海
も
ま
た
、
こ
の
日
本
陰
陽
道
の
歴
史
的
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

天
文
密
奏
、
公
武
皆
命
予
、
予
上
言
曰
、
近
代
天
文
占
書
、

不
知
幾
何
、
占
候
砕
細
無
紀
極
、
奇
中
亦
時
有
之
、
不
中
亦
毎

多
、安
倍
晴
明
密
奏
、只
用
史
記
前
漢
之
法
、晋
書
以
下
不
取
也
、

今
欲
用
至
近
代
之
雑
占
、
非
臣
之
所
能
及
、
若
依
晴
明
之
舊
法
、

只
用
史
漢
、
奏
記
大
槩
、
則
謹
聞
命
耳
、
朝
議
聴
之
、
以
上
面

授
。14

　　

春
海
は
天
文
占
を
行
う
際
、
陰
陽
師
で
あ
る
安
倍
晴
明
の
作
法
に

習
い
、『
史
記
』
や
前
漢
の
天
文
占
書
に
記
さ
れ
た
天
人
対
応
の
規

律
を
利
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
の
著
作
で
あ
る
『
天
文
瓊
統
』
の

大
部
分
は
、
清
朝
の
黄
鼎
に
よ
る
『
天
文
大
成
管
窺
輯
要
』
を
孫
引

き
し
た
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
春
海
は
中
国
天

文
占
に
お
け
る
天
体
と
人
間
界
の
対
応
関
係
の
規
律
を
受
容
し
、
そ

れ
を
自
身
の
天
文
占
に
応
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
春
海
は
天
文
占
を
日
本
社
会
に
適
応
さ
せ
る
た
め
、
多

様
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国
天
文
占
の
分
野
説
が
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そ
の
注
目
範
囲
を
中
国
社
会
に
限
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
春
海

は
こ
れ
を
日
本
社
会
に
適
用
し
、
中
国
の
分
野
説
を
模
倣
し
つ
つ
、

二
十
八
星
宿
を
日
本
の
各
地
域
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
独
自

の
分
野
説
を
創
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
の
天
文
占
で
は
、
天
体
は
中
国
の
皇
室
や
朝
廷
の
重

要
な
人
物
に
対
応
付
け
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
皇
帝
は
太
陽
、

后
は
月
、
大
臣
は
特
定
の
星
に
対
応
し
、
一
部
の
星
は
、
直
接
的
に

官
職
名
を
冠
し
て
命
名
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
方
法
を
春
海

も
継
承
し
、
彼
の
著
作
『
天
文
瓊
統
』
に
は
太
陽
を
天
皇
、
月
を
妃
、

星
を
臣
下
に
対
応
さ
せ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る

15

。
ま
た
、
春
海
は

こ
れ
を
日
本
に
適
応
す
る
際
、
中
国
の
官
職
名
で
命
名
さ
れ
た
星
を

日
本
の
官
職
名
に
置
き
換
え
る
工
夫
を
施
し
た

16

。

　

さ
ら
に
、
春
海
は
天
文
占
の
知
識
を
弟
子
で
あ
る
谷
秦
山
に
教
授

し
、
秦
山
は
そ
の
知
識
を
応
用
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
土
佐
藩
で
観

測
し
た
異
常
天
象
や
日
本
社
会
に
発
生
し
た
事
件
を
記
録
し
、
春
海

と
検
討
し
な
が
ら
そ
の
関
係
性
を
研
究
し
た
。
そ
の
研
究
の
一
例
と

し
て
、「
當
年
夏
。太
白
晝
見
。唐
世
民
殺
建
成
。有
是
變
。我
朝
舊
例
。

為
大
旱
之
象
。
誠
合
當
年
之
虐
暑
。17

」
と
記
し
、
同
一
の
天
変
に
対

し
て
中
国
と
は
異
な
る
予
言
を
行
い
、
両
国
間
の
差
異
を
明
ら
か
に

し
た
。
日
本
独
自
の
天
象
と
人
間
界
の
関
係
を
究
明
し
よ
う
と
す
る

試
み
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
春
海
は
中
国
天
文
占
に

お
け
る
天
体
と
人
間
の
間
に
存
在
す
る
対
応
関
係
の
規
律
を
模
倣

し
、
そ
れ
を
日
本
に
適
応
さ
せ
る
独
自
の
規
律
を
構
築
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
し
か
し
、
春
海
の
こ
う
し
た
工
夫
は
、
技
術
的
な
側
面
に

主
眼
を
置
い
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
で
は
、
天
文
占
の
本

質
を
成
す
天
体
と
人
間
の
対
応
関
係
が
成
立
す
る
思
想
的
根
拠
に
つ

い
て
、
春
海
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
春

海
が
中
国
の
天
人
思
想
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
考
え

る
。

　

中
国
に
お
い
て
は
、
天
と
人
が
感
応
す
る
と
い
う
考
え
方
は
先
秦

時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
前
漢
の
董
仲
舒
が
初
め
て
「
天
人
合

一
」
の
理
論
を
用
い
て
、
天
と
人
が
感
応
す
る
原
因
を
理
論
的
に
説

明
し
た
の
で
あ
る
。
董
仲
舒
は
、
天
と
人
の
構
造
的
及
び
性
質
的
な

相
似
性
に
基
づ
い
て
そ
の
関
係
性
を
解
釈
し
て
い
る

18

。
例
え
ば
、

彼
は
「
喜
怒
之
禍
、
哀
楽
之
義
、
不
独
在
人
、
亦
在
於
天
。
而
春
夏

之
陽
、
秋
冬
之
陰
、
不
独
在
天
、
亦
在
於
人
。19

」
と
記
し
、
喜
怒
哀

楽
や
春
夏
秋
冬
と
い
っ
た
現
象
が
天
と
人
の
双
方
に
共
通
し
て
存
在

す
る
こ
と
を
述
べ
、
天
と
人
が
性
質
的
に
相
似
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　

 　

物
疢
疾
莫
能
偶
天
地
、
唯
人
獨
能
偶
天
地
、
有
三
百
六
十
節
、

偶
天
之
数
也
、
形
體
骨
肉
、
偶
地
之
厚
也
、
上
有
耳
目
聰
明
、

日
月
之
象
也
、
體
有
空
竅
理
脈
、
川
谷
之
象
也
、
心
有
哀
楽
喜
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怒
、
神
氣
之
類
也
、
觀
人
之
體
一
、
何
高
物
之
甚
、
而
類
於
天

也
。20 

　

こ
の
記
述
で
は
、
董
仲
舒
が
人
体
の
各
器
官
や
構
造
を
自
然
界
の

事
象
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
と
人
が
構
造
的
に
相
似
し
て
い
る

こ
と
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
董
仲
舒
は
天
と

人
の
相
似
性
に
基
づ
き
、
天
と
人
が
感
応
す
る
理
由
を
論
理
的
に
説

明
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
春
海
は
神
道
思
想
を
用
い
て
天
体
と
人
間
の
対
応
関
係

を
解
釈
し
よ
う
と
試
み
た
。
春
海
が
天
文
占
を
神
道
的
に
解
読
し
よ

う
と
し
た
背
景
に
は
、
彼
の
学
問
に
お
け
る
神
道
重
視
の
姿
勢
が
関

わ
っ
て
い
る
。
山
崎
闇
斎
が
朱
子
学
と
神
道
を
併
学
し
て
い
た
の
に

対
し
、
春
海
は
神
道
に
専
念
し
、
朱
子
学
に
対
し
て
は
批
判
的
な
態

度
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
春
海
は
次
の
よ
う
に
述

べ
、
神
道
の
優
越
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　

 　

神
道
之
事
我
國
之
道
候
へ
は
先
可
知
事
候
、
昔
初
数
千
歳
神

道
許
に
て
異
國
事
不
交
王
道
治
盛
候
。
中
古
以
來
隣
國
之
道
盛

又
隣
之
法
器
に
滿
々
神
道
の
可
明
處
少
も
無
之
候
。
…
適
説
申

候
者
も
儒
か
佛
か
を
習
合
仕
候
故
皆
端
を
聞
て
邪
説
之
由
被
申

候
。21 

　

こ
こ
で
春
海
は
、
神
道
を
日
本
固
有
の
道
で
あ
り
、
日
本
の
優
越

性
の
根
本
で
あ
る
と
主
張
し
、
儒
教
や
仏
教
の
教
義
を
取
り
入
れ
た

「
習
合
」
を
「
邪
説
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
春
海
は
、
中
国
の
天
文
占
に
お
け
る
天
人

対
応
の
規
律
を
単
に
模
倣
し
て
日
本
に
適
用
す
る
だ
け
で
は
終
わ
ら

な
か
っ
た
。
神
道
を
日
本
の
優
越
性
の
根
幹
と
し
て
位
置
づ
け
る
彼

は
、
天
文
占
に
神
道
思
想
を
結
び
付
け
、
そ
れ
に
新
た
な
意
義
を
与

え
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

三
、「
凝
」
に
見
る
神
・
天
地
・
人
間
の
関
連
性

　

前
述
の
と
お
り
、
董
仲
舒
の
天
人
合
一
思
想
は
、
天
と
人
の
構
造

的
及
び
性
質
的
の
相
似
性
に
基
づ
き
、
両
者
の
関
係
性
を
説
明
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
朱
子
語
類
』
巻
五
三
に
は
「
人
便
是
小
胞
、

天
地
便
是
大
胞
。
人
首
圓
象
天
、
足
方
象
地

22

」
と
記
さ
れ
、
朱
子

学
に
お
い
て
も
天
・
人
構
造
的
相
似
性
を
説
い
て
い
る
。
春
海
は
こ

の
よ
う
な
中
国
の
天
人
思
想
か
ら
啓
発
を
受
け
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
彼
は
神
道
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
神
・
天
地
・
人

間
の
形
成
に
共
通
す
る
「
凝
」
と
い
う
規
律
を
見
出
し
、
こ
の
三
者

の
相
似
性
に
基
づ
い
て
そ
の
関
連
性
を
裏
付
け
よ
う
と
試
み
た
。　

　

ま
ず
、
春
海
が
神
代
巻
に
記
さ
れ
た
神
世
七
代
の
神
々
の
誕
生
順

序
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
を
検
討
す
る
。
彼
は
第
一
代
の
国
常

立
尊
を
「
万
物
の
霊
」
と
位
置
づ
け
、
第
二
代
の
国
狭
槌
尊
と
第
三
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代
の
豊
斟
渟
尊
を
そ
れ
ぞ
れ
水
徳
神
と
火
徳
神
と
し
て
捉
え
た
。
そ

し
て
、
第
四
代
の
泥
土
煮
尊
と
沙
土
煮
尊
を
木
徳
神
、
第
五
代
の
大

戸
之
道
尊
と
大
苫
辺
尊
を
金
徳
神
、
第
六
代
の
面
足
尊
と
惶
根
尊
を

土
徳
神
と
し
、
こ
の
よ
う
に
水
・
火
・
木
・
金
・
土
の
五
行
の
順
序

に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
五
行
の
神
々
の
配
列
は
、
儒
学
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
尚
書
・
洪
範
』

に
は
「
五
行
。
一
曰
水
、
二
曰
火
、
三
曰
木
、
四
曰
金
、
五
曰
土

23

」

と
あ
り
、
こ
の
五
行
の
順
序
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
朱
子
語
類
』
巻
九
四
に
は
、「
初
生
水
火
。
水
火
氣
也
、

流
動
閃
鑠
、
其
體
尚
虚
、
其
成
形
猶
未
定
。
次
生
木
金
、
則
確
然
有

定
形
矣
。
水
火
初
是
自
生
、木
金
則
資
於
土
。24

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

形
が
定
ま
ら
な
い
水
・
火
か
ら
、
形
が
定
ま
る
木
・
金
へ
と
変
化
す

る
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
春
海
は
こ
の
朱
子
学
的
観
点
を
継
承

し
つ
つ
、
そ
れ
に
神
道
的
意
義
を
加
え
た
。
彼
は
こ
の
順
序
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 　

扨
又
秘
、
水
火
は
五
行
の
内
陰
陽
の
若
き
も
の
な
る
故
に
、

質
不
凝
手
に
も
不
被
取
、水
火
合
す
れ
は
尅
す
る
也
。故
一
つ
ゝ

立
る
、
金
木
土
は
陰
陽
の
老
て
質
凝
た
る
も
の
な
れ
は
交
て
不

苦
。
手
に
も
ト
ル
、
是
を
語
人
稀
也
。25 

　

水
と
火
は
「
若
い
元
素
」
と
し
て
、
そ
の
質
が
ま
だ
凝
固
し
て
お

ら
ず
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
説
明
す
る
。
一
方
、
金
・
木
・

土
は
「
老
い
た
元
素
」
と
さ
れ
、
質
が
凝
固
し
て
い
る
た
め
、
手
に

取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
相
互
に
交
わ
っ
て
も
相
克
し
な
い
と
さ

れ
る
。
春
海
の
解
釈
で
は
、
五
行
の
神
々
は
「
質
形
が
定
ま
ら
な
い

も
の
」
か
ら
「
質
形
が
定
ま
る
も
の
」
へ
と
変
化
す
る
過
程
を
示
し

て
お
り
、
こ
の
過
程
を
「
凝
」
と
い
う
概
念
で
表
現
し
て
い
る
。

　
「
凝
」
と
い
う
概
念
は
、
春
海
が
闇
斎
の
「
土
金
の
伝
」
に
基
づ

い
て
創
出
し
た
も
の
で
あ
る
。「
土
金
之
伝
」
で
は
、
土
が
金
の
作

用
に
よ
っ
て
「
堅
く
し
ま
る
」
こ
と
を
説
く
。
こ
の
「
堅
く
し
ま
る
」

と
い
う
現
象
は
、「
凝
固
」
と
し
て
も
理
解
で
き
る
。
春
海
は
こ
の

説
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
土
金
の
伝
」
に
お
け
る
「
凝
固
」
と
い

う
現
象
を
「
凝
」
と
い
う
概
念
で
表
現
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
概
念

に
「
質
形
が
定
ま
る
過
程
」
と
い
う
新
た
な
意
味
を
付
加
し
た
。
彼

は
、
こ
の
「
凝
」
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
、
神
・
天
地
・
人
間
の
関

連
性
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
春
海
の
天
地
の
形
成
に
関
す
る
解
説
を
分
析
す
る
。
神
代

巻
に
お
い
て
、
天
が
先
に
形
成
さ
れ
，
そ
の
後
に
地
が
形
成
さ
れ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
天
が
先
に
形
成
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
春

海
は
「
虚
な
る
は
成
易
也
。26

」
と
述
べ
、
天
を
「
虚
」
と
し
て
そ
の

形
成
が
容
易
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
代
巻
の
原
文

に
よ
れ
ば
、
清
ら
か
な
天
が
形
成
さ
れ
た
後
に
、
濁
る
所
か
ら
地
が

形
成
さ
れ
る

27

。
こ
の
清
濁
の
区
別
に
つ
い
て
、
春
海
は
次
の
よ
う
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に
述
べ
て
い
る
。「
ニ
コ
ル
に
神
道
あ
り
、
質
形
は
皆
濁
よ
り
生
は

濁
を
以
人
も
生
、
心
も
凝
也
。
濁
も
同
じ
、
後
々
ま
で
傳
来
用
申
事

多
。
清
濁
御
工
夫
可
被
成
候
、
二
つ
共
以
道
の
こ
と
、
ニ
コ
ル
と
て

不
惡
事
也
。28

」
こ
こ
で
春
海
は
、「
定
ま
っ
た
質
形
」
は
濁
る
所
か

ら
生
じ
る
た
め
、
濁
り
を
否
定
的
に
捉
え
な
い
。

　

続
い
て
、
地
の
形
成
に
つ
い
て
、
神
代
巻
で
は
、
地
が
形
成
さ
れ

た
初
期
段
階
に
お
い
て
、
海
の
上
に
浮
か
ぶ
地
を
遊
魚
・
浮
油
・
浮

雪
に
喩
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
比
喩
に
つ
い
て
春
海
は
、「
此
タ
ト

へ
は
形
有
て
又
消
の
物
を
取
れ
り
。遊
魚
は
狀
有
て
フ
ラ
〳
〵
と
動
、

油
は
狀
無
し
て
有
、
雪
狀
有
又
消
ゆ

29

」
と
述
べ
、
地
は
い
き
な
り

質
形
が
定
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
形
が
現
れ
る
が
、
質
形
が
未

だ
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、「
自
凝
島
と

云
、
口
訣
の
通
日
本
バ
カ
リ
に
不
限
、
世
界
中
皆
ヲ
ノ
コ
ロ
島
、
天

地
成
は
自
凝
故
也
。30

」
と
述
べ
、日
本
を
含
む
世
界
中
の
島
々
が
「
自

凝
島
」
で
あ
り
、
天
地
は
「
凝
」
と
い
う
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
た

と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
地
の
形
成
は
「
虚
」
か
ら
始
ま

り
、
不
安
定
な
状
態
を
経
て
、
最
後
的
に
質
形
が
定
ま
る
こ
と
で
安

定
し
た
状
態
に
至
る
過
程
を
た
ど
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
春
海
は
天
地
の
形
成
と
五
行
の
神
々
の
形
成
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
「
三
神
一
神
宛
は
天
を
説
。

二
神
宛
二
代
四
神
地
な
り
、
面
足
よ
り
人
を
説
。
天
地
人
也
。31

」
と

述
べ
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
前
三
代
の
水
・
火
の
神
々
は

質
形
が
定
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、天
の
形
成
と
結
び
付
け
ら
れ
る
。

一
方
、
第
四
代
と
第
五
代
の
木
・
金
の
神
々
は
質
形
が
定
ま
り
、
地

の
形
成
と
関
連
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、第
六
代
の
神
々
の
誕
生
は
、

す
で
に
形
成
さ
れ
た
天
地
の
上
で
の
人
間
の
誕
生
と
関
連
付
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
春
海
は
、
天
地
お
よ
び
五
行
の
神
々
が
と
も

に
不
安
定
な
状
態
か
ら
安
定
し
た
状
態
へ
と
至
る
「
凝
」
の
過
程
を

経
験
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
天
地
と
神
々
に
共
通
す
る
生
成
の
法
則

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
凝
」
の
過
程
は
、
神
世
七
代
や
天
地
の
形
成
に
限
ら
ず
、

人
間
の
成
長
過
程
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
春
海
は
述
べ
て

い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。「
國
の
出
來
土
の
カ
タ
マ
リ

如
此
也
を
説
く
、
人
の
生
も
亦
如
此
。
既
生
後
も
如
此
。
十
五
歳
迄

は
如
遊
魚
而
後
廿
餘
迄
如
葦
牙
善
悪
二
つ
未
定
。32

」
す
な
わ
ち
、
人

間
は
十
五
歳
ま
で
は
初
生
の
大
地
と
同
様
に
、
不
安
定
な
「
游
魚
」

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
十
歳
ま
で
の
人
間

を
「
葦
牙
」
に
喩
え
、
こ
の
比
喩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。「
尊
は
御
事
（
ミ
コ
ト
）
也
。
ア
シ
は
ヨ
シ
と
も
云
。
善
悪

二
つ
の
名
あ
り
、
質
形
は
則
善
そ
な
は
り
、
尊
に
は
皆
神
に
し
て
善

也
。33

」
こ
こ
で
、
葦
は
「
悪
し
」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
悪

の
側
面
を
暗
示
し
つ
つ
、
国
常
立
尊
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
善

の
側
面
も
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
葦
は
善
悪
の
二
面
性

を
象
徴
し
、
二
十
歳
ま
で
の
人
間
が
善
悪
未
定
の
不
安
定
な
状
態
に
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あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

春
海
は
闇
斎
の
「
土
金
の
伝
」
に
基
づ
き
、
人
間
の
成
長
に
お
け

る
「
凝
」
の
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。「
土
金
の
伝
」
で
は
、

火
を
「
心
」、
土
を
「
人
体
」、
金
を
「
神
」
の
象
徴
と
し
、
神
は
人

間
の
心
に
宿
り
、
人
間
（
土
）
は
神
（
金
）
の
働
き
に
よ
っ
て
凝
固

す
る
と
さ
れ
る
。
春
海
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
壮
年
頃
心

に
國
常
立
尊
の
在
す
時
々
不
可
放
、
若
天
の
道
違
非
道
は
皆
尊
の
放

た
る
な
り
。
天
地
滿
ま
し
ま
す
神
我
に
も
在
、
我
心
則
在
と
常
敬
め

神
と
心
得
が
神
道
也
。34

」
す
な
わ
ち
、
彼
は
人
間
が
二
十
歳
ま
で
は

善
悪
が
未
定
の
状
態
に
あ
る
が
、
成
人
後
に
は
心
に
国
常
立
尊
の
存

在
を
意
識
し
、
常
に
神
へ
の
敬
意
を
保
つ
こ
と
で
、
神
の
働
き
に
よ

り
天
道
に
従
っ
た
安
定
し
た
状
態
と
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、春
海
は
「
凝
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、

そ
の
意
味
を
、
質
形
が
定
ま
ら
な
い
状
態
か
ら
質
形
が
定
ま
る
状
態

へ
と
変
化
す
る
過
程
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
「
凝
」

の
過
程
を
、
神
々
、
自
然
物
で
あ
る
天
地
、
そ
し
て
人
間
の
形
成
や

成
長
に
共
通
す
る
規
律
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
の
相
似
性
を
通
じ
て

三
者
の
関
連
性
を
論
証
し
て
い
る
。

四
、
天
体
と
神
の
対
応
関
係

　

前
節
で
は
、
春
海
が
説
い
た
神
・
天
地
・
人
間
の
間
に
内
在
す
る

関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
節
で
は
、
太
陽
と
天
照
大
神
と
の
関

係
を
中
心
に
、
春
海
が
考
え
る
天
体
と
神
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す

る
。

　

垂
加
神
道
に
お
け
る
玉
木
正
英
の
「
天
日
・
天
照
大
神
・
天
皇
の

三
位
一
体
説

35

」
で
は
、
自
然
物
と
し
て
の
太
陽
を
天
照
大
神
と
同

一
視
し
て
い
る
。
一
方
、
天
文
方
で
あ
る
春
海
は
天
体
を
神
と
関
連

付
け
な
が
ら
も
両
者
の
区
別
を
説
き
、
天
体
を
自
然
物
と
し
て
の
独

立
し
た
存
在
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
春
海
の
認
識
は
、
よ
り
客
観

的
な
視
点
に
基
づ
い
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

　

ま
ず
、
天
体
と
神
の
誕
生
に
お
け
る
時
間
的
順
序
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
日
月
と
い
っ
た
天
体
は
天
が
形
成
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
も
の

で
あ
り

36

、
そ
れ
が
形
成
さ
れ
た
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
秦
山
が
「
陽
神
左
旋
。
陰
神
右
旋
」
の

原
文
に
つ
い
て
問
い
か
け
た
際
、
春
海
は
「
日
月
の
合
は
天
の
ミ
ト

ノ
マ
ク
ハ
イ

37

」
と
答
え
、
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
を
日
月
と
関
連

付
け
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
二
神
が
誕
生
し
た
時
点
で
す

で
に
日
月
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

天
体
と
し
て
の
日
月
は
天
照
大
神
や
月
読
命
よ
り
も
先
に
誕
生
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

天
体
と
し
て
の
太
陽
が
日
神
で
あ
る
天
照
大
神
よ
り
も
先
に
形
成

さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
両
者
の
関
係
性
に
関
す
る
問
題
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
春
海
は
太
陽
と
天
照
大
神
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。
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天
照
と
は
天
日
神
則
此
土
に
天
降
玉
て
万
事
を
教
な
さ
れ

て
、
國
明
道
開
け
て
尊
事
無
二
此
大
神
の
如
く
に
天
の
日
の
徳

似
た
り
と
申
候
、
天
の
日
は
兆
民
ま
で
め
ぐ
み
あ
ま
ね
く
候
へ

共
、
造
化
な
れ
は
教
な
き
故
御
大
政
の
御
め
ぐ
み
に
は
不
苦
と

な
り

38

　

こ
こ
で
彼
は
、
太
陽
と
天
照
大
神
が
と
も
に
人
間
に
恩
恵
を
与
え

る
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
太
陽
は
自
然
物
で
あ
り
、
人
間
を
教

え
導
く
力
に
欠
け
る
と
し
、
そ
の
点
で
天
照
大
神
と
の
違
い
を
明
確

に
し
て
い
る
。
ま
た
、春
海
は
「
イ
カ
に
も
日
輪
の
事
と
見
て
能
候
。

暗
よ
り
明
に
な
ら
せ
玉
ひ
、
今
時
人
は
日
輪
の
天
道
に
は
唯
明
な
る

べ
し
。
神
人
は
先
天
道
を
見
明
め
て
春
秋
を
も
悟
り
玉
ふ
、
聞
玉
な

り
。
凡
慮
の
合
點
參
間
敷
候

39

」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
人

間
が
太
陽
の
光
明
と
い
う
物
理
的
な
性
質
だ
け
を
体
得
す
る
が
、
そ

の
背
後
に
あ
る
天
照
大
神
が
天
地
の
道
理
を
悟
る
と
い
う
卓
越
し
た

能
力
を
持
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

春
海
は
太
陽
の
物
理
的
性
質
と
神
の
人
格
的
性
質
を
区
別
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
、「
天
照
太
神
の
御
徳
を
日
の
如
く
申
は
惡
。
天
の
日

は
太
神
の
如
く
と
云
は
善
、
如
何
と
な
れ
は
國
土
に
て
萬
事
を
教
玉

ひ
、
君
臣
の
道
の
正
よ
り
皆
太
神
の
徳
に
て
。40

」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
春
海
は
、
天
照
大
神
と
自
然
物
で
あ
る
太
陽
を
明
確
に
異
な

る
存
在
と
し
て
捉
え
、
天
照
大
神
が
君
臣
の
道
を
含
む
万
事
を
人
間

に
教
え
る
働
き
を
持
つ
ゆ
え
に
、
太
陽
よ
り
も
上
位
の
存
在
で
あ
る

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
春
海
は
太
陽
と
天
照
大
神
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て

「
荒
魂
を
譬
は
天
照
太
神
奉
寫
、
内
宮
は
和
魂
也
。
天
の
日
輪
は
荒

魂
也
、外
宮
ニ
ゝ
ギ
ノ
尊
相
殿
二
座
。
和
荒
二
ツ
勸
請
。41

」
と
述
べ
、

太
陽
を
天
照
大
神
の
荒
魂
と
見
な
し
て
い
る
。『
国
史
大
辞
典
』
に

よ
れ
ば
、
和
魂
と
荒
魂
と
は
神
の
霊
魂
の
二
つ
の
働
き
を
指
し
、
和

魂
は
穏
や
か
な
神
霊
の
働
き
、
荒
魂
は
荒
々
し
い
働
き
を
表
す
。
し

た
が
っ
て
、
太
陽
は
天
照
大
神
の
一
つ
の
働
き
と
し
て
見
な
さ
れ
、

両
者
は
緊
密
な
対
応
関
係
を
持
つ
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
春
海
の
解
釈
に
お
い
て
、
自
然
物
で
あ
る
太
陽

と
天
照
大
神
は
緊
密
な
対
応
関
係
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
者

は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
天
照
大
神
は
意
志
を
有
し
、
天
地
の

道
理
を
悟
る
と
同
時
に
、
君
臣
の
道
を
含
む
万
事
を
人
間
に
教
え
る

神
格
と
し
て
、
上
位
的
な
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
太
陽
は

能
動
性
を
持
た
な
い
自
然
物
で
あ
り
、
光
を
発
し
て
万
物
を
照
ら
す

存
在
に
過
ぎ
ず
、
天
照
大
神
の
一
つ
の
働
き
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
然
物
で
あ
る
太
陽
は
万
物
に
依
存
し
て
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
春
海
は
「
燈
油
無
は
消
へ
。
萬
物
油
に
成
て

天
の
日
は
不
消
也
。
地
に
ソ
ゝ
グ
水
の
カ
ワ
ク
も
日
の
陽
に
て
ス
イ

水
は
油
と
な
る
心
。42

」
と
述
べ
、
水
の
蒸
発
を
例
に
挙
げ
て
太
陽
と
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万
物
の
依
存
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
春
海
の
見
解

は
、
太
陽
と
天
照
大
神
と
の
対
応
関
係
を
認
め
つ
つ
、
太
陽
を
天
体

と
し
て
の
自
然
的
属
性
を
保
持
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
月
と
月
読
命
の
場
合
も
同
様
に
、
春
海
は
「
是
亦
天
の
月

を
以
て
人
體
を
語
、
人
體
神
を
以
天
ノ
月
を
申
也
。43

」、「
月
の
荒
魂

は
貴
く
候
へ
共
、
月
讀
の
徳
大
き
ヲ
ト
ロ
ヘ
て
候
故
。44

」
と
解
釈
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
月
と
月
読
命
の
関
係
も
、
太
陽
と
天
照
大

神
と
の
関
係
に
類
似
す
る
構
造
を
持
つ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

春
海
の
解
説
に
お
い
て
、
星
の
形
成
は
神
代
巻
の
物
語
と
緊
密
に

結
び
つ
い
て
い
る
。イ
ザ
ナ
ミ
は
火
神
を
生
ん
だ
際
に
命
を
落
と
し
、

こ
れ
に
激
怒
し
た
イ
ザ
ナ
ギ
が
火
神
を
斬
る
と
、
そ
の
剣
か
ら
滴
り

落
ち
る
血
が
星
の
神
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
秦
山
は
、
星
の
神
で
あ

る
甕
速
日
神
、
樋
速
日
神
、
武
甕
槌
神
の
名
前
に
含
ま
れ
る
「
甕
」

と
い
う
文
字
が
星
を
指
す
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
春
海

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
星
を
金
氣
ニ
と
り
申
候
。
…
劒
に

感
じ
て
臣
下
の
出
生
を
説
、
武
ミ
カ
ツ
チ
は
人
躰
上
、
二
神
は
星
の

性
日
と
云
字
皆
あ
り
、
天
に
マ
シ
マ
ス
故
星
も
日
よ
り
出
て
分
る
ゝ

な
り
。45

」
春
海
は
、
甕
速
日
神
と
樋
速
日
神
の
名
前
に
「
日
」
と
い

う
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
星
が
太
陽
か
ら
分
離
し

た
存
在
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
星
は
剣
に
よ
っ
て
生
じ
る

た
め
、
金
気
を
帯
び
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、「
天

書
曰
…
諸
抄
曳
磐
裂
歳
星
精
根
裂
熒
惑
精
。
磐
筒
男
太
白
ノ
精
。
磐

筒
女
ハ
辰
星
精
。
經
津
主
鎮
星
精
云
々
。46

」
と
述
べ
、
星
々
と
神
々

の
具
体
的
な
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
神
が
星
の
「
精
」
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
天
体
と
し
て
の
星
と
神

は
異
な
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
両
者
は
緊
密
な
対
応
関
係
を
持
つ

と
解
釈
さ
れ
る
。

　

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
春
海
は
各
天
体
を
自
然
物
と
し
て

捉
え
、
神
々
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
神
道
的
観
点
に

基
づ
き
、
神
々
と
各
天
体
の
間
に
存
在
す
る
緊
密
な
対
応
関
係
を
論

じ
て
い
る
。

五
、「
相
伝
」
に
見
る
神
と
人
間
の
関
係�

　

前
節
で
は
、
太
陽
と
天
照
大
神
を
中
心
に
、
春
海
が
説
い
た
天
体

と
神
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
節
で
は
、
天
照
大
神
と
人

皇
を
例
に
挙
げ
、
春
海
が
考
え
る
神
と
人
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す

る
。
春
海
は
、
こ
の
二
者
の
関
係
の
根
拠
を
神
代
巻
に
求
め
、
神
々

か
ら
人
皇
へ
の
「
相
伝
」
と
い
う
強
い
結
び
つ
き
を
説
く
こ
と
で
、

天
照
大
神
と
人
皇
の
対
応
関
係
を
裏
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
具
体

的
に
は
、
堅
固
な
心
、
君
臣
の
道
、
暦
法
な
ど
の
治
世
の
規
範
と
知

識
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

春
海
の
神
代
巻
解
釈
に
お
け
る
「
堅
固
な
心
」
の
概
念
と
、
そ
の

相
伝
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
概
念
は
、
最
初
の
神
で
あ
る
国
常

立
尊
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
春
海
は
、
国
常
立
尊
の
誕
生
を
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葦
牙
に
喩
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
葦
牙
水
中
よ
り
春
生

は
堅
固
也
。
質
已
定
様
、
萬
物
の
靈
、
常
に
立
玉
ふ
は
神
也
。48

」
こ

こ
で
彼
は
、
葦
牙
の
堅
固
さ
と
国
常
立
尊
の
堅
固
な
性
質
が
一
致
す

る
理
由
と
し
て
、
国
常
立
尊
を
葦
牙
に
喩
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
常

立
尊
が
「
質
の
定
ま
っ
た
神
」
で
あ
る
こ
と
を
堅
固
さ
の
根
拠
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
春
海
は
「
立
は
皆
國
常
立
の
心
に
て
、

立
は
物
の
堅
固
な
る
事
。
弱
な
る
も
の
は
不
立
な
り
。48

」
と
述
べ
、

国
常
立
尊
の
堅
固
さ
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
彼
は
、
名
前
に
含

ま
れ
る
「
立
」
と
い
う
字
が
国
常
立
尊
の
堅
固
さ
を
象
徴
し
、
そ
の

心
が
堅
固
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

次
に
、
春
海
は
「
堅
固
」
と
い
う
概
念
を
「
柱
」
と
関
連
付
け
て

論
じ
て
い
る
。
秦
山
が
神
を
「
一
柱
」「
二
柱
」
と
数
え
る
理
由
に

つ
い
て
問
い
か
け
た
際
、
春
海
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
柱

は
堅
固
に
て
家
を
立
の
様
に
似
を
云
也
。
不
動
し
て
ハ
シ
ラ
ヌ
と
云

義
を
以
て
取
り
、
人
の
大
將
た
る
を
、
俗
に
柱
と
云
義
に
同
じ
。49

」

こ
の
解
釈
に
お
い
て
、
彼
は
柱
が
家
屋
を
支
え
る
堅
固
な
材
木
で
あ

る
と
い
う
物
理
的
特
性
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、訓
読
み
で
あ
る「
ハ

シ
ラ
」
に
「
ヌ
」
を
付
加
す
る
こ
と
で
「
ハ
シ
ラ
ヌ
（
不
動
）」
と

い
う
意
味
が
生
じ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
物
理
的
特
性

と
音
韻
的
解
釈
の
両
面
か
ら
、
春
海
は
柱
を
堅
固
の
象
徴
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
春
海
は
堅
固
な
心
が
神
々
か
ら
人
皇
へ
と
相
伝
さ
れ
る

過
程
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
彼
は
「
國
の
柱　

天
柱
は
イ

サ
ナ
キ
の
尊
よ
り
、
天
照
大
神
へ
の
御
相
傳
の
一
心
な
り
。50

」
と
記

し
、「
一
心
」
を
象
徴
す
る
天
柱
が
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
か
ら
天

照
大
神
へ
と
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
神
々
の
間
に
お
け
る

伝
承
の
継
続
性
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
春
海
は
「
柱
は
前
に
話

す
如
く
不
動
而
不
走
と
心
得
申
候
、
帝
王
の
御
心
に
て
二
神
よ
り
天

照
大
神
へ
の
御
相
傳
は
是
也

51

。」
と
述
べ
、
柱
が
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ

ザ
ナ
ミ
か
ら
皇
祖
神
で
あ
る
天
照
大
神
を
経
て
天
皇
へ
と
相
伝
さ
れ

る
過
程
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
天
皇
が
「
不
動
」
の
天
柱

を
神
か
ら
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と
が
、
神
か
ら
堅
固
な
心
と
い
う
美

徳
を
継
承
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
春
海
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
柱
は
木
に
て
何
の
木
と
も
葉
不
知
な
り
。

之
が
本
に
し
て
ハ
シ
ラ
ヌ
事
堅
固
立
て
不
動
物
な
れ
ば
、ハ
シ
ラ
ス
、

天
子
の
御
心
を
不
動
本
を
堅
む
る
の
御
相
傳
な
れ
ば
、
輕
心
得
へ
か

ら
す
。52

」
こ
こ
で
は
、
堅
固
な
心
が
神
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

神
聖
な
教
訓
で
あ
り
、
そ
れ
を
軽
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
説
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
春
海
は
、
堅
固
な
心
を
人
皇
に
対
す
る
道
徳
規

範
と
し
て
提
示
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
神
代
か
ら
相
伝
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
人
皇
の
正
統
性
と
優
越
性
を

理
論
的
に
裏
付
け
て
い
る
。

　

忌
部
神
道
に
は
、
春
海
の
「
堅
固
な
心
」
説
と
類
似
し
た
考
え
方

が
見
ら
れ
る
。『
神
代
巻
口
訣
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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「
國
柱
者
中
心
堅
固
之
稱
、
天
柱
物
一
心
正
定
之
理
、
雖
有
差
互
、

共
以
不
壊
根
本
之
理
、准
一
心
發
起
之
事
。53

」
こ
こ
で
忌
部
正
通
は
、

国
柱
と
天
柱
を
堅
固
の
象
徴
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
形
而
上
的
な
観

念
で
あ
る
「
一
心
正
定
」
の
理
と
結
び
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
堅

固
な
心
を
持
つ
こ
と
が
根
本
を
壊
さ
な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と

を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
忌
部
神
道
の
思
想
が
、
春
海
の
議
論

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
説
は
闇
斎
の
「
土
金
の
伝
」
の
思
想
を
受
け
継
ぎ
つ

つ
発
展
さ
せ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
三
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、

「
土
金
の
伝
」
に
お
い
て
は
、
土
を
象
徴
す
る
人
体
が
金
気
の
働
き

に
よ
っ
て
凝
固
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
春
海
は
、
凝
固

す
る
こ
と
を
「
凝
」
と
言
い
換
え
、「
質
形
が
定
ま
る
」
と
解
釈
し
て

い
る
。
彼
は
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
人
は
無
金
氣
候
は
不

立
物
也
堅
固
し
て
實
は
皆
金
の
氣
敬
の
字
儒
に
は
悉
は
不
得
説

54

。」

こ
こ
で
彼
は
、
人
が
金
気
の
作
用
に
よ
っ
て
堅
固
と
な
る
こ
と
を
主

張
し
、「
凝
」
に
「
堅
固
と
な
る
」
と
い
う
意
味
も
付
与
し
て
い
る
。

さ
ら
に
春
海
は
「
凝
は
心
と
同
訓
也
。55

」、「
物
の
堅
も
勿
論
也
。
シ

マ
ル
と
申
候
へ
は
心
は
同
事
也
。56

」
と
述
べ
、
神
道
に
お
け
る
訓
読

み
の
観
点
か
ら
「
凝
」
を
「
心
」
と
解
釈
し
、「
心
」
そ
の
も
の
を

堅
固
に
な
る
こ
と
と
結
び
付
け
る
。

　

春
海
は
、
堅
固
を
人
皇
の
品
性
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
神
道
に
お

け
る
特
有
の
美
徳
と
し
て
も
高
く
評
価
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
日
本
の

優
越
性
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
「
惣
て
儒
に
て
は
薄
成
事
多
候
、

神
道
は
是
は
神
祭
厚
仕
候
也
。57

」
と
述
べ
、
儒
教
の
「
薄
」
の
性
質

に
対
比
し
て
神
道
の
「
厚
」
を
賞
賛
し
て
い
る
。
ま
た
、「
神
道
異

國
者
に
具
に
不
説
、
我
國
の
堅
固
の
御
心
得
累
世
に
勝
た
り
。
故
于

今
神
威
感
也
。58

」
と
記
し
、
堅
固
を
日
本
の
他
国
に
対
す
る
優
越
性

の
根
拠
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
春
海
は
、
堅
固
の
概
念
を
拡

張
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
伊
勢
心
の
御
柱
は
兩
宮
の
中

に
立
…
此
心
の
ミ
ハ
シ
ラ
遷
宮
の
前
ヲ
ツ
レ
ハ
天
下
凶
、
堅
固
な
れ

は
大
平
也
。59

」
こ
こ
で
は
、
堅
固
と
い
う
物
理
的
性
質
に
基
づ
き
、

伊
勢
神
宮
に
お
け
る
「
心
の
御
柱
」
の
堅
固
さ
を
国
家
の
運
命
を
占

う
指
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、「
胞
は
人
の
胎
内
首
に
カ
フ
リ

て
湯
水
吞
に
も
、
物
の
堅
固
し
て
事
な
り
。
天
の
道
語
れ
は
又
人
躰

上
に
て
。60

」
と
述
べ
、
堅
固
と
い
う
性
質
が
人
体
に
も
内
在
し
、
天

の
道
と
人
間
の
身
体
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
性
質
で
あ
る
こ
と
を
論

じ
て
い
る
。

　

神
か
ら
人
皇
へ
と
相
伝
さ
れ
る
の
は
、「
堅
固
な
心
」
に
と
ど
ま

ら
ず
、
君
臣
の
道
や
暦
法
と
い
っ
た
様
々
な
知
識
も
含
ま
れ
る
。
春

海
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
皇
祖
神
で
あ
る
天
照
大
神
か
ら
君
臣

の
道
と
い
う
治
世
の
法
則
を
受
け
継
い
で
い
る
。「
二
神
の
時
は
未

君
臣
な
し
、
天
地
未
遠
と
は
君
臣
不
嚴
事
也
。
上
下
未
分
明
を
如
此

云
也
。61

」
と
の
春
海
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
君
臣
の
道
が
イ
ザ
ナ

ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
時
代
に
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
照
大
神
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の
時
代
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
、
人
間
に
伝
授
さ
れ
た
と
解
釈
し
て

い
る
。
ま
た
、『
秦
山
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
貞

享
暦
序
。
伊
弉
諾
尊
。
議
三
天
以
立
年
。
神
武
御
㝢
之
時
。
初
定
時

以
序
月
。
随
晷
影
布
文
教
。
共
見
日
本
書
紀
。
此
當
道
大
事
。62

」
こ

こ
で
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
が
年
を
立
て
、
人
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
が
月
を

序
す
る
こ
と
で
協
力
し
て
年
月
を
定
め
る
こ
と
が
説
か
れ
て
、
暦
法

も
神
代
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
節
を
要
約
す
る
と
、
春
海
は
、
天
照
大
神
を
中
心
と
す
る
神
々

が
、「
堅
固
な
心
」
や
「
君
臣
の
道
」、
暦
法
と
い
っ
た
治
世
に
不
可

欠
な
規
範
や
知
識
を
人
皇
に
「
相
伝
」
す
る
仕
組
み
を
通
じ
て
、神
々

と
人
皇
の
間
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

六
、
神
道
的
天
文
占
解
釈
の
成
立

六�

・
一
「
天
体
―
神
―
人
間
」
対
応
関
係
の
構
築

　

前
述
の
通
り
、
春
海
は
太
陽
を
天
照
大
神
の
「
荒
魂
」
と
解
釈
す

る
こ
と
で
、
天
体
と
神
の
対
応
関
係
を
成
立
さ
せ
る
。
ま
た
、
天
照

大
神
を
代
表
と
す
る
神
々
と
人
皇
と
の
「
相
伝
」
を
説
く
こ
と
で
、

神
と
人
間
の
対
応
関
係
を
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
春
海
は

神
を
媒
介
と
し
て
、「
天
体
―
神
―
人
間
」
と
い
う
二
重
の
対
応
関

係
を
構
築
し
、
そ
れ
に
よ
り
天
文
占
を
神
道
的
な
意
味
合
い
を
付
与

す
る
。

　

本
節
で
は
、
天
体
、
神
、
人
間
に
一
貫
す
る
「
君
臣
の
道
」
を
例

に
挙
げ
、
こ
の
二
重
の
対
応
関
係
を
分
析
す
る
。
春
海
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

ナ
キ
ノ
尊
の
時
は
君
臣
未
備
、日
神
の
時
に
君
臣
と
始
位
す
、

ナ
ミ
尊
離
別
し
て
抜
劒
斬
玉
な
ど
、
或
泣
或
イ
カ
リ
玉
ふ
に
附

星
位
天
よ
り
出
て
諸
の
出
生
を
云
、
又
皆
進
列
在
諸
人
上
神
な

れ
は
ナ
ギ
尊
ゑ
卽
玉
ふ
。
是
中
に
は
諫
玉
ふ
こ
と
も
有
べ
し
。

今
絶
て
無
之
臣
下
と
は
未
言
皆
寄
給
事
な
る
べ
し
。63

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
イ
ザ
ナ
ギ
が
火
神
を
斬
っ
た
こ
と
に
よ
り

星
の
神
々
が
誕
生
し
、
そ
れ
ら
の
星
の
神
々
が
イ
ザ
ナ
ギ
を
君
主
と

し
て
仰
い
だ
と
春
海
は
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
君

臣
関
係
は
形
成
さ
れ
つ
つ
も
、
完
全
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
君
臣
の
道
が
正
式
に
確
立
さ
れ
た
の
は
、
天
照
大
神
の
時

代
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
君
臣
関
係
は
神
々
に
よ
っ
て

創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、君
主
た
る
天
照
大
神
が
太
陽
に
対
応
し
、

臣
下
た
る
神
々
が
星
に
対
応
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、

目
に
見
え
る
天
体
―
太
陽
と
星
の
関
係
は
、
目
に
見
え
な
い
神
々
の

君
臣
関
係
を
象
徴
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
春
海
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
天
照
太
神
よ
り
此

國
の
衣
食
住
も
君
臣
の
禮
法
万
物
を
も
作
ら
せ
玉
ひ
、
弓
箭
鍬
鋤
ま
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で
も
皆
此
神
御
教
、
于
今
存
神
道
の
道
理
も
皆
太
神
の
教
な
れ
ば
言

不
盡
也
。64

」
前
述
の
通
り
、
春
海
の
説
で
は
天
体
は
自
然
物
と
し
て

独
立
性
を
保
つ
た
め
、
天
体
そ
の
も
の
が
人
間
に
「
君
臣
の
道
」
を

伝
授
す
る
能
力
を
持
た
な
い
。
天
照
大
神
が
「
君
臣
の
道
」
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
知
識
を
人
間
に
伝
授
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
人
間
社
会
に
お
け
る
君
臣
関
係
も
神
の
相
伝
に
よ
っ
て

成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
太
陽
と
星
、
人
皇
と
臣
下
の
間
に
存
在
す
る
君
臣
関
係

は
い
ず
れ
も
神
の
働
き
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
春
海
は
「
天
子
は
日
よ
り
出
生
し
玉
ふ
。
臣
下
は
星
よ
り
生

候
。65

」
と
述
べ
、
太
陽
と
星
が
神
々
の
君
臣
関
係
の
象
徴
と
し
て
、

神
の
伝
授
に
よ
っ
て
成
立
す
る
人
間
界
の
人
皇
と
臣
下
に
対
応
さ
せ

た
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
働
き
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
自
然
物
で
あ
る

天
体
と
人
間
界
の
対
応
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
神
は
天
体
と

人
間
の
対
応
関
係
を
成
立
さ
せ
る
上
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　

加
え
て
、
春
海
は
「
口
訣
に
天
安
河
邊
有
天
上
所
居
之
仲
多
以
云

五
百
箇
磐
石
。
此
安
河
は
在
天
銀
漢
在
地
大
和
國

66

」
と
も
述
べ
て

い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
春
海
は
君
臣
の
道
に
と
ど
ま
ら
ず
、
神
界

に
お
け
る
「
天
安
河
」
を
天
上
の
銀
河
に
、
さ
ら
に
地
上
の
大
和
国

に
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
体
・
神
界
・
人
間
界
の
対
応
関
係
を
一

層
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

春
海
は
、「
天
体
―
神
―
人
間
」
と
い
う
二
重
の
対
応
関
係
を
構

築
し
た
。
こ
の
対
応
関
係
は
、
人
皇
に
よ
る
臣
下
支
配
の
正
当
性
を

理
論
的
に
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
春
海
に
よ
る
天
文
占
の
成
立
に
思

想
的
根
拠
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
春
海
は
、
目
に
見

え
な
い
神
の
介
在
を
媒
介
と
し
、
目
に
見
え
る
天
体
と
人
間
と
の
対

応
関
係
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
文
占
の
意
義
を
神
道
思
想
に
基

づ
い
て
再
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
春
海
は
天
文

占
を
単
な
る
中
国
由
来
の
技
術
と
し
て
継
承
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
こ
に
神
道
的
解
釈
を
加
え
る
こ
と
で
、
天
文
占
を
日
本
独
自
の
体

系
へ
と
再
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

六�

・
二　

中
国
天
文
占
と
の
区
別

　

こ
の
神
道
思
想
に
基
づ
い
て
再
構
築
さ
れ
た
春
海
の
天
文
占
は
、

中
国
天
文
占
に
お
け
る
思
想
と
運
用
と
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
有
し

て
い
る
。
中
国
天
文
占
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
そ
の
成
立

の
前
提
と
し
て
の
天
と
人
の
関
係
性
は
、「
天
人
合
一
」
を
代
表
と

す
る
理
論
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
文
占
と
為
政

者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、『
尚
書
・
皋
陶
謨
』
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

天
工
人
其
代
之
。
天
敍
有
典
、
勑
我
五
典
、
五
惇
哉
。
天
秩

有
禮
、
五
庸
哉
。
同
寅
協
恭
、
和
衷
哉
。
天
命
有
德
、
五
服
五
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章
哉
。
天
討
有
罪
、五
刑
五
用
哉
。
政
事
懋
哉
懋
哉
。
天
聰
明
、

自
我
民
聰
明
。
天
明
畏
、
自
我
民
明
畏
。
達
于
上
下
。
敬
哉
有

土
67

。

　

引
用
文
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
「
天
」
と
は
、

意
志
を
も
つ
超
越
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
世
の
中

に
す
べ
て
の
人
々
が
遵
守
す
べ
き
自
然
法
則
が
存
在
し
、
こ
の
法
則

に
従
う
こ
と
は
天
の
命
じ
る
こ
と
で
あ
り
、「
天
道
」
や
「
天
命
」

と
し
て
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
尚
書
・
泰
誓
』
に
は
「
天

矜
于
民
、民
之
所
欲
、天
必
従
之
。68

」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
天

道
」
と
い
う
観
念
は
民
衆
の
生
活
状
況
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ

る
。
天
は
国
家
の
民
衆
の
生
活
や
政
治
状
況
を
感
知
す
る
能
力
を
有

し
、「
天
道
」
と
い
う
基
準
を
も
っ
て
為
政
者
の
行
動
の
是
非
を
判

断
す
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
天
は
為
政
者
と
血
縁
や
伝
承
と
い
っ
た
直
接
的
な
つ
な

が
り
を
持
た
な
い
た
め
、
天
は
当
時
の
為
政
者
に
権
力
の
正
当
性
を

与
え
る
と
同
時
に
、
異
姓
革
命
を
正
当
化
す
る
危
険
性
も
伴
う
存
在

で
あ
る
。
天
は
為
政
者
に
対
す
る
「
監
督
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
、『
墨
子
・
天
志
中
』に
は「
天

子
為
善
、
天
能
賞
之
。
天
子
為
暴
、
天
能
罰
之
。69

」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
為
政
者
は
「
天
道
」
に
従
順
し
、
徳
政
を
行
う
場
合
に
は

祥
瑞
が
発
生
し
、逆
に
天
に
逆
ら
う
場
合
に
は
天
変
（
異
常
な
天
象
）

が
発
生
す
る
と
さ
れ
る
。
天
変
は
、
為
政
者
の
政
治
や
道
徳
的
な
過

失
に
対
す
る
警
告
と
し
て
捉
え
ら
れ
、「
天
譴
」と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。

こ
の
際
、
為
政
者
は
責
任
者
と
し
て
、
天
象
の
示
す
警
告
に
応
じ
て

自
身
の
責
任
を
深
く
反
省
し
、
政
治
改
革
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。
実
際
、
漢
代
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
、
天
変
へ
の
対
応
と
し
て
、

皇
帝
が
罪
己
詔
を
頒
布
し
、
政
治
改
革
を
実
施
す
る
な
ど
の
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
の
言
行
を
慎
む
記
録
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、中
国
の
天
文
占
は
「
天
」
と
い
う
名
義
を
通
じ
て
「
天
道
」

と
呼
ば
れ
る
封
建
道
徳
を
為
政
者
の
権
力
の
上
に
置
き
、
為
政
者
の

行
動
を
制
限
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

一
方
、
春
海
の
天
文
占
に
お
い
て
は
、
超
越
者
と
し
て
の
天
の
代

わ
り
に
、
神
道
の
神
々
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
春
海
は
神
の

媒
介
を
通
じ
て
、
天
文
占
の
前
提
と
な
る
天
体
と
人
間
の
対
応
関
係

を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
し
た
が
っ
て
、
春
海
の
天
文
占
の

為
政
者
と
の
か
か
わ
り
方
も
中
国
と
大
き
く
異
な
る
。
神
々
と
人
皇

が
血
縁
に
基
づ
い
た
緊
密
な
関
係
で
結
ば
れ
、
神
々
は
中
国
の
「
天

道
」に
相
当
す
る
も
の
を
直
接
に
為
政
者
に「
相
伝
」す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
内
容
も
中
国
の
「
天
道
」
と
は
違
い
、「
堅
固
な
心
」
を
説
く

こ
と
で
日
本
皇
族
の
優
越
性
を
示
し
、「
君
臣
の
道
」
を
教
示
す
る

こ
と
で
為
政
者
の
権
力
の
正
当
性
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
民
衆

の
生
活
を
考
慮
す
る
上
で
、
為
政
者
が
遵
守
す
べ
き
道
徳
や
法
則
に

関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
神
人
関
係
に
基
づ
き
、
神
を
象
徴
す
る
天
体
が
日
本

の
為
政
者
に
と
っ
て
の
意
味
合
い
も
中
国
天
文
占
と
は
大
き
く
異
な

る
。
春
海
が
行
っ
た
天
文
占
で
は
、
天
変
は
為
政
者
の
悪
運
の
前
兆

と
み
な
さ
れ
、
為
政
者
の
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
春
海
に
お
け
る
天
変
へ
の
対
応
策
も
中
国
天
文
占
と
は
異
な

る
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
春
海
は
、
実
質
的
な
為
政
者
が
将
軍
で
あ

る
と
い
う
当
時
の
特
殊
な
社
会
背
景
を
踏
ま
え
、
日
食
な
ど
為
政
者

に
不
利
と
さ
れ
る
天
象
が
現
れ
た
際
、
そ
の
象
徴
的
な
意
味
を
将
軍

に
密
告
す
る
一
方
で
、
天
文
占
に
よ
る
予
測
と
仏
僧
に
よ
る
事
前
の

祈
祷
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
為
政
者
を
予
測
さ
れ
る
悪
運
か
ら

守
る
対
応
策
を
講
じ
て
い
た

70

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
思
想
的
な
相
違
に
よ
り
、
春
海
の
天
文
占

は
中
国
天
文
占
に
お
け
る
為
政
者
の
権
力
を
制
約
す
る
と
い
う
最
も

重
要
な
機
能
を
大
き
く
弱
め
て
い
る
。
そ
の
天
文
占
は
、
中
世
陰
陽

道
術
数
の
よ
う
な
、
未
然
の
吉
凶
を
先
取
り
し
て
占
い
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
災
厄
を
避
け
る
手
段
と
し
て
の
性
格
が
強
く
現
わ
れ
て
い

る
。

お
わ
り
に

　

渋
川
春
海
は
、
中
国
天
文
占
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
天
体
と
人
間

界
と
の
対
応
関
係
に
基
づ
く
規
律
を
日
本
に
適
用
し
た
。
し
か
し
、

春
海
は
中
国
天
文
占
の
技
術
的
な
側
面
を
学
び
な
が
ら
も
、
神
道
学

者
と
し
て
そ
の
思
想
的
基
盤
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な

く
、
天
文
占
に
神
道
的
意
義
を
付
与
し
、
神
を
媒
介
と
し
て
天
体
と

人
間
の
対
応
関
係
を
再
解
釈
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、春
海
は
ま
ず
、神
、天
地
、人
間
の
形
成
に
お
い
て
、

質
形
が
定
ま
ら
な
い
状
態
か
ら
質
形
が
定
ま
る
状
態
へ
の
変
化
と
い

う
共
通
性
を
見
出
し
、こ
の
点
を
基
に
三
者
の
関
連
性
を
説
明
し
た
。

次
に
、
彼
は
天
体
を
自
然
物
と
見
な
し
、
神
と
同
一
視
し
な
い
一
方

で
、
神
道
的
な
視
点
に
基
づ
き
、
両
者
の
間
に
緊
密
な
対
応
関
係
が

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
春
海
は
天
照
大
神
を
中
心
と
す

る
神
々
が
「
堅
固
な
心
」
や
「
君
臣
の
道
」、
暦
法
な
ど
、
治
世
に

必
要
な
規
範
や
知
識
を
人
皇
に「
相
伝
」す
る
事
を
提
示
し
、こ
の「
相

伝
」
を
通
じ
て
神
々
と
人
皇
と
の
緊
密
な
関
係
を
説
明
し
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
春
海
は
神
を
媒
介
と
し
て
「
天
体
―
神
―
人
間
」
と

い
う
対
応
関
係
を
構
築
し
、
天
文
占
に
神
道
的
な
意
義
を
付
与
し
た

の
で
あ
る
。

　

神
道
的
意
義
が
付
与
さ
れ
た
春
海
の
天
文
占
は
、
中
国
天
文
占
と

は
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
。
中
国
で
は
天
変
を
為
政
者
に
対

す
る
警
告
と
捉
え
、そ
の
責
任
を
為
政
者
に
追
及
す
る
の
で
あ
る
が
、

春
海
は
天
変
を
為
政
者
の
悪
運
の
予
兆
と
見
な
し
、
予
測
さ
れ
る
悪

運
か
ら
為
政
者
を
守
る
た
め
の
対
応
策
を
講
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
春
海
の
天
文
占
は
、
中
国
天
文
占
が
持
つ
為
政
者
の
権
力
を
制

約
す
る
重
要
な
機
能
を
弱
め
る
性
格
を
有
し
て
い
る
。
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本
論
で
は
春
海
天
文
占
の
独
自
性
と
そ
の
思
想
的
背
景
を
分
析
し

た
が
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
特
徴
は
春
海
個
人
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
日
本
の
陰
陽
道
は
古
代
よ
り
、
天
変
に
伴
う
政
治
的
責
任

を
追
及
す
る
よ
り
も
、
統
治
者
を
保
護
す
る
た
め
の
呪
術
的
対
応
策

を
講
じ
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る

71

。
こ
の
共
通
す
る
特
徴
は
認
め

ら
れ
る
が
、
各
天
文
占
術
者
の
思
想
的
基
盤
が
必
ず
し
も
一
致
し
て

い
な
い
点
も
注
目
に
値
す
る
。
実
際
、
日
本
の
天
文
占
に
は
思
想
的

変
遷
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
王
朝
時
代
の
陰
陽
師
は
日
月
星
辰
の
本

地
を
仏
菩
薩
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
日
本
天
文
占
の
思
想
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
研
究
は
、
春
海
の
天

文
占
に
対
す
る
神
道
的
な
解
釈
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
春
海
の
天
文
占
は
、
日
本
に
お
い
て
政
治

権
力
は
宗
教
権
力
を
上
回
る
位
置
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

73

。

天
文
占
は
、
宗
教
と
政
治
の
両
面
に
深
く
関
与
す
る
特
異
な
存
在
と

し
て
、そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
と
政
治
権
力
と
の
妥
協
性
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

〈
注
釈
〉

1 

西
内
雅
『
渋
川
春
海
の
研
究
』
至
文
堂　

一
九
四
〇
年

2 

林
淳
『
渋
川
春
海
に
お
け
る
暦
法
と
神
道
』
現
代
思
想
49
（
8
）　 

二
〇
二
一
年
七
月　

pp111-116

3 

大
久
保
千
濤
編
『
神
代
温
義
』
高
知
県
神
職
会
刊　

一
九
四
〇
年

4 

『
神
代
巻
口
訣
』
は
、
忌
部
正
通
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
神
代
巻
の
注
釈

書
で
あ
る
。
忌
部
神
道
は
、
忌
部
正
通
の
神
道
説
に
始
ま
る
神
道
の

流
派
で
あ
る
。

5 

出
雲
路
信
直
（
一
六
五
〇
年
―
一
七
〇
三
年
）
は
山
崎
闇
斎
の
直
門

の
弟
子
で
あ
り
、
闇
斎
の
死
後
、
大
山
為
起
と
梨
木
祐
之
と
共
に
垂

加
派
の
中
心
人
物
と
な
り
、
闇
斎
の
後
継
者
で
あ
る
正
親
町
公
通
の

補
佐
を
務
め
た
人
物
で
あ
る 

。
信
直
は
、
秦
山
や
春
海
と
も
神
代
巻

に
関
す
る
見
解
を
交
わ
し
た
と
見
ら
れ
、
書
簡
に
お
い
て
は
「
出
路
」

と
略
称
さ
れ
る
。

6 

『
神
代
温
義
』p4

「
口
訣
の
説
能
成
」、p391

「
口
訣
の
文
章
下
手
候

て
不
聞
候
へ
共
」

7 

前
掲　

p37

8 

高
島
元
洋
『
山
崎
闇
斎　

日
本
朱
子
学
と
垂
加
神
道
』
ぺ
り
か
ん
社

一
九
九
二
年　

pp460-462

9 

松
本
丘
『
垂
加
神
道
の
人
々
と
日
本
書
紀
』
弘
文
堂　

p157

10 

『
神
代
温
義
』p3

11 

前
掲　

p2

12 

渋
川
春
海
『
天
文
瓊
統
』
第
六
冊　

p17
13 
詳
し
く
は
中
山
茂　
『
占
星
術
』
紀
伊
國
屋
書
店　

一
九
七
九
年　

p131
を
参
照

14 

谷
重
遠
『
秦
山
集
』
壬
癸
録
三

15 

渋
川
春
海『
天
文
瓊
統
』写
本　

紅
葉
山
文
庫　

第
五
冊　

p29　
「
衆
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星
亦
為
諸
臣
之
位
」

16 
渋
川
春
海
『
天
文
瓊
統
』
第
五
冊　

p11　

た
と
え
ば
、
紫
微
垣
に

属
す
る
「
太
宰
」
と
呼
ば
れ
る
星
を
「
左
大
臣
」、「
少
宰
」
を
「
右

大
臣
」、「
上
弼
」
を
「
中
務
卿
」、「
少
弼
」
を
「
中
務
少
輔
」
と
改

め
て
い
る
。「
第
二
…
太
宰
也
。
今
之
左
大
臣
也
。
…
第
三
…
少
宰
中

大
夫
也
。
今
之
右
大
臣
也
。
第
四
曰
上
弼
。
今
之
中
務
卿
也
。
第
五

曰
少
弼
。
…
今
之
中
務
少
輔
也
。
…
」

17 

谷
重
遠
『
秦
山
集
』
智　

壬
癸
録
三　

五
丁

18 

詳
し
く
は
黄
朴
民
『
天
人
合
一
：
董
仲
舒
与
漢
代
儒
学
思
想
』
長
沙
：

岳
麓
書
社　

一
九
九
九
年
三
月
第
五
章
に
参
照

19 

『
春
秋
繁
露
・
新
序
』
中
國
子
學
名
著
集
成027　

台
北
：
中
國
子
學

名
著
集
成
編
印
基
金
會　

一
九
七
八
年
十
二
月　

p293

『
天
辨
在
人
』

20 

前
掲　

p315-316

21 

『
神
代
温
義
』p656

22 

黄
士
毅
編
：
徐
時
儀
、
楊
艷
彙
校
『
朱
子
語
類
彙
校
』（
宋
）
巻
五
三

　

上
海
：
古
籍
出
版
社　

二
〇
二
三
年
九
月　

p1356　
　

23 

『
尚
書
正
義
（
十
三
經
注
疏
）』
北
京
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
〇
年

十
二
月　

p357

24 

『
朱
子
語
類
彙
校
』pp2377-2378

25 

『
神
代
温
義
』p9

26 

前
掲　

p5

27 

前
掲　

p5

「
及
清
陽
者
薄
靡
而
爲
天
。
重
濁
者
淹
滞
而
爲
地
。」

28 

前
掲　

p5

29 

前
掲　

p16

30 

前
掲　

p34

31 

前
掲　

p63

。p17

に
も
同
じ
よ
う
な
記
述
が
あ
る
：「
コ
レ
ま
で
の

三
神
を
天
の
成
祭
と
云
傳
り
、
此
後
を
地
の
成
と
云
す
。」

32 

前
掲　

p7

33 

前
掲　

p7

34 

前
掲　

p7

35 

詳
し
く
は
前
田
勉
『
近
世
神
道
と
国
学
』
第
四
章
「
呪
術
師
玉
木
正

英
と
現
人
神
」
を
参
照
。

36
『
神
代
温
義
』p75

「
天
地
陰
陽
成
就
の
後
日
は
有
な
り
。」p559

「
先

は
日
神
と
申
、
則
天
の
日
倫
と
合
す
れ
ば
造
化
と
も
可
申
候
也
。
天

地
山
川
生
玉
ふ
に
未
日
月
生
れ
は
な
り
。」

37 

前
掲　

p83　

み
と
の
ま
ぐ
わ
い
：
男
女
が
交
合
す
る
こ
と
。

38 

前
掲　

p443　

39 

前
掲　

p580

40 

前
掲　

p75

41 

前
掲　

p91
42 
前
掲　

p75
43 
前
掲　

p78

44 

前
掲　

pp563-564

45 

前
掲　

p121
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46 

前
掲　

p121
47 
前
掲　

p7
48 
前
掲　

p31

49 

前
掲　

p8

50 

前
掲　

pp35-36

51 

前
掲　

p60

52 

前
掲　

p36

53 

忌
部
正
通
『
神
代
口
訣
』
東
北
大
學
所
藏
和
漢
書
古
典
分
類
目
録
・

和
古
書
上　

p32

54 

『
神
代
温
義
』p660

55 

前
掲　

p36

。p5

に
も
同
じ
よ
う
な
記
述
が
あ
る
：「
心
も
凝
也
。」

56 

前
掲　

p34

57 

前
掲　

p36

58 

前
掲　

p26

59 

前
掲　

p36

60 

前
掲　

p40

61 

前
掲　

p77

62 

谷
重
遠
『
秦
山
集
・
信
』
第
三
十
六
巻　

一
丁

63 

『
神
代
温
義
』p122

64 

前
掲　

P177

65 

前
掲　

p572｡
p119

に
も
同
じ
表
現
が
あ
る
：「
君
は
日
よ
り
生
む
、

臣
下
は
星
の
位
な
れ
は
、
フ
ツ
主
（
経
津
主
）
は
星
よ
り
す
べ
て
咸

出
生
。」

66 

前
掲　

p572

67 

池
田
末
利
『
尚
書
』（
全
釈
漢
文
大
系
第
十
一
巻
）
東
京
：
集
英
社　

一
九
七
六
年
四
月　

pp97-99

68 

前
掲　

p609

69 

渡
辺
卓
『
墨
子
』（
全
釈
漢
文
大
系
第
十
八
巻
）
東
京
：
集
英
社

一
九
七
四
年
七
月　

p406

70 

隆
光
僧
正
『
隆
光
僧
正
日
記
』
参
照
。
詳
し
く
は
李
春
暁
『
近
世
日

本
の
天
文
方
と
中
国
に
お
け
る
天
変
へ
の
対
応
の
違
い
―
渋
川
春
海

を
中
心
に
』
を
参
照
。『
文
化
』
第
八
十
八
巻
第
一
・
二
号

71 

江
戸
時
代
の
天
文
占
に
つ
い
て
、
陰
陽
頭
で
あ
っ
た
土
御
門
泰
邦
は

天
変
の
た
め
に
書
い
た
勘
文
に
「
早
告
神
明
、
以
除
此
災
而
来
万
福

矣
。」（『
太
史
局
草
』書
陵
部
蔵
）と
記
し
て
い
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
お
い
て
陰
陽
道
を
掌
る
土
御
門
家
は
、
天
変
な
ど
の
禁

中
・
院
・
公
卿
の
吉
・
凶
事
が
発
生
す
る
際
、
彼
ら
は
日
時
勘
文
を

勘
申
す
る
と
同
時
に
、
身
固
・
禊
祓
・
祭
祀
な
ど
の
神
道
儀
式
も
行
う
。

 

古
代
日
本
天
文
占
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
松
本
卓
哉
「
律
令
国
家
に

お
け
る
災
異
思
想
―
そ
の
政
治
批
判
の
要
素
の
分
析
―
」
黛
弘
道
編

『
古
代
王
権
と
祭
儀
』吉
川
弘
文
館
、山
下
克
明「
災
害
・
怪
異
と
天
皇
」

網
野
善
彦
他
編
『〈
岩
波
講
座
〉
天
皇
と
王
権
を
考
え
る　

第
8
巻
コ

ス
モ
ロ
ジ
ー
と
身
体
』
岩
波
書
店
を
参
考

72 

林
淳　

最
終
講
義
レ
ジ
ュ
メ
「
ま
と
め
（
2
）
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
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師
が
押
し
寄
せ
て
き
た
こ
と
で
、
土
着
の
政
治
権
力
と
の
間
で
対
立

と
葛
藤
の
バ
ト
ル
。
中
国
の
典
礼
問
題
と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
令

と
の
共
通
点
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
の
挫
折
。
日
本

で
は
政
治
権
力
が
宗
教
権
力
の
上
位
に
あ
る
体
制
が
自
覚
的
に
再
確

認
さ
れ
た
。」
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淵
岡
山
の
安
楽
論　
―
藤
樹
安
楽
論
に
対
す
る
継
承
と
革
新
を
中
心
に

■
論
文
Ⅲ
■

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
　
石
　
咏
　
絮

要
旨

　

淵
岡
山
（
一
六
一
七
～
一
六
八
六
）
は
、仙
台
生
ま
れ
の
隠
士
で
、

一
六
四
四
年
に
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
一
六
四
八
）
の
門
下
に
入

り
、
藤
樹
心
学
を
忠
実
に
継
承
し
発
展
さ
せ
た
最
も
重
要
な
人
物

で
あ
る
。
淵
岡
山
と
い
う
思
想
家
に
対
す
る
研
究
者
た
ち
の
注
目
度

は
低
く
、
先
行
研
究
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
近
年
、
研
究
者
た
ち

の
淵
岡
山
に
対
す
る
研
究
は
宗
教
思
想
、
倫
理
思
想
、
工
夫
思
想
及

び
教
導
思
想
の
分
析
に
集
中
し
て
お
り
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い

る
の
は
岡
山
の
藤
樹
心
学
に
対
す
る
忠
実
な
継
承
、
及
び
そ
の
上
で

創
造
し
た
日
新
説
、
取
廻
し
説
及
び
中
墨
説
で
あ
り
、
そ
し
て
岡
山

の
思
想
は
藤
樹
よ
り
日
常
性
と
実
践
性
が
あ
り
、
更
に
人
と
人
間
の

付
き
合
い
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
い
え
る
。『
岡
山
先
生
示
教
録
』

に
よ
る
と
、岡
山
は
「
安
楽
」
に
関
す
る
議
論
が
非
常
に
多
い
た
め
、

そ
の
宗
教
思
想
、
倫
理
思
想
な
ど
の
思
想
を
議
論
す
る
過
程
に
お
い

て
岡
山
の
安
楽
思
想
に
関
す
る
主
張
に
触
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
。

　

し
か
し
、
安
楽
論
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
岡
山
安
楽
思
想
は
他
の

思
想
を
論
述
す
る
中
の
一
環
で
軽
く
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、「
安

楽
論
」と
し
て
中
心
的
に
論
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、
藤
樹
と
岡
山
の
安
楽
思
想
は
依
然
と
し
て
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、本
文
は
岡
山
の
安
楽
思
想
を
中
心
に
、

岡
山
の
思
想
に
お
け
る
藤
樹
の
継
承
発
展
及
び
革
新
の
所
在
を
考
察

す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、岡
山
安
楽
思
想
の
思
想
特
質
を
明
確
に
し
、

ま
た
、
岡
山
を
代
表
と
す
る
社
会
に
お
け
る
藤
樹
安
楽
思
想
の
受
容

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド

　

淵
岡
山　

中
江
藤
樹　

安
楽
論　

心
学
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一
、
は
じ
め
に

　

淵
岡
山
（
一
六
一
七
～
一
六
八
六
）
は
、
奥
州
仙
台
伊
達
家
の
家

臣
た
る
淵
家
に
生
ま
れ
、
十
五
歳
頃
か
ら
父
に
伴
わ
れ
て
江
戸
に
上

り
一
尾
伊
織
の
近
習
と
し
て
仕
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
年
貢

の
取
立
て
の
使
者
と
し
て
江
戸
と
近
江
間
を
往
復
し
て
い
た
際
に
、

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
一
六
四
八
）
の
学
徳
を
聞
き
、
一
六
四
四

年
に
藤
樹
の
門
下
に
入
り
、
藤
樹
の
弟
子
の
一
人
と
な
っ
た

１

。
岡

山
が
入
門
し
た
時
、
三
十
七
歳
の
藤
樹
は
学
問
の
成
熟
期
に
あ
り
、

す
で
に
独
特
の
心
学
体
系
を
構
築
し
て
い
た
の
で
、
岡
山
が
藤
樹
か

ら
継
承
し
た
学
問
は
藤
樹
に
み
ら
れ
る
個
性
的
か
つ
独
創
的
心
学
で

あ
っ
た

２

。
同
じ
藤
樹
の
弟
子
で
あ
る
熊
沢
蕃
山
ほ
ど
有
名
で
は
な

い
が
、
藤
樹
心
学
を
忠
実
に
継
承
し
発
展
さ
せ
た
最
も
重
要
な
人
物

で
あ
る
。
柴
田
甚
五
郎
氏
は
、「
藤
樹
と
岡
山
と
の
師
弟
の
情
誼
の

深
厚
に
し
て
、
藤
樹
学
の
本
流
が
岡
山
に
傳
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ

れ
る

３

」
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
藤
樹
思
想
の
継
承
と
発

展
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、淵
岡
山
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
淵
岡
山
と
い
う
思
想
家
に
対
す
る
研
究
者
た
ち
の
注
目

度
は
低
く
、
先
行
研
究
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

４

。
近
年
、
研
究
者

た
ち
の
淵
岡
山
に
対
す
る
研
究
は
宗
教
思
想

５

、
倫
理
思
想

６

、
工

夫
思
想

７

及
び
教
導
思
想

８

の
分
析
に
集
中
し
て
お
り
、
一
般
的
に

認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
岡
山
の
藤
樹
心
学
に
対
す
る
忠
実
な
継
承
、

及
び
そ
の
上
で
創
造
し
た
日
新
説
、
取
廻
し
説
及
び
中
墨
説
で
あ

り
９

、
そ
し
て
岡
山
の
思
想
は
藤
樹
よ
り
日
常
性

10

と
実
践
性

11

が
あ

り
、
更
に
人
と
人
間
の
付
き
合
い
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
い
え

る
12

。『
岡
山
先
生
示
教
録
』13

に
よ
る
と
、
岡
山
は
「
安
楽
」
に
関

す
る
議
論
が
非
常
に
多
い
た
め
、
そ
の
宗
教
思
想
、
倫
理
思
想
な
ど

の
思
想
を
議
論
す
る
過
程
に
お
い
て
岡
山
の
安
楽
思
想
に
関
す
る
主

張
に
触
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
岡
山
の
思
想
に
お
い
て
安
楽
思
想
が
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
先

行
研
究
で
は
、
安
楽
を
中
心
概
念
と
し
て
取
り
上
げ
た
議
論
は
見
ら

れ
ず
、
こ
れ
は
ま
さ
に
先
行
研
究
が
見
逃
し
た
点
と
言
え
よ
う
。
さ

ら
に
、
安
楽
論
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
従
来
の
藤
樹
研
究
と
岡
山
安

楽
思
想
の
研
究
は
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
安

楽
思
想
は
他
の
思
想
を
論
述
す
る
中
の
一
環
で
軽
く
触
れ
ら
れ
る
の

み
で
あ
り
、「
安
楽
論
」
と
し
て
中
心
的
に
論
述
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
藤
樹
と
岡
山
の
安
楽
思
想
は
依
然
と
し
て

あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
藤
樹
学

派
の
「
安
楽
論
」
に
対
す
る
議
論
は
欠
如
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
論
の
目
的
は
、
藤
樹
学
派
に
お
け
る
「
安
楽
論
」

の
研
究
を
補
足
す
る
こ
と
を
試
み
る
点
に
あ
る
。
藤
樹
の「
安
楽
論
」

に
つ
い
て
は
、
以
前
の
拙
稿
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
て
お
り
、
結
論

か
ら
言
え
ば
、
藤
樹
は
朱
子
学
と
陽
明
学
を
吸
収
し
た
上
で
、
独
自



89

■論文

の
心
学
体
系
を
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、岡
山
の「
安

楽
論
」
を
解
明
す
る
意
義
は
、
彼
が
藤
樹
の
「
安
楽
論
」
を
ど
の
よ

う
に
継
承
し
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
ど
の
よ
う
に
特
異
性
を
持
つ
安

楽
思
想
を
発
展
さ
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。
ま
た
、

岡
山
を
通
じ
て
、
江
戸
社
会
に
お
い
て
藤
樹
の
「
安
楽
論
」
が
ど
の

よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
観
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
岡
山
の
「
安
楽
論
」
に
対
す
る
研
究
は
、
藤
樹
思
想
が
社

会
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
文
は
岡
山
の
安
楽
思
想
を
中
心
に
、
岡
山
の
思
想
に

お
け
る
藤
樹
の
継
承
発
展
及
び
革
新
の
所
在
を
考
察
す
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
岡
山
安
楽
思
想
の
思
想
特
質
を
明
確
に
し
、
ま
た
、
岡
山

を
代
表
と
す
る
社
会
に
お
け
る
藤
樹
安
楽
思
想
の
受
容
を
さ
ら
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
先
行
研
究
で
は
岡
山
思
想
に
お
け
る
日
常
性
の
所
在
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
こ
れ
を
も
と
に
岡
山
の
安
楽
論

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
ま
と
め
る
と
、
岡
山
の
安
楽
思
想
に
お
け

る
問
題
は
以
下
の
二
点
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
最
初
の
問
題
と
し

て
、
岡
山
の
安
楽
論
が
藤
樹
安
楽
論
に
対
し
て
、
何
を
継
承
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
岡
山

は
日
常
性
と
実
践
性
を
重
視
し
、
日
新
と
取
廻
し
な
ど
を
提
出
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
主
張
と
安
楽
思
想
と
の
関
連
や
、
岡
山
思
想
の

特
異
性
は
何
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
問
題
か
ら
、
岡
山
の
安
楽
思
想
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
文
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
部
分
で
は
、
岡
山
の
藤
樹
安
楽
論
に
対
す
る
思
想
継
承
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
部
分
で
は
、
藤
樹
と
の
異
な
る
点
を
通

じ
て
、
岡
山
の
発
展
、
す
な
わ
ち
岡
山
の
日
常
性
の
重
視
と
、
最
も

独
創
的
な
日
新
説
を
中
心
に
、
日
新
と
安
楽
の
関
連
や
岡
山
思
想
の

特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

二
、
岡
山
の
藤
樹
安
楽
論
の
継
承

　

岡
山
の
藤
樹
安
楽
論
に
対
す
る
継
承
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
藤

樹
の
安
楽
論
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
振
り

返
る
。

　

以
前
の
拙
論
で
は
、「
安
楽
と
は
何
か
」「
な
ぜ
安
楽
が
な
く
な
っ

た
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
し
て
本
心
の
安
楽
に
戻
る
の
か
」
と
い
う

三
つ
の
問
い
を
通
じ
て
、
藤
樹
の
安
楽
論
体
系
を
明
ら
か
に
し
た
。

藤
樹
安
楽
論
の
思
想
論
理
は
主
に
「
本
然
境
界
」、「
意
」、「
本
然
境

界
に
戻
る
工
夫
」
と
い
う
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

藤
樹
の
い
う
「
安
楽
」
と
は
、
心
に
苦
痛
が
な
く
、
惑
い
が
な
い
状

態
、
す
な
わ
ち
儒
家
の
「
孔
顔
の
楽
」
の
状
態
で
あ
る
。
次
に
、
本

心
が
「
安
楽
」
を
失
っ
た
根
本
的
な
原
因
は
「
意
」
の
存
在
に
あ
り
、
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し
た
が
っ
て
「
意
」
と
い
う
病
根
を
取
り
除
い
て
こ
そ
、
本
然
安
楽

境
界
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
意
」を
取
り
除
く
た
め
に
は
、

学
問
を
通
じ
た
実
践
が
必
要
で
あ
る
。学
問
に
お
い
て
は
、「
明
明
德
」

を
主
と
す
る
三
綱
領
が
学
問
の
道
と
し
て
す
べ
て
の
工
夫
の
総
綱
で

あ
り
、「
誠
意
」を
主
と
す
る
八
条
目
が
実
践
工
夫
で
あ
る
。
そ
し
て
、

藤
樹
の
工
夫
序
列
に
は
「
平
・
治
・
斉
・
修
・
正
」
→
「
致
知
格
物
」

→
「
誠
意
」
→
「
明
明
德
」
と
い
う
論
理
が
あ
る
。
最
終
的
に
、「
明

明
德
」
は
達
成
す
べ
き
最
終
境
界
お
よ
び
目
的
で
あ
り
、「
明
明
德
」

は
正
に
安
楽
境
界
で
あ
る
。

　

境
界
論
の
視
点
か
ら
見
る
と
、藤
樹
の
「
安
楽
」
は
、朱
子
の
「
天

理
」
や
陽
明
の
「
良
知
」
と
同
じ
く
重
要
な
地
位
を
持
っ
て
い
る
。

藤
樹
は
朱
子
お
よ
び
陽
明
思
想
を
吸
収
し
つ
つ
、
批
判
と
革
新
を
通

じ
て
最
終
的
に
独
自
の
境
界
論
体
系
、
す
な
わ
ち
安
楽
論
を
形
成
し

た
。
そ
の
た
め
、
藤
樹
の
「
安
楽
」
は
単
な
る
概
念
で
は
な
く
、
独

自
の
思
想
的
特
色
を
持
ち
、
先
人
と
は
異
な
る
論
理
体
系
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
部
分
で
は
藤
樹
安
楽
論
の
構
成
を
も
と
に
、
岡
山

が
藤
樹
安
楽
論
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
安
楽
と
は
何
か
、
な
ぜ
安
楽
が

な
く
な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
安
楽
に
戻
る
の
か
と
い
う
三

つ
の
問
い
に
対
す
る
回
答
を
通
じ
て
、
藤
樹
安
楽
論
の
継
承
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　

ま
ず
、
岡
山
は
藤
樹
と
同
様
に
、
安
楽
を
学
問
の
目
的
と
し
て
い

る
。

　
　

 

或
問
云
、
学
問
何
ノ
タ
メ
ニ
相
励
候
哉
。
答
、
一
生
涯
安
堵
ノ

タ
メ
ト
存
候
。14

　

岡
山
の
「
生
涯
安
堵
」
は
ま
さ
に
藤
樹
の
「
心
の
安
楽
」
で
あ
り
、

両
者
の
言
葉
は
異
な
る
が
、
本
質
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。（
こ
の

言
葉
の
違
い
に
よ
る
岡
山
と
藤
樹
の
思
想
の
違
い
は
、
本
文
の
第
二

部
分
で
詳
し
く
触
れ
る
。）『
岡
山
先
生
示
教
録
』
の
こ
の
問
答
は
、

藤
樹
『
翁
問
答
』
に
お
け
る
「
問
い
わ
く
、
苦
を
去
て
楽
を
求
る
道

は
い
か
ん
。
答
云
、
学
問
な
り
」15

と
同
様
に
、
学
問
を
学
ぶ
こ
と
は

心
の
安
楽
を
得
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
岡
山
思
想
に
お
け
る
安
楽
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、岡
山
は
心
の
安
楽
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

 

凡
情
の
常
、
吾
心
安
楽
に
無
レ
之
故
、
外
よ
り
心
を
楽
し
ま
し

め
ん
と
、
色
々
の
事
を
以
あ
ひ
し
ら
ふ
も
の
な
り
。16

　
　

 

凡
人
ノ
心
ハ
異
ナ
ル
事
ナ
ク
、
常
ニ
シ
テ
然
、
亦
活
発
周
流

ナ
ル
モ
ノ
也
。（
中
略
）
周
流
ナ
ル
時
ハ
少
モ
外
ノ
興
ヲ
求
ル

事
ナ
ク
、
其
周
流
ノ
位
ヲ
心
ニ
思
ヒ
慰
ム
事
、
是
無
上
ノ
真

楽
也
。17

　
　

 

然
動
モ
ス
レ
ハ
楽
ヲ
外
ニ
求
候
事
、
誰
シ
モ
ノ
通
病
ニ
テ
御
座
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候
。18

　

岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
の
心
は
活
発
な
流
動
で
あ
り
、

つ
ま
り
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
。
そ
し
て

安
楽
は
心
の
本
然
状
態
で
あ
り
、
ず
っ
と
心
の
中
に
あ
る
。
無
上
の

真
楽
が
心
の
中
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
日
常
の
喜
怒
哀
楽
の
感
情

に
沿
っ
て
外
に
楽
を
求
め
れ
ば
、
安
楽
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
も
人
々
の
通
病
（
通
弊
）
で
あ
る
。
逆
に
、
活
発
周
流
な
心
が

楽
を
外
に
求
め
な
い
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
無
上
の
真
楽
が
得
ら
れ
る

と
岡
山
は
主
張
し
て
い
る
。
藤
樹
が
述
べ
た
「
元
來
吾
人
の
心
の
本

体
は
安
楽
な
る
も
の
な
り
。（
中
略
）
か
く
の
ご
と
く
心
の
本
体
は

安
楽
に
し
て
苦
痛
な
き
も
の
な
り
」19

と
比
較
す
る
と
、
こ
こ
に
岡
山

の
藤
樹
の
継
承
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
岡
山
の
安
楽
論
で
は
「
凡
情
の
常
」
や
「
凡
情
の
楽
」
に

つ
い
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
。
凡
情
と
は
、
外
的
な
も
の
か
ら
生
ま
れ

る
感
情
や
欲
望
で
あ
り
、
本
然
の
心
を
失
う
存
在
で
あ
る
。
聖
人
の

教
え
を
学
ば
な
か
っ
た
凡
人
は
、
常
に
「
凡
情
の
楽
」
に
陥
っ
て
い

る
。
そ
し
て「
凡
情
の
楽
」と
対
を
な
す
の
が「
君
子
の
楽
」で
あ
り
、

こ
れ
は
藤
樹
が
安
楽
を
君
子
の
「
真
楽
」
と
凡
夫
の
「
俗
楽
」
に
分

け
た
思
想
と
同
じ
で
あ
る
。「
凡
情
の
楽
」
と
「
君
子
の
楽
」
に
つ

い
て
、
岡
山
は
、

　
　

 

君
子
ノ
君
子
タ
ル
処
ハ
、
何
事
ソ
ト
思
ヒ
ハ
カ
ル
ニ
、
身
安
ク

心
楽
而
已
。20

　
　

 

君
子
ノ
楽
ミ
ハ
安
身
立
命
ト
一
定
シ
テ
、
然
□
（
不
明
）（
モ
）

行
ト
シ
テ
楽
土
ニ
ア
ラ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。（
中
略
）
扨
凡
情

ノ
上
ニ
テ
苦
楽
ヲ
考
ル
ニ
モ
、
凡
心
ノ
楽
ト
ス
ル
処
、
二
三
品

ニ
ツ
ゝ
マ
リ
候
。
君
子
ノ
楽
ハ
一
定
ニ
シ
テ
万
端
皆
楽
ト
ナ
レ

リ
。21

と
述
べ
て
い
る
。
君
子
は
「
明
明
德
」
が
で
き
て
、
常
に
本
心
の
安

楽
境
界
に
い
る
た
め
、
安
身
立
命
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
身
を
落
ち
着

け
る
所
が
で
き
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ん
な

境
遇
に
お
い
て
も
安
楽
は
変
わ
ら
な
い
。
一
方
、
凡
人
は
最
高
の
安

楽
境
界
を
認
識
で
き
な
い
た
め
外
的
な
も
の
に
よ
っ
て
感
情
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
時
得
た
楽
は
真
の
安
楽
で
は
な
く
、凡
情
の
楽
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
凡
人
が
凡
情
の
楽
に
陥
る
原
因
は
、
人
が
外
に
表
面
的

な
楽
を
求
め
、心
に
安
楽
を
求
め
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
凡
人
の
外
的
な
境
遇
に
対
す
る
順
逆
的
な
考
え
も
こ
こ
に

生
ま
れ
る
。

　
　

 
只
人
ハ
事
上
順
逆
ニ
カ
マ
イ
ナ
ク
、
自
己
心
上
ニ
、
常
住
不
滅
、

無
上
ノ
真
楽
ヲ
識
得
而
、
是
ヲ
存
養
ス
ル
ヨ
リ
外
ハ
ナ
シ
。22 

　
　

 

順
逆
と
も
に
、
順
逆
の
上
に
心
を
置
て
思
ひ
は
か
る
時
ハ
、
万
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事
不
レ
定
物
な
り
。
心
へ
か
へ
り
て
見
る
時
ハ
、
順
逆
共
に
敢

て
滞
る
物
に
あ
ら
す
。
安
堵
す
る
も
の
あ
り
。23

　

藤
樹
と
岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
外
的
な
順
境
と
逆
境
は
も
と
も
と
存

在
せ
ず
、
人
の
心
が
決
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
外
的
な
も
の
を
求

め
ず
心
を
養
い
本
心
に
戻
っ
て
こ
そ
、
無
上
の
真
楽
を
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
外
的
な
境
遇
に
直
面
し
て
も

本
然
安
楽
の
中
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
岡
山
が
藤
樹
と

異
な
る
と
こ
ろ
は
、
順
境
と
逆
境
は
本
来
存
在
し
な
い
こ
と
を
強
調

し
つ
つ
も
そ
れ
を
認
識
で
き
る
人
は
実
の
と
こ
ろ
非
常
に
少
な
く
、

多
く
の
聖
人
君
子
で
な
い
凡
人
は
依
然
と
し
て
外
在
的
順
境
と
逆
境

に
苦
し
ん
で
い
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
外
在
的
境
遇
の
苦
し
み
に
直

面
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
岡
山
は
こ
の
よ
う
な
本
心
の
安
楽
に
順
応
し
、
自
由
な

状
態
に
し
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　

 

好
悪
ヲ
以
楽
事
ハ
、元
来
楽
に
て
な
し
。何
に
て
も
自
由
ニ（
の
）

楽
に
て
な
け
れ
は
、
本
心
の
楽
ミ
に
あ
ら
す
。
依
レ
之
馬
爪
氏

云
、
誠
ニ
万
無
心
な
れ
は
其
勢
に
随
て
楽
な
（
あ
）
り
。
故
に

顔
子
貧
し
て
楽
を
不
レ
替
と
は
、
富
貴
に
御
心
な
け
れ
は
な
り
。

亦
貧
し
き
に
［
て
］
も
御
心
な
し
。
貧
キ
を
御
好
ミ
楽
ミ
と

被
レ
遊
に
て
は
な
し
。24

　
　

 

師
曰
、
む
か
し
先
師
一
日
悦
作
し
て
、
勿
二
悦
事
一
。
楽
作
し

て
勿
二
楽
事
一
。
自
然
に
あ
ら
さ
れ
は
不
二
悦
楽
一
な
り
と
そ
。25

　

岡
山
は
、
安
楽
は
常
に
心
の
中
に
存
在
す
る
の
で
、
本
然
の
心
を

そ
の
ま
ま
に
従
え
ば
安
楽
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
「
安

楽
を
求
め
た
い
」
や
「
安
楽
が
好
き
」
と
い
う
願
い
や
楽
を
好
む
感

情
を
持
っ
て
い
る
と
、
心
に
偏
り
や
寄
り
か
か
る
こ
と
が
生
じ
、
本

来
の
安
楽
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
顔
回
は
、
富
貴
を
求
め
て

い
な
い
が
、
陋
巷
（
粗
末
な
場
所
）
に
住
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て

貧
乏
を
好
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
富
貴
に
も
貧
乏
に
も
偏
愛
し

て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
本
当
の
安
楽
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
岡
山

は
藤
樹
の
「
一
日
悦
作
し
て
、
勿
悦
事
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
人
が
意
図
的
に
楽
を
追
求
し
、
楽
を
創
造
す
る
こ

と
は
、
か
え
っ
て
楽
で
は
な
い
。
安
楽
の
た
め
に
安
楽
を
求
め
る
こ

と
は
、「
求
め
る
」
行
為
自
体
が
好
き
嫌
い
の
感
情
の
表
れ
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
本
然
の
心
そ
の
ま
ま
に
従
え
ば
、
必
ず
安
楽
を
得
ら

れ
る
。
こ
こ
で
岡
山
の「
自
然
安
楽
」に
対
す
る
主
張
は
老
子
の「
自

然
無
為
」
と
同
じ
で
あ
り
、
本
然
境
界
へ
至
る
た
め
に
あ
え
て
何
か

す
る
必
要
は
な
い
。

次
に
、
安
楽
を
失
っ
た
原
因
に
つ
い
て
も
、
岡
山
は
藤
樹
の
「
意
」

が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
苦
し
み
が
生
ま
れ
て
い
た
と
い
う
思
想
を
直

接
継
承
し
て
い
る
。
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心
之
発
タ
ル
ヲ
意
ト
云
。
意
ニ
善
悪
ア
リ
。26

　
　

 
万
欲
皆
生
レ
意
。敢
レ
勿
信
二
意
念
一
。意
念
者
心
ノ
倚
処
ナ
レ
ハ
、

本
来
我
心
の
自
然
に
非
す
さ
れ
ハ
、
諸
欲
ハ
皆
習
也
。
と
先
師

の
発
明
、
親
切
希
代
な
る
事
に
御
座
候
。27

　
　

 

吾
人
意
念
ハ
本
心
之
外
ニ
別
ニ
有
も
の
と
惑
ふ
意
思
有
り
。
元

来
本
心
之
外
意
念
ハ
な
き
も
の
な
り
。
い
か
ゝ
と
な
れ
は
、
聖

人
ハ
毋
レ
意
と
い
へ
り
。
然
れ
は
人
ニ
聖
凡
一
体
の
良
知
な

（
あ
）
り
。
只
本
心
を
以
意
念
と
云
。
此
倚
を
格
し
去
て
良
知

之
本
体
に
も
と
る
而
已
。28

　
　

 

孔
望
の
聖
た
る
所
は
意
必
固
我
の
四
つ
の
物
な
き
故
也
。
此
四

ツ
の
物
は
皆
習
な
り
。
故
に
大
明
に
至
り
て
諸
儒
者
な
ら
ひ
を

以
て
病
と
す
。
藤
樹
先
生
も
又
是
に
従
て
、
下
胎
以
来
見
聞
の

入
所
意
識
の
染
所
総
て
是
を
習
と
云
発
明
見
得
す
へ
し
。29

　

意
を
論
じ
る
際
、
岡
山
は
藤
樹
の
意
の
主
張
に
何
度
も
言
及
し
て

い
る
。
心
が
寄
り
か
か
っ
て
い
る
既
発
状
態
は
意
で
あ
り
、
意
が
存

在
す
る
と
惑
い
と
欲
望
が
生
ま
れ
る
の
で
、
意
も
善
悪
の
根
源
で
あ

る
。
意
は
本
心
の
中
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
後
天
的
に
習
得
し

た
も
の
で
、
そ
の
よ
う
な
後
天
的
な
「
習
」
を
ま
と
め
る
と
、
孔
子

が
主
張
し
た
「
意
必
固
我
」
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
修
養
工
夫
を
か

け
て
「
意
必
固
我
」
の
惑
い
を
取
り
除
い
て
こ
そ
、
本
然
の
心
に
戻

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

岡
山
は
特
に
、「
意
念
」
と
「
良
知
」
の
区
別
を
強
調
し
た
。

　
　

 

併
意
知
之
両
路
と
申
候
へ
は
、
早
言
句
に
泥
、
初
学
之
時
難
レ

弁
候
。
心
之
苦
と
楽
と
の
二
ツ
之
事
に
候
。
外
義
は
楽
む
様
に

候
得
共
、
一
念
之
意
念
御
さ
候
得
は
、
実
に
心
上
に
お
ゐ
て
は

安
堵
無
レ
之
物
に
而
候
、
又
外
義
困
難
之
様
に
候
而
も
、
仰
て

天
に
不
レ
恥
俯
て
人
に
不
レ
恥
毛
頭
煩
事
な
く
候
へ
は
、
心
上

に
お
い
て
は
大
安
楽
に
候
。
此
苦
楽
は
弁
安
事
に
候
得
共
、
心

を
し
つ
め
体
認
せ
さ
れ
は
、
苦
に
居
て
苦
を
し
ら
す
楽
に
居
て

楽
を
不
レ
知
、
吾
人
一
生
涯
い
な
も
の
に
て
候
。
人
間
［
の
］

急
務
、
此
弁
の
み
。30

　
　

 

只
吾
人
意
知
ノ
両
路
不
分
明
故
、
種
々
タ
ゝ
リ
有
レ
之
事
ニ
テ

御
座
候
。
此
両
路
不
レ
分
卜
キ
ハ
諸
論
共
ニ
皆
意
念
ニ
培
ニ
テ

候
。31

　

意
念
と
良
知
の
違
い
は
、
初
学
の
時
に
は
区
別
し
に
く
い
。
し
か

し
岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
心
の
苦
し
み
は
意
で
あ
り
、
楽
が
良
知
で
あ

る
。
外
か
ら
見
れ
ば
安
楽
だ
と
し
て
も
、
意
念
の
楽
で
あ
る
な
ら
ば

心
は
実
の
と
こ
ろ
本
当
の
安
楽
で
は
な
い
。
逆
に
、
外
か
ら
見
れ
ば

苦
難
で
あ
っ
て
も
良
知
の
楽
で
あ
る
な
ら
ば
、
心
に
は
何
の
悩
み
も

存
在
せ
ず
、
こ
の
時
こ
そ
本
当
の
安
楽
で
あ
る
。
岡
山
は
、
苦
痛
と
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安
楽
を
通
じ
て
意
念
と
良
知
の
区
別
を
把
握
す
る
こ
と
が
よ
り
簡
単

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
意
念
と
良
知
の
違
い
を
弁
別
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
本
当
の
安
楽
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
逆
に
弁
別
を
つ
け

な
け
れ
ば
、
す
べ
て
意
念
の
楽
、
短
い
外
在
的
な
楽
し
か
得
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
岡
山
は
人
に
と
っ
て
、
意
念
と
良
知
を
弁
別
す

る
こ
と
、
あ
る
い
は
意
念
の
楽
と
良
知
の
楽
を
弁
別
す
る
こ
と
が
、

最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

藤
樹
は
、
人
の
安
楽
を
失
っ
た
病
根
は
意
に
あ
る
と
し
た
が
、
岡

山
は
さ
ら
に
こ
の
病
根
を
よ
り
細
か
く
議
論
し
た
。

　
　

 

今
身
不
レ
安
心
不
レ
楽
ハ
何
故
ソ
ト
見
ル
ニ
、
日
本
ニ
テ
ハ
神

代
ヨ
リ
以
来
（
上
）
世
上
様
々
ノ
習
ノ
是
非
ニ
シ
バ
ラ
レ
候
故
、

身
モ
不
レ
安
、
又
心
モ
自
由
ナ
ラ
ス
、
苦
痛
仕
歟
ト
存
候
。
能

心
眼
ヲ
見
開
テ
見
ル
時
ハ
、
昔
ヨ
リ
今
ニ
至
迄
世
上
ノ
是
非
皆

分
ケ
モ
ナ
キ
事
多
御
座
候
。
其
是
非
ヲ
不
レ
知
故
、
第
一
世
間

ム
ツ
カ
シ
ク
ヲ
ヂ
ヲ
ソ
ル
ゝ
事
、
是
一
ノ
病
ニ
テ
候
。
扨
又
意

念
ヲ
信
シ
天
道
ヲ
欺
ク
事
、
是
又
二
ツ
ノ
病
ニ
テ
候
。
何
事
モ

人
ニ
マ
サ
ラ
ン
ト
思
フ
ニ
テ
、
自
ラ
高
ブ
リ
、
当
下
ノ
身
心
実

ス
ル
故
、
則
仁
義
礼
智
信
ノ
五
常
ヲ
亡
ス
事
、
是
一
（
三
）
ツ

ノ
病
ニ
テ
候
。
右
ニ
申
候
、
世
間
ヲ
ヲ
ヂ
ヲ
ソ
ル
ゝ
事
能
辨
ヘ

テ
、
人
ノ
惑
モ
吾
カ
迷
モ
コ
ヲ
（
サ
）
カ
シ
ク
思
程
ナ
レ
ハ
、

自
心
安
ク
覚
ユ
ル
モ
ノ
ニ
テ
候
。32

　

岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
人
が
心
身
と
も
に
安
楽
で
な
い
の
は
、
世
の

中
の
様
々
な
習
わ
し
の
是
非
に
縛
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
縛
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
体
は
安
ら
か
で
は
な
く
、
心
は
不
自
由
で
、
苦
痛

が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
に
と
っ
て
安
楽
を
失
う
病
因
は

三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
人
が
心
を
目
と
し
て
外
の
世
界
を
見
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
に
外
的
な
も
の
の
中
に
滞
留
し
、
是
非
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
世
の
中
で

最
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
人
が
意
を
信
じ
て
天
道

を
欺
く
こ
と
に
あ
る
。
三
つ
目
は
、
人
が
自
分
を
高
く
見
積
も
り
、

何
事
も
自
分
が
人
よ
り
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て
、
仁
義
礼
智
信
の
五

常
を
失
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
人
が
こ
の
三
つ
の
病
因
の
所
在
を
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
工
夫
を
養
い
、
本
心
の
安
楽
に
戻
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
岡
山
が
明
ら
か
に
し
た
こ
の
三

つ
の
病
因
は
本
質
的
に
は
藤
樹
の
意
念
で
あ
り
、
よ
り
細
か
い
区
別

を
通
じ
て
、
人
々
に
意
念
と
良
知
を
弁
別
す
る
重
要
性
を
説
い
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。

　

続
い
て
、
意
を
取
り
除
い
て
本
然
の
心
に
戻
る
方
法
は
、
必
ず
修

養
の
工
夫
に
あ
る
。

　
　

 
藤
樹
先
生
曰
、
先
ツ
止
ト
中
ト
ノ
二
言
ヲ
筌
蹄
ト
シ
、
我
カ
心

之
本
体
ヲ
慎
思
明
辨
シ
、
常
ニ
是
用
テ
主
人
公
ト
定
メ
、
無
日
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用
工
程
事
ノ
時
ハ
、
此
ノ
天
則
ヲ
用
テ
意
念
之
伏
蔵
ヲ
捜
尋
退

治
シ
テ
、
担
蕩
々
之
体
段
ニ
帰
リ
、
有
事
之
時
ハ
、
此
天
則
ヲ

用
テ
境
ニ
引
レ
テ
発
見
ス
ル
意
念
ヲ
省
察
克
治
シ
テ
、
鑑
空
衡

平
之
体
段
ニ
帰
リ
、
有
事
無
事
、
意
念
ヲ
省
察
克
治
シ
テ
、
本

体
ヲ
存
養
、
常
々
中
和
ニ
不
レ
離
、
格
致
（
物
）
之
要
領
ト
ス
。

　
　

 

私
云
、
右
藤
樹
先
師
ノ
日
用
工
程
ト
云
。
岡
山
子
常
ニ
門
人
ニ

教
ル
ニ
是
ヲ
以
テ
ス
。
故
ニ
此
教
録
ニ
編
入
ス
。33

　

岡
山
は
明
明
德
、
誠
意
、
致
良
知
な
ど
の
工
夫
条
目
に
お
い
て
、

藤
樹
の
思
想
を
継
承
し
、
そ
し
て
意
に
対
す
る
省
察
、
本
体
の
存
養

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
修
養
工
夫
に
つ
い
て
、
岡
山
は
藤
樹

の
考
え
に
対
し
て
そ
れ
以
上
発
展
し
て
い
な
い
た
め
、
本
文
で
は
こ

れ
以
上
言
及
し
な
い
。

　

前
の
論
述
に
よ
っ
て
、
岡
山
は
藤
樹
安
楽
論
の
理
論
的
枠
組
み
を

継
承
し
て
お
り
、
安
楽
と
は
何
か
、
な
ぜ
安
楽
が
な
く
な
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
本
心
の
安
楽
に
戻
る
の
か
と
い
う
三
つ
の
問
い
に

対
す
る
答
え
に
つ
い
て
、
藤
樹
と
の
大
き
な
違
い
は
な
い
。
そ
し
て

安
楽
を
学
問
の
目
的
と
す
る
こ
と
や
、「
君
子
の
楽
」
と
「
凡
情
の
楽
」

を
区
別
す
る
こ
と
な
ど
、
安
楽
の
性
質
の
定
義
に
つ
い
て
も
藤
樹
の

主
張
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
楽
論
の
基
本
構
成
に

お
い
て
、
岡
山
は
藤
樹
思
想
の
継
承
を
よ
く
実
現
し
て
い
る
と
い
え

る
。

　

で
は
、
岡
山
の
藤
樹
安
楽
論
の
発
展
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

三
、
岡
山
の
藤
樹
安
楽
論
の
発
展

　

先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
岡
山
の
学
問
の
日
常
性
は
彼

の
重
要
な
思
想
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
岡
山
が
日
常
性
を
重
視
す

る
か
ら
こ
そ
、
藤
樹
安
楽
論
に
対
す
る
発
展
が
促
進
さ
れ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
で
は
、
ま
ず
岡
山

の
安
楽
思
想
の
日
常
性
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
こ
の
日
常
性
に
基
づ

き
岡
山
の
工
夫
論
の
革
新
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

1
、
岡
山
の
生
涯
安
堵

　

世
の
中
で
聖
人
君
子
と
な
れ
る
者
は
少
な
く
、
普
通
の
凡
人
は
必

ず
外
的
な
凡
情
に
苦
し
む
こ
と
と
な
り
、
安
楽
を
失
っ
て
し
ま
う
。

岡
山
は
常
に
凡
情
を
見
分
け
て
本
心
に
戻
り
、
君
子
の
楽
を
成
し
遂

げ
る
よ
う
に
教
え
て
き
た
が
、
凡
人
が
凡
情
に
よ
る
悩
み
を
ど
の
よ

う
に
解
消
す
る
か
に
つ
い
て
の
議
論
も
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
な
い
。

で
は
、日
常
生
活
に
お
い
て
普
通
の
凡
人
が
直
面
す
る
悩
み
の
中
で
、

岡
山
が
最
も
重
要
な
問
題
と
考
え
る
も
の
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

 

世
人
も
学
者
も
急
務
に
い
と
ひ
去
て
安
身
立
命
之
地
に
脚
根
を
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立
定
る
事
幸
な
る
へ
し
。
大
学
に
所
謂
能
慮
の
二
字
に
心
眼
を

付
へ
し
。34

　
　

 
或
間
云
、
学
問
何
ノ
タ
メ
ニ
相
励
候
哉
。
答
、
一
生
涯
安
堵
ノ

タ
メ
ト
存
候
。35

　
　

 

生
涯
ノ
コ
ト
、
猶
行
末
無
二
覚
束
一
ト
テ
、
当
下
ノ
安
堵
ヲ
得

サ
ル
事
、
人
為
ノ
通
病
也
。36

　

岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
学
者
と
凡
人
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
、
最
も
重

要
な
の
は
自
分
の
身
を
落
ち
着
け
る
こ
と
と
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を

見
つ
け
生
涯
安
堵
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
一
部

分
で
す
で
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
生
涯
安
堵
」
に
さ
ら

に
注
目
し
、
よ
り
詳
し
く
説
明
し
た
い
。

　

生
涯
安
堵
は
本
質
的
に
は
人
の
安
楽
境
界
を
指
し
て
い
る
が
、「
安

堵
」
と
「
安
楽
」
の
違
い
は
岡
山
と
藤
樹
の
注
目
点
の
違
い
を
表
し

て
い
る
。
藤
樹
の
い
わ
ゆ
る
「
安
楽
」
は
儒
家
の
「
孔
顔
楽
処
」
か

ら
受
け
継
が
れ
、
最
高
の
人
生
境
界
を
指
す
。
そ
し
て
、
こ
の
境
界

に
達
し
て
こ
そ
真
楽
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
岡
山

が
主
張
す
る
凡
情
の
常
の
楽
は
、
い
わ
ゆ
る
孟
子
の
「
生
於
憂
患
死

於
安
楽
」37

に
お
け
る
「
安
楽
」、
す
な
わ
ち
生
活
の
中
の
物
欲
を
楽

し
む
こ
と
の
楽
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、藤
樹
が
強
調
す
る「
安
楽
」は
、

人
生
の
最
高
境
界
へ
の
追
求
で
あ
る
一
方
で
、
岡
山
の
「
安
堵
」
は

境
界
で
は
な
く
、
状
態
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
。
言
い
換
え
れ

ば
、「
安
堵
」
と
は
、
気
が
か
り
な
こ
と
が
除
か
れ
、
心
配
が
な
く

安
心
す
る
状
態
を
指
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な「
安
堵
」の
状
態
も「
安

楽
」よ
り
も
日
常
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
日
常
生
活
の
中
で
、

人
々
は
悩
み
続
け
て
き
た
こ
と
を
解
決
し
た
と
き
「
安
堵
」
を
感
じ

る
と
言
う
が
、「
安
楽
」
を
得
て
い
る
と
言
う
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
お
い
て
、
藤
樹
が
強
調
す
る
境
界
と
し
て
の
「
安
楽
」
は
、

岡
山
が
主
張
す
る
「
安
堵
」
よ
り
も
高
い
水
準
に
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、「
安
堵
」
は
一
つ
の
状
態
と
し
て
、「
安
楽
」
よ
り
も
日
常
的

な
存
在
で
あ
る
。「
安
楽
」
境
界
に
達
す
る
と
、
必
然
的
に
「
安
堵
」

を
感
じ
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
に
「
安
堵
」
を
感
じ
る
と
き
は
必
ず

し
も
「
安
楽
」
境
界
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
藤
樹
が
強
調
し
て
い
る
の
は
「
心
の
安
楽
」
で
あ
り
、

こ
こ
で
の
「
心
」
自
体
は
究
極
的
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
触
れ
る
こ

と
も
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
思
想
的
な
存
在
で
あ
り
、
文
字
論
述
を

通
じ
て
し
か
把
握
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
岡
山
が
主
張
す

る
「
生
涯
安
堵
」
は
、「
生
涯
」
と
は
人
が
生
き
て
い
る
一
生
を
指
し
、

さ
ら
に
狭
義
的
な
意
味
で
は
、
あ
る
こ
と
に
関
係
し
た
一
期
間
を
指

す
。
例
え
ば
あ
る
任
務
、
あ
る
仕
事
、
い
ず
れ
も
「
生
涯
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
「
生
涯
」
は
人
々
が
日
々
実
践
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
体
を
通
じ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
藤
樹
の
「
心
の
安
楽
」
は
よ
り
心
を
通
じ
て
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
、
現
実
に
具
象
的
な
境
界
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
方
、
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岡
山
の
「
生
涯
安
堵
」
は
身
体
を
通
じ
て
把
握
で
き
、
生
活
で
実
践

で
き
る
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
岡
山
思
想
の
日
常
性
が
明
ら

か
に
で
き
る
。

　
　

 

問
曰
、
安
堵
イ
カ
様
ニ
心
得
候
哉
。
答
、
吾
人
ノ
心
中
ニ
可
名

ナ
キ
位
有
。
是
ヲ
自
得
仕
而
已
。38

　
　

 

不
レ
珍
事
ニ
候
へ
共
、
吾
人
旧
染
之
全
放
下
シ
テ
大
安
堵
ノ
位

ヲ
見
付
候
テ
、
是
脚
ヲ
立
定
候
様
ノ
手
段
、
専
一
二
候
。39

　

岡
山
に
よ
れ
ば
、
安
堵
は
人
の
心
の
中
で
名
付
け
て
は
な
ら
な
い

位
で
あ
り
、
人
々
は
自
ら
の
悟
り
を
通
じ
て
自
得
す
る
し
か
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
「
自
得
」
の
安
堵
は
統
一
性
が
な
く
、
こ
れ
は
人
々

の
願
い
が
異
な
る
た
め
、
一
人
一
人
の
生
涯
安
堵
の
内
容
が
異
な
る

た
め
で
あ
る
。
岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
生
涯
安
堵
の
内
容
は
人
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
す
べ
て
の
旧
習
を
捨
て
去
る
「
大
安
堵
」
の
位
に
至

れ
ば
、
身
を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
大
安
堵
」
は
す
な
わ

ち
最
高
の
安
楽
境
界
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
岡
山
の
「
生
涯
安
堵
」
が
よ

り
日
常
的
で
、
日
常
の
中
の
凡
情
の
願
い
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
の
主
張
が
外
在
的
、
形
而
下
的
、
世
俗
的

な
意
味
で
の
議
論
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。岡
山
の「
安

堵
」
の
思
想
の
核
は
、
ま
さ
に
藤
樹
の
「
安
楽
」
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、岡
山
は
「
生
涯
安
堵
」
を
利
用
し
て
藤
樹
の
「
心
の
安
楽
」

を
凡
人
に
理
解
し
に
く
い
最
高
の
境
界
か
ら
人
々
と
密
接
な
日
常
に

引
き
戻
し
、「
生
涯
安
堵
」
の
階
段
を
作
る
こ
と
で
凡
人
に
も
「
心

の
安
楽
」
を
把
握
す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
心

の
安
楽
」
へ
戻
る
工
夫
は
「
生
涯
安
堵
」
を
得
る
工
夫
と
同
じ
で
あ

り
、
明
明
德
、
誠
意
、
格
物
致
知
な
ど
で
あ
る
。

　

生
涯
安
堵
は
最
も
重
要
な
問
題
と
し
て
、
日
常
生
活
の
他
の
す
べ

て
の
悩
み
が
含
ま
れ
て
い
る
。
岡
山
に
よ
る
と
、
死
生
問
題
や
順
逆

の
境
へ
の
直
面
、
お
よ
び
人
と
の
付
き
合
い
な
ど
か
ら
生
じ
る
感
情

な
ど
の
悩
み
に
つ
い
て
の
議
論
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
一
般
の

凡
人
が
直
面
す
る
最
も
普
遍
的
な
困
惑
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に

よ
り
、
本
文
で
は
こ
れ
以
上
詳
し
く
検
討
し
な
い
。
お
お
よ
そ
の
概

要
を
述
べ
る
と
、
外
在
境
界
と
体
に
対
す
る
超
越
を
実
現
し
、
永
遠

存
在
の
良
知
を
認
識
す
る
こ
と
を
実
現
で
き
れ
ば
、最
高
の
大
安
堵
、

つ
ま
り
安
楽
境
界
を
実
現
で
き
る
と
岡
山
は
主
張
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
こ
の
よ
う
な
日
常
性
に
基
づ
く
と
、
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
通
じ
て
良
知
を
認
識
す
る
こ
と
を
実
現
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

良
知
に
つ
い
て
、
岡
山
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　
　

 
師
曰
、
良
知
ノ
位
誰
モ
合
点
成
安
候
。（
中
略
）
故
ニ
動
モ
ス

レ
ハ
外
ニ
求
内
ニ
守
テ
、
同
シ
様
ニ
ノ
ミ
受
用
ス
ル
ニ
因
テ
、

良
知
日
新
ノ
位
ヲ
不
レ
知
。（
中
略
）
故
ニ
此
日
新
ノ
位
ノ
手
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ニ
入
ル
ト
キ
ハ
良
知
見
得
ナ
リ
。40

　

岡
山
に
よ
れ
ば
、
人
が
外
的
に
安
楽
を
求
め
て
い
る
内
は
良
知
日

新
の
位
を
知
ら
ず
、
日
新
の
位
に
入
っ
た
と
き
に
良
知
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
で
「
日
新
」
の
位
を
強
調
す
る
こ
と
に
、
岡
山
の

藤
樹
思
想
か
ら
の
発
展
が
あ
る
。
で
は
、
岡
山
が
主
張
す
る
日
新
と

は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

2
、
日
新
工
夫

　
「
日
新
」
と
は
、『
大
学
』
の
「
苟
日
新
、
日
日
新
、
又
日
新
」41

に

由
来
す
る
。
あ
る
一
日
に
古
い
も
の
を
取
り
除
き
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
毎
日
更
新
を
続
け
、
更
新
後
も
絶
え
ず
更
新
を
続
け
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
儒
学
で
は
常
に
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
、
反
省

と
修
養
を
通
じ
て
、
自
身
を
毎
日
進
歩
し
続
け
る
状
態
に
保
つ
こ
と

を
説
い
て
い
る
。
藤
樹
も
「
日
新
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
　

 

然
誠
能
一
日
有
以
滌
其
舊
染
之
汚
而
自
新
。
則
當
因
其
既
新
者

而
日
日
新
之
。
又
日
新
之
。
不
可
略
有
間
斷
也
。42

　
　

苟
日
新
。
日
日
新
。
又
日
新
。
此
之
謂
致
知
。43

　

藤
樹
は
「
日
新
」
の
文
を
引
用
し
て
、
絶
え
ず
工
夫
を
行
う
こ
と

の
重
要
性
を
説
明
し
、
更
新
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
つ
ま
り

「
致
知
」
と
な
る
と
す
る
。
藤
樹
に
よ
る
「
日
新
」
の
解
説
は
少
な

い
が
、
岡
山
に
と
っ
て
の
日
新
は
、
工
夫
を
重
ね
、
心
を
更
新
し
続

け
る
と
い
う
単
純
な
意
味
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
岡

山
の
「
日
新
」
と
は
何
か
、「
日
新
」
の
後
は
ど
う
な
る
の
か
、
及

び
「
日
新
」
に
戻
る
た
め
の
工
夫
と
い
う
三
つ
の
側
面
を
分
析
し
、

安
楽
論
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
究
明
し
た
い
。

（
1
）「
日
新
」
と
は

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
岡
山
は
ど
の
よ
う
に
「
日
新
」
を
定
義
す
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
　

 

只
人
の
心
は
天
地
の
心
に
し
て
、
毎
日
毎
夜
［
は
］
同
し
様
な

れ
と
も
、
移
り
か
わ
り
て
新
成
ル
も
の
な
れ
は
毎
日
［
毎
夜
］

新
な
り
。44

　
　

 

先
生
曰
、
人
ノ
心
ハ
同
シ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。（
中
略
）

伏
義
氏
ヨ
リ
以
来
、
四
時
之
運
行
、
昼
夜
之
天
気
、
一
日
モ
同

シ
ヤ
ウ
ナ
ル
ハ
ナ
キ
道
理
地
。45

　
　

 

先
生
曰
、
人
ノ
心
ハ
元
来
日
新
ニ
シ
テ
、
昨
日
ノ
心
［
ハ
］
今

日
ノ
心
ニ
ア
ラ
ス
。長
川
ノ
流
レ
ハ
イ
ツ
モ
水
ハ
水
ナ
レ
ト
モ
、

往
ク
水
ハ
カ
ヱ
ラ
ス
来
ル
水
ハ
止
ラ
サ
ル
カ
如
シ
。46

　

岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
本
然
の
心
は
活
発
な
流
動
で
あ
る
た
め
、「
日
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新
」
は
心
が
も
と
も
と
備
え
た
基
本
的
な
性
質
の
一
つ
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
人
の
心
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
絶
え
ず
更
新
さ
れ

て
い
る
。
心
が
こ
の
よ
う
な
性
質
を
備
え
て
い
る
理
由
は
、
人
の
心

が
天
心
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
天
心
は
触
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
最
高
の
存
在
で
は
あ
る
が
、
天
地
自
然
の
運
行
を
通
じ
て
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
昔
か
ら
今
ま
で
、
一
年
の
中
で
の
四
季
の

移
り
変
わ
り
、
昼
夜
や
天
気
の
変
化
は
毎
日
違
っ
て
い
て
、
自
然
は

日
新
の
天
道
を
受
け
継
い
で
動
い
て
い
る
。
同
様
に
、
人
の
心
に
も

必
ず
運
行
の
道
が
あ
る
と
言
う
。
岡
山
は
川
の
例
を
利
用
し
て
説
明

し
て
い
る
。
毎
日
川
は
ま
だ
そ
の
川
で
、
心
は
ま
だ
心
で
あ
る
が
、

川
の
中
の
水
と
心
の
思
考
は
絶
え
間
な
く
変
わ
る
。
こ
の
例
は
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
（H

ērakleitos

）
の
理
論

と
偶
然
に
も
一
致
し
、
彼
が
最
も
有
名
な
の
は
「
誰
も
同
じ
川
に
二

度
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
（N

o m
an ever steps in the sam

e 
river tw

ice

）」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
万
物
の
変
化
は
止

ま
ず
、
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
、
あ
る
い
は
世
界

で
唯
一
変
わ
ら
な
い
の
は
変
化
そ
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
古

来
の
哲
学
者
は
自
然
の
変
化
を
通
じ
て
究
極
的
な
理
解
を
行
っ
て
き

た
が
、
岡
山
も
例
外
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
岡
山
は
人
の
心
が
毎
日
異
な
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
人
の
心
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
人
の
心
の
独
特
な
所
在
を
指

摘
し
て
い
る
。

　
　

 

タ
ト
へ
ハ
ー
木
ノ
枝
葉
多
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
是
ヲ
合
セ
見
ハ
、

其
形
象
同
シ
ヤ
ウ
ナ
ル
ハ
有
マ
シ
。
天
地
開
闢
以
来
、
毎
日
ノ

天
気
陰
陽
風
雨
同
シ
様
ナ
ル
ハ
ー
日
モ
ナ
キ
道
理
也
。其
如
ク
、

人
ノ
心
ハ
時
々
刻
々
新
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。47

　
　

 

八
百
万
濱
の
砂
は
数
限
り
な
し
と
雖
、
手
に
取
見
れ
は
か
な
ら

ず
ひ
と
し
き
は
あ
ら
じ
。
枝
繁
き
常
盤
木
の
葉
も
、
是
を
な
ら

へ
見
ハ
葉
も
か
ハ
る
へ
し
。
天
地
運
行
四
時
の
変
化
よ
り
は
し

め
て
、
千
草
万
木
み
な
う
つ
り
替
り
候
事
、
自
然
の
天
機
に
候
。

人
の
性
は
活
物
な
れ
は
、
流
水
の
昼
夜
を
不
レ
舎
こ
と
く
、
独

往
独
来
活
発
々
地
の
変
動
、
是
則
至
誠
無
息
の
天
理
に
候
。48

　

岡
山
は
ま
ず
、
世
界
中
の
砂
と
木
の
葉
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と

に
喩
え
て
、
一
人
一
人
の
心
も
異
な
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
次

に
、
毎
日
の
天
気
の
変
化
や
毎
年
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
、
植
物
の

成
長
と
い
っ
た
自
然
の
運
行
の
例
を
用
い
て
、
人
の
心
も
ま
た
自
然

と
同
じ
よ
う
に
天
道
に
従
い
、
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
説
明

す
る
。
人
の
心
の
活
発
な
周
行
変
動
は
、
至
誠
の
天
理
が
心
に
あ
る

こ
と
を
体
現
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
外
的
な
自
然
が
絶
え
ず
更
新

す
る
こ
と
が
天
道
の
現
れ
で
あ
る
よ
う
に
、
内
的
に
人
の
心
の
中
に

天
道
が
現
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
ま
さ
に
日
新
で
あ
る
。
一
人
一
人
の

心
は
異
な
る
と
同
時
に
、
毎
日
の
心
も
異
な
る
。
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し
か
し
、
日
新
は
生
ま
れ
な
が
ら
本
心
に
備
え
た
性
質
と
し
て
、

ず
っ
と
持
つ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
日
新
を
失
う

原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

 

君
子
ノ
日
新
ト
イ
ヘ
ル
位
ハ
至
テ
精
密
也
。
人
ノ
本
心
元
来
日

新
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
意
必
ノ
惑
ヒ
ラ
以
テ
其
妙
用
ヲ
填
塞

ス
ル
也
。
譬
ハ
灯
ノ
光
ノ
如
シ
。
終
夜
カ
ゝ
ヤ
ケ
ト
モ
本
ノ
光

リ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
見
テ
得
心
ス
ヘ
シ
。
只
珎
ラ
カ
ナ
リ
ト
計

ハ
逸
楽
ニ
マ
キ
ラ
ハ
シ
。
逸
楽
モ
移
リ
替
リ
、
珍
ラ
カ
ナ
ル
事

ア
リ
テ
、
他
事
ヲ
忘
レ
楽
ム
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
必
ス
変
シ
テ
苦
シ

ミ
ト
ナ
ル
。
故
ニ
楽
ニ
似
テ
実
ハ
楽
ミ
ニ
非
ス
。49

　
　

 

岡
師
云
、
満
目
雲
山
皆
日
新
ニ
候
。
心
を
付
見
候
得
ハ
、
日
々

新
ニ
御
座
候
。
人
而
已
習
心
習
気
固
滞
し
て
日
新
を
し
ら
す
。

大
方
死
物
を
も
て
は
や
し
候
。灯
な
と
ハ
活
物
故
、油
さ
へ
そ
ゝ

き
候
へ
は
、
宵
よ
り
暁
ま
て
も
光
か
ハ
ら
す
。
所
謂
活
物
故
、

紙
燭
な
と
に
て
其
火
を
幾
所
へ
も
取
候
事
あ
れ
と
も
尽
る
事
な

し
。50

　

安
楽
を
失
う
原
因
と
同
じ
よ
う
に
、
日
新
を
失
う
原
因
も
意
に
あ

る
。「
意
必
固
我
」
と
い
う
惑
が
存
在
す
れ
ば
、
人
は
習
慣
に
従
っ

て
外
物
に
囚
わ
れ
、
本
心
に
戻
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
本
心
か

ら
物
事
を
見
る
と
、
日
新
の
性
質
に
従
っ
て
人
の
心
も
自
然
に
絶
え

ず
変
わ
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
常
に
光
っ
て
い
る
ろ
う
そ
く

に
目
を
向
け
て
も
、
刻
々
と
光
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
し

か
し
、
心
を
通
じ
て
ろ
う
そ
く
を
観
察
し
て
い
る
人
だ
け
が
こ
の
よ

う
な
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
外
物
に
囚
わ
れ
て

い
る
人
に
は
、
ろ
う
そ
く
の
光
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
本
然
の
心
を
通
じ
て
外
物
に
直
面
す
る
時
、
す
べ
て

は
活
発
で
流
動
的
な
「
活
物
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
活
物
」
は

永
久
性
を
持
つ
。
逆
に
、
外
物
に
囚
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
物

を
通
じ
て
外
物
を
見
て
、
外
物
の
絶
え
ず
変
化
す
る
性
質
を
無
視
す

る
こ
と
で
あ
り
、こ
の
時
注
目
し
た
も
の
は
一
時
的
な
存
在
で
あ
り
、

天
地
の
中
の
一
瞬
で
あ
り
、
実
際
に
は
「
死
物
」
の
存
在
で
あ
る
。

　

岡
山
は
珍
し
い
も
の
の
例
を
通
じ
て
、
外
物
に
囚
わ
れ
て
い
る
と

き
の
苦
し
み
を
説
明
し
て
い
る
。
岡
山
に
よ
る
と
、
人
々
が
珍
し
い

も
の
を
求
め
る
と
き
、
そ
の
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
物
事
の
変
化
を
無
視
し
て
い
る
の
で
、
今

見
て
い
る
楽
は
実
の
と
こ
ろ
本
当
の
楽
で
は
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
新
の
位
は
生
ま
れ
な
が
ら
備
え
た
本
然
の

心
の
性
質
と
し
て
、
岡
山
が
非
常
に
重
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
、
も
し
日
新
を
常
に
保
つ
こ
と
が

で
き
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
2
）
日
新
の
結
果
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ま
ず
、
本
心
が
日
新
の
位
に
い
れ
ば
外
物
に
囚
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。

　
　

 

日
新
ノ
位
ハ
変
動
周
流
ニ
シ
テ
、
物
ニ
ナ
ツ
ミ
滞
ル
事
ナ
シ
。

其
印
証
ニ
ハ
、
生
ヲ
好
ミ
死
ヲ
悪
ム
ハ
人
情
ノ
常
也
。
然
ト
モ

死
ス
ヘ
キ
義
ニ
ア
タ
ツ
テ
ハ
、
生
ヲ
悪
ミ
死
ヲ
好
ム
ト
モ
云
ヘ

キ
ヤ
。
万
ツ
ノ
道
理
皆
如
レ
此
。51

　

岡
山
に
よ
る
と
、
人
の
死
生
問
題
に
対
す
る
考
え
が
一
つ
の
証
明

と
な
る
。
凡
情
か
ら
み
れ
ば
、人
間
は
大
抵
生
を
好
み
死
を
嫌
う
が
、

大
義
に
直
面
す
る
と
、
生
で
は
な
く
死
を
選
ぶ
こ
と
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
新
の
位
に
い
て
死
生
の
問
題
に
直
面
す
る

時
、執
着
せ
ず
に
死
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
に
、

本
心
の
中
の
天
道
の
永
遠
さ
と
外
物
の
短
い
こ
と
を
認
識
し
、
つ
ま

り
外
物
に
囚
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
最
も
良
い
証
明
で
あ
る
。

　

次
に
、
日
新
の
位
に
あ
る
と
き
は
立
志
、
す
な
わ
ち
志
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
、
何
事
に
対
し
て
も
積
極
的
な
気
構
え
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
。

　
　

 

師
云
、
志
ヲ
タ
テ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
先
日
用
ノ
心
上
新
ナ
ル
位
ヲ

能
可
レ
試
矣
。
聖
人
ノ
学
ハ
道
理
適
中
シ
テ
、
人
極
ノ
大
本
、

一
日
モ
ナ
ク
テ
ハ
不
レ
立
儀
ナ
レ
ハ
、
誰
人
モ
共
道
理
［
ニ
］

心
服
シ
尊
信
セ
ス
ト
云
事
ナ
シ
。
然
レ
ト
モ
道
理
ヲ
尊
信
ノ
意

思
日
ヲ
経
テ
フ
ル
サ
ル
ニ
ヨ
リ
、
体
認
ノ
功
イ
サ
ミ
ナ
ク
成
レ

リ
。（
中
略
）
只
心
上
ヲ
ー
洗
シ
テ
常
ニ
日
新
之
功
ア
ラ
ハ
、

则
立
志
ノ
基
本
タ
ル
へ
シ
。52

　
　

 

只
我
心
ノ
新
ナ
ル
位
ヲ
能
ク
試
ミ
給
フ
へ
シ
。
心
サ
へ
新
ナ
レ

ハ
、
自
ラ
凡
情
ノ
迷
モ
サ
メ
ヤ
ス
ク
、
常
ニ
人
ヲ
親
ム
心
有
テ
、

ナ
ニ
カ
ニ
ツ
キ
テ
イ
サ
マ
シ
キ
者
ニ
テ
候
。
若
此
新
ナ
ル
位
ナ

ク
、
吾
心
フ
ル
サ
レ
ヌ
レ
ハ
、
道
ニ
志
ス
事
モ
勇
ミ
ナ
ク
ナ
レ

リ
。（
中
略
）
只
心
ヲ
ー
洗
ト
テ
、
ア
カ
ツ
ケ
ル
絹
ヲ
清
水
以

テ
洗
カ
如
ク
、
ア
タ
ラ
シ
ク
シ
テ
、
吾
ニ
具
リ
タ
ル
明
徳
ノ
明

ナ
ル
処
ヲ
尊
ム
時
ハ
、
毎
日
受
用
勇
有
へ
シ
。
是
則
志
ヲ
立
ル

ノ
本
ナ
ル
ヘ
シ
。53

　
　

 

故
ニ
此
日
新
ノ
位
ノ
手
ニ
入
ル
ト
キ
ハ
良
知
見
得
ナ
リ
。54

　
　

 

此
分
別
に
日
新
の
位
あ
る
時
は
、
天
地
と
其
徳
を
合
せ
、
日
月

と
其
明
を
合
す
。55

　

岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
志
を
立
て
た
い
な
ら
、
日
新
の
位
に
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
聖
人
の
学
問
は
人
に
尊
信
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
聖
人
の
文
字
に
こ
だ
わ
っ
て
自
分
の
新
し
い
理
解
と
新
し
い
認

識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
必
ず
退
屈
に
な
っ
て
興
味
と
勉

強
の
活
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。
岡
山
の
い
う
「
勇
ま
し
い
」
と
は
、

活
気
に
満
ち
た
積
極
的
な
気
構
え
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
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「
勇
ま
し
い
」
こ
と
は
岡
山
か
ら
見
る
と
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
日
新
の
位
を
維
持
し
て
こ
そ
、
退
屈
な
ど
の
凡
情
に
よ
る
迷
い

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
、
人
を
親
し
む
心
を
持
ち
、
積
極
的
な

気
構
え
で
聖
人
の
学
を
絶
え
ず
体
得
し
、
自
分
の
学
識
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
新
の
位
に
は
、
汚
れ
た
絹
を
洗

う
よ
う
に
毎
日
活
力
を
保
ち
、
明
明
德
や
致
良
知
の
工
夫
に
あ
た
る

と
い
っ
た
、
志
を
立
て
る
こ
と
の
本
質
が
あ
る
。

　
　

 

人
心
方
寸
ノ
間
ニ
新
ナ
ル
位
ナ
ク
テ
、
種
々
ノ
念
慮
ニ
サ
ヘ
ラ

ル
ゝ
ト
キ
ハ
、
イ
カ
ン
カ
快
活
ナ
ラ
ン
。
コ
ノ
快
活
ナ
ラ
サ
ル

心
ヲ
以
テ
、
大
道
ノ
志
ヲ
立
テ
ン
事
寔
（
実
）
ニ
難
キ
事
ナ
ル

ヘ
シ
。56

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
人
は
日
新
の
位
を
失
え
ば
、
心
は
様
々
な
意

念
に
遮
ら
れ
、
心
の
安
楽
を
失
い
、
さ
ら
に
聖
人
の
道
を
志
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
逆
に
、
日
新
の
位
を
保
ち
、
外
物
に
囚
わ
れ
ず
、

常
に
明
明
德
や
致
良
知
の
工
夫
を
も
っ
て
養
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

最
高
の
安
楽
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
岡
山
に
よ
る

と
日
新
の
位
に
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
の
は
、
本
心
の
安
楽

境
界
に
戻
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

 

新
に
さ
へ
あ
れ
は
毎
日
い
さ
み
て
、
順
境
は
不
レ
及
レ
申
、
逆

境
も
苦
痛
と
な
ら
さ
る
事
、
則
天
地
の
毎
日
に
て
得
心
す
へ

し
。57 

　
　

 

日
新
之
位
ハ
常
ニ
シ
テ
、
不
レ
易
故
ニ
行
ト
シ
テ
楽
土
ニ
非
ス

ト
云
事
ナ
シ
。（
中
略
）
日
新
ノ
位
ヲ
能
ク
納
得
ス
レ
ハ
、
現

世
ニ
ハ
生
楽
ヲ
ウ
ケ
、
当
来
必
ス
天
ニ
生
ス
。58

　
　

 

あ
ら
た
な
る
心
の
則
ニ
随
ひ
て
、
無
上
無
量
の
楽
し
み
に
、
至

り
い
た
り
て
常
住
の
、（
中
略
）
聖
人
君
子
と
云
な
か
ら
、
我

も
同
し
き
心
に
て
、
心
ハ
つ
ゆ
も
た
か
わ
ぬ
を
、
苦
し
み
の
身

と
な
る
も
、
心
に
そ
む
く
ゆ
へ
な
れ
や
。59

　
　

 

近
日
ハ
日
新
ト
申
事
、
別
テ
意
味
有
レ
之
様
ニ
被
レ
存
候
。
吾

輩
共
昔
日
存
候
日
新
ハ
、
縦
ハ
鏡
ヲ
磨
候
ニ
、
昨
日
ト
キ
ミ
カ

キ
今
日
モ
其
通
、
又
明
日
モ
取
出
シ
ミ
カ
キ
候
様
ニ
心
得
候
。

イ
カ
ニ
能
事
ニ
テ
モ
同
事
ヲ
カ
ヤ
ウ
ニ
勤
候
テ
ハ
退
屈
成
儀
ニ

候
。
今
存
候
日
新
ハ
、
日
々
ニ
心
珍
敷
成
物
ノ
ア
ヤ
分
テ
楽
敷

候
故
、
日
新
ニ
自
楽
ミ
自
物
ノ
ア
ヤ
ワ
カ
リ
万
事
安
堵
ニ
候
へ

ハ
、
心
フ
ル
サ
ル
ゝ
事
モ
ナ
ク
、
苟
ニ
（
モ
）
日
新
ケ
様
ニ
ナ

リ
テ
ハ
不
レ
叶
道
理
ト
被
レ
存
候
。60

　

岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
順
境
も
逆
境
も
心
の
寄
り
か
か
り
が
あ
る
か

ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
新
の
位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
順
境
か
逆
境
か
を
問
う
こ
と
が
な
く
、
外
的
に
よ
っ
て
苦
し
く

な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
本
然
の
心
が
安
楽
境
界
に
あ
る
こ
と
と
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同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
新
が
で
き
れ
ば
、
毎
日
更
新
さ
れ
る
と

同
時
に
本
然
の
安
楽
に
戻
る
こ
と
が
で
き
、
日
新
は
更
新
で
あ
り
な

が
ら
本
来
の
心
へ
の
回
帰
で
あ
り
、
本
然
の
安
楽
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
日
新
の
位
に
い
る
と
、
心
は
常
に
無
上
無
量
の
安
楽
境
界
に
い

る
し
、
ど
こ
に
い
て
も
苦
痛
を
感
じ
な
い
。
こ
の
時
の
心
も
聖
人
君

子
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
体
が
苦
し
く
て
も
、
心
に
裏
切

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
岡
山
は
日
新
の
位
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
行
動

で
日
新
を
実
践
し
て
い
る
。「
日
新
」と
い
う
概
念
の
議
論
に
対
し
て
、

岡
山
は
か
つ
て
弟
子
た
ち
に
鏡
を
使
っ
た
例
え
を
出
し
て
い
た
。
心

を
鏡
に
例
え
、
毎
日
鏡
を
磨
く
の
が
日
新
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
岡

山
は
よ
く
考
え
た
後
、
こ
の
例
え
は
妥
当
で
は
な
い
と
反
省
し
た
。

毎
日
鏡
を
磨
く
こ
と
ば
か
り
で
、
確
か
に
鏡
は
毎
日
新
し
い
状
態
を

保
っ
て
い
る
が
、
磨
く
た
め
に
磨
く
こ
と
は
、
こ
の
仕
事
を
つ
ま
ら

な
く
さ
せ
、
日
新
の
本
質
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
岡
山
は
改

め
て
日
新
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
岡
山
が
今
理
解
す
る

日
新
は
、
心
の
中
の
大
切
な
も
の
を
毎
日
大
切
に
し
、
楽
を
手
に
入

れ
る
こ
と
だ
。
岡
山
か
ら
み
れ
ば
、
日
新
の
中
で
自
分
自
身
が
楽
し

み
、
何
事
に
対
し
て
も
安
心
で
き
れ
ば
、
心
が
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
毎
日
鏡
を
磨
い
て
清
潔
さ
だ
け
を
求
め
る

よ
う
に
日
新
ば
か
り
を
追
求
し
て
い
る
の
で
は
、
逆
に
日
新
は
達
成

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
岡
山
の
こ
の
よ
う
な
日
新
の
性
格
に
対

し
て
、柴
田
氏
は
、岡
山
の
人
物
像
を
「
自
己
の
良
知
に
よ
り
て
日
々

時
々
刻
々
に
新
し
き
志
を
立
て
新
し
き
行
を
な
し
、
新
し
き
位
を
得

る
に
努
力
し
、
生
々
活
動
し
て
自
彊
息
ま
ざ
る
生
涯
で
自
ら
持
す
る

こ
と
儉
素
に
し
て
嚴
格
、
他
を
待
つ
て
と
同
情
あ
り
て
寬
容
で
あ
っ

た
61

」
と
評
価
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
新
の
中
で
安
楽
を
求
め
、

日
新
を
経
た
後
に
安
楽
を
得
る
こ
と
を
、
岡
山
は
主
張
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

た
し
か
に
岡
山
は
藤
樹
の
弟
子
と
し
て
、
明
明
德
、
誠
意
、
格
物

致
知
な
ど
の
修
養
工
夫
を
非
常
に
重
視
し
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
工
夫

が
安
楽
境
界
へ
直
接
帰
る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
一
方
、「
日

新
」
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
心
が
持
つ
性
質
を
新
た
な
観
点
か
ら
述

べ
、
新
た
な
安
楽
へ
の
帰
路
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
岡
山
の
解
釈
す
る
「
日
新
」
と
は
、
本
心
の
性
質
で
あ
る
と
同

時
に
修
養
の
工
夫
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
先
人
の
教
え
に

固
執
せ
ず
、
岡
山
自
身
に
も
新
た
な
解
釈
が
あ
る
こ
と
は
、
彼
自
身

の
「
日
新
」
へ
の
実
践
と
も
言
え
る
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
意
の
た
め
日
新
の
位
を
失
う
可
能
性
が

存
在
し
て
い
る
た
め
、
修
養
工
夫
で
日
新
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
藤
樹
が
強
調
し
た
明
明
德
や
致
良
知
な
ど
の
工
夫
の
ほ
か
、
岡

山
は
「
取
廻
し
」
と
い
う
工
夫
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
日
新
」

と
「
取
廻
し
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん

ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
次
の
部
分
で
は
先
行
研
究
が
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見
落
と
し
て
い
る
点
を
補
足
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
3
）
日
新
と
取
廻
し

　
「
取
廻
し
」
の
意
味
を
ま
ず
確
認
す
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に

よ
れ
ば
、「
取
り
廻
す
」
で
は
、「
①
ま
わ
り
を
か
こ
む
、
と
り
ま
く

②
手
に
と
っ
て
ま
わ
す
、ひ
ね
く
り
ま
わ
す
③
ほ
ど
よ
く
と
り
な
す
、

う
ま
く
処
置
す
る
、
ま
た
、
と
り
そ
ろ
え
る
」
と
い
う
三
つ
の
意
味

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
岡
山
の
「
取
廻
し
」
は
①
と
②
の
意
味

を
含
ん
で
い
る
一
方
、
最
も
合
致
す
る
の
は
③
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

外
的
な
境
遇
を
う
ま
く
処
置
す
る
こ
と
で
、
本
心
に
戻
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
文
で
論
じ
た
よ
う
に
、
岡
山
は
心
の

「
活
発
周
流
」
の
運
動
を
強
調
す
る
た
め
、
取
廻
し
と
い
う
工
夫
は

絶
え
ず
運
動
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

で
は
、
取
廻
し
に
対
し
て
岡
山
は
ど
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　
　

 

取
廻
に
、
得
方
へ
取
廻
す
へ
か
ら
す
。
取
廻
し
の
主
意
ハ
正
し

き
に
帰
ら
ん
た
め
な
り
。
則
致
良
知
の
取
廻
し
な
り
。
滞
ハ
意

念
地
。
取
廻
し
ハ
滞
を
取
廻
し
、ほ
か
ら
か
に
な
ら
ん
た
め
也
。

識
知
に
て
取
廻
す
時
は
、
底
清
せ
す
。
其
時
ハ
先
當
下
之
心
の

位
ハ
如
何
と
思
ひ
返
し
取
廻
す
へ
し
。62

　

取
廻
し
と
は
、
正
し
い
道
に
戻
る
こ
と
、
つ
ま
り
致
良
知
の
工
夫

に
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
外
物
の
中
に
囚
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
意

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
に
囚
わ
れ
て
い
た

心
を
本
然
の
心
の
位
置
に
戻
す
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
、
日
新
の
位

置
に
戻
す
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
し
、「
得
方
」
も
「
識
知
」
も
後

天
的
に
学
習
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
取
廻
し
の
中
で
も

そ
の
よ
う
な
後
天
的
な
習
の
中
で
行
う
取
廻
し
だ
け
は
、
本
質
的
に

正
し
い
も
の
で
は
な
い
。
取
廻
し
は
致
良
知
の
取
廻
し
で
あ
る
。
し

か
し
、
取
廻
し
は
本
然
の
心
に
直
接
戻
る
工
夫
で
は
な
く
、
学
者
を

工
夫
に
戻
す
手
段
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ま
ず
意
か
ら
明
明
徳

や
致
良
知
な
ど
の
正
し
い
工
夫
の
道
に
戻
り
、
致
良
知
な
ど
の
工
夫

を
通
じ
て
本
来
の
心
の
位
置
に
戻
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
廻
し
は
本

然
の
心
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
明
明
德
、
诚
意
、
致
良
知
な
ど

の
工
夫
の
よ
う
に
直
接
安
楽
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
、
取
廻
し
は
ま
さ
に
日
常
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

 

取
廻
し
と
云
事
ハ
、
性
を
養
ん
た
め
な
り
。
今
日
取
廻
し
な
く

て
、
受
用
な
る
へ
か
ら
す
。
食
す
る
時
は
［
其
］
ひ
ま
に
し
て

物
を
思
ひ
、道
行
時
は［
共
］ひ
ま
に
し
て
物
を
お
も
ひ
、［
ま
た
］

人
と
た
い
し
て
［
其
言
を
聞
］、
と
う
［
も
］
な
き
事
［
と
お

も
ふ
心
も
］
あ
［
り
た
］
る
時
は
［
そ
こ
を
］
養
ひ
て
（
性
の

所
と
お
も
ひ
）、陰
あ
る
時
は（
れ
は
）陽
あ
ら
ん
と
思
ふ（
ひ
）。
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［
何
か
事
の
］む
つ
か
し
き
事（
も
の
に
）あ［
い
た
］る
時
は
、

［
そ
こ
を
我
が
］
功
［
夫
を
練
る
］
の
た
め
と
お
も
ふ
も
（
な

ど
）、［
皆
］
是
［
の
］
取
廻
し
也
。63

　

岡
山
に
よ
れ
ば
、
取
廻
し
と
は
、
日
常
生
活
の
衣
食
住
の
中
で
外

的
境
遇
に
縛
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
り
、
常
に
本
心
を
保
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
本
心
に
戻
る
こ
と
で
性

を
養
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
性
を
養
う
と
は
、
外
的
な
事
物
の
た
め

苦
痛
を
感
じ
ず
、心
は
常
に
本
心
の
自
然
の
中
に
保
つ
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
取
廻
し
は
外
的
な
日
常
境
遇
か
ら
本
然
の
日
新
の
位
に
戻

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
取
廻
し
と
日
新
の
関
係
に
つ
い
て
岡

山
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 

吾
人
之
心
平
生
自
由
自
在
に
取
廻
し
、
如
何
様
に
成
共
用
さ
へ

候
へ
は
、
日
々
に
新
な
る
手
段
出
来
仕
者
か
と
存
候
。64

　
　

 

ー
、
先
生
曰
、
人
ノ
心
ハ
同
シ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
心

相
快
活
ナ
ル
時
ア
リ
。
勇
ム
時
ア
リ
。
不
レ
勇
時
ア
ル
ト
。
色
々

病
ア
ル
ト
キ
ア
リ
。ナ
キ
時
ア
リ
。其
色
々
病
ノ
ア
ル
ニ
貧（
頓
）

着
セ
ス
、
当
下
［
ニ
］
取
廻
シ
テ
、
新
シ
ク
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
す
へ

シ
。
伏
義
氏
ヨ
リ
以
来
、
四
時
之
運
行
、
昼
夜
之
天
気
、
一
日

モ
同
シ
ヤ
ウ
ナ
ル
ハ
ナ
キ
道
理
也
。65

　

岡
山
に
よ
る
と
、
取
廻
し
は
日
新
の
工
夫
で
あ
り
、
取
廻
し
が
で

き
れ
ば
日
新
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日

新
と
は
本
然
状
態
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
つ
の
工
夫
で
も
あ
る
。
取

廻
し
に
対
し
て
、
日
新
は
本
然
の
心
の
一
つ
の
状
態
と
し
て
、
そ
し

て
取
廻
し
は
外
的
な
境
遇
か
ら
日
新
に
戻
る
工
夫
で
あ
る
。一
方
で
、

安
楽
境
界
に
対
し
て
、
日
新
は
一
つ
の
工
夫
で
あ
り
、
絶
え
ず
更
新

す
る
こ
と
を
通
じ
て
最
高
な
安
楽
に
至
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
廻
し

は
岡
山
日
新
説
の
一
部
分
と
し
て
存
在
す
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
取
廻
し
と
日

新
は
ど
ち
ら
も
安
楽
の
た
め
の
工
夫
と
し
て
い
る
が
、
区
別
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
区
別
は
、

彼
ら
の
存
在
す
る
位
置
が
異

な
る
こ
と
に
あ
る
。
日
新
は

工
夫
と
し
て
も
状
態
と
し
て

も
、
常
に
本
心
の
中
に
あ

り
、
内
的
な
更
新
を
通
じ
て

外
的
な
境
遇
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
取
廻
し

は
外
的
な
境
遇
か
ら
本
心
に

戻
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
た

め
、
取
廻
し
の
工
夫
は
必
ず

外
的
な
境
遇
に
存
在
し
て
い

日新と取廻しの関係図
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る
。
も
し
日
新
と
取
廻
し
の
位
置
の
区
別
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
必
然

的
に
問
題
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
日
新
は
内
か
ら
外
へ
の
工
夫
で
あ

り
、
取
廻
し
は
外
か
ら
内
へ
の
工
夫
で
あ
り
、
両
者
の
区
別
が
な
い

と
工
夫
の
方
向
が
全
く
逆
で
あ
る
よ
う
に
見
え
、
矛
盾
を
感
じ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
取
廻
し
は
必
ず
日
常
生
活
に
お
け
る
工
夫
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
日
新
と
は
方
向
が
全
く
逆
の
工
夫
で
あ
っ
て
も
、
整

合
性
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
岡
山
思
想
の

日
常
性
は
日
新
と
取
廻
し
の
間
に
生
じ
る
矛
盾
性
を
解
消
し
、
全
く

逆
方
向
の
二
つ
の
工
夫
を
融
合
さ
せ
て
一
つ
に
し
、
合
理
性
を
持
た

せ
、
最
終
的
に
心
の
安
楽
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
岡
山
が
取
廻
し
と
い
う
言
葉
を
提
出
し
た
の
は
、

ま
さ
に
岡
山
が
日
常
性
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。

岡
山
は
取
廻
し
を
工
夫
と
し
て
日
常
の
中
に
置
き
、
内
在
的
な
本
心

と
外
在
的
な
境
遇
を
一
つ
に
つ
な
げ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、心
は
日
々

更
新
さ
れ
て
外
的
な
境
遇
に
直
面
し
、
外
的
な
境
遇
の
中
に
は
意
が

存
在
す
る
た
め
、
取
廻
し
を
通
じ
て
日
新
の
位
に
戻
る
。
こ
の
よ
う

に
循
環
し
て
相
互
に
転
換
す
れ
ば
、
明
明
德
と
致
良
知
な
ど
工
夫
の

道
が
外
れ
ず
、最
終
的
に
最
高
の
安
楽
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
新
と
取
廻
し
の
関
係
も
、
岡
山
に
お
け
る
日
常
性
の
重
要
さ
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

以
上
の
論
述
の
よ
う
に
、
岡
山
の
日
新
は
本
心
の
生
ま
れ
つ
き
の

性
質
で
あ
る
。
自
然
の
変
化
は
天
道
に
沿
っ
て
運
行
さ
れ
て
い
る
た

め
、
内
在
し
て
人
の
心
に
入
る
な
ら
人
の
心
も
絶
え
ず
変
化
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ま
た
意
の
存
在
に
よ
っ
て
、
外
的
の
物
事
に
人
が
囚

わ
れ
、
日
新
の
位
を
失
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
は
取
廻
し
で
工
夫

修
養
の
正
し
い
道
に
戻
り
、
最
終
的
に
は
安
楽
境
界
に
戻
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
し
日
新
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
心
は
積
極
的
な
気

構
え
に
満
ち
て
、
志
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
し
て
明
明
德
や

致
良
知
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
日
新
が
最
も
重
要
な
の
は
、
ど
ん
な

外
的
な
境
遇
に
あ
っ
て
も
心
の
安
楽
を
保
つ
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換

え
れ
ば
、
日
新
を
保
つ
こ
と
は
実
は
心
の
安
楽
境
界
の
中
に
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
新
説
は
岡
山
の
安
楽
論
に
お
い
て
、
独

創
的
な
意
義
を
持
つ
。
さ
ら
に
、「
日
新
」
と
「
取
廻
し
」
の
関
係

の
弁
別
も
、
先
行
研
究
の
補
足
と
し
て
、
本
論
が
持
つ
意
義
の
一
つ

で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
文
は
岡
山
の
安
楽
思
想
を
中
心
に
、
岡
山
の
安
楽
論
が
藤
樹
安

楽
論
に
対
し
て
何
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
を

通
じ
て
、
岡
山
安
楽
論
の
特
質
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
岡

山
を
代
表
と
す
る
社
会
に
お
け
る
藤
樹
安
楽
思
想
の
受
容
を
示
し

た
。

　

ま
ず
継
承
に
つ
い
て
、
岡
山
は
藤
樹
安
楽
論
の
理
論
的
枠
組
み
を
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継
承
し
、安
楽
は
心
の
中
に
存
在
す
る
最
高
的
な
境
界
で
あ
る
こ
と
、

意
が
生
じ
る
た
め
安
楽
を
失
い
、
修
養
工
夫
を
経
て
こ
そ
戻
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、発
展
と
革
新
に
つ
い
て
、

岡
山
の
安
楽
思
想
に
お
け
る
日
常
性
の
重
要
性
と
「
日
新
」
に
対
す

る
強
調
は
、
最
も
独
特
な
思
想
革
新
の
一
部
で
あ
る
。
岡
山
に
は
、

日
新
の
位
は
心
の
本
然
状
態
で
あ
り
、
日
新
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
安
楽
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
も
岡
山
の
思

想
的
特
徴
で
あ
る
。

　

藤
樹
の
安
楽
境
界
、
明
明
德
、
誠
意
、
格
物
致
知
な
ど
の
工
夫
に

対
す
る
主
張
は
、
聖
人
君
子
だ
け
が
本
当
に
悟
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
世
の
中
の
凡
人
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
形
而
上
的
な
理
論

は
理
解
し
難
く
、
さ
ら
に
実
践
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
岡
山
は
藤

樹
安
楽
論
の
理
論
的
枠
組
み
を
継
承
し
な
が
ら
、
藤
樹
が
主
張
す
る

理
解
し
難
い
理
論
的
内
容
を
日
常
生
活
に
引
き
戻
し
、
日
常
生
活
に

お
け
る
悩
み
の
解
決
を
通
じ
て
、
凡
人
へ
安
楽
境
界
に
達
す
る
機
会

を
与
え
る
と
い
う
目
的
を
実
現
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
岡
山
に
よ

る
生
涯
安
堵
な
ど
の
主
張
は
、
藤
樹
の
安
楽
思
想
を
本
質
と
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
日
常
の
言
葉
で
表
現
し
、
形
而
下
的
、
実
践
的
、
人
が

実
感
を
持
っ
て
理
解
で
き
る
議
論
へ
と
噛
み
砕
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

形
而
上
的
、
理
論
的
、
人
が
触
れ
ら
れ
な
い
最
高
の
境
界
へ
登
る
た

め
の
階
段
を
築
い
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
岡
山
の
営
為
は
、
藤

樹
の
高
遠
な
思
想
内
容
を
日
常
化
し
、
藤
樹
の
安
楽
論
の
さ
ら
な
る

拡
大
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

岡
山
の
安
楽
思
想
は
、
藤
樹
思
想
を
継
承
し
つ
つ
、「
日
新
」
や

「
取
廻
し
」
な
ど
の
概
念
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
独
自

性
を
形
成
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
岡
山
の
安
楽
思
想
の
探
求
は
、
岡

山
の
全
体
的
な
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
補
足
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藤

樹
思
想
が
社
会
に
与
え
た
影
響
と
受
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
も
繋

が
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
岡
山
安
楽
思
想
に
対
す
る
解
明
は
、
藤
樹

学
派
の
安
楽
論
を
補
足
す
る
う
え
で
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

　

で
は
、
藤
樹
学
派
は
江
戸
初
期
の
思
想
界
に
お
け
る
重
要
な
一
部

で
あ
る
が
、
そ
の
安
楽
論
は
江
戸
時
代
の
安
楽
論
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
儒
教
に
お
け
る
重
要
な
命
題
で
あ
る

「
楽
」
の
思
想
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
他
の
思
想
家
に
よ
っ
て
も

議
論
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
、
本
論
は
藤
樹

学
派
の
安
楽
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
視
野
を
広
げ
て
江
戸
時
代
の
さ
ま

ざ
ま
な
思
想
家
に
よ
る
「
楽
」
の
探
求
を
通
じ
、
江
戸
時
代
に
お
け

る
儒
教
の
「
楽
」
思
想
の
受
容
を
観
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、儒
教
の
「
楽
」
の
思
想
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に
広
ま
っ

た
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
だ
ろ
う
。
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『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
下
、
三
九
七
頁

22 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
下
、
四
一
〇
頁



110

研究　東洋

23 
『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
七
、 

二
四
三
頁

24 
『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

四
八
頁

25 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
七
、 

二
四
六
頁

26 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
四
、 

一
五
六
頁

27 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
六
、 

二
〇
九
頁

28 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
七
、 

二
二
九
頁

29 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

三
一
頁

30 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
三
、 

九
七
頁

31 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
上
、
三
〇
二
頁

32 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
中
、
三
七
〇
頁

33 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
五
、 

一
六
九
頁

34 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

一
九
頁

35 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
中
、
三
五
〇
頁

36 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
下
、
三
七
三
頁

37 

『
孟
子
・
告
子
下
』
現
代
語
訳
：
憂
難
の
中
に
生
き
て
あ
り
、
安
楽
の

中
に
死
ん
で
あ
る

38 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
中
、
三
五
〇
頁

39 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
上
、
三
三
二
頁

40 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
二
、 

七
三
頁

41 

『
大
学
』　

現
代
語
訳
：
苟
に
日
に
新
た
に
、
日
日
に
新
た
に
、
又
日

に
新
た
な
れ
。（
金
谷
治
『
大
学
・
中
庸
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）

42 

中
江
藤
樹　
『
古
本
大
學
全
解
』、『
藤
樹
先
生
全
集
』（
第
二
冊
）、

五
二
〇
頁
。
現
代
語
訳
：
も
し
本
当
に
一
日
の
中
で
旧
習
が
染
め
た

汚
れ
を
洗
い
落
と
し
て
自
分
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

す
で
に
更
新
し
た
部
分
に
頼
っ
て
、
毎
日
自
分
を
更
新
し
て
、
絶
え

ず
自
分
を
更
新
し
て
、
少
し
も
途
切
れ
て
は
い
け
な
い
。

43 

中
江
藤
樹　
『
經
解
・
格
物
致
知
』、『
藤
樹
先
生
全
集
』（
第
一
冊
）、

九
頁
。
現
代
語
訳
：「
苟
日
新
、
日
日
新
、
又
日
新
」
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
致
知
」
で
あ
る
。

44 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

一
五
頁

45 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
二
、 

五
二
頁

46 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
二
、 

六
八
頁

47 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
二
、 

七
三
頁

48 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
五
、 

一
六
九
頁

49 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
追
加
、
二
五
一
頁

50 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
追
加
、
二
五
四
頁

51 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
追
加
、
二
五
一
頁

52 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
四
、 

一
三
五
頁

53 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
下
、
三
八
〇
頁

54 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
二
、 

七
三
頁

55 
『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

二
七
頁

56 
『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
四
、 

一
三
五
頁

57 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

一
五
頁

58 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
追
加
、
二
五
一
頁
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59 
『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
追
加
、
二
六
二
頁

60 
『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
書
簡
中
、
三
六
七
頁

61 
柴
田
甚
五
郎
「
藤
樹
学
者
淵
岡
山
と
其
学
派
、
学
説
の
研
究
」、『
帝

国
学
士
院
紀
事
』
二
―
三
、 

一
九
四
三
年
、
一
一
七
頁

62 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
七
、 

二
三
八
頁

63 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

四
〇
頁

64 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
三
、 

八
一
頁

65 

『
岡
山
先
生
示
教
録
』、
岡
山
先
生
示
教
録
卷
之
一
、 

五
二
頁



112

研究　東洋

核
の
先
制
不
使
用
の
平
和
経
済
学
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
～
池
田
大
作
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
緊
急
提
言
を
中
心
と
し
て
～

■
研
究
ノ
ー
ト
Ⅰ
■

〈
要
旨
〉

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
は
じ
ま
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
二
年
十
か
月
以
上
続

い
て
い
る
（
二
四
年
十
二
月
現
在
）
が
、
い
ま
だ
終
わ
り
が
見
え
ず

そ
れ
ど
こ
ろ
か
世
界
を
分
断
す
る
新
冷
戦
と
呼
ば
れ
る
様
相
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
核
兵
器
の
使
用
可
能
性
に
つ
い
て
ロ

シ
ア
は
二
四
年
十
一
月
に
核
ド
ク
ト
リ
ン
を
改
定
し
、
核
兵
器
の
先

制
使
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、新
た
な
核
に
よ
る
威
嚇
を
開
始
し
た
。

こ
の
よ
う
に
核
使
用
の
リ
ス
ク
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
る
中
、
核

軍
縮
・
不
拡
散
に
向
け
て
希
望
と
な
り
う
る
の
は
、
池
田
大
作
Ｓ
Ｇ

Ｉ
（
創
価
学
会
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
会
長
に
よ
る
三
度
に
わ
た
る

核
の
先
制
不
使
用
の
誓
約
の
緊
急
提
言
で
あ
る
。
こ
の
研
究
ノ
ー
ト

は
、
こ
の
核
の
先
制
不
使
用
の
誓
約
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
系
譜
と

そ
の
議
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
平
和
経
済
学
の
視
点
か
ら
、
ゲ
ー
ム
理

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
　
河
　
合
　
　
　
伸

論
に
よ
る
国
際
協
定
の
遵
守
問
題
に
条
件
付
き
徳
因
子
を
導
入
し
た

遵
守
ゲ
ー
ム
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
徳
因
子
が
一
定
以
上
の
場
合
に

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
が
協
調
の
失
敗
ゲ
ー
ム
と
な
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、第
三
者
か
ら
の
継
続
し
た
呼
び
か
け
が
、

両
国
（
首
脳
）
の
徳
因
子
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、
合
意
形

成
に
向
け
て
の
ジ
レ
ン
マ
か
ら
脱
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
り

う
る
こ
と
を
理
論
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

核
の
先
制
不
使
用
、
遵
守
ゲ
ー
ム
、
徳
因
子
、
協
調
の
失
敗

一
．
核
の
先
制
不
使
用
の
提
言

　

ま
ず
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
侵
攻
以
降
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ

会
長
に
よ
る
緊
急
提
言
が
三
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
一
度
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目
が
二
〇
二
二
年
八
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡
散
条
約
）
再
検
討

会
議
を
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で
（
池
田
大
作, 2022.7

）、
以
下
の
三

つ
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

一
、  
二
二
年
一
月
の
共
同
声
明
に
つ
い
て
核
兵
器
国
の
五
カ
国
が

今
後
も
遵
守
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
六
条
の
核
軍

縮
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
、
直
ち
に
核
兵
器

の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
措
置
を
進
め
る
こ
と
。

　

一
、 

そ
の
最
優
先
の
課
題
と
し
て
、「
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
」

の
原
則
に
つ
い
て
、
核
兵
器
国
の
五
カ
国
が
速
や
か
に
明
確

な
誓
約
を
行
う
こ
と
。

　

一
、 

共
同
声
明
に
掲
げ
ら
れ
た
〝
互
い
の
国
を
核
兵
器
の
標
的
と

せ
ず
、
他
の
い
か
な
る
国
も
標
的
に
し
て
い
な
い
〟
と
の
方

針
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
、
先
制
不
使
用
の
原
則
に

関
し
、
す
べ
て
の
核
保
有
国
や
核
依
存
国
の
安
全
保
障
政
策

と
し
て
普
遍
化
を
目
指
す
こ
と
。

　

こ
こ
で
二
二
年
一
月
の
共
同
声
明
と
は
、
核
兵
器
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の
首
脳
に
よ
る
「
核

戦
争
の
防
止
と
軍
拡
競
争
の
回
避
に
関
す
る
共
同
声
明
」の
こ
と
で
、

そ
こ
で
は
「
核
戦
争
に
勝
者
は
な
く
、決
し
て
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
の
精
神
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（X

inhua N
ew

s, 2022

）。

　

次
に
二
度
目
と
な
る
二
三
年
一
月
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
核
問

題
に
関
す
る
緊
急
提
言
」（
池
田
大
作, 2023.1

）
で
は
、
核
の
先
制

不
使
用
の
誓
約
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　
「
核
使
用
の
自
制
に
関
す
る
核
保
有
の
責
任
に
つ
い
て
、
核

攻
撃
を
互
い
に
行
う
核
戦
争
を
防
止
す
る
た
め
の
共
同
声
明
だ

け
で
は
、
核
兵
器
の
使
用
の
恐
れ
は
い
つ
ま
で
も
拭
え
な
い
。

こ
の
残
さ
れ
た
難
題
を
解
消
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、

「
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
」
の
誓
約
で
あ
る
。「
核
兵
器
の
先

制
不
使
用
」
の
誓
約
は
、
現
状
の
核
保
有
数
を
当
面
維
持
し
た

ま
ま
で
も
踏
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
政
策
で
あ
り
、
核
兵
器
の

脅
威
が
す
ぐ
に
消
え
去
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
核
保
有

国
の
間
で
誓
約
が
確
立
す
れ
ば
、「
互
い
の
恐
怖
心
」
を
取
り

除
く
突
破
口
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、〝
核

抑
止
を
前
提
と
し
た
核
兵
器
の
絶
え
ざ
る
増
強
〟
で
は
な
く
、

〝
惨
劇
を
防
止
す
る
た
め
の
核
軍
縮
〟
へ
と
、
世
界
全
体
の
方

向
性
を
変
え
る
転
轍
機
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
（
筆
者
要

約
）」

　

そ
し
て
、
三
度
目
が
同
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
に
向
け
て
の
提
言
で
あ
る
（
池
田
大
作, 2023.4

）。
こ
こ
で
は
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
両
輪
と
も
い
う
べ
き
Ｎ

Ｐ
Ｔ
と
核
兵
器
禁
止
条
約
を
つ
な
ぎ
、力
強
く
回
転
さ
せ
る
〝
車
軸
〟

と
な
り
う
る
も
の
が
、
核
の
先
制
不
使
用
の
誓
約
で
あ
る
」
と
し
、

「
世
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
は
じ
め
、
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議

（IPPN
W

）
を
母
体
に
し
て
発
足
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
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国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
な
ど
と
連
帯
し
な
が
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
締
結
と
普
遍
化
の
た
め
に
行
動
し
て
き
た
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
し
て
も
、
喫

緊
の
課
題
と
し
て
「
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
」
の
確
立
を
後
押
し
し
、

市
民
社
会
の
側
か
ら
時
代
変
革
の
波
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
」
と
市

民
社
会
の
連
帯
を
後
継
世
代
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
度
に
わ
た
る
提
言
の
中
で
常
に
呼
び

か
け
て
き
た
の
が
、
核
の
先
制
不
使
用
の
誓
約
で
あ
る
。
そ
の
淵
源

に
つ
い
て
は
、
一
九
五
七
年
の
戸
田
城
聖
創
価
学
会
第
二
代
会
長
の

「
原
水
爆
禁
止
宣
言
」
を
胸
に
一
九
七
五
年
一
月
二
六
日
の
Ｓ
Ｇ
Ｉ

結
成
の
年
、
五
つ
の
核
兵
器
国
を
す
べ
て
訪
れ
て
、
各
国
の
要
人

や
識
者
と
の
間
で
世
界
平
和
を
巡
る
対
話
を
重
ね
た
後
、
同
年
十
一

月
九
日
に
広
島
で
行
わ
れ
た
講
演
の
中
の
次
の
一
節
に
求
め
ら
れ
る

（
池
田
大
作, 2010

）。

　
　

  

「（
前
略
）
ま
ず
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、「
い
か
な
る
核
保

有
国
も
自
ら
先
に
核
を
使
用
し
な
い
こ
と
」「
非
核
保
有
国
に

対
し
て
は
、
未
来
に
わ
た
っ
て
、
絶
対
に
核
を
投
下
し
な
い
こ

と
」
を
決
議
し
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
土
台
を
築
く
べ
き
で
あ
る

（
後
略
）」

　

こ
の
時
代
は
一
九
七
〇
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
発
効
し
た
も
の
の
、
厳
し

い
東
西
冷
戦
下
、核
軍
拡
競
争
が
激
化
す
る
中
で
の
提
言
で
あ
っ
た
。

次
に
、核
の
先
制
不
使
用
に
つ
い
て
、パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
の
ロ
ー

ト
ブ
ラ
ッ
ド
博
士
は
、
一
九
九
五
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
時
の

講
演
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ

ト, 1995

）。

　
　

  

「（
前
略
）
あ
ら
ゆ
る
軍
事
紛
争
と
平
和
に
対
す
る
脅
威
は
、

現
在
の
核
兵
器
国
の
間
で
起
こ
る
紛
争
を
除
い
て
、
通
常
兵
器

の
使
用
に
よ
っ
て
対
処
し
う
る
、と
。
こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、

核
兵
器
の
唯
一
の
機
能
は
、
そ
れ
が
存
在
す
る
間
、
核
攻
撃
を

抑
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
全
て
の
核
兵
器
国
は
直
ち
に
こ
の
こ

と
を
認
め
、
決
し
て
核
兵
器
を
最
初
に
使
用
し
な
い
と
条
約
の

形
で
宣
言
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
へ
至

る
、
漸
進
的
、
相
互
的
な
核
軍
縮
削
減
へ
の
道
を
開
く
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
道
を
開
く
で
あ
ろ

う
。
こ
の
条
約
は
普
遍
的
で
、
核
兵
器
の
所
有
を
全
て
の
禁
止

す
る
も
の
で
あ
る
。（
後
略
）」

　

こ
の
後
、
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
博
士
も
委
員
に
名
を
連
ね
る
キ
ャ
ン

ベ
ラ
委
員
会
は
一
九
九
六
年
八
月
一
四
日
に
提
出
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ベ

ラ
委
員
会
報
告
書
の
中
で
、
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
「
直
ち
に
取
る

べ
き
段
階
」
と
し
て
六
つ
の
段
階
を
示
し
た
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
委
員
会, 

1996

）。
そ
の
最
後
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
核
兵
器
保
有
国
間
に
お

け
る
相
互
の
核
兵
器
先
制
使
用
放
棄
と
、
非
核
保
有
国
に
対
す
る
核

兵
器
使
用
禁
止
の
同
意
」に
つ
い
て
、二
〇
〇
五
年
に
行
わ
れ
た
ロ
ー

ト
ブ
ラ
ッ
ト
博
士
と
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
と
の
対
談
の
中
で
、
博
士
は

「
私
の
見
解
で
は
、
こ
れ
は
核
の
全
廃
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
の
中
で
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最
も
重
要
な
も
の
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
（
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー

ト
ブ
ラ
ッ
ト
、
池
田
大
作, 2006

）。

二
．
核
の
先
制
不
使
用
の
議
論

　

核
の
先
制
不
使
用
に
つ
い
て
の
議
論
を
ま
と
め
た
論
文
と
し
て
、

黒
沢
満
（1999

）
と
久
古
聡
美
（2023

）
が
あ
る
。
は
じ
め
に
、
核

の
先
制
不
使
用
と
い
う
の
は
、
単
に
核
に
よ
る
先
制
攻
撃
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
国
か
ら
の
核
兵
器
以

外
の
攻
撃
、
大
量
破
壊
兵
器
の
攻
撃
に
対
し
て
も
、
核
で
応
じ
な

い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
核
の
拡
大
抑
止
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
一
つ
は

相
手
の
攻
撃
の
手
段
を
核
攻
撃
に
限
ら
ず
通
常
兵
器
、
生
物
・
化
学

兵
器
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
自
国
に
対
す
る

攻
撃
の
み
な
ら
ず
同
盟
国
に
対
す
る
攻
撃
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
で
あ

る
。
後
者
は
「
核
の
傘
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
非
核
兵
器
国
、
日
本
、
韓
国
な
ど
が
米

国
の
核
の
傘
の
下
に
あ
る
。
そ
し
て
、
核
の
先
制
不
使
用
と
の
関
係

で
問
題
に
な
る
の
は
、
前
者
の
方
で
あ
る
。
こ
れ
と
、
核
を
保
有
し

な
い
こ
と
を
約
束
し
た
非
核
保
有
国
に
対
し
て
は
核
攻
撃
を
し
な
い

と
い
う
消
極
的
安
全
保
障
を
考
慮
す
る
と
、
非
核
兵
器
国
で
は
あ
る

も
の
の
化
学
・
生
物
兵
器
を
も
つ
国
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
核
抑
止

が
通
用
し
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
お
よ
び
生

物
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、
大
量

破
壊
兵
器
の
唯
一
の
対
抗
手
段
と
し
て
の
核
使
用
の
可
能
性
を
残
し

て
お
き
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
黒
沢, 

1999

）。

　

こ
の
時
代
背
景
を
紐
解
く
と
、
一
九
九
〇
年
代
は
冷
戦
構
造
が
崩

壊
し
て
、
旧
ソ
連
が
解
体
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の

重
心
が
集
中
し
て
い
く
中
、
核
の
役
割
は
低
下
し
一
九
九
五
年
五
月

に
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
無
期
限
の
延
長
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
核
不

拡
散
だ
け
で
な
く
核
軍
縮
を
す
す
め
る
上
で
絶
好
の
機
会
で
あ
っ

た
。
先
の
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
博
士
の
講
演
や
キ
ャ
ン
ベ
ラ
委
員
会
の

提
言
は
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
段
階
を
示
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
一
方
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
無
期
限
延
長
は
、

五
核
保
有
国
の
核
保
有
を
認
め
、
そ
の
他
の
国
に
は
そ
れ
を
認
め
な

い
と
い
う
不
平
等
条
約
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
た
。

　

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
す
ぐ
に
勃
発
し
た
二
〇
〇
一
年
九
月
の

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
は
、
国
家
対
国
家
と
い
う
構
図
か

ら
国
家
対
国
際
テ
ロ
組
織
と
い
う
構
図
を
生
み
出
し
た
。
そ
し
て

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

に
は
じ
ま
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
は
、
二
〇
年
の
歳
月
を
経
て

二
一
年
八
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
撤
退
で
幕
を
引
い
た
。
ま
た
、
大
量

破
壊
兵
器
保
有
の
疑
惑
を
理
由
に
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め

と
し
た
有
志
連
合
に
よ
る
イ
ラ
ク
戦
争
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
、
冷
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戦
崩
壊
後
の
新
た
な
秩
序
維
持
機
構
と
し
て
一
九
九
〇
年
代
に
確
立

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
国
連
に
よ
る
平
和
維
持
活
動
、
平
和
維
持
軍

の
枠
組
み
は
効
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

二
〇
一
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
は
オ
バ
マ
大
統
領
の
在
任
時
に
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
と
し
て
、

二
〇
一
六
年
に
初
め
て
広
島
を
訪
問
、
核
の
先
制
不
使
用
政
策
を
宣

言
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
政
権
内
で

同
盟
国
か
ら
の
懸
念
等
を
理
由
に
異
論
が
出
さ
れ
た
結
果
、
宣
言
は

見
送
ら
れ
た
（
久
古
聡
美, 2023
）。

　

黒
澤
論
文
（1999

）
で
は
、
核
の
拡
大
抑
止
の
う
ち
、
核
の
先
制

不
使
用
と
関
係
す
る
の
は
、
一
つ
目
の
核
に
よ
る
抑
止
を
相
手
国
か

ら
の
核
攻
撃
だ
け
で
な
く
、
通
常
兵
器
、
生
物
・
化
学
兵
器
に
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
拡
大
し
な
い
こ
と
が
先
制
不
使
用

に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
核
の
傘
に
つ
い
て
は
「
今

の
と
こ
ろ
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
上

述
の
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
が
生
物
・
化
学
兵
器
な
ど
に
つ
い
て
は
、

通
常
兵
器
で
対
応
可
能
と
な
り
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
バ
マ
大
統
領
時
代
に
核
の
先
制
不
使
用
を
採

用
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
核
の
傘
の
下
に
あ
る
同
盟
国
か
ら
、
核

以
外
の
攻
撃
に
対
す
る
抑
止
力
が
な
く
な
り
、
安
全
保
障
上
の
懸
念

を
示
さ
れ
、
政
権
内
で
も
そ
れ
を
根
拠
に
異
論
が
出
た
た
め
採
用
を

見
送
っ
た
。
こ
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
今
日
に
お
い
て
は
二
つ
目
の

拡
大
抑
止
で
あ
る
核
の
傘
も
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
先
制
不
使
用
の
採

用
に
あ
た
っ
て
の
一
つ
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、
核
の
先
制
不
使
用
を
提
唱
す
る
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
提

言
に
つ
い
て
の
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
、
田
中
（2024

） 

が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
こ
で
は
、
法
理
学
上
の
観
点
か
ら
核
先
制
不
使
用
表
明
の
妥

当
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
核
軍
縮
に
関
す
る
Ｇ
７
首

脳
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
の
核
心
部
分
に
お
い
て
核
廃
絶
の
究
極
の
目
標
に

向
け
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
す
る
と
し
て
言
及
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
国
際
法
主
体
性
を
有
す
る
諸
国
政
府
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の

核
先
制
不
使
用
表
明
は
含
意
さ
れ
る
こ
と
が
法
理
学
と
し
て
妥
当
と

解
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｇ
７
に
は
ロ
シ
ア
と
中
国
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
う
ち
中
国
は
核
の
先
制
不
使
用
を
一
貫
し

て
表
明
し
、
他
国
に
も
そ
の
条
約
化
を
働
き
か
け
て
い
る
経
緯
こ
そ

あ
る
も
の
の
（
ロ
イ
タ
ー
編
集, 2024

）、
次
節
で
み
る
よ
う
に
、
ロ

シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
に
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
発
言
を

繰
り
返
す
中
で
新
た
に
核
の
先
制
使
用
の
可
能
性
を
表
明
す
る
核
ド

ク
ト
リ
ン
の
改
定
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
の
呼
び

か
け
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
（
ロ
イ
タ
ー
編
集, 2024

）、
さ

ら
に
、
核
保
有
国
の
う
ち
核
の
先
制
不
使
用
を
表
明
し
続
け
て
い
る

の
は
中
国
の
み
で
、
そ
の
他
の
核
保
有
国
は
先
制
使
用
の
選
択
肢
を

維
持
し
て
い
る
と
の
見
方
が
有
力
で
あ
る
（
久
古, 2023

）。
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三
．
核
の
使
用
可
能
性
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

　

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
提
言
の
中
で
、
こ
こ
数
年
の
「
核
関
連
の
枠

組
み
が
失
わ
れ
る
危
険
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
中
距

離
核
戦
力
全
廃
条
約
の
失
効
（
一
九
年
八
月
二
日
）。
各
国
間
の
信

頼
醸
成
を
目
的
と
し
た
領
空
開
放
（
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
ズ
）
条
約
か

ら
の
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
脱
退
（
米
：
二
〇
年
五
月
、
ロ
：
二
一

年
六
月
）、
そ
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
緊
張
も
高
ま
る
中

で
の
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
新ST

A
RT

）
に
つ
い
て
二
三
年
二

月
に
ロ
シ
ア
が
履
行
を
一
時
停
止
し
、
ア
メ
リ
カ
も
戦
略
的
核
兵
器

に
関
す
る
情
報
提
供
を
停
止
し
た
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
す

る
最
近
の
動
向
と
し
て
、
二
四
年
九
月
二
十
五
日
に
ロ
シ
ア
が
核
兵

器
使
用
に
関
す
る
新
ル
ー
ル
を
提
案
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
兵
器
が

再
び
使
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
一
層
高
ま
っ
た
。
提
案
の
要
点
は
以
下

の
三
つ
で
あ
る
（N

H
K

, 2024

）。

　

・ 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
現
在
の
軍
事
的
、
政
治
的
状
況
は
劇
的

に
変
化
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
核
兵
器
の
使
用
に
関
す
る
基
本
文
書

の
変
更
を
提
案

　

・ 「
ロ
シ
ア
に
対
す
る
攻
撃
が
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
な
い
国
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
核
保
有
国
の
参
加
や
支
援
が
あ
れ
ば

合
同
攻
撃
と
見
な
す
」

　

・ 

具
体
的
に
は
ミ
サ
イ
ル
や
航
空
機
な
ど
が
大
量
に
発
射
さ
れ
た

り
出
撃
し
た
り
し
、
そ
れ
ら
が
ロ
シ
ア
の
国
境
を
越
え
る
と
い

う
信
頼
で
き
る
情
報
を
得
た
場
合
に
核
兵
器
の
使
用
を
検
討
す

る

　

こ
の
背
景
に
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
欧
米
か
ら
供
与
さ
れ
た
射
程
の

長
い
兵
器
で
ロ
シ
ア
領
内
を
攻
撃
で
き
る
よ
う
欧
米
側
に
制
限
の
撤

廃
を
求
め
て
い
て
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発
言
は
、
こ
れ
を
強
く
け

ん
制
す
る
ね
ら
い
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
け
ん
制
に
対

し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
北
朝
鮮
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
へ

の
派
兵
を
受
け
た
対
応
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
認
め
て
こ
な
か
っ
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
米
国
製
長
距
離
兵
器
を
使
用
し
た
ロ
シ
ア
領
内
に

向
け
た
攻
撃
を
許
可
し
た
（
二
四
年
十
一
月
十
七
日
）。
す
る
と
ロ

シ
ア
は
同
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
大
規
模
攻
撃
を
し
か
け
、
そ
の
二
日

後
に
上
述
の
新
ル
ー
ル
を
踏
襲
し
た
形
で
核
ド
ク
ト
リ
ン
を
改
定

し
、
核
兵
器
の
先
制
使
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
新
た
な
核
に
よ
る

威
嚇
を
開
始
し
た
の
で
あ
る （CN

N
.co.jp, 2024

）。

　

一
方
、核
廃
絶
へ
の
動
き
も
あ
る
。
ま
ず
、「
核
兵
器
の
非
人
道
性
」

を
謳
う
核
兵
器
禁
止
条
約
が
二
一
年
一
月
に
発
効
し
た
こ
と
（
二
四

年
九
月
二
十
四
日
時
点
で
署
名
九
十
四
か
国
、
批
准
七
三
か
国
と

な
っ
た
（ICA

N
, 2024

））。
次
に
二
二
年
一
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
五
核

兵
器
国
（
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
）

の
首
脳
が
、「
核
戦
争
に
勝
者
は
な
く
、決
し
て
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
の
原
則
を
確
認
す
る
と
い
う
共
同
声
明
を
発
表
し
た
こ
と
。
そ
し
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て
、
二
二
年
十
一
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ

ト
（
主
要
二
十
か
国
・
地
域
首
脳
会
議
）
で
、
首
脳
宣
言
に
「
核
兵

器
の
使
用
又
は
そ
の
威
嚇
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
一
節
が
記
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
Ｇ
20
に
は
、
核
兵
器
国
の
五
か
国
や
、
核
兵

器
を
保
有
す
る
イ
ン
ド
の
ほ
か
、
核
の
傘
の
下
に
あ
る
国
々
（
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
）
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
声
明
は
画
期
的
で
あ
っ
た
が
、
上
述

の
と
お
り
ロ
シ
ア
が
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

二
三
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
核

軍
縮
に
関
す
る
Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ
ジ
ョ
ン 

（G7 H
IRO

SH
IM

A
, 

2023

）
の
中
で
、
ま
ず
ロ
シ
ア
に
対
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻

の
非
難
と
ロ
シ
ア
を
含
む
Ｇ
20
で
の
声
明
に
記
載
さ
れ
た
諸
原
則
に

つ
い
て
、
言
葉
と
行
動
で
改
め
て
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
求
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
核
軍
縮
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 　
　

  

（
前
略
）
冷
戦
終
結
以
後
に
達
成
さ
れ
た
世
界
の
核
兵
器
数
の

全
体
的
な
減
少
は
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
逆
行
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
は
、
国
際
的
な

核
不
拡
散
体
制
の
礎
石
で
あ
り
、
核
軍
縮
お
よ
び
原
子
力
の
平

和
的
利
用
を
追
求
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
堅
持
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
現
実
的
で
、
実
践
的
な
、
責
任
あ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
る
、
全
て
の
者
に
と
っ
て
の

安
全
が
損
な
わ
れ
な
い
形
で
の
核
兵
器
の
な
い
世
界
と
い
う
究

極
の
目
標
に
向
け
た
我
々
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
す

る
。（
後
略
）

　

二
四
年
三
月
に
中
国
は
米
ロ
を
念
頭
に
「
核
先
制
不
使
用
」
締
結

を
呼
び
か
け
て
い
る
（
ロ
イ
タ
ー
編
集, 2024

）。
こ
れ
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
は
同
年
五
月
に
中
国
が
核
兵
器
の
増
強
を
続
け
な
が
ら
そ

う
し
た
提
案
を
す
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
と
し
て
い
る
（
ロ

イ
タ
ー
編
集, 2024

）。
そ
う
し
た
中
、
二
四
年
一
〇
月
に
日
本
原

水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
以
下
、
日
本
被
団
協
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
。
日
本
被
団
協
代
表
委
員
の
田
中
熙
巳
氏
は
二
四

年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
授
賞
式
の
ス
ピ
ー
チ
で
ロ
シ
ア
に
よ
る
核

の
威
嚇
に
触
れ
、
核
使
用
は
二
度
と
許
さ
れ
な
い
と
い
う
「
核
の
タ

ブ
ー
」
が
「
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
批
判
し
、「
核
兵
器
は

一
発
た
り
と
も
持
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
が
原
爆
被
害
者
の
心

か
ら
の
願
い
」
だ
と
述
べ
、
核
保
有
を
前
提
と
す
る
核
抑
止
論
か
ら

の
脱
却
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、「
核
を
な
く
す
た
め
に
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
世
界
中
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
、
次
世

代
の
核
廃
絶
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
感
を
表
明
さ
れ
た
（
日
本
被
団

協, 2024

）。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
研
究
所
主
催
の

「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
大
学

で
開
催
さ
れ
、
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
を
巡
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
は
Ｓ
Ｇ
Ｉ
も
後
援
団
体
と
し
て
参
画
し
て

い
る （
聖
教
新
聞, 2024

）。
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最
後
に
、
こ
う
し
た
核
を
め
ぐ
り
相
反
す
る
動
き
が
あ
る
中
で
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
陣
営
と
ロ
シ
ア
・
中
国
を
中
心
と
し
た
陣

営
に
よ
る
新
冷
戦
の
様
相
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
二
一
年

三
月
に
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
政
権
が
米
中
関
係
を
「
二
十
一
世
紀

に
お
け
る
民
主
政
治
と
独
裁
政
治
の
間
の
戦
争
」
と
定
義
し
公
式
に

発
表
、
そ
れ
に
対
し
て
二
三
年
三
月
の
中
ロ
首
脳
会
談
で
「
ア
メ
リ

カ
を
中
心
と
す
る
西
側
諸
国
を
「
覇
権
主
義
」
と
み
な
し
、
そ
う
し

た
「
主
要
敵
」
に
対
す
る
対
抗
を
明
確
に
打
ち
出
す
」
こ
と
で
明
確

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
益
尾, 2023
）。
中
ロ
の
最
近
の
動
向
つ
い
て

は
二
四
年
一
〇
月
に
ロ
シ
ア
が
議
長
国
と
な
っ
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
ブ

ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
）
首
脳
会
議
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

四
．
核
の
先
制
不
使
用
の
平
和
経
済
学
的
考
察

　

本
節
で
は
、
核
の
先
制
不
使
用
の
合
意
が
難
し
い
状
況
を
、

二
〇
〇
三
年
三
月
の
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
事
例

に
つ
い
て
分
析
し
た
「
国
際
順
守
協
定
の
ゲ
ー
ム
理
論
的
分
析
：
多

元
化
し
た
国
際
シ
ス
テ
ム
の
軍
備
管
理
協
定
の
事
例
」（
鈴
木
基
史, 

2005

）
を
基
に
、核
の
先
制
不
使
用
の
ケ
ー
ス
に
応
用
し
て
論
じ
る
。

核
軍
縮
に
向
け
た
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
核
の
先
制
不
使
用
の
協

定
を
結
ぶ
に
は
、
核
保
有
国
間
お
よ
び
核
の
傘
に
あ
る
国
々
の
間
に

お
け
る
戦
略
的
状
況
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
議
論

の
第
一
段
階
と
し
て
、
核
保
有
国
で
あ
る
Ａ
国
と
Ｂ
国
と
の
間
で
守

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
行
動
規
則
と
し
て
核
の
先
制
不
使
用
が
採
用

さ
れ
た
も
の
と
想
定
す
る
（
表
４ 

・ 

１
）。
各
締
約
国
は
規
則
を
遵

守
す
る
戦
略
と
規
則
か
ら
逸
脱
す
る
戦
略
の
う
ち
ど
ち
ら
か
一
つ
を

選
択
す
る
決
定
問
題
に
直
面
し
、
こ
の
選
択
決
定
を
独
立
し
た
意
思

の
も
と
で
行
う
。
ゲ
ー
ム
で
支
払
わ
れ
る
利
得
は
各
締
約
国
の
相
対

的
な
軍
事
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
表
し
て
い
る
と
す

る
。（
表
４ 

・
１
参
照
）

　

こ
の
ゲ
ー
ム
の
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
は
「
相
互

逸
脱
」
と
な
り
、
両
国
の
間
で
核
の
先
制
不

使
用
が
採
用
さ
れ
ず
、
核
の
脅
威
が
続
く
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
六
四
八

年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
降
成
立
し

た
主
権
国
家
体
制
が
確
立
し
て
後
、
分
権
的

国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
か
れ
て
い
る
国
際
協
定

に
自
己
拘
束
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
難
し

く
、
リ
ス
ク
が
野
放
し
に
な
り
う
る
と
い
う

遵
守
問
題
の
本
質
を
抽
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
違
反
行
為
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
鈴

木
（2005

）
で
は
、
執
行
ゲ
ー
ム
と
呼
ば
れ

る
枠
組
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ

れ
る
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
「
限
定
的
ト
リ
ガ
ー

Ａ国　　　　Ｂ国 遵　守 逸　脱
遵　守 ４、４ －４、８
逸　脱 ８、－４ 【０、０】

表４. １　遵守ゲーム
【　】内の組み合わせがナッシュ均衡
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戦
略
」
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
標
準
的
な
ゲ
ー
ム
理
論
で
は
、

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、「
一
回
限
り
」
な
い
し
「
有

限
回
」
の
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
で
は
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
は
「
相
互
逸
脱
」

と
な
っ
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、「
無
限
回
」
の
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム

に
お
け
る
「
ト
リ
ガ
ー
戦
略
」
は
、
時
間
割
引
率
の
条
件
次
第
で
、

「
相
互
遵
守
」
が
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
直
観
的
に
説
明
す
る
と
、
長
期
的
な
関
係
に
お
い
て
は
、

「
相
互
遵
守
」
を
続
け
た
場
合
の
長
期
期
待
利
得
の
割
引
現
在
価
値

が
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
国
が
逸
脱
を
選
択
し
た
た
め
に
、「
相
互
離

脱
」
の
状
態
が
以
後
続
く
場
合
の
そ
れ
を
上
回
る
限
り
、「
相
互
遵

守
」
が
均
衡
と
し
て
継
続
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
限
定
的
ト
リ
ガ
ー
戦
略
」
と
は
、
相
手
国
が
逸
脱
行
為
を
行
っ
た

場
合
に
対
抗
措
置
と
し
て
行
う
自
国
の
逸
脱
行
為
を
永
久
で
は
な
く

一
定
期
間
に
限
定
し
て
そ
の
後
は
遵
守
に
復
帰
す
る
と
い
う
戦
略
で

あ
る
。
こ
れ
は
相
手
の
逸
脱
行
為
が
、
故
意
に
行
わ
れ
た
も
の
な
の

か
、
故
意
で
は
な
い
も
の
な
の
か
の
区
別
が
難
し
い
場
合
（
不
完
全

な
公
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ケ
ー
ス
）
の
分
析
に
有
効
と
な
る
。

　

こ
の
遵
守
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
最
初
に
合
意
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
核
の
先
制
不
使
用
に
お
い
て
は
、

二
二
年
八
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
お
い
て
、
一
時
は
文
書
案
に

盛
り
込
ま
れ
た
も
の
の
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
時
点
で

ロ
シ
ア
は
あ
き
ら
か
に
逸
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
拙
稿
「
黄
金
律
と
平
和
経
済
」（
河
合
伸, 2018

）
で
取
り
上
げ

た
徳
因
子
を
用
い
た
分
析
を
行
い
、
そ
の
解
釈
を
試
み
る
こ
と
と
す

る
。
ま
ず
、
徳
因
子
と
は
相
手
を
思
い
や
る
心
を
表
し
た
も
の
で
、

自
身
の
利
得
に
加
え
て
相
手
の
利
得
を
ど

れ
ほ
ど
慮
る
こ
と
が
で
き
る
か
の
指
標
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
徳
因
子
を
α

と
置
き
そ
の
値
の
範
囲
を
ゼ
ロ
以
上
一
以

下
で
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
す
る
と
表

４ 

・ 

１
を
基
に
Ａ
国
と
Ｂ
国
が
共
通
の
徳

因
子
α
を
持
つ
と
仮
定
す
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。（
表
４ 

・
２
参
照
）

　

こ
こ
で
、
徳
因
子
α
の
値
が
ゼ
ロ
の
と

き
が
従
来
の
遵
守
ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

分
析
の
結
果
、
徳
因
子
α
が
０
・５
よ
り
大

き
け
れ
ば
「
相
互
遵
守
」
が
唯
一
の
ナ
ッ

シ
ュ
均
衡
と
な
る
た
め
、
合
意
が
成
立
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八
五

年
の
レ
ー
ガ
ン
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る

「
核
戦
争
に
勝
者
は
な
く
、
決
し
て
そ
の

戦
い
は
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
共
同
声

明
が
明
記
さ
れ
、
核
兵
器
削
減
条
約
の
締

結
と
冷
戦
終
結
に
つ
な
が
っ
た
時
代
状
況

Ａ国　　　　Ｂ国 遵　守 逸　脱

遵　守 【４+ ４α、４+ ４α】 －４＋８α、８－４α

逸　脱 ８－４α、－４＋８α ０、０

表４．２　遵守ゲーム（徳因子あり）
「相互遵守」がナッシュ均衡
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を
抽
出
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
説
明
で
き
る
。

　

次
に
、
両
国
の
徳
因
子
の
大
き
さ
が
異
な
る
ケ
ー
ス
を
考
え
る
。

今
、
簡
単
化
の
た
め
に
Ｂ
国
の
徳
因
子
の
値
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定

す
る
。
す
る
と
表
４ 

・ 

２
は
以
下
の
よ
う

に
な
る
。（
表
４ 

・
３
参
照
）

　

こ
の
場
合
の
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
は
、
Ａ
国

が
遵
守
、
Ｂ
国
が
逸
脱
を
選
択
し
て
い
る

場
合
と
な
り
、「
相
互
遵
守
」
は
成
立
し
な

い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
中
国

が
一
貫
し
て
核
の
先
制
不
使
用
を
約
束
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
と
そ
れ
以
外
の

核
保
有
国
と
の
関
係
の
説
明
モ
デ
ル
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
の

解
釈
と
し
て
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

両
国
間
の
首
脳
が
交
代
す
る
な
ど
し
て
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
国
の
徳
因
子
が
ゼ
ロ
の

（
相
手
国
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
な
く

な
っ
た
）
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
、
長
期
的
な
関
係
を
分
析
す
る

繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
を
考
え
る
と
、
Ａ
国
の

み
徳
因
子
の
値
が
条
件
を
満
た
す
水
準
に

あ
っ
た
と
し
て
、
Ａ
国
は
自
国
の
直
接
の

ス
テ
ー
タ
ス
が
負
値
（
劣
悪
）
と
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
国
家
に
と
っ

て
自
国
の
利
益
が
失
わ
れ
続
け
る
こ
と
を
放
置
す
る
こ
と
と
な
り
、

例
え
ば
民
主
主
義
国
家
で
あ
れ
ば
、
国
民

が
黙
っ
て
お
ら
ず
、
政
権
交
代
が
起
こ
る

か
、
そ
れ
を
避
け
る
政
策
を
採
用
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
状
況
を
説
明
す

る
た
め
、
徳
因
子
α
に
次
の
仮
定
を
設
け

る
。

　

仮
定　

徳
因
子
α
は
自
国
の
直
接
の
ペ

イ
オ
フ
が
正
の
と
き
、
０
以
上
１
以
下
の

値
を
と
る
が
、
自
国
の
直
接
の
ペ
イ
オ
フ

が
非
正
の
場
合
は
、
０
と
な
る
。

　

こ
の
仮
定
は
、
相
手
を
思
い
や
る
心
と

い
う
の
は
、
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
手

と
比
較
し
て
あ
る
程
度
公
平
で
あ
る
と
き

に
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
相
手
と
比
較
し
て
不
当
で
あ
る
と
感

じ
ら
れ
る
場
合
は
、
相
手
を
思
い
や
る
余

裕
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
こ
の
仮
定
を
「
条
件
付
き
徳
因
子
の

仮
定
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
条

Ａ国　　　　Ｂ国 遵　守 逸　脱
遵　守 ４+４α、４ 【４＋８α、８】
逸　脱 ８－４α、－４ ０、０

表４．３　遵守ゲーム（Ａ国のみ徳因子あり）
Ａ国「遵守」Ｂ国「逸脱」がナッシュ均衡

Ａ国　　　　Ｂ国 遵　守 逸　脱
遵　守 【４+４α、４＋４α】 －４、８－４α
逸　脱 ８－４α、－４ 【０、０】

表４．４　遵守ゲーム（条件付き徳因子あり）
「相互遵守」「相互逸脱」ともにナッシュ均衡
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件
付
き
徳
因
子
を
用
い
る
と
表
４ 

・ 

２
の
遵
守
ゲ
ー
ム
は
次
の
よ

う
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。（
表
４ 

・
４
参
照
）

　

こ
の
場
合
、
徳
因
子
α
の
値
が
０
・５
以
上
で
あ
る
な
ら
ば
、
ナ
ッ

シ
ュ
均
衡
は
「
相
互
遵
守
」
と
「
相
互
逸
脱
」
の
二
つ
と
な
る
こ
と

に
注
目
さ
れ
た
い
。
こ
の
状
態
は
ゲ
ー
ム
理
論
に
お
け
る
「
協
調
の

失
敗
ゲ
ー
ム
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
協
調
の
失
敗
ゲ
ー
ム
」

と
は
、
ゲ
ー
ム
に
複
数
の
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
パ

レ
ー
ト
の
意
味
で
比
較
可
能
な
場
合
を
指
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
お

互
い
に
と
っ
て
損
（
パ
レ
ー
ト
劣
位
）
な
状
態
が
均
衡
と
し
て
実
現

し
て
い
る
場
合
を
協
調
の
失
敗
と
い
う
。
今
回
の
ゲ
ー
ム
に
お
い
て

「
相
互
逸
脱
」
で
協
調
の
失
敗
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
仲
介
役
と

な
る
第
三
者
に
よ
る
働
き
か
け
や
、
当
事
国
の
い
ず
れ
か
一
方
が
事

前
に
戦
略
の
変
更
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
な
ど
、
協
調
の
き
っ
か
け
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
相
互
逸
脱
」
か
ら
「
相
互
遵
守
」
に
状
態
を

遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

五
．
む
す
び
に
か
え
て

　

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
三
度
に
わ
た
る
提
言
の
中
で
共
通
し
て
訴
え

ら
れ
て
き
た
「
核
の
先
制
不
使
用
」
の
合
意
に
つ
い
て
考
察
し
て
き

た
。
本
研
究
を
通
じ
て
、「
核
の
先
制
不
使
用
」の
条
約
化
に
向
け
て
、

そ
れ
を
後
押
し
す
る
流
れ
と
、
そ
こ
か
ら
離
反
す
る
流
れ
が
拮
抗
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
は
こ
れ
ら
の
流
れ
の
分
岐
点
に
立
た

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
複
雑
な
国
際
問
題
に
つ

い
て
考
察
を
す
る
こ
と
は
、得
ら
れ
る
情
報
の
正
確
性
や
そ
の
偏
り
、

そ
し
て
考
察
中
に
お
い
て
も
事
態
の
変
化
が
あ
る
こ
と
か
ら
物
事
を

断
定
的
に
見
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
本
稿
が

掲
載
さ
れ
る
頃
（
二
五
年
三
月
）
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
第
二
次
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
一
か
月
が
経
過
し
て
い
る
時
点
で
あ
り
、
事

態
に
何
ら
か
の
動
き
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
じ
く
こ

の
三
月
に
ア
メ
リ
カ
で
核
兵
器
禁
止
条
約
の
第
三
回
締
約
国
会
議
が

開
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
ば
く
八
十
年
と
な
る
日
本
の
動
向
も
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
四
節
の
ゲ
ー
ム
理
論
を
用
い
た
分
析
で
は
、
国
際
協
定
の
遵
守

問
題
を
応
用
し
て
、新
た
に
条
件
付
き
徳
因
子
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

協
調
の
失
敗
を
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
一
つ
の
発
見
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
遵
守
ゲ
ー
ム
が
合
意
を
得
た
後
に
い
か
に
そ
こ
か

ら
逸
脱
さ
せ
な
い
か
を
考
察
す
る
の
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
合
意
に

至
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
両
国
が
合
意
し
、
そ
れ
が
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
と
し
て
実
現
し

た
と
し
て
も
、
ゲ
ー
ム
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
、
世
代
交
代
な
ど
の

要
因
で
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
自
国
の
利
益
の
み
を
優
先
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
相
互
逸
脱
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
現
に
、
Ｇ
20
の
合
意
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
は

そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
動
き
を
示
し
た
。
そ
れ
で
も
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
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の
三
度
に
わ
た
る
提
言
の
よ
う
に
、
粘
り
強
く
合
意
の
復
帰
に
向
け

て
関
係
各
国
の
首
脳
に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
、
ま
た
関
係
国
の
首

脳
同
士
が
胸
襟
を
開
い
て
対
話
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
再
び
両
国
の

徳
因
子
の
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、
核
の
先
制
不
使
用
の

合
意
と
そ
の
条
約
化
は
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後

の
課
題
と
し
て
、
二
国
間
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
国
間
の
分
析
、

同
盟
国
を
考
慮
し
た
分
析
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
世
論
を
考
慮
し
た
分

析
な
ど
、
様
々
な
枠
組
み
で
モ
デ
ル
構
築
を
し
て
多
角
的
に
分
析
し

て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
徳
因
子
の
大
き
さ
を
測
る
指

標
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
逝
去
か
ら
二
年
目
と
な
る
本
年
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｉ
発
足
五
十
周
年
で
あ
り
十
一
月
の
広
島
提
言
か
ら
も
五
十
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
次
の
五
十
年
に
向
け
て
本
稿
の
分
析
が
今
後
の

研
究
お
よ
び
核
廃
絶
に
向
け
て
の
一
助
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。

参
考
文
献

CN
N

.co.jp. 

（
二
〇
二
四
年
十
一
月
十
九
日
） 「
ロ
シ
ア
、
核
ド
ク
ト
リ

ン
を
改
定　

通
常
兵
器
攻
撃
に
対
す
る
核
使
用
を
留
保
」 

参
照
先
： 

CN
N

.co.jp w
orld: https://w

w
w

.cnn.co.jp/w
orld/35226300.

htm
l

G7 H
IRO

SH
IM

A
. 

（
二
〇
二
三
年
五
月
十
九
日
）「
核
軍
縮
に
関
す
る

Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」　

参
照
先
：
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/
sum

m
it/hiroshim

a23/docum
ents/pdf/230520-01_g7_

en.pdf?v20231006
ICA

N
. 

（
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
四
日
）"T

PN
W

 signature and 
ratification status." 

参
照
先
： ICA

N
: https://w

w
w

.icanw
.org/

signature_and_ratification_status
N

H
K

. 

（
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
四
日
） 「
プ
ー
チ
ン
大
統
領 

核
兵
器
使
用

条
件
変
更
を
提
案 

使
用
す
る
可
能
性
示
唆
」 

参
照
先
： N

H
K

 N
EW

S 
W

EB

：https://w
w

w
3.nhk.or.jp/new

s/htm
l/20240926/

k10014592291000.htm
l

X
inhua N

ew
s. 

（
二
〇
二
二
年
一
月
四
日
）「
核
保
有
五
カ
国
、
核
戦
争

防
止
と
軍
拡
競
争
回
避
で
共
同
声
明
」 

参
照
先
： A

FPBB N
ew

s: 
https://w

w
w

.afpbb.com
/articles/-/3383512

キ
ャ
ン
ベ
ラ
委
員
会 

（
一
九
九
六
年
八
月
十
四
日
）「
核
兵
器
廃
絶
の
た

め
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
委
員
会
報
告
書
」 

参
照
先
： 

長
崎
大
学
核
兵
器
廃

絶
研
究
セ
ン
タ
ー
：https://w

w
w

.recna.nagasaki-u.ac.jp/
recna/database/im

portantdocum
ent/policy-advice/

no1/no1-2
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
（
一
九
九
五
） 『
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

講
演
「
あ
な
た
が
た
の
人
間
性
を
心
に
と
ど
め
な
さ
い
」』
参
照
先
：

日
本
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
： https://w

w
w

.pugw
ashjapan.



124

研究　東洋

jp/nobel-peace-prize-for-1995-speech
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
、
池
田
大
作 （
二
〇
〇
六
） 『
地
球
平
和
へ

の
探
求
』 
潮
出
版
社

ロ
イ
タ
ー
編
集
（
二
〇
二
四
年
二
月
二
十
八
日
）「『
核
先
制
不
使
用
』
条

約
の
締
結
を
、
中
国
が
米
ロ
念
頭
に
呼
び
か
け
」 

参
照
先
：Reuters: 

https://jp.reuters.com
/w

orld/security/E6A
5JK

K
7H

V
I

Y
LGGCL2BX

3V
T

D
CU

-2024-02-28/

ロ
イ
タ
ー
編
集
（
二
〇
二
四
年
五
月
十
六
日
） 「
中
国
、
核
兵
器
を
増

強
し
つ
つ
先
制
不
使
用
協
議
を
要
求　

米
が
疑
問
視
」 

参
照
先
：

Reuters: https://jp.reuters.com
/w

orld/security/T
ZM

3
ECY

SU
ZI2JA

T
R3R35GU

ET
JI-2024-05-16/

益
尾
知
佐
子
（
二
〇
二
三
） 「
二
〇
二
三
年
中
ロ
共
同
声
明
と
世
界
の
分

断
」 

日
本
国
際
問
題
研
究
所

河
合
伸
（
二
〇
一
八
） 「
黄
金
律
と
平
和
経
済
―
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー

ム
を
中
心
と
し
た
分
析
」 『
研
究
東
洋
』 

８
、
東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思

想
研
究
所
、
四
九
―
七
一
頁

久
古
聡
美
（
二
〇
二
三
） 「
核
の
先
制
不
使
用
を
め
ぐ
る
政
策
の
動
向
と

論
点
―
米
国
を
中
心
に
―
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
三
一
―
四
七
頁

黒
沢
満 

（
一
九
九
九
） 「
核
の
先
制
不
使
用
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」 

軍
縮
・
不

拡
散
問
題
シ
リ
ー
ズ N

o.1

、
一
―
八
頁

聖
教
新
聞
（
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
三
日
） 「
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
を

巡
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」 

聖
教
新
聞
、
ペ
ー
ジ
：
一
面

池
田
大
作
（
二
〇
一
〇
）『
新
・
人
間
革
命
』
第
二
二
巻
「
命
宝
」　

聖
教

新
聞
社
、
三
五
九
頁

池
田
大
作 （
二
〇
二
二
年
七
月
二
十
六
日
） 「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
へ
の
緊

急
提
案
」
参
照
先
：
創
価
学
会
： https://w

w
w

.sokagakkai.jp/
daisakuikeda/proposals/20220726.htm

l

池
田
大
作 （
二
〇
二
三
年
一
月
十
一
日
） 「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
核
問
題
に
関
す

る
緊
急
提
言
『
平
和
の
回
復
へ
歴
史
創
造
力
の
結
集
を
』」
参
照
先
：

創
価
学
会
：https://w

w
w

.sokagakkai.jp/daisakuikeda/
proposals/20230111.htm

l l

池
田
大
作 （
二
〇
二
三
年
四
月
二
十
七
日
）「
危
機
を
打
開
す
る
〝
希
望
へ
の

処
方
箋
〟
を
」 

参
照
先
：
創
価
学
会
：https://w

w
w

.sokagakkai.
jp/daisakuikeda/proposals/20230427.htm

l

田
中
福
一
郎
（
二
〇
二
四
）「
池
田
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
対
談
「
地
球
平
和

へ
の
探
求
」
の
視
座
か
ら
観
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
人
類
の
危
機
を
打
開
す

る
希
望
へ
の
処
方
箋
の
法
哲
理
―
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
プ
ロ
セ
ス
と 

G7 H
iroshim

aV
ision 

及
び 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
射
程
に
関
す
る
核
廃
絶
法
理

研
究
の
予
備
的
考
察
ノ
ー
ト
ー
」
創
大
平
和
研
究
38
、 

九
五
―
一
〇
一

頁
日
本
被
団
協
（
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
一
日
）「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

授
賞
式　

日
本
被
団
協　

田
中
熙
巳
さ
ん
【
演
説
全
文
】」
参
照
先
：

N
H

K
 N

EW
S W

EB

：https://w
w

w
3.nhk.or.jp/new

s/
htm

l/20241211/k10014664891000.htm
l
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鈴
木
基
史 

（
二
〇
〇
五
） 「
国
際
協
定
遵
守
問
題
の
ゲ
ー
ム
理
論
的
分
析
：

多
元
化
し
た
国
際
シ
ス
テ
ム
の
軍
備
管
理
協
定
の
事
例
」 

今
井
晴
雄
・

岡
田
章
編
著
『
ゲ
ー
ム
理
論
の
応
用
』
勁
草
書
房
、
二
四
一
―
二
六
六

頁
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イ
ス
ラ
ー
ム
巡
礼
の
港
と
宿
営
地
を
結
ぶ
古
道
に
関
す
る
覚
書

■
研
究
ノ
ー
ト
Ⅱ
■

は
じ
め
に

　

二
十
一
世
紀
の
最
初
の
四
半
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
日

に
お
い
て
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す

ま
す
顕
著
に
み
ら
れ
る
一
方
で
、
人
を
境
界
の
中
に
閉
じ
込
め
よ
う

と
す
る
「
境
界
的
思
考
」
が
相
変
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
頭
を
も

た
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
欧
米
社
会
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
伝
統

的
な
「
境
界
的
思
考
」
が
大
き
な
い
き
づ
ま
り
を
見
せ
て
い
る
い
ま
、

国
家
に
象
徴
さ
れ
る
縦
型
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
社
会
を
切
り
崩
し
、
そ
れ

と
は
違
っ
た
人
間
関
係
を
も
と
に
水
平
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を

作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
欧
米
の
従
来
型
価
値
観
と
大
き
く
対
立
す

る
世
界
、
す
な
わ
ち
〈
移
動
〉
や
〈
越
境
〉
を
常
態
化
し
て
き
た
世

界
（
堀
内 2005: pp.19-50

）
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
特

に
巡
礼
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
々
が
国
家
や
地
縁
・
血
縁
社
会
な
ど

の
狭
い
枠
を
出
て
、
広
汎
な
文
化
的
経
済
的
活
動
を
展
開
し
て
い
た

東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
　
長
谷
川
　
　
　
奏

事
例
を
私
た
ち
に
豊
富
に
提
供
す
る
。
そ
こ
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
を
ひ
と
つ
の
有
機
的
に
機
能
す
る
統
合
体
と
み
な
し
て
、
そ
の
相

互
関
連
と
結
び
つ
き
の
維
持
構
造
を
対
象
に
、
歴
史
展
開
の
諸
過
程

を
深
く
追
究
し
て
い
く
（
家
島 2023, 

坂
本 2000

）
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
北
西
部
に
お
け
る

紅
海
沿
岸
の
港
町
を
発
し
て
内
陸
に
向
う
メ
ッ
カ
巡
礼
の
ル
ー
ト
の

う
ち
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
方
面
の
主
要
宿
営
地
で
あ
る
ヤ
ン
ブ
ゥ
・
ア
ッ

ナ
フ
ル
に
至
る
１
５
０
㎞
圏
に
お
け
る
低
位
砂
漠
と
山
間
部
を
研
究

対
象
と
し
た
場
合
の
注
目
さ
れ
る
点
を
、
主
に
日
本
調
査
隊
の
考
古

学
成
果
と
ガ
ッ
バ
ー
ン
の
研
究
（al-Ghabbân, 2011

）
に
依
拠
し

な
が
ら
ノ
ー
ト
と
し
て
記
す
。

１
． 
ア
ル
＝
ワ
ジ
ュ
フ
（



）
か
ら
ア
ル
＝
ハ
ウ
ラ
ー

（




）
へ
（al-Ghabbân, 2011: p.121

）
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広
大
な
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
巡
礼
拠
点
で
あ
る
メ
ッ
カ
に
繋
が
る
歴

史
的
な
巡
礼
路
は
、「
エ
ジ
プ
ト
道
」「
シ
リ
ア
道
」「
イ
ラ
ク
道
」「
イ

エ
メ
ン
道
」
等
に
大
別
さ
れ
る
が
［
図
１
］、
当
該
地
は
必
然
的
に

シ
ナ
イ
半
島
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
半
島
北
西
部
の
陸
路
を
通
る
「
エ
ジ
プ

ト
道
」
が
主
要
な
研
究
対
象
と
な
り
、
こ
れ
に
ス
エ
ズ
、
ク
サ
イ

ル
、
ア
イ
ザ
ー
ブ
等
の
エ
ジ
プ
ト
側
の
紅
海
沿
岸
の
港
か
ら
繋
が
る

海
路
が
深
く
関
わ
る
。
こ
の
覚
書
で
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
タ
ー

ブ
ー
ク
州
・
ウ
ム
ル
ジ
ュ
（






）
近
郊
の
初
期
イ
ス
ラ
ー

ム
時
代
の
ハ
ウ
ラ
ー
遺
跡
［
図
２
］
を
巡
礼
起
点
と
し
て
考
え
る
。

ハ
ウ
ラ
ー
か
ら
マ
ッ
カ
方
面
に
向
か
う
内
陸
ル
ー
ト
の
中
で
、
マ

デ
ィ
ー
ナ
に
向
う
最
初
の
主
要
宿
営
地
で
あ
る
ヤ
ン
ブ
ゥ
・
ア
ッ
ナ

フ
ル
ま
で
の
約
１
５
０
㎞
圏
を
研
究
対
象
地
域
と
し
て
設
定
す
る
。

ハ
ウ
ラ
ー
で
は
、
既
に
五
年
間
に
わ

た
っ
て
日
本
調
査
隊
が
港
町
の
発
掘
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
ハ
ウ
ラ
ー
遺
跡
が

港
湾
域
と
集
落
域
（
家
屋
群
と
砦
か
ら

な
る
）
に
分
化
さ
れ
る
遺
跡
構
造
が
推

測
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
出
土
遺
物
が

示
唆
す
る
七
世
紀
～
十
二
世
紀
頃
に
わ

た
る
港
町
の
存
続
年
代
に
お
け
る
巡
礼

の
出
発
点
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
。
同
時
代
の
文
献
史
料
は
僅
少
で
あ

る
が
、
近
代
史
料
で
は
、
主
に
南
に
向

う
二
つ
の
古
道
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ハ
ウ
ラ
ー
か
ら
マ
デ
ィ
ー

ナ
を
め
ざ
す
巡
礼
路
を
具
体
的
に
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ッ
バ
ー
ン
に

よ
れ
ば
、
巡
礼
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
ア
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ル
＝
ワ
ジ
ュ
フ
か
ら
南
に
向
か
っ
て
進
む
に
従
い
、
大
き
く
東
に

方
向
を
変
え
る
。
そ
の
後
、
ア
ル
＝
ミ
ヤ
ー
フ
（



）
と
ア

ル
＝
ア
ル
ジ
ャ
ー
（



）
の
谷
を
越
え
、
ア
ッ
ナ
フ
ダ
イ
ン

（


） 

と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
山
を
通
過
す
る
。
そ
の
後
、

道
路
は
ム
ナ
イ
ビ
ラ
（



）
湾
に
近
づ
く
が
、
こ
の
湾
を

過
ぎ
る
と
、テ
ィ
ハ
ー
マ（




）平
原
が
広
が
り
、マ
フ
ラ
シ
ュ
・

ア
ッ
ニ
ア
ー
ム 

（




）
と
呼
ば
れ
る
地
を
横
切
り
、

マ
ッ
ラ
（



）
と
ア
ル
＝
ハ
ム
ド
（




）
渓
谷
に
行
き

当
た
る
。
ア
ル
＝
ワ
ジ
ュ
フ
か
ら 
１
１
５
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、

ア
ル
＝
ハ
ン
ク
（al-anq

）
の
休
息
地
が
あ
っ
た
。
平
原
を
さ
ら

に
進
み
、
ハ
ズ
バ
ー
ン
（azb

n

）
の 
谷
を
越
え
て
、
ク
ラ
イ
ブ

の
溶
岩
原
を
横
切
る
と
、
や
が
て
ハ
ウ
ラ
ー
に
到
着
し
た
と
い
う
。

２
． 

ハ
ウ
ラ
ー
（




）
と
そ
の
近
郊
（
近
年
の
考
古
学
調

査
成
果
とal-Ghabbân, 2011: pp.194-195

よ
り
）

　

ハ
ウ
ラ
ー
は
、
文
献
資
料
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
以
後
に
は
エ
ジ
プ

ト
か
ら
の
巡
礼
路
上
の
町
と
し
て
知
ら
れ
、
十
二
世
紀
半
ば
頃
ま
で

命
脈
を
保
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
十
三
世
紀
の
ヤ
ー
ク
ー
ト
の
記
述

か
ら
は
、
既
に
ハ
ウ
ラ
ー
が
廃
墟
と
化
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

現
在
に
残
る
遺
跡
は
、
ウ
ム
ル
ジ
ュ
の
10
㎞
ほ
ど
北
に
位
置
し
、
南

北
に
２
㎞
、
東
西
に
０
・
５
～
１
・
０
㎞
程
度
の
広
が
り
を
も
つ

１

。

既
に
五
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
調
査
隊
が
港
町
の
発
掘
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
遺
跡
は
港
域
と
集
落
域
に
分
化
さ
れ
る

２

こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
遺
跡
の
存
続
年
代
で
あ
る
七
世
紀
～
十
二
世
紀
頃
の
巡

礼
路
に
関
す
る
具
体
的
な
史
料
は
無
い
た
め
、
近
代
の
史
料
で
そ
の

ル
ー
ト
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
ウ
ラ
ー
遺
跡
か
ら
は
、
低
位

の
砂
漠
部
を
南
下
し
て
メ
ッ
カ
方
向
に
向
う
ル
ー
ト
と
、
山
間
部
に

入
り
そ
の
後
メ
ッ
カ
を
目
指
す
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ハ
ウ

ラ
ー
に
関
し
て
、
十
二
世
紀
の
イ
ド
リ
ー
シ
ー
は
「
近
郊
に
は
加
工

し
や
す
い
岩
石
を
産
す
る
鉱
脈
が
あ
り
、
石
製
容
器
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
産
物
が
広
く
い
き
わ
た
っ
て
い
た
」
こ
と
を
著
し
、
さ
ら
に
発
掘

さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
陶
器
か
ら
は
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ク
等

の
産
地
の
製
品
が
行
き
か
う
交
流
圏
が
推
測
さ
れ
て
い
る
点
（
長
谷

川
他 2024: pp.82-84

）
は
興
味
深
い
。
日
本
調
査
隊
が
行
っ
た
調

査
で
は
、
ハ
ウ
ラ
ー
遺
跡
北
側
に
旧
河
川
が
形
成
し
た
小
規
模
デ
ル

タ
の
河
岸
に
位
置
し
、
こ
こ
に
は
山
間
部
か
ら
の
降
雨
の
流
路
の
河

口
部
に
港
と
し
て
機
能
し
う
る
デ
ル
タ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
て
お
り
、
海
岸
道
以
外
に
も
ワ
ー
デ
ィ
ー
の
縁
を
渡
っ
た
古

道
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
恵
多
谷
等 2019: pp.405-413

）［
図
３
］。

こ
の
ハ
ウ
ラ
ー
遺
跡
の
８
㎞
ほ
ど
南
に
は
、
カ
ス
ル
・
ア
ル
＝
ビ
ン

ト
（




）
と
呼
ば
れ
る
町
の
遺
跡
が
あ
り
、
丘
の
上
に
建

て
ら
れ
た
石
灰
岩
づ
く
り
の
住
居
（
28
ｍ
×
18
ｍ
）
を
中
心
と
し
た

町
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
多
く
の
貯
水
槽
が
あ
り
、
ハ
ウ
ラ
ー
遺
跡

の
試
掘
調
査
時
に
み
つ
か
っ
た
住
居
と
の
類
似
関
係
か
ら
、
ハ
ウ
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ラ
ー
遺
跡
と
深
く
関
わ
る
町
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
さ
ら

に
ウ
ム
ル
ジ
ュ
近
郊
に
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の
終
わ
り
頃
に
丘

の
上
に
建
て
ら
れ
た
塔
が
あ
り
、
ウ
ム
ル
ジ
ュ
を
14
㎞
ほ
ど
南
東
に

過
ぎ
た
所
に
あ
る
ア
ル
＝
ハ
ー
ン
カ
ー
（



）
に
石
造
り

の
壁
体
が
残
る
。

３
． 

ハ
ウ
ラ
ー
か
ら
ヤ
ン
ブ
ゥ
・
ア
ッ
ナ
フ
ル
（




）

へ
（al-Ghabbân, 2011: p.122

、195-197

）

　

ハ
ウ
ラ
ー
以
南
の
主
要
巡
礼
路
は
二
路
に
分
か
れ
、
第
一
の
ル
ー

ト
は
海
岸
べ
り
の
道
（
現
在
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
）
を
南
下
し
、

ヤ
ン
ブ
ゥ
方
面
に
向
う
［
図
３
］。
一
方
、
第
二
の
ル
ー
ト
は
、
低

位
砂
漠
か
ら
ア
ル
＝
ア
キ
ー
ク
（


）
渓
谷
か
ら
直
ち
に
山

間
部
に
入
り
、
宿
営
地
と
し
て
知
ら
れ
た
町
ナ
ブ
ト
（



）
に
向

う
も
の
で
あ
る
（「
ス
ル
タ
ン
の
道
」
と
呼
ば
れ
た
古
道
）。
こ
の
ナ

ブ
ト
の
町
は
巡
礼
キ
ャ
ラ
バ
ン
へ
の
給
水
地
点
と
し
て
重
要
な
休
息

地
点
で
あ
っ
た
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
は
、
こ
の
町
に
三
つ
の
井

戸
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
や
、
ス
ル
タ
ン
が
道
路
の
建
設
を
要
求
し
た

場
所
で
あ
っ
た
記
録
が
残
る
。
ま
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
に
は
、
そ

の
三
つ
の
井
戸
の
掃
除
が
支
配
者
か
ら
命
じ
ら
れ
た
時
に
、
四
番
目

の
井
戸
が
見
つ
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
ナ
ブ
ト
を
過
ぎ
る
と
、
砂
漠
の

熱
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
た
い
へ
ん
困
難
な
場
を
通
っ
た
と
さ
れ
、
途
中

に
は
緑
豊
か
な
地
を
想
起
さ
せ
る
ア
ル
＝
ハ
ド
ラ
ー
（

 

）
と
呼
ば
れ
る
憩
い
の
場
が
あ
っ
た
。
そ
の
先
に
は
「
七
つ
の
障
害

物
（



）」
と
称
さ
れ
る
険
し
い
丘
の
集
合
体
が
あ

り
、
そ
こ
を
乗
り
越
え
て
初
め
て
低
位
砂
漠
に
至
り
、
主
要
宿
営
地

の
ヤ
ン
ブ
ゥ
・
ア
ッ
ナ
フ
ル
に
達
し
た
。
ナ
ブ
ト
の
南
東
30
㎞
ま
で

に
は
、
南
北
に
分
か
れ
た
ア
ル
＝
マ
カ
リ
ー
ヒ
ー 

（


）

の
休
息
地
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
い
く
つ
か
の
石
造
建
造
物
が
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
30
㎞
南
東
に
行
く
と
ア
ル
＝
ハ
ー
ル
ー

ト


）
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
貯
水
槽
と
水
路
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
こ
こ
か
ら
11
・
５
㎞
南
東
に
は
サ
イ
ル
・
ア
ル
＝
ア
シ
ッ
ラ

（


）
が
あ
り
、
十
棟
の
石
造
建
物
と
直
径
22
ｍ
に
も

な
る
大
型
の
円
形
貯
水
池
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
を
通
過
し
、
さ
ら

に
８
・
５
㎞
南
に
は
、
ウ
ワ
イ
ス
（




）
が
あ
り
、
三
つ
の
石

造
り
の
井
戸
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
過
し
て
初
め
て
、
ヤ
ン
ブ
ゥ
・

ア
ッ
ナ
フ
ル
に
到
着
す
る
が
、
こ
こ
に
は
石
造
り
の
井
戸
と
多
く
の

用
水
路
が
あ
っ
た
。
上
記
ま
で
が
、
最
も
険
し
い
と
思
わ
れ
る
第
二

ル
ー
ト
の
概
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
歴
史
文
献
の
記
述
は
無

い
が
、
ハ
ウ
ラ
ー
に
お
け
る
考
古
学
調
査
か
ら
、
港
か
ら
涸
れ
谷
を

通
り
山
間
部
に
入
り
、
シ
リ
ア
道
方
面
を
め
ざ
す
第
三
の
ル
ー
ト
の

存
在
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
主
に
商
品
の
流
通
に
関
わ
る
と
推

測
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
検
証
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。［
図
４
］。
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お
わ
り
に

　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
イ
ス
ラ
ー
ム
巡
礼
路
は
た
い
へ
ん
長
大
な
道
の

り
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
、
タ
ー
ブ
ー
ク

州
～
マ
デ
ィ
ー
ナ
州
に
わ
た
る
ハ
ウ
ラ
ー
～
ヤ
ン
ブ
ゥ
・
ア
ッ
ナ
フ

ル
の
間
の
巡
礼
路
を
扱
っ
た
。巡
礼
道
に
関
す
る
歴
史
資
料
に
加
え
、

近
年
の
考
古
資
料
で
は
、
こ
こ
に
三
道
ほ
ど
の
古
道
が
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
大
き
く
環
境
が
異
な
る
場
で
あ
り
、
中
で

も
山
間
部
を
縫
う
第
二
ル
ー
ト
は
、
目
的
地
に
最
短
で
向
う
道
で
あ

り
な
が
ら
、
最
も
険
し
い
環
境
の
古
道
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
近

年
こ
の
地
域
は
大
規
模
な
開
発
が
進
行
し
て
お
り
、
多
く
の
歴
史
環

境
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
古
道
の
実
態
が
、
人
文

学
だ
け
で
は
な
く
、
先
端
技
術
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
い
ち
早

く
研
究
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

参
考
文
献

・
家
島
彦
一 

二
〇
二
三
：『
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
と
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー

タ
―
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
交
通
と
旅
―
』
山
川
出
版
社
、
世
界
史
リ
ブ

レ
ッ
ト
。

・
家
島
彦
一 

一
九
八
三
： 「
マ
グ
リ
ブ
人
に
よ
る
メ
ッ
カ
巡
礼
記
―




の
史
料
性
格
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文

化
研
究
』
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、

vol.25

、pp.194-216

。

・
坂
本
勉 

二
〇
〇
〇
： 『
イ
ス
ラ
ー
ム
巡
礼
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
。

・
惠
多
谷
雅
弘
、
中
野
良
志
、
長
谷
川
奏
、
徳
永
里
砂
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ア
ジ
ー
ズ･

ア
ル=

オ
ラ
イ
ニ
ー 

二
〇
一
九
：「W

orldV
iew

-2

デ
ー

タ
で
発
見
し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
紅
海
沿
岸
の
中
世
の
港
域"SJ06"

に

つ
い
て
」『
日
本
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
学
会
誌
』
日
本
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
学
会
、vol.39 （no.5

）、pp.405-413

。

・
堀
内
正
樹 

二
〇
〇
五
： 「
境
界
的
思
考
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
―
中

東
研
究
が
も
た
ら
す
も
の
―
」『
国
際
文
化
研
究
の
現
在
』、
柏
書
房
、

pp.19-50

。

・
長
谷
川
奏
、
徳
永
里
砂
、
西
本
真
一
、
小
岩
正
樹
、
惠
多
谷
雅
弘
、
藤

井
純
夫 

二
〇
二
四
：「
中
世
の
港
町
の
構
造
を
探
る
─
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
紅
海
沿
岸
ハ
ウ
ラ
ー
遺
跡
の
考
古
学
調
査
（
二
〇
二
三
）
─
」『
第

31
回
西
ア
ジ
ア
発
掘
調
査
報
告
会
報
告
集
』日
本
西
ア
ジ
ア
考
古
学
会
、

2024/3

、pp.82-87

。

・So H
asegaw

a, Risa T
okunaga, A

bdulaziz A
lorini and Sum

io 
Fujii "Survey of al-Ḥaw

rāʾ 2020: U
ncovering the structure 

of a m
edieval port city on the R

ed Sea coast" IA
SA

 

（International A
ssociation for the Study of A

rabia

） no.26, 
2021/Spring Edition, pp.26-29.

・al-Ghabbân, A
lî Ibrâhîm

 2011 : Les deux routes Syrienne et 
gyptienne de pèlerinage au nord-ouest de l'A

rabie Saoudite, 
Le Caire.



131

■研究ノート

・al-Idrīsī 1990 : K
itāb nuzhat al-m

ushtāq fī ikhtirāq al-āfāq, 
Cairo.

・al-M
uqaddasī 1963 :A

san al-taqāsīm
 fī m

aʻrifat al-aqālīm
, 

D
am

ascus.

・Y
āqūt 2010 : M

uʻjam
 al-buldān, Beirut, vol.2.

図
版

・
図
一
： 

坂
本 

二
〇
〇
〇
、
図
二
を
改
変
。

・Google Earth/ U
m

m
 Lujj 

近
郊
の
衛
星
写
真
を
改
変
。

・
図
三
： Google M

ap/ al-aw
r

近
郊
の
地
図
に
恵
多
谷 

二
〇
一
九

の
知
見
を
加
え
て
作
成
。

・
図
四
：A

las al-M
am

lakat al-A
rab

ya al-Su
d

yat, W
azrat 

al-talm
 al-Ā

l, Riy
, 2015, lau

a
10

を
改
変
。

注1 

一
九
八
〇
年
代
に
在
地
の
考
古
学
研
究
者
に
よ
っ
て
部
分
的
な
試
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
未
調
査
の
遺
跡
で
あ
る
。

2 

集
落
域
か
ら
は
厚
い
壁
厚
（
約
１
・５
ｍ
）
を
有
す
る
砦
（
34
ｍ
×
28

ｍ
）
が
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ハ
ウ
ラ
ー
に
集
落
・
砦
・
市
場
が

あ
る
と
い
う
ム
カ
ッ
ダ
シ
ー
（
10
C.
）
の
記
述
を
裏
付
け
る
と
重
要

な
発
見
と
考
え
ら
れ
た
。
砦
の
南
壁
周
辺
で
は
、
石
製
ブ
ロ
ッ
ク
造

の
小
部
屋
（
３
ｍ
×
４
ｍ
四
方
程
度
）
の
一
群
が
発
見
さ
れ
た
。
ま

た
集
落
の
丘
陵
頂
部
か
ら
は
、
三
～
四
室
の
小
部
屋
が
連
な
る
空
間

が
小
道
沿
い
に
み
つ
か
り
店
舗
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
三
島
海
雲
記
念
財
団
二
〇
二
四
年
度
学
術
研
究
奨
励
金
の
助

成
を
受
け
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
―
池
田
大
作
著
『
青
年
抄
』
か
ら
の
考
察

■
研
究
ノ
ー
ト
Ⅲ
■

１
．
は
じ
め
に

　
「
自
分
ら
し
さ
」
と
い
う
概
念
は
、
個
人
が
自
己
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
表
現
す
る
か
に
深
く
関
わ
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
心
理

学
の
領
域
に
お
い
て
も
幅
広
い
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自

己
概
念
や
自
己
認
識
は
、自
分
自
身
に
対
す
る
理
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
者
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
築
く
か
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

心
理
学
者
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、「
自
己
一
致
（self-

congruence

）」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
内
面
的
な
自
己
と
外
部

の
世
界
と
の
調
和
を
保
つ
こ
と
が
「
自
分
ら
し
さ
」
の
実
現
に
お
い

て
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
己
受
容
や
自
己
肯

定
感
は
、
自
己
を
深
く
理
解
し
、
受
け
入
れ
る
過
程
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
。
特
に
、
自
己
実
現
に
関
す
る
マ
ズ
ロ
ー
の
理
論

に
よ
れ
ば
、
個
人
が
自
己
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
自
分
ら
し
さ
」
を
達
成
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
　
李
　
和
　
貞

理
論
は
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
た
め
の
心
理
的
基
盤
を
提

供
し
て
お
り
、
個
人
が
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
充

実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

　

仏
教
思
想
家
で
あ
り
教
育
者
で
も
あ
る
池
田
大
作
博
士
は
、
人
生

哲
学
に
お
い
て
、
真
の
自
己
を
確
立
し
、
自
己
の
可
能
性
を
開
発
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
特
に
「
真
の
自
分
ら
し
さ
」

を
追
求
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し
、
個
人
の
成
長
は
、

自
己
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
社
会
貢
献
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
信
念

を
貫
い
て
い
る
。
特
に
、
人
が
成
長
し
、
よ
り
良
い
方
向
へ
変
化
し

て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
力
で
内
面
的
な
強

さ
を
育
み
、
他
者
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
「
自
分
ら
し
さ
」
を
確

立
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
心

理
学
的
な
理
論
と
も
深
く
共
鳴
し
て
お
り
、
両
者
の
融
合
が
重
要
で
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あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
池
田
博
士
の
思
想
と
心

理
学
的
視
点
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
池
田
博
士
の
著
書
『
青
年
抄
』
を

中
心
に
、「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
を

試
み
る
。

２
．「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
―
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
出
会
う
も
の

■
「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
―
自
己
概
念
の
形
成

　

自
己
概
念
と
は
、
個
人
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
評
価
す
る
か
を
指
し
、
そ
の
形
成
は
人
間
の
心
理
的
発
達
に
お

い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
。
つ
ま
り
、
自
己
概
念
は
、
人
が
自

分
自
身
を
ど
う
捉
え
、
理
解
し
、
評
価
す
る
か
と
い
う
心
理
的
構
造

で
あ
り
、
私
た
ち
の
行
動
、
感
情
、
対
人
関
係
に
多
大
な
影
響
を
与

え
る
要
素
で
あ
る
。「
自
分
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
過
程
は
、
こ
の

自
己
概
念
を
さ
ら
に
深
め
、
よ
り
豊
か
な
形
で
自
己
理
解
を
得
る
た

め
に
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
己
概
念
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
一
貫
し
た
形
で
存
在

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
生
経
験
や
社
会
的
な
相
互
作
用
を
通
じ
て

形
成
さ
れ
、
ま
た
進
化
し
て
い
く
。
ま
た
自
己
概
念
の
形
成
過
程
に

は
、
他
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
社
会
的
比
較
、
自
己
評
価
が

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
一
般
的
に
、
自
己
概
念
は
、
自
己
理
解
、

自
己
評
価
、
そ
し
て
自
己
一
致
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
発
展
し
て
い

く
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、自
己
概
念
は
一
度
確
立
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
に
固
執
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
変
化
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
自
分
ら
し
さ
」
と
は
、
他
者
の
期
待
や
社
会
の
規
範
に
従
う
の

で
は
な
く
、
自
己
の
内
面
か
ら
湧
き
出
る
本
当
の
欲
求
や
価
値
観
に

基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
追
求
を
通
じ
て
、
私
た
ち

は
本
来
の
自
分
を
発
見
し
、自
己
概
念
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。

カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
自
己
の
内
面
的
な
価
値
観
と
外
部
の
経
験

と
の
調
和
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
自
己
一
致
は
自
己

概
念
の
一
部
で
あ
り
、
人
が
自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る
際
に
欠
か
せ

な
い
要
素
と
な
る
。
自
己
一
致
が
達
成
さ
れ
る
と
、
個
人
は
自
己
評

価
や
自
己
信
頼
が
高
ま
り
、外
部
の
圧
力
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
分
自
身
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
自
己
概
念
は
単
な
る
自
己
認
識
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
実

現
の
基
盤
と
な
る
。
自
己
実
現
は
、
人
が
自
己
の
可
能
性
を
最
大
限

に
引
き
出
し
、
自
分
の
成
長
と
幸
福
を
追
求
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ

る
。
マ
ズ
ロ
ー
の
自
己
実
現
理
論
に
お
い
て
も
、
自
己
概
念
の
発
展

が
自
己
実
現
に
至
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
自
分
ら
し
さ
を
追
求
し
、
自
己
概
念
を
よ
り
深
く
理
解
す
る

こ
と
で
、
人
は
自
ら
の
潜
在
的
な
能
力
を
活
か
し
、
よ
り
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
自
己
実
現
に
至
る
過
程

で
、
個
人
は
自
己
を
深
く
探
求
し
、
自
己
を
深
く
理
解
し
、
受
け
入

れ
な
が
ら
、
他
者
と
調
和
し
な
が
ら
自
己
を
表
現
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
自
己
概
念
と
自
分
ら
し
さ
の
追
求
は
、
個
人
の
心

理
的
な
成
長
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
自
己
概
念
の
深
化
を
通
じ

て
、
人
は
自
分
を
よ
り
良
く
理
解
し
、
自
己
評
価
を
高
め
、
自
己
実

現
の
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る

こ
と
は
、
単
に
自
己
を
認
め
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
成
長
と

他
者
と
の
調
和
を
も
た
ら
す
重
要
な
過
程
で
あ
り
、
個
人
が
よ
り
充

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
言
え
る
。

■
「
自
分
ら
し
さ
」
と
「
自
己
受
容
」

　
　

 「
君
は
君
。
あ
な
た
は
あ
な
た
。
ど
こ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、

誠
実
に
」（『
青
年
抄
』、
五
六
ペ
ー
ジ
）

　

池
田
博
士
の
自
己
受
容
に
関
す
る
人
生
哲
学
は
、「
自
分
ら
し
さ
」

を
追
求
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
心
理
学
的
な
観
点
か
ら
も
深
い
洞
察

を
提
供
す
る
。
池
田
博
士
は
『
青
年
抄
』
の
中
で
、
自
分
を
あ
り
の

ま
ま
に
受
け
入
れ
、
信
じ
る
こ
と
が
「
自
分
ら
し
さ
」
を
実
現
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
自
己
受
容
と
い
う
心
理
学
的
概
念
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
お
り
、自
己
評
価
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

本
論
で
は
、
池
田
大
作
著
『
青
年
抄
』
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、

自
己
受
容
が
ど
の
よ
う
に
「
自
分
ら
し
さ
」
の
実
現
に
繋
が
る
の
か

を
考
察
す
る
。

　

池
田
博
士
は
『
青
年
抄
』
に
お
い
て
、「
人
生
は
桜
梅
桃
李
で
あ
る
。

自
分
が
他
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
分
は
自
分
ら
し
く
、
大

輪
を
咲
か
せ
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
（
同
書
、
五
七
ペ
ー
ジ
）」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
自
己
受
容
の
重
要
性
を
示
し
て
お
り
、

自
己
受
容
と
は
、
自
分
自
身
の
価
値
や
欠
点
を
含
め
た
す
べ
て
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
心
理
学
的
に
は
、
自
己
受
容
は
自
己
評
価

の
一
環
と
し
て
、
自
分
の
弱
点
や
失
敗
も
含
め
て
受
け
入
れ
る
こ
と

で
、
心
の
安
定
と
自
己
肯
定
感
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
池
田

博
士
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
自
己
を
偽
ら
ず
に
生
き
る
こ
と
は
、
自

分
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
、
自
己
を
正
直
に
認
め
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、
人
は
真
の
自
分
を
見
つ

け
出
し
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
池
田
博
士
は
、「
他
人
と
比
較
す
る
必
要
な
ど
ま
っ
た
く

な
い
。
む
し
ろ
、
自
分
の
〝
過
去
と
現
在
〟
を
比
べ
て
成
長
し
て
い

る
か
ど
う
か
で
あ
る
（
同
書
、
五
七
ペ
ー
ジ
）」
と
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
自
己
受
容
の
過
程
に
お
い
て
、
自
分
の
信
念
や
価
値
観
を

し
っ
か
り
と
持
ち
、
そ
れ
を
基
盤
に
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

自
己
受
容
は
、
自
分
の
内
面
に
対
し
て
も
誠
実
で
あ
り
、
他
人
や

社
会
の
期
待
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
考
え
方
や
信
念

を
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
深
ま
る
。
心
理
学
者
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

の
「
自
己
一
致
」
の
概
念
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、自
己
一
致
と
は
、

内
面
的
な
自
分
と
外
的
な
行
動
が
一
致
し
て
い
る
状
態
を
指
し
、
こ
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れ
は
自
己
受
容
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
自
己
受
容
を
進
め
る
こ
と

で
、
個
人
は
外
部
の
評
価
や
圧
力
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

池
田
博
士
の
教
え
は
ま
た
、
自
己
受
容
が
「
自
分
ら
し
さ
」
を
生

き
る
た
め
に
必
要
な
精
神
的
な
力
を
養
う
こ
と
に
繋
が
る
と
示
唆
し

て
い
る
。
池
田
博
士
は
、「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、
自
己

を
深
く
理
解
し
、
ど
ん
な
時
で
も
自
分
に
対
す
る
誠
実
さ
を
忘
れ
な

い
こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
自
己
受
容
と

誠
実
さ
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
誠
実
に
生
き

る
た
め
に
は
ま
ず
自
分
自
身
を
受
け
入
れ
、
自
己
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
心
理
学
的
に
は
、
自
己
受
容
は
心
理
的
な
健
康

を
保
つ
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
自
己
理
解
が
進
む
こ
と
で
、
自
分

に
対
し
て
誠
実
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
池
田
博
士
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、自
己
理
解
を
深
め
、自
己
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、「
自

分
ら
し
さ
」
を
確
立
し
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ

る
。

　

ま
た
、
池
田
博
士
は
「
う
ん
と
苦
し
ん
だ
日
々
こ
そ
、
一
番
不
幸

だ
と
思
っ
た
日
こ
そ
、
あ
と
か
ら
振
り
返
る
と
か
け
が
え
の
な
い

日
々
だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
も
の
で
あ
る
（
同
書
、
六
二
ペ
ー
ジ
）」

と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
の
考
え
は
自
己
受
容
の
深
化
に
繋
が
る
。
心

理
学
者
エ
リ
ッ
ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
の
「
成
人
期
の
発
達
理
論
」
に
お

い
て
も
、
個
人
は
自
己
の
過
去
や
弱
さ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
自

己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
池
田

博
士
が
言
う
よ
う
に
、
過
去
の
失
敗
や
苦
し
み
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
、
自
己
受
容
を
高
め
、
よ
り
深
い
「
自
分
ら
し
さ
」
を
見
つ
け
る

た
め
の
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ

を
自
己
成
長
の
一
部
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
強
い
自
分

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

結
論
と
し
て
、池
田
大
作
の『
青
年
抄
』に
お
け
る「
自
分
ら
し
さ
」

と
、
過
去
の
自
分
を
認
め
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
と
し
て

自
分
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
個
人
の
成
長
と
幸
福
に
と
っ
て
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
自
己
受
容
は
、
自
分

を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
、
自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
発
見
し
、
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
過
去
の
失
敗
や
弱
さ
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
い
自
己
を
築
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
自

己
受
容
が
「
自
分
ら
し
さ
」
を
確
立
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
。
池

田
博
士
の
教
え
は
、
自
己
受
容
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
の
自

分
を
見
つ
け
出
し
、
誠
実
に
生
き
る
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
心
理
学
的
原
則
を
強
調
し
て
い
る
と
考
察
さ
れ
る
。

■
「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
と
「
感
謝
の
心
」

　
　

 「
感
謝
の
心
は
美
し
い
。
人
生
を
豊
か
に
す
る
。
美
し
く
す
る
」

（『
青
年
抄
』
四
四
ペ
ー
ジ
）
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「
自
分
ら
し
さ
」
と
「
感
謝
の
心
」
の
関
連
に
つ
い
て
、
心
理
学

的
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
、
個
人
の
自
己
理
解
や
社
会
的
な
適

応
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
自
分
ら
し
さ
は
、
自
己
認
識
や
自
己
表

現
に
関
わ
る
心
理
的
な
要
素
で
あ
り
、
感
謝
の
心
は
他
者
と
の
関
係

性
に
お
い
て
生
ま
れ
る
情
動
的
な
反
応
で
あ
る
。
両
者
は
一
見
異
な

る
概
念
に
見
え
る
が
、実
際
に
は
深
い
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、「
自
分
ら
し
さ
」
と
は
、
個
人
が
自
分
自
身
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
る
。
自

己
概
念
や
自
己
受
容
が
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。
自
己
概
念
は
、
過
去
の
経
験
や
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
形

成
さ
れ
、
自
己
評
価
や
自
己
理
解
を
通
じ
て
発
展
す
る
。

　

自
分
ら
し
さ
の
追
求
は
、
自
己
認
識
を
深
め
、
内
面
的
な
価
値
観

や
目
標
に
基
づ
い
た
行
動
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
こ

の
過
程
に
お
い
て
、
個
人
は
自
己
を
理
解
し
、
他
者
と
の
関
係
の
中

で
自
己
表
現
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
感
謝
の
心
と
は
、
他
者
か
ら
受
け
た
恩
恵
や
支
援
に
対
し

て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
抱
き
、
そ
の
恩
恵
に
対
し
て
感
謝
の
気

持
ち
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
心
理
学
的
に
は
、
感
謝
は
幸
福
感
や
人

間
関
係
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
多
く
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
感
謝
の
心
は
、
他
者
と
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
相
互
作
用
を
促

進
し
、社
会
的
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
効
果
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

感
謝
の
感
情
は
、
自
己
中
心
的
な
視
点
か
ら
脱
却
し
、
他
者
と
の
つ

な
が
り
を
意
識
的
に
強
化
す
る
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
結
果
、
よ
り

深
い
人
間
関
係
や
社
会
的
な
調
和
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
自
分
ら
し
さ
」
と
「
感
謝
の
心
」
は
、
心
理
学
的
に
関
連
し
て

い
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
感
謝
の
心
を
持
つ
こ
と
が
、
自

分
ら
し
さ
の
発
展
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
感
謝
の
感
情
は
自

己
受
容
を
促
進
し
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
働
き
が
あ
る
。
感
謝
を

表
現
す
る
こ
と
で
、
自
己
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
が
強
化
さ
れ
、

自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る
際
の
基
盤
と
な
る
。

　

ま
た
、
感
謝
の
心
は
自
己
中
心
的
な
思
考
を
減
少
さ
せ
、
他
者
と

の
共
感
や
関
係
性
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
。こ
の
よ
う
な
視
点
は
、

個
人
が
自
分
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
他
者
と
の
関
わ
り
を
ど
の

よ
う
に
築
く
か
に
お
い
て
有
益
で
あ
り
、
結
果
的
に
自
己
表
現
が
よ

り
自
然
で
自
己
一
致
し
た
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
要

す
る
に
、
感
謝
の
心
が
自
分
ら
し
さ
の
表
現
を
促
進
す
る
社
会
的
要

因
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
、
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
感

謝
は
、
他
者
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。
心
理
学
的
に
見
る
と
、
社
会
的
支
援
が
豊
富
な
環
境
は
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
、
個
人
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
す
る
た
め
の
安

全
で
肯
定
的
な
場
を
提
供
す
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
感
謝
の
感
情

は
、
他
者
と
の
信
頼
関
係
や
絆
を
強
化
し
、
自
己
表
現
に
お
い
て
の

自
由
さ
や
安
心
感
を
も
た
ら
す
重
要
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
、「
自

分
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
過
程
に
は
、
内
面
的
な
成
長
に
繋
が
る
感
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謝
の
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
自
己
理
解
が
深
ま
る
過
程
に
お
い
て
は
、
他
者
か
ら
の

支
援
や
助
言
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
く
こ
と
で
、
自
己
の
成

長
や
発
展
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ
の
感
謝
の
心
は
、

自
己
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
、
個
人
が
自
分
の
価
値
や
目
標
に
忠
実
で
い
ら
れ
る
よ
う
心
理
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る

サ
イ
ク
ル
が
提
供
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

結
論
的
に
、「
自
分
ら
し
さ
」
と
「
感
謝
の
心
」
は
、
相
互
に
作

用
し
合
う
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
感
謝
の
心
が
自
己
受
容
や

自
己
肯
定
感
を
促
進
し
、
そ
の
結
果
、
個
人
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮

し
や
す
く
な
る
。
自
己
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
、
感
謝
の
感
情
は

よ
り
豊
か
に
育
ま
れ
る
。
心
理
学
的
な
視
点
か
ら
そ
の
関
連
性
を
理

解
す
る
こ
と
は
、
個
人
の
幸
福
や
社
会
的
適
応
に
と
っ
て
有
益
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

■
「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
と
「
幸
福
」
に
つ
い
て

　

池
田
大
作
著
『
青
年
抄
』
に
お
け
る
「
幸
福
」
の
概
念
は
、
自
己

実
現
と
人
間
の
成
長
に
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
心
理
学
的
観
点
か

ら
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。『
青
年
抄
』
に
お
い
て
は
、「
自
分
ら

し
さ
」
を
見
つ
け
、
自
己
を
貫
く
こ
と
が
幸
福
に
繋
が
る
と
述
べ
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
幸
福
は
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

自
分
自
身
で
決
め
る
も
の
だ
（
同
書
、
四
〇
ペ
ー
ジ
）」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
自
分
自
身
が
自
ら
の
道
を
進
み
、
内
面
の
強
さ
と

誠
実
さ
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、「
自
分
ら
し
さ
」

が
真
の
幸
福
に
至
る
道
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
心
理
学

的
に
解
釈
す
る
と
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
個
人

の
幸
福
感
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
自
己
実

現
を
目
指
し
、
自
己
決
定
感
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
は
、
個
人
の

内
的
な
満
足
を
高
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
部
の
評
価
に
依
存
し
な

い
自
立
し
た
幸
福
感
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　

ま
た
、こ
の
言
葉
は
心
理
学
に
お
け
る
自
己
実
現
の
概
念
に
近
い
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
マ
ズ
ロ
ー
の
自
己
実
現
理
論
に
お
い
て
は
、
人
間
は

最
終
的
に
自
己
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
真
の
自
己
を
追

求
す
る
こ
と
が
最
も
高
い
欲
求
と
さ
れ
て
い
る
。
池
田
博
士
の
言
葉

は
、
こ
の
理
論
と
一
致
し
、
自
己
の
本
質
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
深

い
満
足
感
や
幸
福
感
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、

池
田
博
士
は
「
自
ら
の
使
命
を
深
く
自
覚
し
、
果
た
し
て
ゆ
く
人
生

ほ
ど
幸
福
な
人
生
は
な
い
。
使
命
と
は
誰
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
自
ら
が
決
然
で
選
び
取
る
も
の
で
あ
る（
同
書
、五
七
ペ
ー

ジ
）」
と
続
け
て
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
自
己
決
定
理
論
（Self-D

eterm
ination T

heory

）

に
も
通
じ
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
理
論
で
は
、
人
間
は
自
分
の
行
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動
が
自
己
の
価
値
観
や
目
標
に
基
づ
い
て
い
る
と
感
じ
る
と
き
、
最

も
高
い
心
理
的
幸
福
を
感
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
、
自
己
の
価
値
観
や
信
念
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
、
幸
福
感
を
高
め
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
池
田
博
士
が
提

唱
す
る
「
自
ら
が
選
び
取
る
道
を
貫
く
」
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の

自
己
決
定
理
論
に
お
け
る
「
自
己
統
制
」
の
重
要
性
を
示
し
て
お
り
、

幸
福
を
得
る
た
め
に
は
外
的
な
承
認
や
評
価
に
依
存
す
る
の
で
は
な

く
、
内
的
な
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
本
質
的
で
あ
る
と
い
う
理
解
が

得
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
社
会
的
な
調
和
と
他
者
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
自
分
ら

し
さ
を
表
現
す
る
こ
と
が
、
他
者
か
ら
の
支
援
を
得
る
こ
と
で
幸
福

感
を
一
層
強
化
す
る
重
要
な
要
素
と
な
る
。『
青
年
抄
』
で
は
、「
本

当
に
幸
福
な
人
と
は
、
皆
を
幸
福
に
で
き
る
人
で
あ
る
。
他
者
と
の

調
和
の
中
で
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
真
の
幸
福
を

築
く
鍵
で
あ
る
（『
青
年
抄
』、四
三
ペ
ー
ジ
）」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
言
葉
は
、
他
者
と
の
関
係
性
に
お
け
る
幸
福
の
重
要
性
を
示

唆
し
て
お
り
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
幸
福
感
に
ど
れ
ほ
ど
影
響
を

与
え
る
か
を
強
調
し
て
い
る
。
心
理
学
に
お
け
る
「
社
会
的
支
持
理

論
」
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
通
じ
て
自
己
を
認

識
し
、
感
情
的
な
安
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
池
田
博
士
が
述
べ

る
「
本
当
に
幸
福
な
人
は
皆
を
幸
福
で
き
る
人
」
と
は
、
他
者
と
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
相
互
作
用
が
幸
福
感
に
寄
与
す
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
社
会
的
な
支
援
や
愛
情
が
幸
福
感
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。

　

結
論
と
し
て
、
池
田
大
作
の
『
青
年
抄
』
に
お
け
る
「
自
分
ら
し

さ
」
の
追
求
は
、
心
理
学
に
お
け
る
自
己
実
現
理
論
や
自
己
決
定
理

論
、
社
会
的
支
持
理
論
と
強
く
関
連
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
理
論
が

示
す
通
り
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
持
つ
こ
と
が
幸
福
感
の
向
上
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
自
己
認
識
と
社
会
的
な
調

和
の
中
で
自
分
を
貫
く
こ
と
が
、
真
の
幸
福
に
至
る
道
で
あ
る
と
い

え
る
。

３
．
結
び
に

　

池
田
大
作
著
『
青
年
抄
』
に
お
け
る
「
自
分
ら
し
さ
」
の
追
求
は
、

自
己
実
現
と
自
己
理
解
に
お
い
て
重
要
な
観
点
を
示
唆
し
て
お
り
、

こ
れ
を
心
理
学
的
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
個
人
の
成
長
や
幸
福

を
深
く
理
解
す
る
手
助
け
と
な
る
。
池
田
博
士
の
『
青
年
抄
』
で
は
、

「
自
分
ら
し
さ
」
を
見
つ
け
る
過
程
に
お
い
て
自
己
受
容
と
自
己
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
自
己
を
深
く
理
解
し
、
他
者

と
の
関
わ
り
の
中
で
自
分
の
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら
進
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
自
分
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
自
己
概
念
の
確
立
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
展
に
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
個
人
の
成
長

と
幸
福
を
深
く
理
解
す
る
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
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本
稿
で
は
、
池
田
大
作
著
『
青
年
抄
』
を
基
に
、「
自
分
ら
し
さ
」

を
追
求
す
る
過
程
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

自
己
受
容
、
感
謝
の
心
、
幸
福
感
に
焦
点
を
当
て
、
心
理
学
的
観
点

か
ら
個
人
の
成
長
と
自
己
実
現
を
新
た
な
視
点
で
考
察
し
た
。

　

池
田
博
士
は
『
青
年
抄
』
の
中
で
、「
心
の
力
は
無
限
で
あ
る
。

人
に
な
ん
と
言
わ
れ
よ
う
と
、〝
必
ず
自
分
は
で
き
る
ん
だ
〟
と
信

じ
る
こ
と
で
あ
る
。
勇
気
を
出
し
て
、
自
分
が
変
わ
れ
ば
、
周
り
も

変
わ
る
（
五
七
ペ
ー
ジ
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
自
己

認
識
と
自
己
信
頼
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、
心
理
学
的
に
見
る

と
、
こ
れ
は
「
自
己
概
念
」
の
形
成
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
自

己
概
念
と
は
、
個
人
が
自
ら
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
評
価

し
て
い
る
か
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
分
ら
し
さ
を
確
立
す

る
た
め
の
基
盤
と
な
る
。

　

池
田
博
士
が
言
う
よ
う
に
、
自
己
を
信
じ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
が
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
心
理
学
の
研
究
で
も
、
自
己
肯
定
感
が
高

い
人
は
自
己
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
池
田
博
士
の
言
葉
は
こ
の
点
と
一
致

す
る
。

　

さ
ら
に
、
池
田
博
士
は
、
自
分
ら
し
さ
を
作
る
た
め
に
は
、
外
部

の
期
待
や
評
価
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
内
面
的
な
強
さ
を
育
む

こ
と
が
大
切
だ
と
示
唆
し
て
お
り
、
こ
れ
は
心
理
学
的
に
は
「
内
発

的
な
動
機
付
け
」
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。
自
己
決

定
理
論
に
よ
れ
ば
、
個
人
は
自
分
の
価
値
観
や
目
標
に
基
づ
い
て
行

動
す
る
こ
と
で
、
最
も
高
い
心
理
的
満
足
感
や
幸
福
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
外
部
の
期
待
や
評
価
に
過
度
に
依
存
す
る

こ
と
な
く
、
内
的
な
動
機
付
け
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
個
人

の
自
己
実
現
に
繋
が
る
。

　

こ
の
点
で
、
池
田
博
士
が
述
べ
る
「
自
分
を
作
る
」
過
程
は
、
自

己
決
定
理
論
に
基
づ
く
心
理
的
な
成
熟
を
促
進
す
る
も
の
と
言
え

る
。
池
田
博
士
は
そ
の
思
想
の
中
で
常
に
、
自
分
を
作
る
こ
と
は
、

常
に
自
己
を
見
つ
め
直
し
、
成
長
を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
自
分
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

強
調
し
て
お
り
、
心
理
学
的
に
は
「
自
己
成
長
」
や
「
自
己
実
現
」

と
結
び
つ
く
概
念
で
あ
る
。
自
己
成
長
理
論
で
は
、
個
人
は
自
己
の

能
力
を
高
め
、
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
た
め
に
努
力
を
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

池
田
博
士
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
自
分
を
作
る
」
過
程
は
一
度

き
り
の
行
為
で
は
な
く
、
日
々
の
努
力
と
内
省
を
通
じ
て
自
己
を
成

長
さ
せ
る
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
自
分
の
強
み
を
受
け
入
れ

つ
つ
、
常
に
自
ら
の
価
値
観
や
行
動
を
見
直
す
こ
と
が
、「
自
分
ら

し
さ
」
を
深
め
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
自
分
ら
し
さ
を
追
求

す
る
た
め
に
は
、
自
己
理
解
を
深
め
、
自
己
信
頼
を
築
き
、
内
的
な

動
機
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
己
成
長
を
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意
識
的
に
追
求
す
る
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
自
己
実
現
に
繋
が
る
。

　

池
田
博
士
の
『
青
年
抄
』
で
の
教
え
は
、
こ
れ
ら
の
心
理
学
的
な

原
則
を
実
践
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
作
り
上

げ
る
過
程
に
お
け
る
価
値
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
自
分
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
自
己
概
念
の
確
立
、
内

的
動
機
の
強
化
、
自
己
成
長
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
心
理
学
的
に
見
て
個
人
の
幸
福
感
や
満
足
感
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
要
素
で
あ
る
。

　

本
稿
を
通
じ
て
強
調
し
た
い
の
は
、
池
田
大
作
著
『
青
年
抄
』
に

お
け
る
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、個
人
が
自
分
を
深
く
理
解
し
、

自
己
信
頼
を
高
め
、
よ
り
良
い
自
分
を
創
り
上
げ
る
た
め
の
道
を 

〝
自
ら
歩
ん
で
い
く
〟
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
真
の
「
自
分
ら
し
さ
」
を
発
揮
し
、
自
己
実
現
を
達
成
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
を
最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
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博
著
『
日
本
の
盲
点
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
二
一
年
）

■
書
評
■

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授
・
主
任
研
究
員
　
三
　
浦
　
健
　
一

　

本
著
は
二
〇
二
一
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
の
節
目
を
迎

え
た
年
に
発
刊
さ
れ
た
著
者
初
の
新
著
で
あ
る
。
本
著
の
内
容
に
入

る
前
に
、
著
者
と
筆
者
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

著
者
は
福
島
県
い
わ
き
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
福
島

原
発
の
研
究
を
本
格
的
に
開
始
し
た

ⅰ

。
こ
れ
ま
で
も『「
フ
ク
シ
マ
」

論 

原
子
力
ム
ラ
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
』（
青
土
社
、二
〇
一
一
年
）、

『
フ
ク
シ
マ
の
正
義  

「
日
本
の
変
わ
ら
な
さ
」
と
の
闘
い
』（
幻
冬

舎
、
二
〇
一
二
年
）、『
は
じ
め
て
の
福
島
学
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、

二
〇
一
五
年
）な
ど
福
島
に
関
連
し
た
書
籍
を
複
数
出
版
し
て
い
る
。

そ
し
て
現
在
、
著
者
は
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
を
勤
め
て
い
る
。

　

東
京
出
身
の
筆
者
が
福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る
東
日
本
国
際
大
学

に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
が
経
過
し

た
二
〇
一
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
担
当
す
る
初
年
度
の
授
業

に
お
い
て
、「
福
島
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

義
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
著
者
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
講

義
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
著
者
は
東
日
本
国
際
大
学
の
客
員
教
授
に

就
任
し
た
。
筆
者
は
そ
の
後
、
専
門
で
あ
る
観
光
学
の
視
点
か
ら

『
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ⅱ

』
の
取
り
組
み
に
注
目
し
つ
つ
、
福
島
県

に
お
い
て
観
光
教
育
に
関
す
る
研
究
と
実
践
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
著
者
と
筆
者
は
「
福
島
」
を
結
節
点
と
し
て
交

差
し
て
い
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
、
著
者
と
筆
者
を
つ
な
げ
る
結
び
目
が
あ
る
。
そ

れ
は
「
宗
教
」
へ
の
関
わ
り
で
あ
る
。
著
者
は
二
〇
二
四
年
、
仏
教

団
体
で
あ
る
創
価
学
会
の
機
関
紙
、
聖
教
新
聞
紙
上
で
行
わ
れ
た
連

載
を
ま
と
め
た
書
籍
『「
外
部
」
と
見
た
創
価
学
会
の
現
場
』（
潮
出

版
社
、
二
〇
二
四
年
）
を
出
版
し
た
。
著
者
は
「
外
部
」
の
眼
を
通

し
て
、
創
価
学
会
と
い
う
集
団
に
持
続
性
を
も
た
ら
す
秩
序
の
構
造

に
迫
っ
て
い
る
。
一
方
、
筆
者
は
二
〇
一
九
年
に
創
価
学
会
の
信
仰
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を
基
盤
と
し
た
学
問
研
究
を
行
う
創
学
研
究
所
を
立
ち
上
げ
、『
創

学
研
究
Ⅰ
―
信
仰
学
と
は
何
か
』（
第
三
文
明
社
、
二
〇
二
一
年
）、

『
創
学
研
究
Ⅱ
―
日
蓮
大
聖
人
論
』（
第
三
文
明
社
、
二
〇
二
三
年
）

を
発
刊
し
、信
仰
の
内
在
的
論
理
の
普
遍
言
語
化
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　

著
者
と
筆
者
は
外
部
か
ら
内
部
へ
、
内
部
か
ら
外
部
へ
、
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
は
あ
る
が
、
既
存
の
宗
教
学
、
仏
教
学
で
は
描

写
し
き
れ
な
い
「
宗
教
」
の
本
質
を
探
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
著

者
は
『「
外
部
」
と
見
た
創
価
学
会
の
現
場
』
の
中
で
「
こ
れ
ま
で

に
も
宗
教
学
や
宗
教
社
会
学
、
都
市
社
会
学
に
お
い
て
、
創
価
学
会

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
新
興
宗
教
」
の
研
究
は
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

た
だ
、改
め
て
既
往
研
究
を
俯
瞰
し
直
す
と
、い
わ
ゆ
る「
葬
式
仏
教
」

で
は
な
い
信
者
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
実
践
が
伴
う
現
代
宗
教
に
迫
る
研

究
、中
で
も
創
価
学
会
に
関
す
る
外
部
か
ら
の
切
り
込
み
は
「
浅
い
」

と
評
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」（
二
九
三
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
既
往

研
究
が
見
落
と
し
て
い
る
『
盲
点
』
に
目
を
向
け
、
サ
ー
チ
ラ
イ
ト

の
よ
う
に
新
た
な
光
を
当
て
、
対
象
の
隠
さ
れ
た
輪
郭
を
明
ら
か
に

す
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
研
究
姿
勢
は
あ
ら
ゆ
る
対
象
に
一
貫
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
置
き
が
少
し
長
く
な
っ
た
が
、
こ

こ
か
ら
本
著
の
内
容
を
紐
解
い
て
い
き
た
い
。

　

本
著
は
月
刊
誌
「
Ｖ
ｏ
ｉｃ
ｅ
」
に
二
〇
一
七
年
か
ら
連
載
さ
れ

た
「
ニ
ッ
ポ
ン
新
潮
流
・
現
代
社
会
」
の
論
考
を
ま
と
め
た
書
籍
で

あ
る
。
著
者
自
身
も
「
ど
の
論
考
を
ど
の
順
番
で
読
ん
で
も
ら
っ
て

も
構
わ
な
い
」（
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、メ
デ
ィ
ア
、政
治
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
多
様
な
テ
ー
マ
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は

「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
、
本
著
の
通
奏
低
音
と
な
っ
て
い
る
問
題

意
識
に
つ
い
て
「
私
た
ち
は
、
現
代
社
会
に
存
在
す
る
盲
点
を
感
じ

な
が
ら
、
視
点
を
ず
ら
し
、
視
野
を
拡
げ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
、

こ
と
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
見
通
す
力
を
鍛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
五
頁
）
と
述
懐
し
て
い
る
。
著
者
に
と
っ
て
『
盲
点
』
と
は
、

単
に
人
々
に
見
え
な
い
も
の
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
あ
え

て
人
々
が
見
よ
う
と
し
な
い
も
の
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
隠
そ
う

と
し
て
い
る
も
の
、
そ
う
し
た
広
い
意
味
で
の
『
盲
点
』
を
指
摘
す

る
こ
と
に
本
著
の
主
眼
は
置
か
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
本
著
で
「「
ム
ラ
社
会
」
の
駆
逐
ゲ
ー
ム
」
と
題
し
て
、

近
代
社
会
に
残
存
す
る
「
ギ
ル
ド
的
な
る
も
の
」
の
影
響
を
論
じ
て

い
る
。
こ
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
「
ム
ラ
」
は
『「
フ
ク
シ
マ
」
論　

原
子
力
ム
ラ
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
』
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
お

り
、
同
著
で
は
植
民
地
と
被
植
民
地
の
関
係
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
な

が
ら
、
原
発
立
地
地
域
と
中
央
と
の
歪
な
関
係
を
描
き
出
し
て
い

る
。
著
者
は
現
代
社
会
に
依
然
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け

て
い
る
封
建
的
な
「
ム
ラ
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、「
ム

ラ
」
的
な
構
造
が
駆
逐
ゲ
ー
ム
の
様
相
を
呈
し
な
が
ら
融
解
し
つ
つ

あ
る
現
状
も
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
同
論
考
が
連
載
さ
れ
た
の
は

二
〇
一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
れ
か
ら
七
年
の
月
日
が
経
過
し
、
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政
界
、
芸
能
界
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
ム
ラ

社
会
」
の
駆
逐
ゲ
ー
ム
は
勢
い
を
増
し
続
け
て
い
る
。
著
者
は
「
駆

逐
ゲ
ー
ム
を
講
じ
る
な
か
で
も
、
代
替
的
か
つ
理
想
的
な
社
会
の
あ

り
方
を
構
想
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
そ
の
ゲ
ー
ム
は

理
想
に
向
か
う
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
」（
六
五
頁
）

と
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
は
時
を
経

る
ご
と
に
重
み
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
著
の
最
終
章
は
「
３
・
11
の
盲
点
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
「
あ
と
が
き
に
か
え
て
―
―
な
ぜ
盲
点
は
盲
点
で
あ
り
続
け
る
の

か
」
の
中
で
、社
会
の
『
盲
点
』
に
目
を
向
け
る
動
機
に
つ
い
て
「
３
・

11
の
危
機
の
な
か
で
量
産
さ
れ
た
、
権
威
を
も
ち
時
に
権
力
を
ふ
る

う
立
場
に
あ
る
既
成
言
論
人
の
、た
だ
の
役
立
た
ず
な
ら
ま
だ
良
い
、

実
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
加
担
す
ら
す
る
体
た
ら
く
へ
の
憤
り

だ
っ
た
」（
二
三
六
頁
～
二
三
七
頁
）
と
率
直
な
思
い
を
吐
露
し
て

い
る
。
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
複
合
災
害
は
我
々
に
日
本

の
『
盲
点
』
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
時

に
感
じ
た「
憤
り
」が
今
も
な
お
、著
者
を
突
き
動
か
し
続
け
て
い
る
。

　

著
者
は
本
著
の
終
盤
に
お
い
て
、「
中
道
」「
知
識
」「
外
部
」
と

い
う
鍵
概
念
を
読
者
に
提
示
し
て
い
る
。
著
者
は
「
中
道
」
に
つ
い

て
、
仏
教
用
語
と
し
て
の
本
来
の
意
味
を
ふ
ま
え
て
「
極
端
同
士
の

対
立
構
造
自
体
か
ら
超
越
す
る
こ
と
」（
二
四
八
頁
）
と
定
義
す
る
。

ま
た
「
知
識
」
に
つ
い
て
は
「
断
片
的
な
情
報
を
体
系
的
に
組
み
合

わ
せ
、
ま
た
そ
の
獲
得
に
向
け
た
意
思
と
経
験
へ
の
意
思
が
不
可
欠

な
も
の
」（
二
五
〇
頁
）と
意
義
付
け
て
い
る
。
こ
う
し
た「
中
道
」「
知

識
」が
社
会
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
え
ば
、昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る
フ
ィ

ル
タ
ー
バ
ブ
ル
や
エ
コ
ー
チ
ャ
ン
バ
ー

ⅲ

な
ど
の
議
論
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
内
側
の
論
理
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
例
え
ば
社
会
的
弱
者
な
ど
自
分
た
ち
の
外
側
に
い

る
存
在
が
捨
象
さ
れ
、「
内
部
」
の
人
間
に
と
っ
て
「
外
部
」
が
『
盲

点
』
と
な
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
著
者
は
そ
う
し
た
事
態

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
時
に
秩
序
を
破
る
こ
と
も
い
と
わ
ず
、
物
語
を

展
開
す
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
自
ら
引
き
受
け
、
社

会
の
『
盲
点
』
に
光
を
当
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
著
が
発
刊
さ
れ

た
二
〇
二
一
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
の
節
目
で
あ
っ
た
だ

け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
新
た
な
災
禍
の
只
中
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
の
月
日
が
流
れ
た
が
、
著
者
は
今
、
社
会
の
ど
ん
な

『
盲
点
』
に
目
を
向
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
盲
点
』
が
『
盲

点
』
で
な
く
な
っ
た
時
、
そ
の
先
に
ど
ん
な
社
会
を
構
築
す
れ
ば
良

い
の
か
、
我
々
が
向
き
合
う
べ
き
次
な
る
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
た
。

〈
注
釈
〉

ⅰ 

『「
フ
ク
シ
マ
」
論 

原
子
力
ム
ラ
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
』（
青
土
社
、

二
〇
一
一
年
、
一
一
頁
）
を
参
照
。
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ⅱ 

公
式
Ｈ
Ｐ
（
引
用
元
：https://w

w
w

.hopetourism
.jp/about.htm

l

）

で
は
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
「
福
島
県
は
、
世
界
で
類
を
見

な
い
「
複
合
災
害
（
地
震
・
津
波
・
原
子
力
災
害
）」
を
経
験
し
た
唯

一
の
場
所
。
複
合
災
害
の
教
訓
等
か
ら
「
持
続
可
能
な
社
会
・
地
域

づ
く
り
を
探
究
・
創
造
す
る
」
福
島
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
新
し
い
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ⅲ 

総
務
省
（
引
用
元
：https://w

w
w

.soum
u.go.jp/johotsusintokei/

w
hitepaper/ja/r01/htm

l/nd114210.htm
l

）の
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、

エ
コ
ー
チ
ャ
ン
バ
ー
と
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
際
、

自
分
と
似
た
興
味
関
心
を
も
つ
ユ
ー
ザ
ー
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
結
果
、

意
見
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
と
自
分
と
似
た
意
見
が
返
っ
て
く
る
と

い
う
状
況
を
、
閉
じ
た
小
部
屋
で
音
が
反
響
す
る
物
理
現
象
に
た
と

え
た
も
の
」で
あ
り
、フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
は「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
ネ
ッ

ト
利
用
者
個
人
の
検
索
履
歴
や
ク
リ
ッ
ク
履
歴
を
分
析
し
学
習
す
る

こ
と
で
、
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
望
む
と
望
ま
ざ
る
と
に
か

か
わ
ら
ず
見
た
い
情
報
が
優
先
的
に
表
示
さ
れ
、
利
用
者
の
観
点
に

合
わ
な
い
情
報
か
ら
は
隔
離
さ
れ
、自
身
の
考
え
方
や
価
値
観
の
「
バ

ブ
ル
（
泡
）」
の
中
に
孤
立
す
る
と
い
う
情
報
環
境
」
の
こ
と
を
意
味

す
る
。



■活動報告・投稿規定
　

本
年
度
は
研
究
所
の
体
制
を
儒
学
教
育
研
究
部
門
、
池
田
大
作
研

究
部
門
、
社
会
哲
学
研
究
部
門
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
中
東
研
究
部
門
の

四
研
究
部
門
体
制
に
再
編
し
、
研
究
部
門
の
名
称
変
更
も
行
っ
た
。

現
代
仏
教
研
究
部
門
は
池
田
大
作
研
究
部
門
と
統
合
し
、
西
洋
哲
学

研
究
部
門
は
山
脇
直
司
部
門
長
を
迎
え
、
社
会
哲
学
研
究
部
門
と
し

て
新
出
発
し
た
。イ
ス
ラ
ー
ム
・
中
東
研
究
部
門
も
名
称
変
更
を
行
っ

た
。
ま
た
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る
な
ど
研

究
体
制
の
拡
充
を
図
っ
た
。

一
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

二
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

三
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

四
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

五
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

池
田
大
作
研
究
会　

講
師
：
大
﨑
素
史

　
　
　
　
「
二
一
世
紀
の
平
和
路
線
」

【
活
動
報
告
】

六
月　
　

第
三
六
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭　

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
山
崎
光
悦
先
生
）

七
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

池
田
大
作
研
究
会　

講
師
：
三
浦
健
一

　
　
　
　
「
創
価
信
仰
学
入
門
」

　
　
　
　

社
会
哲
学
研
究
部
門
研
究
会　

講
師
：
山
脇
直
司

　
　
　
　
「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
メ
デ
ィ
ア
、
民
主
主
義
」

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
高
橋
真
仁
先
生
）

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（D

ef T
ech M

icro

）

八
月　
　

夏
季
休
暇

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

九
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

社
会
哲
学
研
究
部
門
研
究
会　

講
師
：
山
脇
直
司

　
　
　
　
「
未
来
の
た
め
の
社
会
哲
学
序
説
」

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

十
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
大
塚
太
郎
先
生
）

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
吉
松
徹
郎
先
生
）

　
　
　
　

池
田
大
作
研
究
会　

講
師
：
鈎
治
雄

　
　
　
　
「『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
を
ど
う
創
造
す
る
か
」
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イ
ス
ラ
ー
ム
・
中
東
研
究
会　

講
師
：
月
本
昭
男　

　
　
　
　

 「
預
言
者
ホ
セ
ア
に
み
る
歴
史
と
内
面
へ
の
二
重
の
ま
な

ざ
し
」

十
一
月　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
吉
田
浩
一
郎
先
生
）

十
二
月　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
白
石
真
澄
先
生
）

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
・
中
東
研
究
会　

講
師
：
深
見
奈
緒
子

　
　
　
　

 「
イ
ス
ラ
ー
ム
複
合
建
築
に
み
る
慈
善
事
業
と
し
て
の
造

営
」
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■活動報告・投稿規定

令
和
六
年
度
全
学
共
通
授
業
『
人
間
力
の
育
成
』

　

平
成
二
十
五
年
度
に
開
講
し
た
全
学
共
通
授
業「
人
間
力
の
育
成
」

は
東
洋
思
想
研
究
所
が
主
催
し
、
全
学
部
共
通
一
年
生
必
修
の
通
年

科
目
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
毎
年
、
数
名
の
外
部
講
師
の

方
を
お
招
き
し
て
人
間
力
育
成
講
座
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
六
年
度
は
「
土
台
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。
人
格
的
感
化
に

よ
る
人
間
力
教
育
と
い
う
基
本
を
大
切
に
し
、
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
る
上
級
学
年
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
コ
ー
ナ
ー
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
、
双
方
向
性
の
高
い
授
業
に
挑
戦
し
た
。

　

ま
た
昨
年
度
に
引
き
続
き
書
籍
と
し
て
も
発
刊
し
て
い
る
「
人
間

力
を
め
ぐ
る
対
話
」の
小
冊
子
を
授
業
内
テ
キ
ス
ト
と
し
て
配
布
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
解
説
動
画
を
踏
ま
え
て
中
間
課
題
と
し
て
学
生
に
感

想
を
提
出
し
て
貰
っ
た
。
本
年
度
は
小
冊
子
の
校
正
を
行
っ
て
改
訂

版
を
作
成
し
、
こ
れ
ま
で
二
冊
配
布
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
を
一
冊
に

ま
と
め
て
学
生
に
配
布
し
た
。

　

本
年
度
は
外
部
講
師
と
し
て
、
春
学
期
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
東

洋
思
想
研
究
所
客
員
教
授
で
も
あ
るD

ef T
ech M

icro

先
生
、
内

閣
官
房
の
高
橋
真
仁
先
生
に
ご
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
秋
学
期

に
は
大
塚
倉
庫
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
の
大
塚
太
郎
先
生
、
株

式
会
社
ア
イ
ス
タ
イ
ル
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
吉
松
徹
郎
先

生
、
株
式
会
社
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

吉
田
浩
一
郎
先
生
、
関
西
大
学
名
誉
教
授
の
白
石
真
澄
先
生
と
い
っ

た
各
界
で
活
躍
す
る
外
部
講
師
の
方
々
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
吉
村
作
治
総
長
に
も
春
学
期
、
秋
学
期
の
計
二
回
、
ご
講

義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
来
年
度
の
授
業
テ
ー
マ
は
「
新
風
」
と
し

て
、
授
業
の
さ
ら
な
る
改
革
、
改
善
を
し
て
い
き
た
い
。高橋真仁先生による人間力育成講座
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儒
学
教
育
研
究
部
門
活
動
報
告

【
研
究
会
活
動
概
要
】

　

令
和
五
年
度
に
、東
洋
思
想
研
究
所
・
現
代
儒
学
研
究
部
門
は
「
儒

学
教
育
日
本
一
」
を
目
指
す
た
め
、
儒
学
教
育
研
究
部
門
と
名
称
を

変
更
、
部
門
長
・
松
本
優
梨
、
副
部
門
長
・
城
山
陽
宣
の
体
制
と
な

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
収
束
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
斯
文
会
主
催
の
湯
島
聖
堂
孔
子
祭
や
足
利
学
校
釋
奠
な
ど
、
対

外
的
な
多
く
の
行
事
へ
の
参
加
が
か
な
わ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
本
年
は
、
よ
り
一
層
、
研
究
と
啓
蒙
の
二
方
面
よ
り
、
積
極

的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
一
昨
年
度
よ
り
、
論
語
マ
イ
ス
タ
ー
の
制
度
も
、
本
格
的
に

動
き
始
め
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
学
生
も
、「
論
語
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
に
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
申
し
出
が
あ
る
な
ど
、
啓
蒙
活
動
が
定

着
し
て
い
き
つ
つ
あ
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
は
、
引
き
続
き
積
極
的
に
、
外
部
の
儒
学
関
係
の
研

究
・
行
事
に
参
加
し
、
本
研
究
所
の
儒
学
教
育
研
究
を
推
し
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

【
啓
蒙
活
動
概
要
】

【
1
】
論
語
部
「
い
わ
き
論
語
塾
」
活
動
報
告

　
「
い
わ
き
論
語
塾
」
は
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
大
学
の
指
定

部
に
昇
格
し
ま
し
た
。
令
和
二
年
度
・
三
年
度
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
の
た
め
、
学
内
の
三
密
下
に
お
け
る
討
論
会
の

開
催
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
令
和
四
年
度
よ
り
、
対
面
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
討
論

会
が
復
活
、『
論
語
』
の
解
釈
を
題
材
と
し
て
、
昨
年
度
は
、「
社
会

と
は
何
か
」
や
「
孤
独
と
は
何
か
」、
そ
し
て
「
幸
福
の
か
た
ち
と

は
何
か
」
に
つ
い
て
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
度
は
、
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自
分
自
身
に
と
っ
て
大

切
な
も
の
は
何
か
」
を
考
察
し
た
後
に
、「
人
間
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
も
の
と
は
何
か
」
と
い
う
現
代
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
突
き
詰

め
て
考
え
、
本
年
度
の
夏
期
の
討
論
会
で
は
、「
お
金
と
友
情
の
ど

ち
ら
が
大
切
か
」
に
つ
い
て
意
見
を
た
た
か
わ
せ
、
古
典
だ
け
で
な

く
、
現
代
社
会
や
思
想
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。
先

年
も
記
し
た
と
お
り
、
討
論
会
の
際
に
、
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課
題
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
内
容
に
対
し
て
、
学
生

た
ち
が
丁
々
発
止
の
議
論
を
行
い
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
さ
ら
に

深
い
考
察
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
今

後
の
討
論
会
で
は
、
現
代
的
な
問
題
意
識
か
ら
「
古
典
」
を
見
つ
め
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■活動報告・投稿規定

直
す
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、「
古
典
」
か
ら
現
代
的
事
象
や
諸
問

題
を
再
検
証
し
、
そ
の
上
で
、
未
来
を
照
射
す
る
よ
う
な
題
材
を
選

択
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
五
年
度
に
お
い
て
は
、
論
語
部
の
部
長
で
あ
る
渡
邉

裕
さ
ん
が
学
友
会
会
長
・
鎌
山
祭
実
行
委
員
長
に
就
任
し
、
そ
の
他

の
部
員
も
学
友
会
の
副
会
長
や
会
計
な
ど
の
役
員
に
就
任
す
る
な

ど
、
ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
令
和
六
年
度
に
お
い
て
も
、
論
語
部
の
部
員
で
あ
る
我
妻

拓
也
さ
ん
が
、
昨
年
度
同
様
、
学
友
会
会
長
・
鎌
山
祭
実
行
委
員
長

に
就
任
、
ま
た
多
く
の
部
員
が
、
副
会
長
や
会
計
と
し
て
参
画
す
る

な
ど
、
多
く
の
部
員
が
躍
動
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
い
ま
や
論

語
部
の
学
生
が
、
東
日
本
国
際
大
学
の
学
友
会
の
屋
台
骨
を
支
え
る

存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
英
語
講
座
や
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド

の
留
学
、
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
研
修
の
ほ
か
、
さ
ら
に
は
、
姉
妹
校
で

あ
る
台
湾
・
開
南
大
学
の
長
期
交
換
留
学
（
九
月
か
ら
一
月
）
に
部

員
の
室
井
駿
哉
さ
ん
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
積
極
的
な
部
員
が
多
く
登

場
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
儒
学
教
育
の
成

果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
次
第
で
す
。

　

次
に
、
過
去
に
は
三
年
連
続
第
一
位
の
栄
誉
に
浴
し
、
一
昨
年
度

も
総
長
賞
を
い
た
だ
い
て
い
た
本
学
の
鎌
山
祭
展
示
部
門
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
本
年
度
も
全
力
で
取
り
組
み
、
す
ぐ
れ

た
展
示
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
引
き

続
き
、
様
々
な
展
示
企
画
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
い
わ
き
論
語
塾
の
今
年
度
の
活
動
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ラ
ジ
オ
番
組
「
ふ
く
ど
ん
！
」
の
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の

企
画
に
、
論
語
部
の
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ラ
ジ

オ
番
組
の
公
開
放
送
な
ど
に
参
加
す
る
機
会
を
多
く
得
た
こ
と
は
、

部
員
た
ち
の
今
後
の
糧
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
を
基
礎
に
、新
た
な「
い
わ
き
論
語
塾
」の「
か

た
ち
」
を
模
索
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
先
生

方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
2
】
論
語
素
読
教
室
活
動
報
告

　

本
年
度
は
、遠
藤
敎
広
先
生
と
城
山
陽
宣
研
究
員
を
講
師
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
永
続
的
に
毎
月
二
回
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
熱
心
な
新
規
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
ほ
か
、
古
参

の
メ
ン
バ
ー
も
学
び
を
深
め
、論
語
・
儒
学
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
論
語
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
参
加
さ
れ
る
会
員
の
み
な
さ

ま
と
共
に
、
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
儒
学
、
と
り
わ
け
、
そ
の

中
枢
で
あ
る
『
論
語
』
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
深
く
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
降
、
儒
学
全
般
に
対
し
て
理
解
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を
深
め
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
部
の
会
員
の
方
々
に
は
、
研
究
の
段

階
に
至
り
、
教
養
の
面
か
ら
の
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
予
定
通
り
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
広

報
活
動
を
推
し
進
め
、
本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
儒
学
精
神
の
紹

介
と
、
認
知
度
を
高
め
る
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
す
。
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■活動報告・投稿規定

池
田
大
作
研
究
部
門
活
動
報
告

　

本
年
度
、
池
田
大
作
研
究
部
門
が
主
催
す
る
池
田
大
作
思
想
研
究

会
を
池
田
大
作
研
究
会
に
改
称
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
学
術
交
流
に

向
け
て
基
盤
を
整
え
た
。池
田
大
作
研
究
会
も
設
立
三
年
目
を
迎
え
、

本
年
度
は
研
究
会
を
計
四
回
開
催
し
た
。
ま
た
当
紀
要
に
は
研
究
会

に
お
い
て
外
部
講
師
と
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
創
価
大
学
名

誉
教
授
の
鈎
治
雄
先
生
に
よ
る
「『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
を

ど
う
創
造
す
る
か
」
と
題
す
る
特
別
講
義
の
講
義
録
を
掲
載
し
て
い

る
。
以
下
、
各
講
座
の
概
要
を
概
説
す
る
。

二
〇
二
四
年
五
月
十
一
日
「
二
十
一
世
紀
へ
の
平
和
路
線
」

　

大
﨑
素
史
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
・
池
田
大
作
研
究
会
会
長
）

　

池
田
大
作
研
究
会
の
大
﨑
素
史
会
長
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
創
大
平
和
研
究
』
創
刊
号
へ
の
特
別

寄
稿
「
二
十
一
世
紀
へ
の
平
和
路
線
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
国
際

的
な
連
帯
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。

二
〇
二
四
年
七
月
二
十
七
日
「
創
価
信
仰
学
入
門
」

　

三
浦
健
一
（
東
日
本
国
際
大
学
准
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
主
任

研
究
員
）

　

創
価
信
仰
学
に
お
け
る
「
十
の
基
礎
」
の
う
ち
、「
法
の
具
現
―

修
行
観
の
日
蓮
的
転
回
」「
宗
教
の
進
化
―
救
済
の
智
慧
」
に
つ
い

て
三
浦
健
一
主
任
研
究
員
が
講
義
を
行
っ
た
。
創
価
信
仰
学
の
実
践

論
に
相
当
す
る
二
つ
の
原
理
を
通
し
て
日
蓮
仏
法
の
修
行
観
に
つ
い

て
概
説
し
た
。

二
〇
二
四
年
十
月
二
十
六
日

「『
創
価
教
育
学
体
系
』
の
価
値
を
ど
う
創
造
す
る
か
」 

　

鈎
治
雄
（
創
価
大
学
名
誉
教
授
）

　

創
価
大
学
名
誉
教
授
の
鈎
治
雄
先
生
に
よ
る
講
義
で
は
教
育
者
で

あ
り
、
思
想
家
の
牧
口
常
三
郎
先
生
に
つ
い
て
、
主
著
『
創
価
教
育

学
体
系
』
を
紐
解
き
な
が
ら
、
創
価
教
育
の
現
代
的
な
意
義
に
つ
い

て
論
じ
た
。
詳
細
は
本
紀
要
の
「
特
集
二
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

二
〇
二
五
年
一
月
十
一
日
「
法
華
経
入
門
」

　

松
岡
幹
夫
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
所
長
）
151



研究　東洋
　
「
法
華
経
入
門
」
講
座
は
「
提
婆
達
多
品
」
の
後
編
を
題
材
に
行

わ
れ
た
。「
提
婆
達
多
品
」の
中
で
も「
竜
女
成
仏
」を
主
題
と
し
て
、

仏
法
に
お
け
る
男
女
観
は
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
根
本

的
な
男
女
平
等
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

2024 年 5月 11日に行われた大﨑素史部門長による講義

2024 年 10月 26日に行われた鈎治雄先生による講義
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社
会
哲
学
研
究
部
門
活
動
報
告

　

本
年
度
、
社
会
哲
学
研
究
部
門
は
西
洋
哲
学
研
究
部
門
を
発
展
改

称
す
る
形
で
新
た
に
発
足
し
た
。
部
門
長
に
は
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
山
脇
直
司
先
生
を
迎
え
、
年
度
内
に
二
回
、
先
の
研
究
会
を
開
催

し
た
。
当
研
究
部
門
に
は
東
日
本
国
際
大
学
副
学
長
で
も
あ
る
青
木

晋
康
研
究
員
、
経
済
経
営
学
部
の
飯
村
祥
之
研
究
員
、
い
わ
き
短
期

大
学
学
科
長
も
つ
と
め
る
福
井
朗
子
研
究
員
が
所
属
し
て
い
る
。

二
〇
二
四
年
七
月
三
十
日

　
「 

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、メ
デ
ィ
ア
、民
主
主
義
―
そ
の
再
考
」

　

報
告
者　

山
脇
直
司
（ 

東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授
）

二
〇
二
四
年
九
月
四
日

　
「 

未
来
の
た
め
の
社
会
哲
学
序
説
―
世
代
間
断
絶
を
超
え
て
」

　

報
告
者　

山
脇
直
司
（ 

東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授
）

山脇直司部門長による講義
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会のはじまり

イ
ス
ラ
ー
ム
・
中
東
研
究
部
門
活
動
報
告

　

イ
ス
ラ
ー
ム
・
中
東
研
究

会
で
は
、
こ
こ
数
年
イ
ス

ラ
ー
ム
文
明
の
科
学
的
な
側

面
に
焦
点
を
当
て
た
課
題
を

テ
ー
マ
に
し
て
き
た
が
、
今

年
度
は
さ
ら
に
イ
ス
ラ
ー
ム

文
明
の
特
徴
を
な
す
経
済
的

側
面
や
相
互
扶
助
の
考
え
方

の
側
面
も
追
及
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
二
〇
二
四
年
度
の

第
二
回
研
究
会
と
第
三
回
研

究
会
で
扱
っ
た
内
容
が
そ
れ

に
あ
た
る
。
二
〇
二
四
年
度
に
は
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研

究
に
加
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
前
身
時
代
の
宗
教
に
も
焦
点
を
当
て

る
研
究
会
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
第
一
回
研
究
会
で
ユ
ダ
ヤ
教
の
預

言
者
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
会
も
会
場
は
東
日
本

国
際
大
学
の
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
当
研
究
部
門
の
代
表

で
あ
る
吉
村
作
治
総
長
の
挨
拶
か
ら
会
が
始
め
ら
れ
た
（
写
真
１
）。

第
一
回
研
究
会　

二
〇
二
四
年
十
月
二
十
五
日
（
金
）�
�

一
八
：
三
〇
～
二
〇
：
〇
〇

「
預
言
者
ホ
セ
ア
に
み
る
歴
史
と
内
面
へ
の
二
重
の
ま
な
ざ
し
」

 

月
本
昭
男
（
立
教
大
学
・
上
智
大
学
名
誉
教
授
）（
写
真
2
）

　

ホ
セ
ア
は
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
国
が
北
の
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国

と
南
の
ユ
ダ
王
国
に
分
裂
し
た
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
が
ア
ッ
シ
リ

ア
に
滅
ぼ
さ
れ
る
と
い
う
さ
ば
き
を
受
け
る
直
前
に
登
場
し
た
預
言

者
で
あ
る
。
王
国
は
滅
亡
し
た
も
の
の
、
神
の
愛
は
そ
こ
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
再
び
集
め
ら
れ
、
悔
い

改
め
る
者
に
は
喜
ん
で
赦
し
が
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
講
演
は
、

ホ
セ
ア
預
言
の
特
徴
は
何
か
と
い
う
問
題
を
、
政
治
批
判
と
宗
教
批

判
、
内
面
へ
の
視
座
、
歴
史
へ
の
視
座
、
ホ
セ
ア
の
王
政
批
判
、
ホ

セ
ア
の
救
済
予
言
、
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
分
析
軸
を
通
し
て
進
め

ら
れ
た
。

第
二
回
研
究
会　

二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
日
（
金
）

�

一
八
：
三
〇
～
二
〇
：
〇
〇

 「
イ
ス
ラ
ー
ム
複
合
建
築
に
み
る
慈
善
事
業
と
し
て
の
造
営
」

深
見
奈
緒
子
（
日
本
学
術
振
興
会
カ
イ
ロ
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
長
）

写真１：研究会の始まり
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（
写
真
3
）

　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
公
共
建
築
は
社
会
を
想
定
し
た
慈
善
の
側
面

を
持
ち
、
宮
殿
の
建
設
も
社
会
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
目
的
が

あ
っ
た
。
一
方
宗
教
建
築
で
は
、
当
初
預
言
者
モ
ス
ク
が
担
っ
て
い

た
機
能
が
分
化
し
て
専
門
的
な
建
築
形
式
を
生
み
出
し
、
や
が
て
建

物
を
隣
り
合
わ
せ
る
等
、
信
仰
・
教
学
・
医
療
・
修
道
・
福
祉
に
関

わ
る
総
合
施
設
に
展
開
し
、
社
会
的
な
知
名
度
を
持
つ
も
の
も
登
場

し
た
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
に
盛
行
す
る
墓
付
複
合
建
築
で
は
、
通
り
を

挟
ん
で
向
い
合
う
軸
線
対
称
の
配
置
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
既
存
の
通

り
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
重
視
し
た
効
果
的
な
配
置
を
す
る
意
図
が
背

景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
回
研
究
会　

二
〇
二
五
年
一
月
十
七
日
（
金
）�

�

一
八
：
三
〇
～
二
〇
：
〇
〇

「
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

　

―
「
自
伝
」
か
ら
見
る
そ
の
生
涯
・
活
動
・
思
想
―
」

　
　
　

吉
村
武
典
（ 

大
東
文
化
大
学
国
際
関
係
学
部
准
教
授
）

 

（
写
真
4
）

　

十
四
世
紀
の
前
半
に
西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
登
場
し
た
イ
ブ
ン
・

ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
代
表
す
る
歴
史
哲
学
・
思

想
家
で
あ
り
、
輝
か
し
い
足
跡
は
法
学
や
経
済
学
の
分
野
に
も
及
ん

だ
。
本
講
演
で
は
、
代
表
的
な
著
作
『
歴
史
叙
説
』
を
事
例
に
、
そ

の
学
問
の
先
見
性
の
高
さ
を
分
析
し
、
特
に
「
ア
サ
ビ
ー
ヤ
」（
連

帯
意
識
）
と
社
会
と
の
関
り
に
分
析
の
キ
ー
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
講

演
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
家
の
来
歴
、
少
年
時
代
と
教

育
、
成
年
後
の
遍
歴
か
ら
思
想
の
形
成
史
の
背
景
を
考
察
し
、
晩
年

に
エ
ジ
プ
ト
で
過
ご
し
た
こ
と
や
、
テ
ィ
ム
ー
ル
と
の
会
見
等
の
重

要
な
ト
ピ
ッ
ク
の
紹
介
も
行
わ
れ
た
。

写真２：第１回研究会

写真３：第２回研究会

写真４：第３回研究会
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研
究
紀
要
『
研
究　
東
洋
』
投
稿
規
定

１ 

．
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
本
学
教
員
（
非
常
勤
講
師
を
含

む
）
に
限
る
。
た
だ
し
、
本
学
教
員
が
主
に
な
っ
て
い
る
共

同
執
筆
及
び
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
学
外

者
が
加
わ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

２ 

．
投
稿
は
、
原
則
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
原
稿
の
内
容
は

時
代
を
問
わ
ず
東
洋
思
想
全
般
（
特
に
儒
学
・
仏
教
・
日
本

思
想
関
連
を
歓
迎
す
る
）
に
関
連
し
た
幅
広
い
も
の
と
す

る
。

３ 

．
年
一
回
（
原
則
一
月
第
一
週
締
切
）
投
稿
の
申
込
み
を
受

け
る
。
申
込
み
者
が
多
い
場
合
に
は
、
次
号
廻
し
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。

４ 

．
投
稿
原
稿
は
、
論
文
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
五
〇

枚
前
後
）
、
研
究
ノ
ー
ト
（
三
五
枚
前
後
）
、
資
・
史
料
紹

介
（
五
〇
枚
前
後
）
、
書
評
、
報
告
（
一
〇
枚
前
後
）
等
に

区
分
す
る
。
区
分
は
原
則
と
し
て
投
稿
者
の
申
出
に
よ
る

が
、
編
集
委
員
会
が
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
（
一
回
の

投
稿
原
稿
は
一
人
論
文
を
含
め
二
本
＋
共
同
執
筆
一
本
ま
で

と
す
る
）
。

５ 

．
投
稿
原
稿
は
『
研
究　

東
洋
』
編
集
委
員
会
あ
て
に
提
出

す
る
も
の
と
し
、
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
。
校
正
等
は
全
て
紀
要
編
集
委
員
会
を
経

由
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
者
は
引
き
と
り
を
求

め
る
こ
と
が
あ
る
。
査
読
の
結
果
、
原
稿
の
修
正
、
再
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

６ 

．
論
文
以
外
の
原
稿
に
つ
い
て
も
、
編
集
委
員
会
の
判
断

で
、
修
正
、
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

７ 

．
投
稿
原
稿
は
、
別
に
定
め
る
執
筆
要
項
に
従
い
、
期
日
ま

で
に
完
成
原
稿
と
し
て
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
12
月
９
日
改
訂
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論
語
素
読
教
室
の
ご
案
内

　
東
日
本
国
際
大
学
で
は
、
長
年
、
本
学
教
員
と
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
『
論
語
素
読
教
室
』
を
開
講
し
て
参
り
ま
し
た
。
平

成
元
年
か
ら
は
じ
ま
る
恒
例
の
勉
強
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

原
則
的
に
月
二
回
、
本
学
明
倫
堂
を
会
場
に
論
語
を
読
む
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
完
成
し
た
新
一
号
館
の
明
倫
堂
へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
興
味
あ
る
皆
様
は
、
お
気
軽
に
左
記

研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
論
語
素
読
教
室

　
東
日
本
国
際
大
学

　
東
洋
思
想
研
究
所
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